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Ⅰ 調査の概要 

１ 調査の目的 

変化する市民意識の動向と現在の多様な市民ニーズを科学的、統計的に把握し、今後の市の施

策・事業の検討、推進、評価の基礎データとして活用することを目的としている。 

 

２ 調査の方法 

（１）調 査 地 域 久留米市全域 

（２）調 査 対 象 者 久留米市に在住する満 18 歳以上の人 

（３）サ ン プ ル 数 5,000 人 

（４）抽 出 方 法 住民基本台帳からの無作為抽出 

（５）調 査 方 法 郵送調査 

（６）調 査 期 間 令和３年７月 27 日から令和３年８月 16 日 

（７）回 収 数 （ ％ ） 2,194 票（43.9％） 

（８）調査の企画と実施 企画 久留米市協働推進部広聴・相談課 

            実施 株式会社名豊 

 

３ 調査項目 

今回の調査は、１．行政施策、２．情報発信、３．地域コミュニティ活動、４．セーフコミュ

ニティ、５．在宅医療・介護の意識、６．新型コロナウイルス感染症の影響という６つのテーマ

について実施した。 

 

 １．行政施策  久留米市の住みやすさ、愛着度、定住意向、市の情報発信などについて調査し、

久留米市新総合計画に掲げる施策の達成状況を把握するための基礎資料として活用とする。 

 ２．情報発信  広報紙やホームページの閲覧頻度、ＳＮＳの利用状況などについて調査し、久留

米市の効果的な情報発信方法を検討するための基礎資料として活用する。 

３．地域コミュニティ活動  自治会への加入状況、地域コミュニティ活動の認知度と参加意向、地

域コミュニティへ期待することを調査し、地域コミュニティの活性化を図るための基礎資料として

活用する。 

 ４．セーフコミュニティ  久留米市が取り組んでいるセーフコミュニティについての認知度、暮

らしでの不安感、防災・防犯への取り組み、不安・悩みの状況を把握し、安全安心なまちづくりを

実現するための基礎資料とする。 

 ５．在宅医療・介護の意識  ＡＣＰ（アドバンス・ケア・プランニング）の認知度、人生の最終

段階の希望、看取りの状況について把握し、在宅医療・介護の連携の為の施策策定の基礎資料とす

る。 

 ６．新型コロナウイルス感染症の影響  新型コロナウイルス感染症が流行する中での生活の変化、

生活での困り事などを把握する。 
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＜設問概要図＞ 

令和３年度久留米市民意識調査 
 

行政施策 （問 1～15） 
   久留米市の住みやすさ（問 1）        まちの環境の満足度（問 2）        久留米市への愛着度（問 3）        久留米市の状況（問 4）        定住意向（問 5）        環境に配慮した取り組みの状況（問 6）        生涯学習活動の状況（問 7）        自分自身の健康状況（問 8）        運動・スポーツ活動の状況（問 9）        健康づくりのための運動の状況（問 10）        安全安心のまちづくりを市と地域の協働で進めていくこと（問 11）        市民活動への参加意向（問 12）        市民活動への参加状況（問 13）        オンライン開催による市民活動への参加状況（問 13 付問 1）        自分自身の人権に対する感覚（問 14）        人権に対する感覚を高めるためにしたいこと（問 14 付問 1）        まちづくりに関する取り組みの満足度（問 15）     
情報発信 （問 16～24） 
   市政情報の入手方法（問 16）        期待する情報発信（問 17）        久留米市の魅力（問 18）        「広報久留米」の閲読状況（問 19）        見やすさについての感想（問 19 付問 1）        読みやすいと感じる部分（問 19 付問 2）        必ず目を通す紙面（問 19 付問 3）        読まない理由（問 19 付問 4）        「広報久留米」の希望発行頻度（問 20）        情報収集に使用する情報機器端末（問 21）        久留米市の公式ホームページの閲覧頻度（問 22）        ＳＮＳの利用状況（問 23）        ＳＮＳの種類（問 23 付問 1）        久留米市の公式ＳＮＳの閲覧状況（問 23付問 2）        久留米市の公式ＳＮＳの登録（フォロー）状況（問 23付問 3）        市公式 YouTube で充実してほしい動画（問 24）     
地域コミュニティ活動 （問 25～27） 
   自治会への加入状況（問 25）        加入して良かったと思うこと（問 25付問１）        加入していない理由（問 25 付問２）        地域で行われている活動の認知度・参加意向（問 26Ａ,Ｂ）        地域コミュニティに期待すること（問 27）     
セーフコミュニティ （問 28～36） 
   

安全安心のまちづくりに取り組んでいることの認知（問 28）        
けがや事故、犯罪、災害への不安感（問 29-１）        
３年間でのけがや事故、犯罪、災害への不安感の変化（問 29-2）        
ふだんの生活で不安に感じること（問 30-1）        
防犯・防災のために必要な個人や地域での必要な取り組みや対策（問 30-2）        
家庭での水や食料の備蓄（問 31）        
家庭での災害対策（問 32）        
避難所の認知状況（問 33-1）        
地域の自主防災組織の活動の状況（問 33-2）        
不安や悩み、ストレスの有無（問 34）        
その原因（問 34 付問 1）        
不安や悩み、ストレスの相談相手（問 35）        
不安や悩み、ストレスを相談することにためらいを感じるか（問 36）     

在宅医療・介護に関する意識 （問 37～40） 
   

ＡＣＰ（アドバンス・ケア・プランニング）の認知度（問 37）        
ＡＣＰについて知ったきっかけ（問 37 付問 1）        
最期の療養生活を送る場所（問 38）        
人生の最終段階で安心して居宅で最期を迎えることができるか（問 39）        
できないと思う・わからない理由（問 39付問 1）        
居宅で看取った経験の有無（問 40）        
大変だった内容（問 40付問 1）     

新型コロナウイルス感染症の影響 （問 41～42） 
   

新型コロナウイルス感染症の影響の長期化による日常生活の変化（問 41）        
新型コロナウイルス感染症の影響の長期化による困ったり不安を感じたりすることの有無（問 42）        
困ったり不安を感じたりすることの内容（問 42付問 1）     
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４ 地域区分および回収状況 

地域別の特性をみるために、市全体をブロックに区分して分析を行っています。 

各ブロックに対応する小学校区および校区別の有効回収率は以下のとおりです。 

ブロック 校区 配布数 
有効 

回答数 

有効回収 

率（％） 
 ブロック 配布数 

有効 

回答数 

有効回収 

率（％） 

東部Ａ 

山川 119 53 44.5  東部Ａ 332 144 43.4 

山本 51 25 49.0  東部Ｂ（田主丸） 313 131 41.9 

草野 31 14 45.2  北部Ａ 442 165 37.3 

善導寺 107 39 36.4  北部Ｂ（北野） 278 145 52.2 

大橋 24 13 54.2  中央東部 661 253 38.3 

東部Ｂ 

船越 36 11 30.6  南東部 496 202 40.7 

水縄 35 8 22.9  中央部 700 266 38.0 

田主丸 96 64 66.7  中央南部 864 345 39.9 

水分 32 12 37.5  南西部 461 207 44.9 

竹野 49 14 28.6  西部Ａ(城島） 173 62 35.8 

川会 35 9 25.7  西部Ｂ（三潴） 280 148 52.9 

柴刈 30 13 43.3  わからない・無回答 － 126 － 

北部Ａ 

小森野 92 37 40.2  合計 5,000 2,194 43.9 

合川 197 64 32.5 

宮ノ陣 153 64 41.8 

北部Ｂ 

弓削 44 16 36.4 

北野 142 93 65.5 

大城 63 23 36.5 

金島 29 13 44.8 

中央東部 

西国分 302 128 42.4 

東国分 209 58 27.8 

御井 150 67 44.7 

南東部 

上津 277 108 39.0 

高良内 177 79 44.6 

青峰 42 15 35.7 

中央部 

荘島 86 33 38.4 

日吉 110 50 45.5 

篠山 118 51 43.2 

京町 99 29 29.3 

南薫 185 65 35.1 

長門石 102 38 37.3 

中央南部 

鳥飼 155 58 37.4 

金丸 228 92 40.4 

南 276 107 38.8 

津福 205 88 42.9 

南西部 

安武 104 49 47.1 

荒木 225 99 44.0 

大善寺 132 59 44.7 

西部Ａ 

城島 71 35 49.3 

下田 17 9 52.9 

江上 45 7 15.6 

青木 27 7 25.9 

浮島 13 4 30.8 

西部Ｂ 

西牟田 78 27 34.6 

犬塚 87 26 29.9 

三潴 115 95 82.6 

わからない・無回答 － 126  

全市 5,000 2,194 43.9 
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◇ブロック地図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 標本の構成 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

男
性 

女
性 

回
答
し
な
い 

無
回
答 

18
～
29
歳 

30
歳
代 

40
歳
代 

50
歳
代 

60
～
64
歳 

65
～
69
歳 

70
～
74
歳 

75
歳
以
上 

無
回
答 

持
ち
家
（
一
戸
建
て
） 

持
ち
家
（
集
合
住
宅
・
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
） 

賃
貸
住
宅
（
一
戸
建
て
） 

賃
貸
住
宅
（
ア
パ
ー
ト
・
マ
ン
シ
ョ
ン
） 

勤
務
先
給
与
住
宅
（
公
務
員
住
宅
・
社
宅
・
寮
な
ど
） 

間
借
り
、
そ
の
他 

無
回
答 

全  体 2,194 42.8 56.5 － 0.7 7.8 11.5 16.8 17.4 10.7 12.9 13.4 9.0 0.5 64.5 9.5 3.5 17.9 1.4 2.0 1.3 

東部 A  144 41.0 59.0 － － 5.6 11.8 16.0 16.7 4.2 16.0 17.4 12.5 － 84.7 － 2.8 9.7 0.7 2.1 － 

東部 B（田主丸） 131 39.7 60.3 － － 7.7 9.9 9.2 18.3 16.8 12.2 15.3 10.7 － 94.7 － 0.8 3.1 1.5 － － 

北部 A 165 37.6 62.4 － － 9.7 13.3 28.5 19.4 9.7 7.3 5.5 6.7 － 57.6 1.2 4.2 34.5 0.6 0.6 1.2 

北部 B（北野） 145 40.7 58.6 － 0.7 6.9 8.3 15.2 16.6 13.1 11.0 21.4 7.6 － 91.7 0.7 1.4 4.8 － 0.7 0.7 

中央東部 253 39.9 59.7 － 0.4 6.7 11.5 15.0 19.0 10.7 14.6 14.2 8.3 － 48.6 19.4 7.5 21.3 2.0 0.4 0.8 

南東部 202 46.0 53.5 － 0.5 6.4 10.9 15.8 16.8 10.4 13.9 14.4 11.4 － 74.8 1.5 5.0 14.9 2.0 1.5 0.5 

中央部 266 47.0 53.0 － － 8.6 13.2 21.8 17.7 10.2 13.9 9.4 5.3 － 34.6 33.1 4.1 22.2 2.6 3.0 0.4 

中央南部 345 45.2 54.8 － － 8.7 12.8 16.8 19.1 9.9 13.0 12.2 7.5 － 51.3 13.6 2.6 26.1 1.4 4.1 0.9 

南西部 207 41.1 58.5 － 0.5 7.8 13.5 17.9 16.9 8.2 13.0 12.6 10.1 － 76.3 1.4 4.3 14.5 1.0 1.9 0.5 

西部 A（城島） 62 61.3 38.7 － － 14.5 12.9 12.9 11.3 19.4 9.7 12.9 6.5 － 80.6 － 1.6 11.3 － 4.8 1.6 

西部 B（三潴） 148 38.5 61.5 － － 8.8 9.5 12.2 18.2 13.5 14.2 15.5 8.1 － 83.8 － 1.4 11.5 0.7 2.0 0.7 

無回答 126 41.3 49.2 0.8 8.7 4.8 7.1 11.9 11.1 11.1 12.7 15.1 17.5 8.7 52.4 12.7 0.8 18.3 1.6 2.4 11.9 
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◇標本の構成                   
N = 2,194 回収数（票） 比率（％）  N = 2,194 回収数（票） 比率（％） 

性
別 

男性 939 42.8  

職
業 

農林漁業 46 2.1 

女性 1,239 56.5  自営業 190 8.7 

回答しない 1 0.0  給与所得者（常勤） 764 34.8 

無回答 15 0.7  パート・アルバイト 391 17.8 

年
齢 

18～29 歳 171 7.8  学生 53 2.4 

30 歳代 253 11.5  家事に専念 282 12.9 

40 歳代 368 16.8  無職 394 18.0 

50 歳代 382 17.4  その他 53 2.4 

60～64 歳 235 10.7  無回答 21 1.0 

65～69 歳 284 12.9  

住
居
形
態 

持ち家（一戸建て） 1,415 64.5 

70～74 歳 293 13.4  持ち家（集合住宅・分譲マンション） 209 9.5 

75 歳以上 197 9.0  賃貸住宅（一戸建て） 76 3.5 

無回答 11 0.5  賃貸住宅（アパート・マンション） 392 17.9 

家
族
構
成 

単身 224 10.2  勤務先給与住宅 30 1.4 

夫婦のみ 565 25.8  間借り、その他 44 2.0 

親・子（２世代） 1,054 48.0  無回答 28 1.3 

親・子・孫（３世代） 233 10.6  

居
住
年
数 

５年未満 141 6.4 

その他 90 4.1  ５～10 年未満 125 5.7 

無回答 28 1.3  10～20 年未満 284 12.9 

同
居
家
族 

就学前の子どもがいる 263 12.0  20～30 年未満 352 16.0 

小学生がいる 261 11.9  30～40 年未満 312 14.2 

中学生がいる 165 7.5  40 年以上 965 44.0 

１８歳未満の子どもがいる 173 7.9  無回答 15 0.7 

６５歳以上の人がいる 881 40.2      

障害者手帳を持っている人 239 10.9 

上記にあてはまる人はいない 686 31.3 

無回答 66 3.0 

（内 WEB 回答分） 
N = 476 回収数（票） 比率（％）  N = 476 回収数（票） 比率（％） 

性
別 

男性 227 47.7  

年
齢 

18～29 歳 81 17.0 

女性 249 52.3  30 歳代 124 26.0 

回答しない 0 -  40 歳代 123 25.8 

無回答 0 -  50 歳代 85 17.9 

     60～64 歳 30 6.3 

     65～69 歳 17 3.6 

     70～74 歳 11 2.3 

     75 歳以上 5 1.1 

     無回答 0 - 

 

◇日常よく利用する移動手段       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 2,194 ％

自動車

徒歩

自転車

バス

鉄道

バイク（原動機付自転車を含
む）

その他

無回答

83.0

29.3

21.6

12.4

11.0

3.6

1.3

0.8

0 20 40 60 80 100
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６ 調査結果の表示方法 

・回答は各質問の回答者数（Ｎ）を基数とした百分率（％）で示してあります。また、小数点

以下第２位を四捨五入しているため、内訳の合計が 100.0％にならない場合があります。 

・複数回答が可能な設問の場合、回答者が全体に対してどのくらいの比率であるかという見方

になるため、回答比率の合計が 100.0％を超える場合があります。 

・クロス集計の場合、無回答を排除しているため、クロス集計の有効回答数の合計と単純集計

（全体）の有効回答数が合致しないことがあります。なお、クロス集計とは、複数項目の組

み合わせで分類した集計のことで、複数の質問項目を交差して並べ、表やグラフを作成する

ことにより、その相互の関係を明らかにするための集計方法です。 

・文中の選択肢の表示は「 」で行い、選択肢のうち二つ以上のものを合計して表す場合は『 』

とした。その場合の数値については、選択肢の数値を合計したものとします。 

・数表、図表に示す選択肢はスペースの関係で文言を省略している場合があります。巻末の調

査票を参照してください。 

・性別のクロス集計で「回答しない」「無回答」は回答者が少ないため、表から割愛しています。 

・本調査における標本誤差は、回答者数（ｎ）と得られた結果の比率によって異なりますが、

単純無作為抽出法を仮定した場合の誤差(95％は信頼できる誤差の範囲)は、下表のとおりで

す。 

 

  標本誤差 

（２段階抽出） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

λ＝信頼係数 

Ｎ＝母集団数 

ｎ＝比率算出の基数 

ｐ＝回答の比率 

各回答の
比率 10% 20% 30% 40% 50%

Ｐ

　基数　（n） （又は90％） （又は80％） （又は70％） （又は60％） （又は50％）

3,000 ±1.1 ±1.4 ±1.6 ±1.7 ±1.8

2,000 ±1.3 ±1.7 ±2.0 ±2.1 ±2.2

1,000 ±1.9 ±2.5 ±2.8 ±3.0 ±3.1

500 ±2.6 ±3.5 ±4.0 ±4.3 ±4.4

100 ±5.9 ±7.8 ±9.0 ±9.6 ±9.8
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◇過去の調査で今回と同様の質問を行っている場合、随時その結果を掲載しています。 

また、平成 28 年度までの調査対象は 20 歳以上となっている。 

・各テーマ別に比較した過去の調査は以下のとおりである。 

○行政施策        平成 30・令和元年度 久留米市民意識調査 

○情報発信        平成 23 年度 久留米市民意識調査 

○地域コミュニティ活動  平成 23・28 年度 久留米市民意識調査 

○セーフコミュニティ   平成 23・26・29 年度 久留米市民意識調査 

○在宅医療・介護の意識  平成 28 年度 久留米市民意識調査 
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Ⅱ 調査結果の分析 

（１）久留米市の住みやすさや愛着度について 

問１ あなたは、久留米市は住みやすいと思いますか。（あてはまる番号１つだけ） 

「住みやすい」と「どちらかといえば住みやすい」を合わせた『住みやすい』の割合が 88.3％、

「どちらかといえば住みにくい」と「住みにくい」を合わせた『住みにくい』の割合が 5.2％と

なっています。 

 

【経年比較】 

令和元年度調査から「どちらでもない」の選択肢を削除した結果、『住みやすい』の割合が 6.4

ポイント上昇しました。今年度は、令和元年度と同水準で推移しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※平成 30 年度調査では、「どちらでもない」の選択肢がありました。 

  

回答者数 = 『住みやすい』 『住みにくい』

令和３年度調査 2,194 88.3 5.2

令和元年度調査 2,847 88.4 6.2

平成30年度調査 1,758 82.0 5.1

45.4

48.6

42.0

42.9

39.8

40.0

4.1

11.4

1.1

4.9

4.0

6.5

1.3

1.1

5.4

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

住みやすい どちらかといえば住みやすい

どちらでもない そちらかといえば住みにくい

住みにくい 無回答

（ｎ = 2,194）

住みやすい

45.4%

どちらかといえば住みやすい

42.9%

どちらかといえ

ば住みにくい

4.1%

住みにくい

1.1%

無回答

6.5%
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【性別】『住みやすい』は、「男性」は 86.9％、「女性」は 89.9％で女性の方が 3.0 ポイント高くな

っています。 

【年齢別】「60～64 歳」で『住みやすい』の割合が 92.3％と高くなっています。「30 歳代」で『住

みにくい』の割合が 9.5％と高くなっています。 

【ブロック別】「西部 B （三潴）」と「北部 A」では『住みやすい』の割合が 90％台と高くなってい

ます。「西部 A （城島）」で 16.1％、「北部 B(北野)」で 11.8％と『住みにくい』の割合が高くなっ

ています。 

【同居家族別】「世帯の中に小学生がいる」「世帯に上記にあてはまる人はいない」で『住みやすい』

の割合が９割を超えて高くなっています。「世帯の中に 65 歳以上の人がいる」で『住みにくい』の

割合が 6.4％と高くなっています。 

 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

久留米市の住みやすさ（％） 

住
み
や
す
い 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

住
み
や
す
い 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

住
み
に
く
い 

住
み
に
く
い 

無
回
答 

『
住
み
や
す
い
』 

『
住
み
に
く
い
』 

全体 2,194 45.4 42.9 4.1 1.1 6.5 88.3 5.2 

性
別 

男性 939 45.4 41.5 5.1 1.3 6.7 86.9 6.4 

女性 1,239 45.8 44.1 3.3 1.0 5.9 89.9 4.3 

年
齢
別 

18～29 歳 171 45.0 43.9 2.3 0.6 8.2 88.9 2.9 

30 歳代 253 43.1 43.9 7.9 1.6 3.6 87.0 9.5 

40 歳代 368 40.8 45.7 5.4 2.2 6.0 86.5 7.6 

50 歳代 382 46.9 43.7 3.7 0.5 5.2 90.6 4.2 

60～64 歳 235 42.1 50.2 3.0 1.3 3.4 92.3 4.3 

65～69 歳 284 48.6 40.1 3.5 0.4 7.4 88.7 3.9 

70～74 歳 293 46.4 41.0 3.8 0.7 8.2 87.4 4.5 

75 歳以上 197 53.8 32.5 1.5 1.5 10.7 86.3 3.0 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

久留米市の住みやすさ（％） 

住
み
や
す
い 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

住
み
や
す
い 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

住
み
に
く
い 

住
み
に
く
い 

無
回
答 

『
住
み
や
す
い
』 

『
住
み
に
く
い
』 

全体 2,194 45.4 42.9 4.1 1.1 6.5 88.3 5.2 

ブ
ロ
ッ
ク
別 

東部 A  144 47.2 42.4 2.8 0.7 6.9 89.6 3.5 

東部 B（田主丸） 131 32.1 52.7 4.6 2.3 8.4 84.8 6.9 

北部 A  165 49.1 41.2 3.6 1.8 4.2 90.3 5.4 

北部 B （北野） 145 42.8 43.4 9.7 2.1 2.1 86.2 11.8 

中央東部 253 49.4 39.1 3.2 - 8.3 88.5 3.2 

南東部 202 50.0 39.1 3.5 1.5 5.9 89.1 5.0 

中央部 266 45.9 43.2 4.9 0.4 5.6 89.1 5.3 

中央南部 345 47.2 41.4 2.9 0.9 7.5 88.6 3.8 

南西部 207 44.4 44.0 3.4 1.9 6.3 88.4 5.3 

西部 A （城島） 62 25.8 51.6 12.9 3.2 6.5 77.4 16.1 

西部 B （三潴） 148 41.9 49.3 2.0 0.7 6.1 91.2 2.7 

同
居
家
族 

世帯の中に就学前

の子どもがいる 
263 43.0 44.1 6.1 0.8 6.1 87.1 6.9 

世帯の中に小学生

がいる 
261 41.8 48.7 1.9 1.5 6.1 90.5 3.4 

世帯の中に中学生

がいる 
165 40.6 47.9 3.6 1.2 6.7 88.5 4.8 

世帯の中に上記以

外の 18 歳未満の子

どもがいる 

173 39.3 50.3 3.5 1.2 5.8 89.6 4.7 

世帯の中に 65 歳以

上の人がいる 
881 44.9 41.4 4.8 1.6 7.3 86.3 6.4 

世帯の中に障害者手

帳を持っている人が

いる 

（本人を含みます） 

239 48.1 41.0 4.6 0.8 5.4 89.1 5.4 

世帯に上記にあては

まる人はいない 
686 49.0 41.3 3.4 0.4 6.0 90.3 3.8 
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問２ あなたは、久留米市のまちの環境にどの程度満足していますか。 

（あてはまる番号それぞれ１つずつ） 

《（ア） 自然環境の豊かさ》《（サ） 新鮮な農産物やおいしい食べ物の豊富さ》《（ケ）医療や

福祉の充実》で「満足」と「やや満足」を合わせた『満足』の割合が８割を超えて高くなってい

ます。一方で、《（コ） 就業機会の多さ》で「やや不満」と「不満」を合わせた『不満』の割合

が 33.4％と高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答者数 = 2,194 『満足』 『不満』

（ア）　自然環境の豊かさ 88.2 8.3

（イ）　通勤・通学の便利さ 69.1 24.6

（ウ）　公園など外で活動する場の
多さ

61.9 27.8

（エ）　住んでいる人の親切さ 77.2 14.5

（オ）　治安のよさ 75.0 19.9

（カ）　文化・芸術に身近にふれる機
会や場の多さ

57.4 26.5

（キ）　子育て環境のよさ 60.8 17.0

（ク）　教育環境のよさ 60.0 18.6

（ケ）　医療や福祉の充実 84.6 10.6

（コ）　就業機会の多さ 40.1 33.4

（サ）　新鮮な農産物やおいしい食
べ物の豊富さ

87.5 8.8

（シ）　地域の祭りやイベントの活発
さ

60.9 20.9

（ス）　買い物や飲食など日常生活
の便利さ

75.7 22.5

（セ）　住宅事情のよさ 65.8 20.4

41.0

27.8

18.2

20.9

22.6

13.1

17.2

16.0

41.2

6.2

39.3

14.9

31.3

19.6

47.2

41.3

43.7

56.3

52.4

44.3

43.6

44.0

43.4

33.9

48.2

46.0

44.4

46.2

6.8

16.4

20.8

10.7

14.9

19.7

13.4

14.5

8.0

25.3

6.9

16.3

15.7

15.2

1.5

8.2

7.0

3.8

5.0

6.8

3.6

4.1

2.6

8.1

1.9

4.6

6.8

5.2

2.8

5.1

9.4

7.6

4.4

15.3

20.9

19.8

3.7

24.8

2.6

16.7

0.7

12.2

0.6

1.2

0.8

0.7

0.7

0.8

1.4

1.6

1.0

1.7

1.1

1.4

1.0

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足 やや満足 やや不満 不満 わからない 無回答
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問３ あなたは、久留米市に愛着がありますか。（あてはまる番号１つだけ） 

「愛着がある」と「どちらかといえば愛着がある」を合わせた『愛着がある』の割合が 82.2％、

「どちらかといえば愛着がない」と「愛着がない」を合わせた『愛着がない』の割合が 7.7％と

なっています。 

 

【経年比較】 

令和元年度調査から「どちらでもない」の選択肢を削除した結果、『愛着がある』の割合が 4.3

ポイント上昇しました。今年度は、令和元年度と同水準で推移しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※平成 30 年度調査では、「どちらでもない」の選択肢がありました。 

 

  

回答者数 = 『愛着がある』 『愛着がない』

令和３年度調査 2,194 82.2 7.7

令和元年度調査 2,847 81.7 10.4

平成30年度調査 1,758 77.4 4.8

40.6

42.9

36.9

41.6

38.8

40.5 17.1

5.9

8.0

2.8

1.8

2.4

2.0

10.2

7.8

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

愛着がある どちらかといえば愛着がある

どちらでもない どちらかといえば愛着がない

愛着がない 無回答

（ｎ = 2,194）

愛着がある

40.6%

どちらかといえば愛

着がある

41.6%

どちらかといえば愛

着がない

5.9%

愛着がない

1.8%

無回答

10.2%
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【性別】『愛着がある』は、「男性」は 81.0％、「女性」は 83.3％で「女性」の方が 2.3 ポイント高

くなっています。 

【年齢別】「18～29 歳」「65～69 歳」で『愛着がある』の割合が８割半ばを超えて高くなっていま

す。「30 歳代」で『愛着がない』の割合が 13.5％と高くなっています。 

【ブロック別】「中央東部」「中央部」で『愛着がある』の割合が８割半ばを超えて高くなっていま

す。「西部 A （城島）」で『愛着がない』の割合が 14.6％と高くなっています。 

【同居家族別】「世帯の中に小学生がいる」で『愛着がある』の割合が 84.7％と高くなっています。

「世帯の中に就学前の子どもがいる」で『愛着がない』の割合が 9.5％と高くなっています。 

 

 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

久留米市への愛着度（％） 

愛
着
が
あ
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

愛
着
が
あ
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

愛
着
が
な
い 

愛
着
が
な
い 

無
回
答 

『
愛
着
が
あ
る
』 

『
愛
着
が
な
い
』 

全体 2,194 40.6 41.6 5.9 1.8 10.2 82.2 7.7 

性
別 

男性 939 41.5 39.5 5.9 1.8 11.3 81.0 7.7 

女性 1,239 40.0 43.3 5.9 1.9 9.0 83.3 7.8 

年
齢
別 

18～29 歳 171 42.7 42.7 6.4 1.8 6.4 85.4 8.2 

30 歳代 253 34.4 43.9 9.9 3.6 8.3 78.3 13.5 

40 歳代 368 37.0 45.1 8.2 2.4 7.3 82.1 10.6 

50 歳代 382 42.4 41.1 5.0 1.8 9.7 83.5 6.8 

60～64 歳 235 37.0 46.8 6.0 1.7 8.5 83.8 7.7 

65～69 歳 284 42.3 43.3 3.9 0.7 9.9 85.6 4.6 

70～74 歳 293 44.7 36.9 2.4 1.0 15.0 81.6 3.4 

75 歳以上 197 45.7 31.5 5.6 1.5 15.7 77.2 7.1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

久留米市への愛着度（％） 

愛
着
が
あ
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

愛
着
が
あ
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

愛
着
が
な
い 

愛
着
が
な
い 

無
回
答 

『
愛
着
が
あ
る
』 

『
愛
着
が
な
い
』 

全体 2,194 40.6 41.6 5.9 1.8 10.2 82.2 7.7 

ブ
ロ
ッ
ク
別 

東部 A  144 47.2 36.1 2.1 0.7 13.9 83.3 2.8 

東部 B（田主丸） 131 31.3 43.5 9.2 1.5 14.5 74.8 10.7 

北部 A  165 40.0 38.2 8.5 3.6 9.7 78.2 12.1 

北部 B （北野） 145 37.9 40.0 5.5 1.4 15.2 77.9 6.9 

中央東部 253 43.9 41.9 5.1 0.8 8.3 85.8 5.9 

南東部 202 38.1 43.1 5.0 3.0 10.9 81.2 8.0 

中央部 266 41.7 44.0 6.4 1.9 6.0 85.7 8.3 

中央南部 345 44.3 39.7 6.7 2.0 7.2 84.0 8.7 

南西部 207 43.5 37.7 4.3 1.9 12.6 81.2 6.2 

西部 A （城島） 62 27.4 53.2 8.1 6.5 4.8 80.6 14.6 

西部 B （三潴） 148 33.1 50.0 7.4 0.7 8.8 83.1 8.1 

同
居
家
族 

世帯の中に就学前

の子どもがいる 
263 39.9 42.2 6.1 3.4 8.4 82.1 9.5 

世帯の中に小学生

がいる 
261 38.3 46.4 6.9 1.1 7.3 84.7 8.0 

世帯の中に中学生

がいる 
165 39.4 44.2 6.7 1.8 7.9 83.6 8.5 

世帯の中に上記以

外の18歳未満の子

どもがいる 

173 37.6 45.7 5.8 1.2 9.8 83.3 7.0 

世帯の中に65歳以

上の人がいる 
881 43.7 39.3 5.1 1.5 10.4 83.0 6.6 

世帯の中に障害者手

帳を持っている人が

いる 

（本人を含みます） 

239 42.7 40.6 5.9 0.8 10.0 83.3 6.7 

世帯に上記にあては

まる人はいない 
686 39.9 42.9 6.3 1.6 9.3 82.8 7.9 
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問４ 久留米市の状況として、次の（ア）～（シ）の事柄について、あなたはどう思い

ますか。（あてはまる番号それぞれ１つずつ） 

《（ア） 季節感あふれるまち》《（キ）子育てしやすいまち》《（オ）安全で安心して暮らせるま

ち》で「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」を合わせた『そう思う』の割合がそれぞれ

86.3％、77.9％、76.2％となっています。また《（コ） 国際性豊かなまち》《（サ） にぎわいの

あるまち》で「どちらかといえばそう思わない」と「そう思わない」を合わせた『そう思わない』

の割合がそれぞれ 67.5％、64.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答者数 = 2,194 『そう思う』 『そう思わない』

（ア）　季節感あふれるまち　（例：花
や緑が多い  など）

86.3 12.9

（イ）　都市環境が充実しているまち
（例：公共交通機関の充実、道路が
整備されている　など）

64.4 35.0

（ウ）　外で活動しやすいまち（例：公
園や広場が多い、歩道や自転車道
が整備されている　など）

57.7 41.5

（エ）　人権が尊重されているまち
（例：人権教育の機会充実、女性が
活躍しやすい環境　など）

66.1 32.5

（オ）　安全で安心して暮らせるまち
（例：防災対策が充実している、治
安がよい　など）

76.2 22.9

（カ）　心豊かに暮らせるまち（例：文
化・芸術が盛ん、スポーツを楽しむ
機会が多い　など）

71.3 27.5

（キ）　子育てしやすいまち 77.9 19.4

（ク）　地域で支えあいや助け合いが
充実しているまち

66.4 31.9

（ケ）　働きやすいまち（例：就職の
機会が豊富、働きやすい環境　な
ど）

57.5 40.5

（コ）　国際性豊かなまち（例：外国
人と接する機会が多い、海外との交
流が活発　など）

30.7 67.5

（サ）　にぎわいのあるまち（例：中
心市街地や観光地が多くの人でに
ぎわっている　など）

34.0 64.5

（シ）　県南の中核都市である（例：
地域の発展をリードしている　など）

62.8 35.5

35.1

15.2

12.2

9.4

16.3

15.2

18.0

12.2

9.0

3.6

5.6

19.3

51.2

49.2

45.5

56.7

59.9

56.1

59.9

54.2

48.5

27.1

28.4

43.5

10.3

27.6

34.0

26.7

18.4

23.1

15.0

26.1

32.9

46.8

45.1

23.9

2.6

7.4

7.5

5.8

4.5

4.4

4.4

5.8

7.6

20.7

19.4

11.6

0.6

0.6

0.9

1.4

0.9

1.2

2.6

1.6

2.1

1.9

1.5

1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

無回答
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問５ あなたは、事情が許せば今後も久留米市に住み続けたいと思いますか。 

（あてはまる番号１つだけ） 

「住み続けたい」と「どちらかといえば住み続けたい」を合わせた『住み続けたい』の割合が

85.7％、「どちらかといえば移りたい」と「移りたい」を合わせた『移りたい』の割合が 8.8％と

なっています。 

 

【経年比較】 

『住み続けたい』の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =
『住み

続けたい』
『移りたい』

令和３年度調査 2,194 85.7 8.8

令和元年度調査 2,847 79.6 9.4

51.6

56.9

34.1

22.7

6.8

7.1

2.0

2.3

5.2

10.5

0.2

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（ｎ = 2,194）

住み続けたい

51.6%
どちらかといえば

住み続けたい

34.1%

どちらかといえば

移りたい

6.8%

移りたい

2.0%

わからない

5.2% 無回答

0.2%

住み続けたい どちらかといえば住み続けたい

どちらかといえば移りたい 移りたい

わからない 無回答
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【性別】『住み続けたい』の割合が、「男性」は 88.2％、「女性」は 83.9％で「男性」の方が 4.3 ポ

イント高くなっています。 

【年齢別】「70～74 歳」で『住み続けたい』の割合が 92.8％と高くなっています。「18～29 歳」で

『移りたい』の割合が 18.7％と高くなっています。 

【ブロック別】「東部 A」で『住み続けたい』の割合が 90.3％と高くなっています。「北部 A」「南西

部」「西部 A （城島）」で『移りたい』の割合が１割を超えて高くなっています。 

【同居家族別】「世帯の中に中学生がいる」で『住み続けたい』の割合が 88.5％と高くなっていま

す。「世帯の中に就学前の子どもがいる」「世帯の中に上記以外の 18 歳未満の子どもがいる」で『移

りたい』の割合が１割を超えて高くなっています。 

【住居形態】「持ち家（一戸建て）」で『住み続けたい』の割合が 88.1％と高くなっています。「勤

務先給与住宅（公務員住宅・社宅・寮など）」で『移りたい』の割合が 30.0％と高くなっています。 

【居住年数】「40 年以上」で『住み続けたい』の割合が 92.5％と高くなっています。「５年未満」

で『移りたい』の割合が 26.2％と高くなっています。 
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区分 

回
答
者
数
（
件
） 

定住意向（％） 

住
み
続
け
た
い 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

住
み
続
け
た
い 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

移
り
た
い 

移
り
た
い 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

『
住
み
続
け
た
い
』 

『
移
り
た
い
』 

全体 2,194 51.6 34.1 6.8 2.0 5.2 0.2 85.7 8.8 

性
別 

男性 939 52.4 35.8 5.5 2.0 4.3 - 88.2 7.5 

女性 1,239 50.9 33.0 7.8 2.0 6.0 0.2 83.9 9.8 

年
齢
別 

18～29 歳 171 35.7 39.8 15.2 3.5 5.8 - 75.5 18.7 

30 歳代 253 41.9 36.0 11.1 3.6 7.1 0.4 77.9 14.7 

40 歳代 368 46.5 37.2 7.3 2.4 6.5 - 83.7 9.7 

50 歳代 382 49.2 36.1 6.5 2.4 5.8 - 85.3 8.9 

60～64 歳 235 50.2 37.0 6.4 1.7 4.3 0.4 87.2 8.1 

65～69 歳 284 55.3 34.5 4.9 0.7 4.2 0.4 89.8 5.6 

70～74 歳 293 62.1 30.7 2.7 0.7 3.4 0.3 92.8 3.4 

75 歳以上 197 72.1 19.3 3.0 1.5 4.1 - 91.4 4.5 

ブ
ロ
ッ
ク
別 

東部 A  144 59.7 30.6 5.6 2.1 2.1 - 90.3 7.7 

東部 B 

（田主丸） 
131 48.9 31.3 8.4 1.5 9.9 - 80.2 9.9 

北部 A  165 38.2 44.2 5.5 6.1 5.5 0.6 82.4 11.6 

北部 B  

（北野） 
145 52.4 34.5 8.3 1.4 3.4 - 86.9 9.7 

中央東部 253 57.7 30.4 6.3 1.6 3.6 0.4 88.1 7.9 

南東部 202 53.5 34.2 4.5 1.5 6.4 - 87.7 6.0 

中央部 266 48.9 36.8 8.3 1.5 4.5 - 85.7 9.8 

中央南部 345 51.0 34.8 6.1 2.6 5.2 0.3 85.8 8.7 

南西部 207 53.6 28.5 10.6 1.0 5.8 0.5 82.1 11.6 

西部 A  

（城島） 
62 32.3 45.2 9.7 1.6 11.3 - 77.5 11.3 

西部 B  

（三潴） 
148 50.0 37.8 4.7 0.0 7.4 - 87.8 4.7 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

定住意向（％） 

住
み
続
け
た
い 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

住
み
続
け
た
い 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

移
り
た
い 

移
り
た
い 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

『
住
み
続
け
た
い
』 

『
移
り
た
い
』 

全体 2,194 51.6 34.1 6.8 2.0 5.2 0.2 85.7 8.8 

同
居
家
族 

世帯の中に就

学前の子ども

がいる 
263 51.3 32.7 9.1 2.7 4.2 - 84.0 11.8 

世帯の中に小

学生がいる 
261 52.5 34.5 5.4 1.1 6.1 0.4 87.0 6.5 

世帯の中に中

学生がいる 
165 50.9 37.6 7.9 1.2 2.4 - 88.5 9.1 

世帯の中に上

記以外の 18 歳

未満の子ども

がいる 

173 45.7 37.6 7.5 4.6 4.0 0.6 83.3 12.1 

世帯の中に 65

歳以上の人が

いる 

881 56.8 30.6 6.1 1.4 5.1 - 87.4 7.5 

世帯の中に障害者

手帳を持っている

人がいる（本人を

含みます） 

239 53.6 33.5 5.4 2.5 4.6 0.4 87.1 7.9 

世帯に上記にあて

はまる人はいない 
686 48.4 36.7 7.3 2.0 5.4 0.1 85.1 9.3 

住
居
形
態 

持ち家 

（一戸建て） 
1,415 55.7 32.4 5.4 1.3 5.1 0.1 88.1 6.7 

持ち家（集合住

宅・分譲マンシ

ョン） 

209 54.1 32.5 8.1 1.4 3.3 0.5 86.6 9.5 

賃貸住宅 

（一戸建て） 
76 47.4 35.5 7.9 3.9 5.3 - 82.9 11.8 

賃貸住宅（アパー

ト・マンション） 
392 38.0 42.1 10.5 2.6 6.4 0.5 80.1 13.1 

勤務先給与住

宅（公務員住

宅・社宅・寮な

ど） 

30 26.7 33.3 20.0 10.0 10.0 - 60.0 30.0 

間借り、その他 44 52.3 29.5 4.5 6.8 6.8 - 81.8 11.3 

居
住
年
数 

５年未満 141 34.8 29.8 18.4 7.8 9.2 - 64.6 26.2 

５～10 年未満 125 29.6 51.2 10.4 2.4 6.4 - 80.8 12.8 

10～20 年未満 284 33.1 44.0 8.8 3.5 10.2 0.4 77.1 12.3 

20～30 年未満 352 46.9 37.2 8.2 2.6 4.8 0.3 84.1 10.8 

30～40 年未満 312 48.4 38.5 5.4 1.6 5.8 0.3 86.9 7.0 

40 年以上 965 65.1 27.4 4.0 0.5 2.9 0.1 92.5 4.5 
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（２）あなたのふだんの生活について 

問６ あなたは、ふだんの生活の中で、環境に配慮した取り組みをしていますか。 

（あてはまる番号１つだけ） 

「生活に不便のない範囲で取り組んでいる」の割合が 72.0％と最も高く、次いで「少し不便を

感じることがあっても積極的に取り組んでいる」の割合が 13.4％、「必要性は感じるが、取り組

んでいない」の割合が 12.7％となっており、85.4％の人が環境に配慮した生活に『取り組んでい

る』となっています。 

 

【経年比較】 

『取り組んでいる』の割合が増加傾向となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =
『取り組ん
でいる』

『取り組ん
でいない』

令和３年度調査 2,194 85.4 14.4

令和元年度調査 2,847 80.3 19.0

平成30年度調査 1,758 68.1 30.3

13.4

13.5

8.9

72.0

66.8

59.2

12.7

16.7

24.2

1.7

2.3

6.1

0.1

0.7

1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

少し不便を感じることがあっても積極的に取り組んでいる

生活に不便のない範囲で取り組んでいる

必要性は感じるが、取り組んでいない

取り組む必要性を感じていない

無回答



18 

【性別・年齢別】 

他に比べ、「女性 60～64 歳」で『取り組んでいる』の割合が 91.5％で高くなっている。一方、

「男性 30 歳代」で『取り組んでいる』の割合が 77.2％で低くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

少
し
不
便
を
感
じ
る
こ
と

が
あ
っ
て
も
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
る 

生
活
に
不
便
の
な
い
範
囲

で
取
り
組
ん
で
い
る 

必
要
性
は
感
じ
る
が
、
取

り
組
ん
で
い
な
い 

取
り
組
む
必
要
性
を
感
じ

て
い
な
い 

無
回
答 

『
取
り
組
ん
で
い
る
』 

『
取
り
組
ん
で
い
な
い
』 

全体 2,194 13.4 72.0 12.7 1.7 0.1 85.4 14.4 

男性 18～29 歳 71 14.1 67.6 15.5 2.8 - 81.7 18.3 

    30 歳代 105 6.7 70.5 16.2 6.7 － 77.2 22.9 

    40 歳代 153 11.1 71.9 15.0 1.3 0.7 83.0 16.3 

    50 歳代 161 14.9 68.3 15.5 1.2 － 83.2 16.7 

    60～64 歳 95 13.7 69.5 15.8 1.1 － 83.2 16.9 

    65～69 歳 132 18.2 66.7 14.4 0.8 － 84.9 15.2 

    70～74 歳 130 15.4 69.2 14.6 0.8 － 84.6 15.4 

    75 歳以上 91 22.0 58.2 17.6 2.2 － 80.2 19.8 

女性 18～29 歳 99 2.0 87.9 9.1 1.0 - 89.9 10.1 

    30 歳代 148 4.7 80.4 14.2 0.7 － 85.1 14.9 

    40 歳代 214 12.1 76.6 10.7 0.5 － 88.7 11.2 

    50 歳代 221 13.6 75.6 10.0 0.9 － 89.2 10.9 

    60～64 歳 140 17.9 73.6 7.9 0.7 － 91.5 8.6 

    65～69 歳 151 16.6 70.2 12.6 0.7 － 86.8 13.3 

    70～74 歳 161 16.1 73.3 7.5 3.1 － 89.4 10.6 

    75 歳以上 105 15.2 64.8 14.3 5.7 － 80.0 20.0 

 

  



19 

【ブロック別】 

他に比べ、「南東部」「中央南部」「西部 A （城島）」で『取り組んでいる』の割合が 88.7％で高

くなっている。一方、「中央部」で『取り組んでいない』の割合が 20.3％で高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

少
し
不
便
を
感
じ
る
こ

と
が
あ
っ
て
も
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
る 

生
活
に
不
便
の
な
い
範

囲
で
取
り
組
ん
で
い
る 

必
要
性
は
感
じ
る
が
、
取

り
組
ん
で
い
な
い 

取
り
組
む
必
要
性
を
感

じ
て
い
な
い 

無
回
答 

『
取
り
組
ん
で
い
る
』 

『
取
り
組
ん
で
い
な
い
』 

全体 2,194 13.4 72.0 12.7 1.7 0.1 85.4 14.4 

東部 A  144 13.2 72.9 11.8 2.1 － 86.1 13.9 

東部 B （田主丸） 131 15.3 68.7 14.5 1.5 － 84.0 16.0 

北部 A  165 12.7 75.8 10.3 1.2 － 88.5 11.5 

北部 B （北野） 145 9.0 73.8 14.5 2.8 － 82.8 17.3 

中央東部 253 13.4 73.1 11.5 2.0 － 86.5 13.5 

南東部 202 14.9 73.8 9.4 2.0 － 88.7 11.4 

中央部 266 12.0 67.7 17.7 2.6 － 79.7 20.3 

中央南部 345 12.2 76.5 9.9 1.4 － 88.7 11.3 

南西部 207 15.0 72.9 11.1 0.5 0.5 87.9 11.6 

西部 A （城島） 62 14.5 74.2 11.3 － － 88.7 11.3 

西部 B （三潴） 148 14.9 65.5 17.6 2.0 － 80.4 19.6 
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問７ あなたは、ふだんの生活の中で、生涯学習活動を行っていますか。 

（あてはまる番号１つだけ） 

「行っている」の割合が 31.3％、「行っていない」の割合が 68.3％となっています。 

 

【経年比較】 

平成 30 年度と比べ、「行っている」の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

行っている 行っていない 無回答

回答者数 =

令和３年度調査 2,194

令和元年度調査 2,847

平成30年度調査 1,758

31.3

34.3

21.9

68.3

64.8

77.5

0.4

0.9

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【性別・年齢別】 

「男性」、「女性」ともに年齢が高くなるにつれて「行っている」の割合が高くなる傾向がみら

れます。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

行
っ
て
い
る 

行
っ
て
い
な
い 

無
回
答 

全体 2,194 31.3 68.3 0.4 

男性 18～29 歳 71 36.6 63.4 - 

 30 歳代 105 30.5 69.5 － 

 40 歳代 153 26.1 73.9 － 

 50 歳代 161 29.2 70.8 － 

 60～64 歳 95 34.7 65.3 － 

 65～69 歳 132 32.6 67.4 － 

 70～74 歳 130 36.9 62.3 0.8 

 75 歳以上 91 45.1 54.9 － 

女性 18～29 歳 99 22.2 77.8 - 

 30 歳代 148 18.2 79.7 2.0 

 40 歳代 214 27.6 72.0 0.5 

 50 歳代 221 27.1 72.9 － 

 60～64 歳 140 32.9 67.1 － 

 65～69 歳 151 32.5 67.5 － 

 70～74 歳 161 40.4 59.0 0.6 

 75 歳以上 105 42.9 57.1 － 
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【ブロック別】 

他に比べ、「東部 A」で「行っている」の割合が 36.1％と高くなっています。また、他に比べ、

「西部 B （三潴）」で「行っていない」の割合が 74.3％と高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

行
っ
て
い
る 

行
っ
て
い
な
い 

無
回
答 

全体 2,194 31.3 68.3 0.4 

東部 A  144 36.1 63.9 － 

東部 B （田主丸） 131 28.2 71.0 0.8 

北部 A  165 29.7 70.3 － 

北部 B （北野） 145 29.0 71.0 － 

中央東部 253 30.0 68.8 1.2 

南東部 202 32.7 67.3 － 

中央部 266 30.1 69.2 0.8 

中央南部 345 34.2 65.8 － 

南西部 207 32.4 67.1 0.5 

西部 A （城島） 62 33.9 66.1 － 

西部 B （三潴） 148 25.7 74.3 － 
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問８ あなたは、あなた自身の健康についてどう感じますか。 

（あてはまる番号１つだけ） 

「健康である」と「どちらかといえば健康である」を合わせた『健康である』の割合が 78.0％、

「どちらかといえば健康でない」と「健康でない」を合わせた『健康でない』の割合が 21.8％と

なっています。 

 

【経年比較】 

大きな差異はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 『健康である』 『健康でない』

令和３年度調査 2,194 78.0 21.8

令和元年度調査 2,847 75.2 24.3

18.7

22.5

59.3

52.7

17.5

18.3

4.3

6.0

0.2

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（ｎ = 2,194）

健康である

18.7%

どちらかといえば

健康である

59.3%

どちらかといえば

健康でない

17.5%

健康でない

4.3%

無回答

0.2%

健康である どちらかといえば健康である

どちらかといえば健康でない 健康でない

無回答
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【性別】『健康である』は、「男性」は 74.9％、「女性」は 80.8％で「女性」の方が 5.9 ポイント高

くなっています。 

【性別・年齢別】「男性 18～29 歳」で『健康である』の割合が 90.2％と高くなっています。「男性

65～69 歳」で『健康でない』の割合が 30.3％と高くなっています。 

【ブロック別】「南東部」で『健康である』の割合が 81.7％と高くなっています。「東部 A」で『健

康でない』の割合が 26.4％と高くなっています。 

 

 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

自分自身の健康状況（％） 

健
康
で
あ
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

健
康
で
あ
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

健
康
で
な
い 

健
康
で
な
い 

無
回
答 

『
健
康
で
あ
る
』 

『
健
康
で
な
い
』 

全体 2,194 18.7 59.3 17.5 4.3 0.2 78.0 21.8 

性
別 

男性 939 17.8 57.1 20.3 4.8 - 74.9 25.1 

女性 1,239 19.5 61.3 15.4 3.7 0.2 80.8 19.1 

男
性 

18～29 歳 71 46.5 43.7 9.9 - - 90.2 9.9 

30 歳代 105 21.0 58.1 16.2 4.8 - 79.1 21.0 

40 歳代 153 15.7 60.1 22.9 1.3 - 75.8 24.2 

50 歳代 161 14.9 55.3 22.4 7.5 - 70.2 29.9 

60～64 歳 95 17.9 60.0 16.8 5.3 - 77.9 22.1 

65～69 歳 132 8.3 61.4 24.2 6.1 - 69.7 30.3 

70～74 歳 130 17.7 55.4 22.3 4.6 - 73.1 26.9 

75 歳以上 91 14.3 57.1 20.9 7.7 - 71.4 28.6 

女
性 

18～29 歳 99 33.3 49.5 13.1 4.0 - 82.8 17.1 

30 歳代 148 26.4 57.4 12.2 4.1 - 83.8 16.3 

40 歳代 214 20.6 59.8 16.4 3.3 - 80.4 19.7 

50 歳代 221 20.4 61.5 15.8 2.3 - 81.9 18.1 

60～64 歳 140 17.1 65.0 15.0 2.9 - 82.1 17.9 

65～69 歳 151 10.6 63.6 19.2 6.6 - 74.2 25.8 

70～74 歳 161 16.8 68.3 11.2 3.1 0.6 85.1 14.3 

75 歳以上 105 12.4 61.0 21.0 4.8 1.0 73.4 25.8 

 

 

 

 

 

 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

自分自身の健康状況（％） 

健
康
で
あ
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

健
康
で
あ
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

健
康
で
な
い 

健
康
で
な
い 

無
回
答 

『
健
康
で
あ
る
』 

『
健
康
で
な
い
』 

全体 2,194 18.7 59.3 17.5 4.3 0.2 78.0 21.8 

ブ
ロ
ッ
ク
別 

東部 A  144 22.2 51.4 23.6 2.8 - 73.6 26.4 

東部 B（田主丸） 131 20.6 60.3 16.8 1.5 0.8 80.9 18.3 

北部 A  165 19.4 57.6 17.0 6.1 - 77.0 23.1 

北部 B （北野） 145 18.6 62.1 15.9 3.4 - 80.7 19.3 

中央東部 253 19.8 57.3 17.8 5.1 - 77.1 22.9 

南東部 202 19.3 62.4 14.4 4.0 - 81.7 18.4 

中央部 266 19.2 60.9 16.2 3.8 - 80.1 20.0 

中央南部 345 18.6 58.6 18.3 4.3 0.3 77.2 22.6 

南西部 207 17.9 61.4 15.9 4.3 0.5 79.3 20.2 

西部 A （城島） 62 14.5 59.7 22.6 3.2 - 74.2 25.8 

西部 B （三潴） 148 15.5 59.5 21.6 3.4 - 75.0 25.0 
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問９ あなたは、運動（軽く体を動かすものを含む）やスポーツ活動（自分自身で行

う、あるいは観戦・観賞) を行っていますか。（あてはまる番号１つだけ） 

「行っている」の割合が 52.0％、「行っていない」の割合が 47.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 10 あなたは、どれくらいの頻度で、健康づくりのために体を動かしたり、運動をし

たりしていますか。（１日３０分以上）。（あてはまる番号１つだけ） 

「週に２日以上」の割合が34.2％と最も高く、次いで「まったく行っていない」の割合が27.1％、

「週に１日程度」の割合が 19.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（ｎ = 2,194）

行っている

52.0%

行っていない

47.7%

無回答

0.3%

（ｎ = 2,194）

週に２日以上

34.2%

週に１日程度

19.2%

月に１～３日程度

10.7%

３か月に１～２日程度

4.5%

年に１～３日程度

4.1%

まったく行っていない

27.1%

無回答

0.1%



26 

問 11 あなたは、「安全安心のまちづくり」を、市と地域の皆さんがともに協力しあっ

て進めていくことが必要だと思いますか。（あてはまる番号１つだけ） 

「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」を合わせた『そう思う』の割合が 95.1％、「ど

ちらかといえばそう思わない」と「そう思わない」を合わせた『そう思わない』の割合が 4.6％

となっています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（ｎ = 2,194）

そう思う

51.7%

どちらかといえば

そう思う

43.4%

どちらかといえば

そう思わない

3.3%

そう思わない

1.3%

無回答

0.3%
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問 12 あなたは、地域をよりよくするために、校区コミュニティ活動や自治会活動、ボ

ランティア活動などの市民活動に参加したいと思いますか。 

（あてはまる番号１つだけ） 

「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」を合わせた『そう思う』の割合が 54.9％、「ど

ちらかといえばそう思わない」と「そう思わない」を合わせた『そう思わない』の割合が 44.7％

となっています。 

 

【経年比較】  

大きな差異はみられませんでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

「そう思う」の割合が、「男性」は 14.5％、「女性」は 9.0％で、「男性」の方が 5.5 ポイント高

くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
わ
な
い 

そ
う
思
わ
な
い 

無
回
答 

『
そ
う
思
う
』 

『
そ
う
思
わ
な
い
』 

全体 2,194 11.5 43.4 29.9 14.8 0.5 54.9 44.7 

男性 939 14.5 41.4 29.8 13.8 0.4 55.9 43.6 

女性 1,239 9.0 45.0 30.1 15.6 0.3 54.0 45.7 

 

  

回答者数 = 『そう思う』 『そう思わない』

令和３年度調査 2,194 54.9 44.7

令和元年度調査 2,847 57.9 40.8

平成30年度調査 1,758 53.4 45.6

11.5

13.9

12.8

43.4

44.0

40.6

29.9

26.9

26.9

14.8

13.9

18.7

0.5

1.3

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない

そう思わない 無回答
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【性別・年齢別】 

「男性」、「女性」ともに年齢が上がるにつれ、『そう思う』の割合が高くなる傾向がみられま

す。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
わ
な
い 

そ
う
思
わ
な
い 

無
回
答 

『
そ
う
思
う
』 

『
そ
う
思
わ
な
い
』 

全体 2,194 11.5 43.4 29.9 14.8 0.5 54.9 44.7 

男性 18～29 歳 71 12.7 33.8 36.6 16.9 - 46.5 53.5 

    30 歳代 105 8.6 30.5 40.0 21.0 － 39.1 61.0 

    40 歳代 153 8.5 41.2 28.1 21.6 0.7 49.7 49.7 

    50 歳代 161 9.9 42.9 28.0 18.6 0.6 52.8 46.6 

    60～64 歳 95 16.8 44.2 29.5 9.5 － 61.0 39.0 

    65～69 歳 132 18.9 44.7 28.8 7.6 － 63.6 36.4 

    70～74 歳 130 19.2 44.6 28.5 6.2 1.5 63.8 34.7 

    75 歳以上 91 25.3 46.2 22.0 6.6 － 71.5 28.6 

女性 18～29 歳 99 4.0 28.3 38.4 28.3 1.0 32.3 66.7 

    30 歳代 148 8.8 32.4 36.5 22.3 － 41.2 58.8 

    40 歳代 214 6.1 43.9 30.8 19.2 － 50.0 50.0 

    50 歳代 221 7.7 47.5 33.9 10.9 － 55.2 44.8 

    60～64 歳 140 7.1 53.6 28.6 10.7 － 60.7 39.3 

    65～69 歳 151 11.9 48.3 23.8 15.2 0.7 60.2 39.0 

    70～74 歳 161 14.9 48.4 26.1 9.9 0.6 63.3 36.0 

    75 歳以上 105 12.4 53.3 21.0 12.4 1.0 65.7 33.4 

 

  



29 

【ブロック別】 

「西部 A （城島）」で『そう思う』の割合が 69.4％で高くなっています。一方、「中央南部」で

『そう思わない』の割合が 51.3％で高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
わ
な
い 

そ
う
思
わ
な
い 

無
回
答 

『
そ
う
思
う
』 

『
そ
う
思
わ
な
い
』 

全  体 2,194 11.5 43.4 29.9 14.8 0.5 54.9 44.7 

東部 A  144 6.9 47.9 32.6 11.1 1.4 54.8 43.7 

東部 B （田主丸） 131 11.5 51.9 29.8 6.9 － 63.4 36.7 

北部 A  165 8.5 41.8 26.1 23.0 0.6 50.3 49.1 

北部 B （北野） 145 15.9 50.3 20.7 12.4 0.7 66.2 33.1 

中央東部 253 13.4 44.7 30.0 11.9 － 58.1 41.9 

南東部 202 7.4 48.5 26.7 16.8 0.5 55.9 43.5 

中央部 266 10.2 41.4 30.8 17.3 0.4 51.6 48.1 

中央南部 345 10.7 38.0 36.2 15.1 － 48.7 51.3 

南西部 207 15.9 42.0 25.6 15.9 0.5 57.9 41.5 

西部 A （城島） 62 11.3 58.1 19.4 9.7 1.6 69.4 29.1 

西部 B （三潴） 148 12.2 37.2 33.8 16.9 － 49.4 50.7 
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【同居家族別】 

他に比べ、「世帯の中に 65 歳以上の人がいる」で『そう思う』の割合が 60.6％で高くなってい

ます。一方、「世帯に上記にあてはまる人はいない」で『そう思わない』の割合が 49.1％で高く

なっています。  

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
わ
な
い 

そ
う
思
わ
な
い 

無
回
答 

『
そ
う
思
う
』 

『
そ
う
思
わ
な
い
』 

全体 2,194 11.5 43.4 29.9 14.8 0.5 54.9 44.7 

世帯の中に就学前の子どもがいる 263 11.0 41.1 30.0 16.7 1.1 52.1 46.7 

世帯の中に小学生がいる 261 9.6 49.4 26.8 13.4 0.8 59.0 40.2 

世帯の中に中学生がいる 165 8.5 45.5 31.5 13.3 1.2 54.0 44.8 

世帯の中に上記以外の１８歳未満の子どもがいる 173 5.2 45.7 35.8 12.7 0.6 50.9 48.5 

世帯の中に６５歳以上の人がいる 881 15.2 45.4 27.4 11.5 0.6 60.6 38.9 

世帯の中に障害者手帳を持っている人がいる 
（本人を含みます） 

239 13.8 43.9 23.4 18.8 － 57.7 42.2 

世帯に上記にあてはまる人はいない 686 9.6 41.3 30.9 18.2 － 50.9 49.1 
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問 13 あなたは、オンライン開催での参加も含めて、この１年間に、市民活動にどの程

度参加しましたか。（あてはまる番号１つだけ） 

「まったく参加していない」の割合が 75.7％と最も高く、次いで「年に数回程度」の割合が

10.8％となっています。 

 

【経年比較】 

「まったく参加していない」の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

「まったく参加していない」の割合は、「男性」は 71.9％、「女性」は 78.9％で「女性」の方が

7.0 ポイント高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

週
に
１
回
以
上 

月
に
２
～
３
回
程
度 

月
に
１
回
程
度 

年
に
数
回
程
度 

年
に
１
回
程
度 

ま
っ
た
く
参
加
し
て

い
な
い 

無
回
答 

全体 2,194 0.6 2.4 4.4 10.8 5.4 75.7 0.7 

男性 939 0.7 3.0 4.5 12.6 6.8 71.9 0.5 

女性 1,239 0.5 1.9 4.4 9.4 4.3 78.9 0.7 

 

 

 

  

週に１回以上 月に２～３回程度 月に１回程度

年に数回程度 年に１回程度 まったく参加していない

無回答

回答者数 =

令和３年度調査 2,194

令和元年度調査 2,847

平成30年度調査 1,758

0.6

2.1

1.7

2.4

4.4

3.7

4.4

6.3

5.8

10.8

24.1

22.9

5.4

12.4

11.1

75.7

49.9

54.2

0.7

0.8

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【性別・年齢別】 

他に比べ、「男性の 65～69 歳」、「70～74 歳」で「年に数回程度」の割合が２割近くと高くなっ

ています。また、他に比べ、「女性の 18～29 歳」、「30 歳代」で「まったく参加していない」の割

合が９割を超えて高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

週
に
１
回
以
上 

月
に
２
～
３
回
程
度 

月
に
１
回
程
度 

年
に
数
回
程
度 

年
に
１
回
程
度 

ま
っ
た
く
参
加
し
て

い
な
い 

無
回
答 

全体 2,194 0.6 2.4 4.4 10.8 5.4 75.7 0.7 

男性 18～29 歳 71 - 1.4 4.2 8.5 5.6 80.3 - 

  30 歳代 105 － 2.9 1.9 8.6 3.8 82.9 － 

  40 歳代 153 － 2.6 6.5 7.8 5.2 77.1 0.7 

  50 歳代 161 0.6 1.2 1.9 9.9 8.7 77.6 － 

  60～64 歳 95 － 4.2 7.4 12.6 7.4 68.4 － 

  65～69 歳 132 0.8 3.8 2.3 18.9 11.4 62.9 － 

  70～74 歳 130 2.3 5.4 7.7 18.5 5.4 59.2 1.5 

  75 歳以上 91 2.2 2.2 4.4 15.4 5.5 68.1 2.2 

女性 18～29 歳 99 - 2.0 - 3.0 1.0 92.9 1.0 

  30 歳代 148 － 0.7 4.1 3.4 1.4 90.5 － 

  40 歳代 214 － 0.9 2.3 12.6 3.7 80.4 － 

  50 歳代 221 － 1.8 5.0 8.6 5.9 78.3 0.5 

  60～64 歳 140 － 2.1 7.1 12.1 5.0 72.9 0.7 

  65～69 歳 151 1.3 3.3 5.3 7.9 6.6 75.5 － 

  70～74 歳 161 1.9 3.1 6.8 13.7 6.8 65.8 1.9 

  75 歳以上 105 1.0 1.9 2.9 10.5 1.0 80.0 2.9 
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【ブロック別】 

他に比べ、「北部 B（北野）」で「年に数回程度」の割合が 19.3％、「中央部」「中央南部」で「ま

ったく参加していない」の割合が高く、８割を超えています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

週
に
１
回
以
上 

月
に
２
～
３
回
程
度 

月
に
１
回
程
度 

年
に
数
回
程
度 

年
に
１
回
程
度 

ま
っ
た
く
参
加
し
て

い
な
い 

無
回
答 

全  体 2,194 0.6 2.4 4.4 10.8 5.4 75.7 0.7 

東部 A  144 0.7 1.4 4.9 16.0 2.8 72.9 1.4 

東部 B （田主丸） 131 0.8 3.8 7.6 12.2 4.6 71.0 － 

北部 A  165 0.6 1.2 4.2 7.9 7.3 78.8 － 

北部 B （北野） 145 － 2.8 6.2 19.3 4.1 65.5 2.1 

中央東部 253 0.4 3.2 4.0 9.5 6.7 75.1 1.2 

南東部 202 0.5 2.5 3.5 11.4 5.9 75.7 0.5 

中央部 266 0.4 1.9 3.4 7.1 6.4 80.8 － 

中央南部 345 0.9 2.0 3.5 7.0 6.4 80.0 0.3 

南西部 207 1.9 1.9 3.9 12.1 5.3 74.4 0.5 

西部 A （城島） 62 － 4.8 4.8 14.5 4.8 69.4 1.6 

西部 B （三潴） 148 － 2.0 5.4 14.9 4.1 73.0 0.7 
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【同居家族別】 

他に比べ、「世帯の中に小学生がいる」で「年に数回程度」の割合が 16.9％と高くなっていま

す。また、「世帯に上記にあてはまる人はいない」で「まったく参加していない」の割合が 79.9％

と高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

週
に
１
回
以
上 

月
に
２
～
３
回
程
度 

月
に
１
回
程
度 

年
に
数
回
程
度 

年
に
１
回
程
度 

ま
っ
た
く
参
加
し
て

い
な
い 

無
回
答 

全体 2,194 0.6 2.4 4.4 10.8 5.4 75.7 0.7 

世帯の中に就学前の子どもがいる 263 0.4 1.9 4.2 11.0 3.4 77.9 1.1 

世帯の中に小学生がいる 261 0.4 3.1 5.7 16.9 4.2 69.3 0.4 

世帯の中に中学生がいる 165 0.6 2.4 5.5 13.3 5.5 72.1 0.6 

世帯の中に上記以外の 18 歳未満の 
子どもがいる 

173 1.2 1.2 1.7 11.0 6.9 77.5 0.6 

世帯の中に 65 歳以上の人がいる 881 1.0 3.5 5.3 12.5 5.7 70.9 1.0 

世帯の中に障害者手帳を持っている 
人がいる（本人を含みます） 

239 0.8 1.7 5.0 10.5 3.8 77.4 0.8 

世帯に上記にあてはまる人はいない 686 0.3 1.7 4.1 9.0 4.8 79.9 0.1 
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付問１ 問 13 で「１．週に１回以上」から「５．年に１回程度」と回答した人に 

あなたは、この１年間にオンライン開催による市民活動に参加しましたか。 

（あてはまる番号１つだけ） 

「はい」の割合が 11.6％、「いいえ」の割合が 82.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（ｎ = 517）

はい

11.6%

いいえ

82.8%

無回答

5.6%
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問 14 近年、久留米市において差別事件や人権侵害事案が発生しています。あなたは、

同和問題をはじめとする人権問題の解決に向けて、自分自身の人権に対する感覚

を高めたいと思いますか。（あてはまる番号１つだけ） 

「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」を合わせた『そう思う』の割合が 58.2％、「ど

ちらかといえばそう思わない」と「そう思わない」を合わせた『そう思わない』の割合が 38.5％

となっています。 

  

【経年比較】 

『そう思う』の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

『そう思う』の割合が「男性」は 59.1％、「女性」は 57.7％で「男性」の方が 1.4 ポイント高

くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
わ
な
い 

そ
う
思
わ
な
い 

無
回
答 

『
そ
う
思
う
』 

『
そ
う
思
わ
な
い
』 

全体 2,194 17.6 40.6 30.0 8.5 3.2 58.2 38.5 

男性 939 18.7 40.4 29.9 8.7 2.2 59.1 38.6 

女性 1,239 16.9 40.8 30.1 8.5 3.7 57.7 38.6 

 

  

回答者数 = 『そう思う』 『そう思わない』

令和３年度調査 2,194 58.2 38.5

令和元年度調査 2,847 55.7 42.4

平成30年度調査 1,758 53.8 43.5

17.6

17.1

16.0

40.6

38.6

37.8

30.0

31.5

31.2

8.5

10.9

12.3

3.2

1.9

2.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない

そう思わない 無回答
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【年齢別】 

年齢が低くなるほど『そう思う』の割合が高くなる傾向がみられます。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
わ
な
い 

そ
う
思
わ
な
い 

無
回
答 

『
そ
う
思
う
』 

『
そ
う
思
わ
な
い
』 

全体 2,194 17.6 40.6 30.0 8.5 3.2 58.2 38.5 

18～29 歳 171 31.6 43.9 19.3 4.1 1.2 75.5 23.4 

30 歳代 253 27.3 37.9 28.1 6.3 0.4 65.2 34.4 

40 歳代 368 16.0 46.2 27.4 9.5 0.8 62.2 36.9 

50 歳代 382 15.7 45.8 28.8 7.9 1.8 61.5 36.7 

60～64 歳 235 16.6 39.1 34.9 6.8 2.6 55.7 41.7 

65～69 歳 284 16.2 34.9 34.2 9.2 5.6 51.1 43.4 

70～74 歳 293 10.6 37.9 36.2 10.9 4.4 48.5 47.1 

75 歳以上 197 14.2 34.5 27.4 12.7 11.2 48.7 40.1 
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【ブロック別】 

他に比べ、「中央部」で『そう思う』の割合が 62.8％と高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
わ
な
い 

そ
う
思
わ
な
い 

無
回
答 

『
そ
う
思
う
』 

『
そ
う
思
わ
な
い
』 

全体 2,194 17.6 40.6 30.0 8.5 3.2 58.2 38.5 

東部 A  144 12.5 43.8 30.6 10.4 2.8 56.3 41.0 

東部 B （田主丸） 131 14.5 45.8 28.2 6.9 4.6 60.3 35.1 

北部 A  165 15.8 43.0 27.9 11.5 1.8 58.8 39.4 

北部 B （北野） 145 20.7 39.3 29.7 5.5 4.8 60.0 35.2 

中央東部 253 19.4 39.1 27.3 9.1 5.1 58.5 36.4 

南東部 202 19.3 35.6 31.2 10.4 3.5 54.9 41.6 

中央部 266 21.8 41.0 25.9 10.2 1.1 62.8 36.1 

中央南部 345 17.1 44.6 26.4 9.3 2.6 61.7 35.7 

南西部 207 16.9 36.2 41.1 2.9 2.9 53.1 44.0 

西部 A （城島） 62 11.3 41.9 38.7 8.1 － 53.2 46.8 

西部 B （三潴） 148 18.9 39.9 31.8 9.5 － 58.8 41.3 
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付問１ 問 14 で「１．そう思う」または「２．どちらかといえばそう思う」と回答した

人にあなたは、人権に対する感覚を高めるために、どのようなことをしたいと

思いますか。（あてはまる番号いくつでも） 

「市の広報紙やホームページで人権に関する記事を読む」の割合が 54.9％と最も高く、次いで

「家族や友人など身近な人と人権問題について話をする」の割合が 30.0％、「書籍などで自主学

習をする」の割合が 20.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※令和元年度調査以前には「市の広報紙やホームページで人権に関する記事を読む」の選択肢はありませんでした。 

  

％

市の広報紙やホームページで人権
に関する記事を読む

家族や友人など身近な人と人権問
題について話をする

書籍などで自主学習をする

市などが主催する同和問題、人権問
題の講演会、学習会に参加する

地域で開催する講演会、学習会に参
加する

職場の講座や研修に参加する

ＰＴＡや学校の講座、研修に参加する

その他

無回答

54.9

30.0

20.0

18.0

16.0

15.7

9.2

3.0

3.5

－

35.9

23.0

23.5

22.2

18.5

12.7

6.0

4.2

－

40.0

23.8

21.9

20.8

20.0

11.9

2.4

1.8

0 20 40 60 80

令和３年度調査

（回答者数=1,278）

令和元年度調査

（回答者数=1,585）

平成30年度調査

（回答者数=946）
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【性別】 

「家族や友人など身近な人と人権問題について話をする」は「男性」が 26.5％、「女性」が 32.7％

で「女性」の方が 6.2 ポイント高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

市
な
ど
が
主
催
す
る
同
和
問
題
、

人
権
問
題
の
講
演
会
、
学
習
会
に

参
加
す
る 

地
域
で
開
催
す
る
講
演
会
、
学
習

会
に
参
加
す
る 

Ｐ
Ｔ
Ａ
や
学
校
の
講
座
、
研
修
に

参
加
す
る 

職
場
の
講
座
や
研
修
に
参
加
す
る 

市
の
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

人
権
に
関
す
る
記
事
を
読
む 

書
籍
な
ど
で
自
主
学
習
を
す
る 

家
族
や
友
人
な
ど
身
近
な
人
と
人

権
問
題
に
つ
い
て
話
を
す
る 

そ
の
他 

無
回
答 

全  体 1,278 18.0 16.0 9.2 15.7 54.9 20.0 30.0 3.0 3.5 

男性 555 19.3 15.9 8.3 15.3 53.2 22.3 26.5 2.7 3.1 

女性 715 17.2 16.1 10.1 16.2 56.1 18.2 32.7 3.2 3.8 

 

 

【年齢別】 

「40 歳代」で「ＰＴＡや学校の講座、研修に参加する」の割合が 23.1％、「70～74 歳」で「市

の広報紙やホームページで人権に関する記事を読む」の割合が 69.0％と高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

市
な
ど
が
主
催
す
る
同
和
問
題
、

人
権
問
題
の
講
演
会
、
学
習
会
に

参
加
す
る 

地
域
で
開
催
す
る
講
演
会
、
学
習

会
に
参
加
す
る 

Ｐ
Ｔ
Ａ
や
学
校
の
講
座
、
研
修
に

参
加
す
る 

職
場
の
講
座
や
研
修
に
参
加
す
る 

市
の
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

人
権
に
関
す
る
記
事
を
読
む 

書
籍
な
ど
で
自
主
学
習
を
す
る 

家
族
や
友
人
な
ど
身
近
な
人
と
人

権
問
題
に
つ
い
て
話
を
す
る 

そ
の
他 

無
回
答 

全  体 1,278 18.0 16.0 9.2 15.7 54.9 20.0 30.0 3.0 3.5 

18～29 歳 129 14.7 9.3 6.2 20.9 34.9 24.0 40.3 2.3 3.1 

30 歳代 165 12.7 7.9 13.3 23.0 47.3 21.8 38.2 0.6 1.2 

40 歳代 229 20.5 16.2 23.1 19.2 48.9 19.2 29.7 1.3 2.2 

50 歳代 235 19.1 14.9 6.0 20.9 57.4 19.1 28.9 5.1 3.0 

60～64 歳 131 23.7 19.1 6.9 13.7 63.4 28.2 19.8 3.1 3.8 

65～69 歳 145 24.1 20.7 4.8 13.1 61.4 21.4 31.7 3.4 2.1 

70～74 歳 142 12.0 17.6 2.8 2.1 69.0 10.6 25.4 4.9 7.7 

75 歳以上 96 15.6 27.1 1.0 3.1 59.4 15.6 24.0 3.1 8.3 
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【ブロック別】 

最も割合が高い「市の広報紙やホームページで人権に関する記事を読む」を除いて、「東部 B 

（田主丸）」で「地域で開催する講演会、学習会に参加する」の割合が 27.8％、「南西部」で「職

場の講座や研修に参加する」の割合が 25.5％と高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

市
な
ど
が
主
催
す
る
同
和
問
題
、

人
権
問
題
の
講
演
会
、
学
習
会
に

参
加
す
る 

地
域
で
開
催
す
る
講
演
会
、
学
習

会
に
参
加
す
る 

Ｐ
Ｔ
Ａ
や
学
校
の
講
座
、
研
修
に

参
加
す
る 

職
場
の
講
座
や
研
修
に
参
加
す
る 

市
の
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

人
権
に
関
す
る
記
事
を
読
む 

書
籍
な
ど
で
自
主
学
習
を
す
る 

家
族
や
友
人
な
ど
身
近
な
人
と
人

権
問
題
に
つ
い
て
話
を
す
る 

そ
の
他 

無
回
答 

全  体 1,278 18.0 16.0 9.2 15.7 54.9 20.0 30.0 3.0 3.5 

東部 A  81 13.6 18.5 4.9 16.0 54.3 13.6 30.9 2.5 － 

東部 B （田主丸） 79 24.1 27.8 7.6 13.9 59.5 22.8 19.0 1.3 6.3 

北部 A  97 16.5 15.5 13.4 18.6 48.5 18.6 30.9 4.1 1.0 

北部 B （北野） 87 18.4 18.4 8.0 12.6 56.3 13.8 33.3 3.4 4.6 

中央東部 148 18.2 12.2 13.5 17.6 55.4 26.4 34.5 3.4 4.7 

南東部 111 20.7 12.6 7.2 13.5 63.1 20.7 21.6 2.7 1.8 

中央部 167 23.4 15.0 9.0 15.0 56.3 21.6 32.9 1.2 1.8 

中央南部 213 15.5 12.7 9.9 18.3 55.9 16.0 30.5 3.8 3.8 

南西部 110 18.2 13.6 10.9 25.5 50.0 21.8 24.5 2.7 6.4 

西部 A （城島） 33 21.2 21.2 6.1 6.1 51.5 24.2 36.4 － 3.0 

西部 B （三潴） 87 11.5 24.1 6.9 8.0 52.9 18.4 36.8 4.6 2.3 

 

 

 

  



42 

問 15 久留米市では、市民のニーズを的確に把握し、政策へと反映させるまちづくりを

進めています。そこで、次の（ア）～（ク）の取り組みについておたずねしま

す。あなたは、これらの取り組みにどの程度満足していますか。 

（あてはまる番号それぞれ１つずつ） 

《（オ） 下水道や浄化槽などの生活排水処理の整備・充実》で「満足」と「やや満足」を合わ

せた『満足』の割合が 67.2％となっています。また、《（エ） 家のまわりの生活道路や側溝の整

備》で「やや不満」と「不満」を合わせた『不満』の割合が 50.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 2,194 『満足』 『不満』

（ア）　公園や広場の整備・充実 61.2 30.4

（イ）　国道・県道・バイパスなど広域幹
線道路の整備

58.5 35.3

（ウ）　観光地の魅力づくりや大規模な
イベント・学会・会議・大会の誘致など
の観光コンベンションの振興

39.3 34.2

（エ）　家のまわりの生活道路や側溝
の整備

44.9 50.9

（オ）　下水道や浄化槽などの生活排
水処理の整備・充実

67.2 23.7

（カ）　水害やがけ崩れ・山崩れの防止
などの防災対策および総合防災訓練
の充実

40.5 38.0

（キ）　自治会などの校区コミュニティ活
動や、ＮＰＯ・ボランティア活動など市民
自らが進めるまちづくり活動の振興

49.0 20.7

（ク）　バス、鉄道、タクシーなどの公共
交通機関の現状

55.9 37.0

14.1

12.9

5.8

8.8

20.8

6.2

7.1

15.0

47.1

45.6

33.5

36.1

46.4

34.3

41.9

40.9

23.2

24.5

26.9

30.2

16.1

26.2

17.0

24.1

7.2

10.8

7.3

20.7

7.6

11.8

3.7

12.9

7.7

5.4

25.6

3.4

8.4

20.6

29.4

6.2

0.6

0.7

0.8

0.7

0.7

1.0

1.0

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足 やや満足 やや不満 不満 わからない 無回答
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（３）市の情報発信について 

問 16 市政情報はどこから入手しますか。（あてはまる番号いくつでも） 

「広報久留米（広報紙）」の割合が 84.1％と最も高く、次いで「新聞やテレビなど」の割合が

31.6％、「校区だよりや総合支所からのお知らせなどの地域情報」の割合が 30.4％となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※平成 23 年度調査には「市公式 LINE」「ｄボタン広報誌（ＫＢＣテレビｄボタン）」「市公式 YouTube」「市公式 Facebook」

の選択肢はありませんでした。 

  

％

広報久留米（広報紙）

新聞やテレビなど

校区だよりや総合支所からの
お知らせなどの地域情報

市公式ホームページ

市公式LINE

市が作成するポスター、チラシなど

ｄボタン広報誌（ＫＢＣテレビｄボタ
ン）

ケーブルテレビ（くーみんテレビ）

市公式YouTube

コミュニティＦＭ（ドリームスFM）

市公式Facebook

その他

無回答

84.1

31.6

30.4

26.3

22.5

16.0

4.7

3.9

1.2

1.2

1.0

1.5

0.4

88.0

16.5

16.7

7.0

－

13.7

－

2.0

－

2.3

－

0.8

2.6

0 20 40 60 80 100

令和３年度調査
（回答者数 = 2,194）

平成23年度調査
（回答者数 = 1,777）
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【性別】 

「女性」で「校区だよりや総合支所からのお知らせなどの地域情報」の割合が 32.4％と高くな

っています。「男性」で「新聞やテレビなど」の割合が 34.7％と高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

広
報
久
留
米
（
広
報
紙
） 

市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

市
公
式L

I
N
E
 

市
公
式F

a
c
e
b
o
o
k
 

市
公
式Y

o
u
T
u
b
e
 
 

ｄ
ボ
タ
ン
広
報
誌
（
Ｋ
Ｂ
Ｃ
テ

レ
ビ
ｄ
ボ
タ
ン
） 

市
が
作
成
す
る
ポ
ス
タ
ー
、
チ

ラ
シ
な
ど 

校
区
だ
よ
り
や
総
合
支
所
か
ら

の
お
知
ら
せ
な
ど
の
地
域
情
報 

新
聞
や
テ
レ
ビ
な
ど 

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
（
く
ー
み
ん

テ
レ
ビ
） 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
（
ド
リ
ー

ム
スF

M

） 

そ
の
他 

無
回
答 

全体 2,194 84.1 26.3 22.5 1.0 1.2 4.7 16.0 30.4 31.6 3.9 1.2 1.5 0.4 

男性 939 82.9 27.8 16.3 1.2 2.1 4.5 16.4 27.9 34.7 4.5 1.7 1.7 0.5 

女性 1,239 85.4 25.2 27.3 1.0 0.6 5.0 15.6 32.4 29.3 3.6 0.9 1.3 0.2 
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【年齢別】 

「広報久留米」「市が作成するポスター、チラシなど」「校区だよりや総合支所からのお知らせ

などの地域情報」「新聞やテレビなど」は年齢が上がる程高くなる傾向にあります。 

他に比べ、「30 歳代」や「40 歳代」で「市公式 LINE」の割合が、「50 歳代」で「市公式ホーム

ページ」の割合が高くなっています 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

広
報
久
留
米
（
広
報
紙
） 

市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

市
公
式L

I
N
E
 

市
公
式F

a
c
e
b
o
o
k
 

市
公
式Y

o
u
T
u
b
e
 
 

ｄ
ボ
タ
ン
広
報
誌
（
Ｋ
Ｂ
Ｃ
テ
レ

ビ
ｄ
ボ
タ
ン
） 

市
が
作
成
す
る
ポ
ス
タ
ー
、
チ
ラ

シ
な
ど 

校
区
だ
よ
り
や
総
合
支
所
か
ら

の
お
知
ら
せ
な
ど
の
地
域
情
報 

新
聞
や
テ
レ
ビ
な
ど 

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
（
く
ー
み
ん
テ

レ
ビ
） 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
（
ド
リ
ー
ム

スF
M

） 

そ
の
他 

無
回
答 

全体 2,194 84.1 26.3 22.5 1.0 1.2 4.7 16.0 30.4 31.6 3.9 1.2 1.5 0.4 

18～29 歳 171 55.6 30.4 26.3 1.8 1.2 0.6 9.4 15.2 29.8 3.5 - 1.2 - 

30 歳代 253 73.1 34.4 34.0 2.0 1.2 4.0 10.3 17.8 20.2 2.8 0.8 2.0 0.4 

40 歳代 368 82.1 32.1 33.2 1.9 1.4 1.9 10.9 19.0 21.2 2.4 0.5 1.9 0.3 

50 歳代 382 86.6 35.6 24.6 1.6 1.0 5.8 15.7 27.0 29.8 5.5 2.9 2.1 － 

60～64 歳 235 87.7 29.8 21.7 － 1.7 4.7 17.9 31.9 31.1 4.7 0.4 0.9 － 

65～69 歳 284 93.0 20.4 16.5 － 2.1 6.0 20.4 39.1 36.6 3.5 1.8 1.8 0.7 

70～74 歳 293 91.8 11.9 12.6 0.7 0.3 7.2 20.1 47.1 48.1 4.8 1.0 1.0 0.7 

75 歳以上 197 93.9 9.1 5.6 － 1.0 7.6 23.4 48.7 40.1 4.1 1.5 － 1.0 
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【ブロック別】 

全体的に「広報久留米（広報紙）」の割合が高くなっています。また、「市公式ホームページ」

の割合が「北部 A」で 32.7％、「中央東部」で 32.8％、「西部 B （三潴）」では「市が作成するポ

スター、チラシなど」の割合が 20.3％、「西部 A （城島）」では「校区だよりや総合支所からのお

知らせなどの地域情報」の割合が 43.5％、「北部 B （北野）」では「新聞やテレビなど」の割合が

40.0％と高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

広
報
久
留
米
（
広
報
紙
） 

市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

市
公
式L

I
N
E
 

市
公
式F

a
c
e
b
o
o
k
 

市
公
式Y

o
u
T
u
b
e
 
 

ｄ
ボ
タ
ン
広
報
誌
（
Ｋ
Ｂ
Ｃ
テ

レ
ビ
ｄ
ボ
タ
ン
） 

市
が
作
成
す
る
ポ
ス
タ
ー
、
チ

ラ
シ
な
ど 

校
区
だ
よ
り
や
総
合
支
所
か
ら

の
お
知
ら
せ
な
ど
の
地
域
情
報 

新
聞
や
テ
レ
ビ
な
ど 

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
（
く
ー
み
ん

テ
レ
ビ
） 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
（
ド
リ
ー

ム
スF

M

） 

そ
の
他 

無
回
答 

全体 2,194 84.1 26.3 22.5 1.0 1.2 4.7 16.0 30.4 31.6 3.9 1.2 1.5 0.4 

東部 A  144 88.9 22.9 26.4 0.7 0.7 4.2 11.8 38.2 34.7 2.1 0.7 2.1 － 

東部 B （田主丸） 131 84.0 19.1 21.4 － 2.3 6.1 13.0 42.7 38.2 － － 0.8 － 

北部 A  165 81.2 32.7 26.7 1.2 － 4.2 15.8 25.5 30.9 － － 0.6 － 

北部 B （北野） 145 86.9 20.7 23.4 0.7 1.4 6.9 18.6 40.0 40.0 4.8 1.4 0.7 － 

中央東部 253 84.2 32.8 24.9 0.4 0.4 5.9 17.8 27.3 32.8 7.1 2.8 2.8 － 

南東部 202 85.6 21.3 19.3 1.5 1.5 3.5 12.4 33.7 33.7 2.5 0.5 0.5 0.5 

中央部 266 81.2 28.9 24.4 1.1 3.0 4.1 15.4 24.1 28.2 6.8 1.9 2.3 0.4 

中央南部 345 83.2 30.4 25.5 2.0 0.9 4.3 17.7 25.5 28.4 4.9 0.6 1.7 － 

南西部 207 88.4 27.5 22.2 1.4 1.9 5.3 12.6 23.2 25.6 2.9 3.9 1.4 2.4 

西部 A （城島） 62 83.9 11.3 8.1 － － 6.5 11.3 43.5 38.7 3.2 － － － 

西部 B （三潴） 148 84.5 18.9 16.9 0.7 0.7 3.4 20.3 35.8 30.4 4.1 － 0.7 － 
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問 17 特にどのような情報発信を期待しますか。（あてはまる番号３つまで） 

「医療・健康に関する情報」の割合が 53.0％と最も高く、次いで「災害・防災に関する情報」

の割合が 49.0％、「イベントなどの情報」の割合が 45.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

「女性」に比べ、「男性」で「スポーツに関する情報」の割合が高くなっています。一方、「男

性」に比べ、「女性」は「子育て・教育に関する情報」「医療・健康に関する情報」「介護・福祉に

関する情報」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
情

報 ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る

情
報 

文
化
・
芸
術
に
関
す
る

情
報 

グ
ル
メ
に
関
す
る
情

報 災
害
・
防
災
に
関
す
る

情
報 

子
育
て
・
教
育
に
関
す

る
情
報 

医
療
・
健
康
に
関
す
る

情
報 

介
護
・
福
祉
に
関
す
る

情
報 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関

す
る
情
報 

ま
ち
の
安
全
に
つ
い

て
の
情
報 

そ
の
他 

無
回
答 

全体 2,194 45.9 10.6 18.2 21.9 49.0 16.4 53.0 25.7 3.2 14.3 0.9 1.2 

男性 939 46.6 17.4 18.1 20.6 50.9 13.7 48.8 21.8 2.7 14.8 0.9 1.3 

女性 1,239 45.4 5.6 18.4 23.2 47.5 18.5 56.0 28.7 3.4 14.0 0.9 1.0 

  

回答者数 = 2,194 ％

医療・健康に関する情報

災害・防災に関する情報

イベントなどの情報

介護・福祉に関する情報

グルメに関する情報

文化・芸術に関する情報

子育て・教育に関する情報

まちの安全についての情報

スポーツに関する情報

ボランティアに関する情報

その他

無回答

53.0

49.0

45.9

25.7

21.9

18.2

16.4

14.3

10.6

3.2

0.9

1.2

0 20 40 60 80
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【年齢別】 

年齢が低くなるほど「イベントなどの情報」「グルメに関する情報」の割合が高くなる傾向がみ

られます。一方、年齢が高くなるにつれて「災害・防災に関する情報」「医療・健康に関する情報」

の割合が高くなる傾向がみられます。また、他に比べ、「18～29 歳」で「スポーツに関する情報」

の割合が、「30 歳代」で「子育て・教育に関する情報」の割合が、「50 歳代」で「文化・芸術に関

する情報」の割合が、「65～69 歳」で「文化・芸術に関する情報」の割合が、「70～74 歳」で「ま

ちの安全についての情報」の割合が、「75 歳以上」で「介護・福祉に関する情報」の割合が高く

なっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
情

報 ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る

情
報 

文
化
・
芸
術
に
関
す
る

情
報 

グ
ル
メ
に
関
す
る
情

報 災
害
・
防
災
に
関
す
る

情
報 

子
育
て
・
教
育
に
関
す

る
情
報 

医
療
・
健
康
に
関
す
る

情
報 

介
護
・
福
祉
に
関
す
る

情
報 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関

す
る
情
報 

ま
ち
の
安
全
に
つ
い

て
の
情
報 

そ
の
他 

無
回
答 

全体 2,194 45.9 10.6 18.2 21.9 49.0 16.4 53.0 25.7 3.2 14.3 0.9 1.2 

18～29 歳 171 52.6 15.8 15.2 49.1 39.8 22.2 36.3 6.4 3.5 8.8 2.9 1.2 

30 歳代 253 57.7 8.3 15.0 26.5 41.9 49.0 37.2 8.3 2.4 11.5 0.4 1.2 

40 歳代 368 50.8 14.1 15.2 26.4 45.7 34.0 45.9 13.6 2.2 11.7 0.8 0.3 

50 歳代 382 51.8 11.5 21.7 26.2 51.8 7.3 51.3 20.2 2.4 16.8 1.3 1.3 

60～64 歳 235 44.7 11.1 17.9 18.7 51.5 5.5 65.5 35.3 5.1 15.7 0.4 － 

65～69 歳 284 39.4 9.9 21.5 14.8 52.1 5.3 63.4 38.0 4.6 13.7 － 2.1 

70～74 歳 293 37.5 7.5 18.8 10.9 53.6 3.4 60.1 37.5 3.4 19.1 1.0 1.0 

75 歳以上 197 26.4 6.1 19.3 7.1 52.8 3.0 62.9 51.8 2.5 15.2 0.5 3.0 
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問 18 あなたが久留米の魅力だと感じるものは何ですか。（あてはまる番号１つだけ） 

「ラーメン、焼き鳥など多彩なＢ級グルメ」の割合が 25.0％と最も高く、次いで「充実した医

療環境」の割合が 22.2％、「野菜、フルーツなどの豊富な農産物」の割合が 18.5％となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

「男性」に比べ、「女性」で「野菜、フルーツなどの豊富な農産物」の割合が高くなっています。

一方、「女性」に比べ、「男性」で「ラーメン、焼き鳥など多彩なＢ級グルメ」の割合が高くなっ

ています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

豊
か
な
自
然 

野
菜
、
フ
ル
ー
ツ
な
ど
の
豊
富
な 

農
産
物 

ラ
ー
メ
ン
、
焼
き
鳥
な
ど
多
彩
な 

Ｂ
級
グ
ル
メ 

道
路
や
交
通
の
利
便
性 

美
術
館
や
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
な
ど 

文
化
・
芸
術
に
触
れ
ら
れ
る
施
設 

健
康
づ
く
り
や
ス
ポ
ー
ツ
に 

親
し
め
る
施
設 

子
育
て
が
し
や
す
い
環
境 

充
実
し
た
医
療
環
境 

地
域
を
代
表
す
る
産
業
や
企
業 

市
ゆ
か
り
の
歴
史
的
人
物
、
著
名
人 

久
留
米
絣
や
籃
胎
漆
器
な
ど
の 

伝
統
工
芸
品
が
あ
る
こ
と 

寺
社
仏
閣
や
古
墳
な
ど
の
歴
史
的

建
造
物 

そ
の
他 

特
に
な
い 

無
回
答 

全体 2,194 13.2 18.5 25.0 3.9 2.8 0.8 2.2 22.2 0.8 0.7 1.8 0.8 0.5 5.3 1.5 

男性 939 11.9 12.9 31.4 4.4 2.7 1.1 2.2 20.8 1.0 0.5 0.7 1.2 0.6 6.8 1.8 

女性 1,239 14.3 22.7 20.1 3.6 2.9 0.6 2.3 23.4 0.6 0.8 2.6 0.6 0.4 4.1 1.1 

  

（ｎ = 2,194）

豊かな自然

13.2%

野菜、フルーツなどの豊

富な農産物

18.5%

ラーメン、焼き鳥など多

彩なＢ級グルメ

25.0%
道路や交通の利便性

3.9%

美術館やシティプラザなど文化・芸術

に触れられる施設

2.8%

健康づくりやスポーツに親

しめる施設

0.8%

子育てがしやすい環境

2.2%

充実した医療環境

22.2%

地域を代表する産業や企業

0.8%

市ゆかりの歴史的人物、著名人

0.7%

久留米絣や籃胎漆器などの伝

統工芸品があること

1.8%

寺社仏閣や古墳などの歴

史的建造物

0.8%

その他

0.5%
特にない

5.3%

無回答

1.5%
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【年齢別】 

年齢が高くなるにつれて「豊かな自然」「野菜、フルーツなどの豊富な農産物」の割合が高くな

る傾向がみられます。一方、年齢が低くなるほど「ラーメン、焼き鳥など多彩なＢ級グルメ」の

割合が高くなる傾向がみられます。また、「60～64 歳」で「充実した医療環境」の割合が高くな

っています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

豊
か
な
自
然 

野
菜
、
フ
ル
ー
ツ
な
ど
の
豊
富
な 

農
産
物 

ラ
ー
メ
ン
、
焼
き
鳥
な
ど
多
彩
な 

Ｂ
級
グ
ル
メ 

道
路
や
交
通
の
利
便
性 

美
術
館
や
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
な
ど 

文
化
・
芸
術
に
触
れ
ら
れ
る
施
設 

健
康
づ
く
り
や
ス
ポ
ー
ツ
に 

親
し
め
る
施
設 

子
育
て
が
し
や
す
い
環
境 

充
実
し
た
医
療
環
境 

地
域
を
代
表
す
る
産
業
や
企
業 

市
ゆ
か
り
の
歴
史
的
人
物
、
著
名
人 

久
留
米
絣
や
籃
胎
漆
器
な
ど
の 

伝
統
工
芸
品
が
あ
る
こ
と 

寺
社
仏
閣
や
古
墳
な
ど
の
歴
史
的

建
造
物 

そ
の
他 

特
に
な
い 

無
回
答 

全体 2,194 13.2 18.5 25.0 3.9 2.8 0.8 2.2 22.2 0.8 0.7 1.8 0.8 0.5 5.3 1.5 

18～29 歳 171 8.2 11.1 52.0 5.8 5.3 0.6 1.2 8.2 0.6 0.6 1.8 0.6 - 3.5 0.6 

30 歳代 253 5.5 13.4 41.9 2.8 1.6 0.8 4.7 20.6 0.4 0.4 1.6 1.2 0.8 4.3 － 

40 歳代 368 4.9 15.5 32.1 4.1 2.7 1.1 5.2 24.7 0.5 0.3 1.6 1.4 － 5.7 0.3 

50 歳代 382 9.2 18.1 32.2 3.7 3.1 0.3 2.6 19.4 0.8 1.3 1.3 0.5 1.3 4.2 2.1 

60～64 歳 235 15.3 20.4 15.3 3.0 3.4 0.4 0.9 29.8 1.3 0.9 2.1 0.4 0.4 6.0 0.4 

65～69 歳 284 19.7 24.3 13.4 3.5 3.2 1.4 0.7 20.4 1.1 0.4 2.1 1.4 － 6.3 2.1 

70～74 歳 293 23.5 22.9 7.2 4.1 1.4 0.7 0.3 28.3 － － 2.4 0.3 0.7 5.8 2.4 

75 歳以上 197 24.4 20.8 6.6 4.6 2.5 1.0 0.5 21.8 2.0 2.0 1.5 0.5 0.5 6.6 4.6 
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（４）広報久留米について 

問 19 あなたは、「広報久留米」を読んでいますか。（あてはまる番号１つだけ） 

「毎号必ず読む」と「ときどき読む」を合わせた『読む』の割合が 76.3％、「あまり読まない」

と「まったく読まない」を合わせた『読まない』の割合が 20.6％となっています。 

 

【経年比較】 

前回調査との比較では、『読む』の割合が 3.8 ポイント低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

「男性」に比べ、「女性」で『読む』の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

毎
号
必
ず
読
む 

と
き
ど
き
読
む 

あ
ま
り
読
ま
な
い 

ま
っ
た
く
読
ま
な
い 

無
回
答 

『
読
む
』 

『
読
ま
な
い
』 

全体 2,194 41.0 35.3 11.3 9.3 3.1 76.3 20.6 

男性 939 37.3 36.4 12.2 11.1 3.0 73.7 23.3 

女性 1,239 44.2 34.4 10.6 8.1 2.7 78.6 18.7 

 

  

回答者数 = 『読む』 『読まない』

令和３年度調査 2,194 76.3 20.6

平成23年度調査 1,777 80.1 18.0

41.0

44.3

35.3

35.8

11.3

9.5

9.3

8.5

3.1

2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

毎号必ず読む ときどき読む あまり読まない まったく読まない 無回答
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【年齢別】 

年齢が高くなるにつれて『読む』の割合が高くなる傾向がみられます。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

毎
号
必
ず
読
む 

と
き
ど
き
読
む 

あ
ま
り
読
ま
な
い 

ま
っ
た
く
読
ま
な
い 

無
回
答 

『
読
む
』 

『
読
ま
な
い
』 

全体 2,194 41.0 35.3 11.3 9.3 3.1 76.3 20.6 

18～29 歳 171 10.5 29.2 25.1 35.1 - 39.7 60.2 

30 歳代 253 24.9 43.1 13.8 17.0 1.2 68.0 30.8 

40 歳代 368 33.4 42.1 13.9 10.1 0.5 75.5 24.0 

50 歳代 382 39.8 38.0 11.0 8.1 3.1 77.8 19.1 

60～64 歳 235 46.4 35.3 8.9 5.1 4.3 81.7 14.0 

65～69 歳 284 46.5 38.4 7.4 3.2 4.6 84.9 10.6 

70～74 歳 293 59.4 27.0 7.2 2.7 3.8 86.4 9.9 

75 歳以上 197 64.0 20.3 7.1 2.0 6.6 84.3 9.1 
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【ブロック別】 

他に比べ、「北部 B （北野）」で「毎号必ず読む」の割合が、「北部 A」で「ときどき読む」の割

合が高くなっています。また、「西部 A （城島）」「西部 B （三潴）」で「あまり読まない」の割合

が、「中央部」で「まったく読まない」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

毎
号
必
ず
読
む 

と
き
ど
き
読
む 

あ
ま
り
読
ま
な
い 

ま
っ
た
く
読
ま
な
い 

無
回
答 

『
読
む
』 

『
読
ま
な
い
』 

全体 2,194 41.0 35.3 11.3 9.3 3.1 76.3 20.6 

東部 A  144 47.9 31.9 13.9 4.9 1.4 79.8 18.8 

東部 B （田主丸） 131 34.4 42.7 10.7 8.4 3.8 77.1 19.1 

北部 A  165 34.5 43.6 9.7 10.9 1.2 78.1 20.6 

北部 B （北野） 145 48.3 28.3 13.1 7.6 2.8 76.6 20.7 

中央東部 253 41.9 35.6 8.7 9.5 4.3 77.5 18.2 

南東部 202 43.1 35.6 9.9 6.9 4.5 78.7 16.8 

中央部 266 39.1 33.8 12.8 12.8 1.5 72.9 25.6 

中央南部 345 43.5 34.2 9.6 11.9 0.9 77.7 21.5 

南西部 207 37.7 38.6 13.0 7.2 3.4 76.3 20.2 

西部 A （城島） 62 38.7 41.9 14.5 3.2 1.6 80.6 17.7 

西部 B （三潴） 148 40.5 32.4 14.2 8.8 4.1 72.9 23.0 
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付問１ 問 19 で「１．毎号必ず読む」または「２．ときどき読む」と回答した人に 

広報久留米の見やすさについて感想をお聞きします。 

（あてはまる番号１つだけ） 

「満足している」と「どちらかというと満足している」を合わせた『満足している』の割合が

88.4％、「どちらかといえば満足していない」と「満足していない」を合わせた『満足していない』

の割合が 10.1％となっています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

付問２ 問 19 で「１．毎号必ず読む」または「２．ときどき読む」と回答した人に 

読みやすいと感じる部分を教えてください。（あてはまる番号いくつでも） 

「全体の構成（特集、撮っておきニュース、情報ほっとライン等）」の割合が 53.9％と最も高

く、次いで「文字の大きさ」の割合が 37.8％、「カラー印刷」の割合が 31.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（ｎ = 1,674）

満足している

20.8%

どちらかというと

満足している

67.6%

どちらかというと

満足していない

8.8%

満足していない

1.3%
無回答

1.5%

回答者数 = 1,674 ％

全体の構成（特集、撮っておき
ニュース、情報ほっとライン等）

文字の大きさ

カラー印刷

文章が簡潔で分かりやすい

写真が分かりやすい

レイアウトやデザイン

内容が面白い

その他

無回答

53.9

37.8

31.8

21.7

17.2

13.8

5.9

1.1

6.1

0 20 40 60 80
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付問３ 問 19 で「１．毎号必ず読む」または「２．ときどき読む」と回答した人に 

広報久留米で必ず目を通す紙面は何ですか。（あてはまる番号いくつでも） 

「イベントカレンダー」の割合が 48.6％と最も高く、次いで「表紙」の割合が 44.6％、「日曜

在宅医」の割合が 39.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

付問４ 問 19 で「３．あまり読まない」または「４．まったく読まない」と回答した人に 

読まない理由を教えてください。（あてはまる番号いくつでも） 

「読む時間がない」の割合が 36.0％と最も高く、次いで「広報紙以外で情報を得ることができ

る」の割合が 24.5％、「知りたい情報がない」の割合が 24.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 1,674 ％

イベントカレンダー

表紙

日曜在宅医

情報ほっとライン

撮っておきニュース

市の施策や事業（市の予算や決算、
環境や人権などの取り組み記事）

連載シリーズ（久留米入城400 年
モノ語りや共に生きるなど）

裏表紙「これ知ってる！？」

無回答

48.6

44.6

39.2

38.7

31.1

29.5

16.1

15.1

5.6

0 20 40 60 80

回答者数 = 453 ％

読む時間がない

広報紙以外で情報を
得ることができる

知りたい情報がない

内容が面白くない

その他

無回答

36.0

24.5

24.1

11.3

18.3

6.2

0 20 40
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問 20 「広報久留米」は、どの頻度で発行したら良いと思いますか。 

（あてはまる番号１つだけ） 

「月１回」の割合が 68.7％と最も高く、次いで「月２回」の割合が 14.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

「男性」に比べ、「女性」で「月１回」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

月
１
回 

月
２
回 

隔
月 

４
半
期
に
１
回 

そ
の
他 

無
回
答 

全体 2,194 68.7 14.2 8.5 5.6 1.6 1.4 

男性 939 65.6 14.4 8.9 7.3 2.1 1.6 

女性 1,239 71.1 14.1 8.3 4.3 1.2 1.0 

  

（ｎ = 2,194）

月１回

68.7%

月２回

14.2%

隔月

8.5%

４半期に１回

5.6%

その他

1.6%

無回答

1.4%
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【年齢別】 

「18～29 歳」で「隔月」の割合が、「70～74 歳」で「月１回」の割合が、「75 歳以上」で「月

２回」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

月
１
回 

月
２
回 

隔
月 

４
半
期
に
１
回 

そ
の
他 

無
回
答 

全体 2,194 68.7 14.2 8.5 5.6 1.6 1.4 

18～29 歳 171 64.9 9.9 14.6 8.2 1.2 1.2 

30 歳代 253 64.8 7.9 13.4 11.9 1.6 0.4 

40 歳代 368 68.2 12.0 10.1 6.3 2.7 0.8 

50 歳代 382 66.2 16.5 8.6 5.8 1.8 1.0 

60～64 歳 235 68.9 15.3 8.1 6.0 0.9 0.9 

65～69 歳 284 72.2 16.2 4.9 1.8 2.5 2.5 

70～74 歳 293 74.1 15.7 5.8 2.4 0.3 1.7 

75 歳以上 197 69.0 19.8 4.1 3.6 1.0 2.5 
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【ブロック別】 

他に比べ、「北部 B （北野）」で「月１回」の割合が、「東部 A」で「月２回」の割合が高くなっ

ています。また、他に比べ、「東部 B （田主丸）」で「隔月」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

月
１
回 

月
２
回 

隔
月 

４
半
期
に
１
回 

そ
の
他 

無
回
答 

全体 2,194 68.7 14.2 8.5 5.6 1.6 1.4 

東部 A  144 72.2 18.8 4.9 2.1 1.4 0.7 

東部 B （田主丸） 131 70.2 9.9 12.2 4.6 － 3.1 

北部 A  165 67.9 12.1 10.9 4.8 3.6 0.6 

北部 B （北野） 145 79.3 6.2 8.3 4.8 0.7 0.7 

中央東部 253 66.4 14.6 8.7 6.7 2.4 1.2 

南東部 202 69.3 17.3 7.4 2.0 2.5 1.5 

中央部 266 63.5 16.5 11.3 5.6 1.5 1.5 

中央南部 345 68.7 15.7 7.8 5.8 1.2 0.9 

南西部 207 67.6 14.0 7.7 8.2 0.5 1.9 

西部 A （城島） 62 71.0 16.1 4.8 4.8 1.6 1.6 

西部 B （三潴） 148 70.9 8.8 8.1 8.8 2.0 1.4 
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（５）インターネット利用について 

問 21 情報収集にはどの情報機器端末を使っていますか。 

（あてはまる番号いくつでも） 

「スマートフォン」の割合が 74.7％と最も高く、次いで「パソコン」の割合が 34.4％、「タブ

レット端末」の割合が 13.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

「女性」に比べ、「男性」で「パソコン」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン 

携
帯
電
話
（
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
以
外
） 

パ
ソ
コ
ン 

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末 

そ
の
他 

持
っ
て
い
な
い 

無
回
答 

全体 2,194 74.7 7.2 34.4 13.4 1.3 12.3 1.4 

男性 939 74.9 7.9 43.6 15.1 1.4 10.1 1.0 

女性 1,239 75.0 6.8 27.8 12.1 1.3 13.6 1.5 

 

 

  

回答者数 = 2,194 ％

スマートフォン

パソコン

タブレット端末

持っていない

携帯電話
（スマートフォン以外）

その他

無回答

74.7

34.4

13.4

12.3

7.2

1.3

1.4

0 20 40 60 80 100
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【年齢別】 

年齢が上がるにつれ、「スマートフォン」の割合が低く、「携帯電話(スマートフォン以外)」や

「持っていない」の割合が高くなる傾向がみられます。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン 

携
帯
電
話
（
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
以
外
） 

パ
ソ
コ
ン 

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末 

そ
の
他 

持
っ
て
い
な
い 

無
回
答 

全体 2,194 74.7 7.2 34.4 13.4 1.3 12.3 1.4 

18～29 歳 171 97.1 3.5 40.4 12.9 - 0.6 - 

30 歳代 253 97.2 2.4 33.6 13.4 0.4 0.4 0.4 

40 歳代 368 93.5 4.3 40.5 22.8 0.3 1.6 0.5 

50 歳代 382 85.6 4.7 42.4 16.5 1.0 3.4 1.0 

60～64 歳 235 76.6 6.8 39.6 9.4 3.0 8.1 0.4 

65～69 歳 284 60.9 12.3 31.3 11.6 3.2 17.6 0.7 

70～74 歳 293 47.8 12.6 26.3 9.2 1.4 29.0 3.8 

75 歳以上 197 28.9 12.7 15.2 3.6 1.5 46.2 3.6 
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【ブロック別】 

他に比べ、「北部 A」で「スマートフォン」の割合が、「中央部」で「パソコン」「タブレット端

末」の割合が高くなっています。また、「北部 B （北野）」で「持っていない」の割合が高くなっ

ています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン 

携
帯
電
話
（
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
以
外
） 

パ
ソ
コ
ン 

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末 

そ
の
他 

持
っ
て
い
な
い 

無
回
答 

全体 2,194 74.7 7.2 34.4 13.4 1.3 12.3 1.4 

東部 A  144 72.2 5.6 32.6 13.2 2.8 13.9 － 

東部 B （田主丸） 131 72.5 6.9 29.8 11.5 1.5 12.2 3.1 

北部 A  165 83.0 6.1 41.2 15.2 － 9.1 0.6 

北部 B （北野） 145 68.3 10.3 35.2 7.6 2.1 17.9 － 

中央東部 253 73.9 5.5 36.0 14.6 1.2 12.6 2.4 

南東部 202 76.7 7.4 28.2 14.4 1.5 11.9 － 

中央部 266 82.0 6.4 43.6 18.4 1.1 6.4 0.4 

中央南部 345 80.3 5.2 36.5 13.6 1.4 10.1 0.3 

南西部 207 70.5 9.7 34.8 15.5 0.5 14.0 2.4 

西部 A （城島） 62 74.2 6.5 29.0 4.8 3.2 12.9 － 

西部 B （三潴） 148 68.9 10.8 25.7 9.5 0.7 14.2 4.7 
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問 22 どのくらい久留米市の公式ホームページをご覧になりますか。 

（あてはまる番号１つだけ） 

「何回か見たことがある」の割合が 33.8％と最も高く、次いで「見たことがない」の割合が

30.1％、「ときどき見る（月１回以上）」の割合が 21.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

大きな差異はみられません。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

よ
く
見
て
い
る 

（
週
１
回
以
上
） 

と
き
ど
き
見
る 

（
月
１
回
以
上
） 

何
回
か
見
た
こ
と
が

あ
る 

見
た
こ
と
が
な
い 

無
回
答 

全体 2,194 12.0 21.9 33.8 30.1 2.1 

男性 939 11.3 22.8 35.4 28.4 2.1 

女性 1,239 12.7 21.3 32.8 31.4 1.8 

  

（ｎ = 2,194）

よく見ている

（週１回以上）

12.0%

ときどき見る

（月１回以上）

21.9%

何回か見たことがある

33.8%

見たことがない

30.1%

無回答

2.1%
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【年齢別】 

年齢が高くなるにつれて、「何回か見たことがある」の割合は低くなり、「見たことがない」が

高くなる傾向がみられます。他に比べ、「50 歳代」で「よく見ている（週１回以上）」の割合が、

「40 歳代」で「ときどき見る（月１回以上）」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

よ
く
見
て
い
る 

（
週
１
回
以
上
） 

と
き
ど
き
見
る 

（
月
１
回
以
上
） 

何
回
か
見
た
こ
と
が

あ
る 

見
た
こ
と
が
な
い 

無
回
答 

全体 2,194 12.0 21.9 33.8 30.1 2.1 

18～29 歳 171 5.3 12.3 53.2 29.2 - 

30 歳代 253 11.5 26.9 42.7 18.2 0.8 

40 歳代 368 13.6 28.0 41.8 16.0 0.5 

50 歳代 382 16.8 24.3 36.6 21.5 0.8 

60～64 歳 235 12.3 24.3 29.4 34.0 － 

65～69 歳 284 12.7 20.1 28.9 35.6 2.8 

70～74 歳 293 10.9 15.0 23.2 46.4 4.4 

75 歳以上 197 7.1 18.8 13.7 52.3 8.1 

 

  



64 

問 23 あなたはＳＮＳを使っていますか。（あてはまる番号１つだけ） 

「使っている」の割合が 58.7％、「使っていない」の割合が 38.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

「男性」に比べ、「女性」で「使っている」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

使
っ
て
い
る 

使
っ
て
い
な
い 

無
回
答 

全体 2,194 58.7 38.1 3.1 

男性 939 53.8 43.5 2.8 

女性 1,239 62.6 34.1 3.2 

  

（ｎ = 2,194）

使っている

58.7%

使っていない

38.1%

無回答

3.1%
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【年齢別】 

年齢が低くなるほど「使っている」の割合が高くなる傾向がみられます。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

使
っ
て
い
る 

使
っ
て
い
な
い 

無
回
答 

全体 2,194 58.7 38.1 3.1 

18～29 歳 171 94.7 5.3 - 

30 歳代 253 84.6 14.2 1.2 

40 歳代 368 73.1 25.3 1.6 

50 歳代 382 65.7 33.2 1.0 

60～64 歳 235 51.1 46.0 3.0 

65～69 歳 284 40.5 54.9 4.6 

70～74 歳 293 35.2 60.1 4.8 

75 歳以上 197 25.4 64.0 10.7 
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付問１ 問 23 で「１．使っている」と回答した人に 

どのＳＮＳを使っていますか。（あてはまる番号いくつでも） 

「LINE（ライン）」の割合が 88.0％と最も高く、次いで「YouTube （ユーチューブ）」の割合が

50.6％、「Instagram （インスタグラム）」の割合が 39.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

付問２ 問 23 で「１．使っている」と回答した人に 

久留米市の公式ＳＮＳを見たことがありますか。（あてはまる番号いくつでも） 

「見たことがない」の割合が 43.1％と最も高く、次いで「市公式 LINE」の割合が 41.6％とな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 1,288 ％

LINE（ライン）

YouTube （ユーチューブ）

Instagram （インスタグラム）

Facebook（フェイスブック）

Twitter （ツイッター）

その他

無回答

88.0

50.6

39.6

35.0

29.9

1.0

0.3

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 1,288 ％

見たことがない

市公式LINE

市公式YouTube
（久留米市公式チャンネル）

市公式Facebook
（キラリ久留米）

Twitter
（くるっぱツイッター）

Instagram （くるっぱぐらむ）

その他

無回答

43.1

41.6

5.9

5.7

3.6

3.1

0.6

9.7

0 20 40 60
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付問３ 問 23 で「１．使っている」と回答した人に 

久留米市のＳＮＳで登録（フォロー）しているものを教えてください。 

（あてはまる番号いくつでも） 

「ない」の割合が 46.0％と最も高く、次いで「市公式 LINE」の割合が 35.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 24 市公式 YouTube で充実してほしいと思う動画は何ですか。 

（あてはまる番号いくつでも） 

「イベントの紹介」の割合が 41.1％と最も高く、次いで「市の制度・施策、手続きの紹介」の

割合が 38.8％、「グルメ情報」の割合が 38.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 1,288 ％

ない

市公式LINE

市公式Facebook
（キラリ久留米）

市公式YouTube
（久留米市公式チャンネル）

Instagram （くるっぱぐらむ）

Twitter
（くるっぱツイッター）

その他

無回答

46.0

35.6

2.6

1.9

1.7

1.4

0.1

15.8

0 20 40 60

回答者数 = 2,194 ％

イベントの紹介

市の制度・施策、
手続きの紹介

グルメ情報

観光スポットの紹介

市の施設紹介

歴史・文化財の紹介

地域活動・ボランティアの
紹介

その他

無回答

41.1

38.8

38.3

34.9

29.4

17.0

12.0

5.2

11.8

0 20 40 60
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【性別】 

「女性」に比べ、「男性」で「市の制度・施策、手続きの紹介」「歴史・文化財の紹介」の割合

が高くなっています。一方、「男性」に比べ、「女性」で「観光スポットの紹介」「イベントの紹介」

の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

市
の
制
度
・
施
策
、
手

続
き
の
紹
介 

観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
紹

介 市
の
施
設
紹
介 

イ
ベ
ン
ト
の
紹
介 

グ
ル
メ
情
報 

歴
史
・
文
化
財
の
紹
介 

地
域
活
動
・
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
紹
介 

そ
の
他 

無
回
答 

全体 2,194 38.8 34.9 29.4 41.1 38.3 17.0 12.0 5.2 11.8 

男性 939 42.5 31.8 29.1 39.1 38.4 19.8 11.3 5.8 10.3 

女性 1,239 36.1 37.4 29.9 42.7 38.7 14.9 12.5 4.7 12.4 

 

 

【年齢別】 

他に比べ、「18～29 歳」で「観光スポットの紹介」の割合が、「30 歳代」で「イベントの紹介」

の割合が、「40 歳代」で「地域活動・ボランティアの紹介」の割合が高くなっています。「60～64

歳」で「市の制度・施策、手続きの紹介」「市の施設紹介」「歴史・文化財の紹介」の割合が高く

なっています。また、年齢が低くなるほど「グルメ情報」の割合が高くなる傾向がみられます。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

市
の
制
度
・
施
策
、
手

続
き
の
紹
介 

観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
紹

介 市
の
施
設
紹
介 

イ
ベ
ン
ト
の
紹
介 

グ
ル
メ
情
報 

歴
史
・
文
化
財
の
紹
介 

地
域
活
動
・
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
紹
介 

そ
の
他 

無
回
答 

全体 2,194 38.8 34.9 29.4 41.1 38.3 17.0 12.0 5.2 11.8 

18～29 歳 171 31.0 47.4 22.8 44.4 60.2 14.0 10.5 5.3 1.2 

30 歳代 253 35.2 43.1 27.7 51.8 53.4 12.6 11.1 4.3 1.6 

40 歳代 368 41.8 35.6 28.5 48.6 53.0 19.3 16.3 3.8 3.3 

50 歳代 382 41.6 44.0 30.9 47.4 47.4 18.8 13.4 3.9 5.2 

60～64 歳 235 51.5 35.7 34.0 43.4 25.5 20.9 13.6 6.4 7.2 

65～69 歳 284 40.8 29.6 33.1 39.1 32.4 18.7 10.9 5.6 15.5 

70～74 歳 293 35.2 24.6 27.3 25.6 18.1 15.0 8.9 7.5 25.9 

75 歳以上 197 27.9 18.3 29.4 21.8 10.7 13.2 8.1 5.1 39.1 
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（６）地域コミュニティ活動について 

問 25 あなたは、居住している地域の自治会に加入していますか。 

（あてはまる番号１つだけ） 

「加入している」の割合が 74.2％と最も高く、次いで「加入していない」の割合が 16.4％とな

っています。 

 

【経年比較】 

経年比較では、「加入している」の割合は平成 23 年度調査と平成 28 年度調査はほぼ同水準で

したが、今回の調査では 3.5 ポイント高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢が高くなるほど「加入している」の割合が高くなる傾向がみられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

全  体 2,194

18～29歳 171

30歳代 253

40歳代 368

50歳代 382

60～64歳 235

65～69歳 284

70～74歳 293

75歳以上 197

74.2

39.8

52.6

70.1

80.6

80.4

84.5

88.1

84.8

16.4

29.8

28.5

17.9

12.6

15.3

13.7

8.5

11.2

8.8

30.4

18.6

11.7

6.3

3.8

1.4

2.4

2.5

0.6

0.3

0.5

0.4

0.4

1.0

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

加入している 加入していない わからない 無回答

加入している 加入していない わからない 無回答

回答者数 =

令和３年度調査 2,194

平成28年度調査 1,764

平成23年度調査 1,777

74.2

70.7

70.6

16.4

18.0

13.4

8.8

9.9

13.2

0.6

1.4

2.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%



70 

【住居形態別】 

他に比べ、「持ち家（一戸建て）」で「加入している」の割合が、「賃貸住宅(アパート・マンシ

ョン)」や「勤務先給与住宅（公務員住宅・社宅・寮など）」で「加入していない」の割合が高く

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

大きな差異はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

加入している 加入していない わからない 無回答

回答者数 =

全体 1,629

持ち家（一戸建て） 1,415

持ち家（集合住宅・分
譲マンション）

209

賃貸住宅（一戸建
て）

76

賃貸住宅（アパート・
マンション）

392

勤務先給与住宅（公
務員住宅・社宅・寮
など）

30

間借り、その他 44

74.2

87.4

59.8

73.7

38.8

36.7

63.6

16.4

6.8

28.2

22.4

41.8

43.3

18.2

8.8

5.2

12.0

3.9

18.9

20.0

18.2

0.6

0.6

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

全体 2,194

男性 939

女性 1,239

74.2

73.8

74.7

16.4

17.9

15.3

8.8

7.7

9.6

0.6

0.6

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

加入している 加入していない わからない 無回答
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【性別・年齢別】 

他に比べ、「女性の 18～29 歳代」で「わからない」の割合が高く、「加入している」の割合が低

くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

加
入
し
て
い
る 

加
入
し
て
い
な
い 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

全体 2,194 74.2 16.4 8.8 0.6 

男性 18～29 歳 71 42.3 32.4 25.4 - 

 30 歳代 105 51.4 32.4 15.2 1.0 

 40 歳代 153 71.2 17.0 11.1 0.7 

 50 歳代 161 78.9 15.5 5.0 0.6 

 60～64 歳 95 75.8 16.8 6.3 1.1 

 65～69 歳 132 82.6 15.2 2.3 － 

 70～74 歳 130 86.2 10.8 1.5 1.5 

 75 歳以上 91 86.8 11.0 2.2 － 

女性 18～29 歳 99 37.4 28.3 34.3 - 

 30 歳代 148 53.4 25.7 20.9 － 

 40 歳代 214 69.6 18.2 12.1 － 

 50 歳代 221 81.9 10.4 7.2 0.5 

 60～64 歳 140 83.6 14.3 2.1 － 

 65～69 歳 151 86.1 12.6 0.7 0.7 

 70～74 歳 161 90.1 6.8 3.1 － 

 75 歳以上 105 83.8 11.4 2.9 1.9 
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【家族構成別】 

他に比べ、「夫婦のみ」、「親・子・孫（３世代）」で「加入している」の割合が、「単身」で「加

入していない」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

【同居家族別】 

他に比べ、「世帯の中に６５歳以上の人がいる」で「加入している」の割合が、「世帯の中に就

学前の子どもがいる」で「加入していない」の割合が高くなっています。 

  

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

全体 2,194

世帯の中に就学前の子
どもがいる

263

世帯の中に小学生がい
る

261

世帯の中に中学生がい
る

165

世帯の中に上記以外の
18歳未満の子どもがい
る

173

世帯の中に65歳以上の
人がいる

881

世帯の中に障害者手帳
を持っている人がいる
（本人を含みます）

239

世帯に上記にあてはま
る人はいない

686

74.2

68.4

78.2

80.6

78.6

83.4

74.1

66.0

16.4

20.9

11.9

9.1

10.4

10.1

14.2

23.0

8.8

9.5

9.2

10.3

10.4

5.9

10.9

10.8

0.6

1.1

0.8

-

0.6

0.6

0.8

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

加入している 加入していない わからない 無回答

加入している 加入していない わからない 無回答

回答者数 =

全体 2,194

単身 224

夫婦のみ 565

親・子（２世代） 1,054

親・子・孫（３世代） 233

その他 90

74.2

53.6

82.1

73.7

81.1

66.7

16.4

34.4

14.0

15.0

8.2

25.6

8.8

11.6

3.4

11.1

9.0

7.8

0.6

0.4

0.5

0.2

1.7

-

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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付問１ 問 25 で「１．加入している」と回答した人に 

加入してよかったと思うことは何ですか。（あてはまる番号いくつでも） 

「市や地域の広報紙により、地域の情報が手に入る」の割合が 46.2％と最も高く、次いで「一

斉清掃などの環境美化や、防犯灯の維持管理などの防犯対策など、住民が協力し合って問題を解

決することができる」の割合が 41.5％、「スポーツや文化、お祭りなどの行事を通し、地域の人

と親交が深まる」の割合が 38.5％となっています。 

 

【経年比較】 

「災害時や緊急時にも安心感がある」の割合が増加しています。一方、「市や地域の広報誌によ

り、地域の情報が手に入る」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

令和３年度調査
（回答者数 = 1,629）

平成28年度調査
（回答者数 = 1,248）

％

市や地域の広報紙により、地域の情報が手に入る

一斉清掃などの環境美化や、防犯灯の維持管理などの防犯対
策など、住民が協力し合って問題を解決することができる

スポーツや文化、お祭りなどの行事を通し、地域の人と親交が
深まる

災害時や緊急時にも安心感がある

住民の意見を集約して、行政に対して意見や陳情ができる

加入してよかったことはない

その他

無回答

46.2

41.5

38.5

38.2

13.6

12.0

2.3

1.5

55.8

43.8

40.6

32.6

12.9

9.5

1.7

2.1

0 20 40 60 80
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【性別】 

「男性」に比べ、「女性」で「市や地域の広報紙により、地域の情報が手に入る」の割合が高く

なっています。一方、「女性」に比べ、「男性」で「一斉清掃などの環境美化や、防犯灯の維持管

理などの防犯対策など、住民が協力し合って問題を解決することができる」「住民の意見を集約

して、行政に対して意見や陳情ができる」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
、
お
祭
り
な
ど
の
行
事
を
通

し
、
地
域
の
人
と
親
交
が
深
ま
る 

災
害
時
や
緊
急
時
に
も
安
心
感
が
あ
る 

市
や
地
域
の
広
報
紙
に
よ
り
、
地
域
の
情
報
が

手
に
入
る 

一
斉
清
掃
な
ど
の
環
境
美
化
や
、
防
犯
灯
の
維

持
管
理
な
ど
の
防
犯
対
策
な
ど
、
住
民
が
協
力

し
合
っ
て
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
る 

住
民
の
意
見
を
集
約
し
て
、
行
政
に
対
し
て
意

見
や
陳
情
が
で
き
る 

そ
の
他 

加
入
し
て
よ
か
っ
た
こ
と
は
な
い 

無
回
答 

全体 1,629 38.5 38.2 46.2 41.5 13.6 2.3 12.0 1.5 

男性 693 38.4 37.2 43.0 44.2 18.2 1.9 13.4 1.3 

女性 926 38.6 38.8 48.7 39.7 10.4 2.7 11.0 1.7 
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【性別・年齢別】 

「男女とも 30 歳代以上」では年齢が高くなるほど「災害時や緊急時にも安心感がある」の割

合が高くなる傾向にあります。「男性」では、他の年代と比べて、「65 歳以上」では「一斉清掃な

どの環境美化や、防犯灯の維持管理などの防犯対策など、住民が協力し合って問題を解決するこ

とができる」や「住民の意見を集約して、行政に対して意見や陳情ができる」の割合が高くなっ

ています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
、
お
祭
り
な
ど
の

行
事
を
通
し
、
地
域
の
人
と
親
交
が

深
ま
る 

災
害
時
や
緊
急
時
に
も
安
心
感
が

あ
る 

市
や
地
域
の
広
報
紙
に
よ
り
、
地
域

の
情
報
が
手
に
入
る 

一
斉
清
掃
な
ど
の
環
境
美
化
や
、
防

犯
灯
の
維
持
管
理
な
ど
の
防
犯
対

策
な
ど
、
住
民
が
協
力
し
合
っ
て
問

題
を
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
る 

住
民
の
意
見
を
集
約
し
て
、
行
政
に

対
し
て
意
見
や
陳
情
が
で
き
る 

そ
の
他 

加
入
し
て
よ
か
っ
た
こ
と
は
な
い 

無
回
答 

全体 1,629 38.5 38.2 46.2 41.5 13.6 2.3 12.0 1.5 

男性  18～29歳 30 26.7 36.7 43.3 43.3 20.0 6.7 13.3 - 

    30 歳代 54 37.0 25.9 33.3 35.2 11.1 3.7 27.8 1.9 

    40 歳代 109 37.6 33.0 37.6 26.6 8.3 0.9 20.2 0.9 

    50 歳代 127 32.3 32.3 32.3 30.7 11.8 4.7 18.1 1.6 

    60～64歳 72 33.3 30.6 40.3 51.4 16.7 1.4 11.1 2.8 

    65～69歳 109 38.5 41.3 56.9 54.1 24.8 － 9.2 － 

    70～74歳 112 42.9 45.5 50.9 55.4 26.8 0.9 5.4 0.9 

    75歳以上 79 53.2 48.1 46.8 60.8 26.6 － 5.1 2.5 

女性  18～29歳 37 24.3 27.0 29.7 24.3 8.1 8.1 10.8 - 

    30 歳代 79 26.6 21.5 41.8 16.5 7.6 3.8 29.1 1.3 

    40 歳代 149 39.6 31.5 44.3 31.5 5.4 2.0 18.1 0.7 

    50 歳代 181 40.9 41.4 40.9 32.6 7.7 2.2 11.6 1.1 

    60～64歳 117 34.2 37.6 54.7 47.9 14.5 4.3 6.8 0.9 

    65～69歳 130 38.5 41.5 56.2 46.2 14.6 2.3 9.2 － 

    70～74歳 145 42.1 46.2 57.2 54.5 11.0 1.4 1.4 5.5 

    75歳以上 88 48.9 51.1 53.4 51.1 14.8 2.3 5.7 3.4 
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【ブロック別】 

他に比べ、「西部 A （城島）」で「スポーツや文化、お祭りなどの行事を通し、地域の人と親交

が深まる」「一斉清掃などの環境美化や、防犯灯の維持管理などの防犯対策など、住民が協力し合

って問題を解決することができる」の割合が、「北部 B （北野）」で「災害時や緊急時にも安心感

がある」の割合が高くなっています。また、他に比べ、「中央東部」「中央部」「中央南部」で「市

や地域の広報紙により、地域の情報が手に入る」の割合が、「南西部」で「住民の意見を集約して、

行政に対して意見や陳情ができる」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
、
お
祭
り
な
ど
の
行
事
を
通

し
、
地
域
の
人
と
親
交
が
深
ま
る 

災
害
時
や
緊
急
時
に
も
安
心
感
が
あ
る 

市
や
地
域
の
広
報
紙
に
よ
り
、
地
域
の
情
報
が

手
に
入
る 

一
斉
清
掃
な
ど
の
環
境
美
化
や
、
防
犯
灯
の
維

持
管
理
な
ど
の
防
犯
対
策
な
ど
、
住
民
が
協
力

し
合
っ
て
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
る 

住
民
の
意
見
を
集
約
し
て
、
行
政
に
対
し
て
意

見
や
陳
情
が
で
き
る 

そ
の
他 

加
入
し
て
よ
か
っ
た
こ
と
は
な
い 

無
回
答 

全体 1,629 38.5 38.2 46.2 41.5 13.6 2.3 12.0 1.5 

東部 A  123 41.5 44.7 47.2 50.4 13.8 2.4 10.6 0.8 

東部 B （田主丸） 103 36.9 40.8 39.8 57.3 16.5 1.0 7.8 1.9 

北部 A  107 44.9 38.3 41.1 43.9 11.2 5.6 12.1 1.9 

北部 B （北野） 121 46.3 49.6 39.7 56.2 19.8 2.5 9.9 1.7 

中央東部 179 36.3 41.9 52.0 30.7 13.4 1.1 12.3 1.7 

南東部 169 36.7 33.7 45.6 46.7 11.8 2.4 14.2 2.4 

中央部 163 30.1 32.5 53.4 22.7 6.7 0.6 14.7 1.2 

中央南部 238 36.1 36.6 52.9 25.2 7.1 2.5 12.6 1.3 

南西部 166 42.8 29.5 41.0 50.6 23.5 3.0 14.5 0.6 

西部 A （城島） 48 56.3 35.4 47.9 58.3 22.9 2.1 10.4 － 

西部 B （三潴） 126 33.3 35.7 39.7 54.8 15.9 3.2 12.7 1.6 
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【家族構成別】 

他に比べ、「親・子・孫（３世代）」で「スポーツや文化、お祭りなどの行事を通し、地域の人

と親交が深まる」の割合が、「夫婦のみ」で「災害時や緊急時にも安心感がある」「市や地域の広

報紙により、地域の情報が手に入る」「一斉清掃などの環境美化や、防犯灯の維持管理などの防犯

対策など、住民が協力し合って問題を解決することができる」「住民の意見を集約して、行政に対

して意見や陳情ができる」の割合が高くなっています。また、他に比べ、「親・子（２世代）」で

「加入してよかったことはない」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
、
お
祭
り
な
ど
の
行
事
を
通

し
、
地
域
の
人
と
親
交
が
深
ま
る 

災
害
時
や
緊
急
時
に
も
安
心
感
が
あ
る 

市
や
地
域
の
広
報
紙
に
よ
り
、
地
域
の
情
報
が

手
に
入
る 

一
斉
清
掃
な
ど
の
環
境
美
化
や
、
防
犯
灯
の
維

持
管
理
な
ど
の
防
犯
対
策
な
ど
、
住
民
が
協
力

し
合
っ
て
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
る 

住
民
の
意
見
を
集
約
し
て
、
行
政
に
対
し
て
意

見
や
陳
情
が
で
き
る 

そ
の
他 

加
入
し
て
よ
か
っ
た
こ
と
は
な
い 

無
回
答 

全体 1,629 38.5 38.2 46.2 41.5 13.6 2.3 12.0 1.5 

単身 120 30.0 31.7 50.0 32.5 10.8 4.2 13.3 2.5 

夫婦のみ 464 37.7 43.3 53.2 50.2 16.4 1.3 9.7 1.3 

親・子（２世代） 777 36.2 34.6 42.3 35.4 12.2 3.0 14.0 1.4 

親・子・孫（３世代） 189 51.9 41.3 40.7 47.1 14.3 2.1 8.5 2.1 

その他 60 45.0 53.3 53.3 55.0 16.7 － 13.3 － 

 

  



78 

【同居家族別】 

他に比べ、「世帯の中に小学生がいる」「世帯の中に中学生がいる」で「スポーツや文化、お祭

りなどの行事を通し、地域の人と親交が深まる」の割合が、「世帯の中に６５歳以上の人がいる」

で「災害時や緊急時にも安心感がある」「市や地域の広報紙により、地域の情報が手に入る」「一

斉清掃などの環境美化や、防犯灯の維持管理などの防犯対策など、住民が協力し合って問題を解

決することができる」「住民の意見を集約して、行政に対して意見や陳情ができる」の割合が高く

なっています。また、他に比べ、「世帯の中に障害者手帳を持っている人がいる（本人を含みま

す）」で「市や地域の広報紙により、地域の情報が手に入る」の割合が、「世帯の中に就学前の子

どもがいる」で「加入してよかったことはない」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
、
お
祭
り
な
ど
の
行
事
を
通

し
、
地
域
の
人
と
親
交
が
深
ま
る 

災
害
時
や
緊
急
時
に
も
安
心
感
が
あ
る 

市
や
地
域
の
広
報
紙
に
よ
り
、
地
域
の
情
報
が

手
に
入
る 

一
斉
清
掃
な
ど
の
環
境
美
化
や
、
防
犯
灯
の
維

持
管
理
な
ど
の
防
犯
対
策
な
ど
、
住
民
が
協
力

し
合
っ
て
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
る 

住
民
の
意
見
を
集
約
し
て
、
行
政
に
対
し
て
意

見
や
陳
情
が
で
き
る 

そ
の
他 

加
入
し
て
よ
か
っ
た
こ
と
は
な
い 

無
回
答 

全体 1,629 38.5 38.2 46.2 41.5 13.6 2.3 12.0 1.5 

世帯の中に就学前の子ども
がいる 

180 37.2 28.3 41.1 37.2 13.9 2.2 18.3 0.6 

世帯の中に小学生がいる 204 47.5 35.3 39.7 40.2 12.3 1.0 15.2 1.5 

世帯の中に中学生がいる 133 48.1 34.6 45.1 37.6 14.3 2.3 10.5 0.8 

世帯の中に上記以外の 18 歳
未満の子どもがいる 

136 39.7 35.3 38.2 36.8 8.8 2.9 15.4 1.5 

世帯の中に 65 歳以上の人が
いる 

735 42.7 45.0 48.8 50.2 17.8 1.9 8.7 1.5 

世帯の中に障害者手帳を持
っている人がいる（本人を含
みます） 

177 35.6 40.1 48.6 44.1 10.7 1.1 11.3 － 

世帯に上記にあてはまる人
はいない 

453 33.8 34.7 44.6 36.2 11.7 2.6 13.5 2.2 
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付問２ 問 25 で「２．加入していない」と回答した人に 

加入していない理由は何ですか。（あてはまる番号いくつでも） 

「加入していなくても、不便を感じないから」の割合が 42.5％と最も高く、次いで「当番など

の役割分担が重荷になるから」の割合が 31.1％、「仕事が忙しく、活動に参加できないから」の

割合が 28.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 360 ％

加入していなくても、
不便を感じないから

当番などの役割分担が重荷に
なるから

仕事が忙しく、
活動に参加できないから

住んでいる集合住宅（アパート、マ
ンション）が加入していないから

自治会への加入や行事参加の
誘いを受けたことがないから

隣近所とのつきあいが難しいから

自治会が、どんな活動をしている
かがわからないから

会費など金銭的な負担となるから

自治会への加入方法や連絡先が
わからないから

介護や育児が忙しく、
活動に参加できないから

その他

無回答

42.5

31.1

28.9

26.4

22.2

21.1

16.7

13.9

12.5

8.6

6.1

5.0

0 20 40 60
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【性別】 

「男性」に比べ、「女性」で「当番などの役割分担が重荷になるから」「自治会への加入や行事

参加の誘いを受けたことがないから」「自治会が、どんな活動をしているかがわからないから」

「住んでいる集合住宅（アパート、マンション）が加入していないから」「加入していなくても、

不便を感じないから」の割合が高くなっています。一方、「女性」に比べ、「男性」で「仕事が忙

しく、活動に参加できないから」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

隣
近
所
と
の
つ
き
あ
い
が
難
し
い
か
ら 

会
費
な
ど
金
銭
的
な
負
担
と
な
る
か
ら 

当
番
な
ど
の
役
割
分
担
が
重
荷
に
な
る

か
ら 

仕
事
が
忙
し
く
、
活
動
に
参
加
で
き
な

い
か
ら 

介
護
や
育
児
が
忙
し
く
、
活
動
に
参
加

で
き
な
い
か
ら 

自
治
会
へ
の
加
入
や
行
事
参
加
の
誘
い

を
受
け
た
こ
と
が
な
い
か
ら 

自
治
会
が
、
ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
る

か
が
わ
か
ら
な
い
か
ら 

住
ん
で
い
る
集
合
住
宅
（
ア
パ
ー
ト
、
マ

ン
シ
ョ
ン
）
が
加
入
し
て
い
な
い
か
ら 

自
治
会
へ
の
加
入
方
法
や
連
絡
先
が
わ

か
ら
な
い
か
ら 

加
入
し
て
い
な
く
て
も
、
不
便
を
感
じ

な
い
か
ら 

そ
の
他 

無
回
答 

全体 360 21.1 13.9 31.1 28.9 8.6 22.2 16.7 26.4 12.5 42.5 6.1 5.0 

男性 168 21.4 14.3 29.2 33.9 7.1 19.0 13.1 22.0 10.1 38.1 5.4 6.0 

女性 190 21.1 13.7 33.2 24.7 10.0 25.3 20.0 29.5 14.7 46.3 6.8 4.2 
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【性別・年齢別】 

「男性」では、他の年代に比べて、「18～29 歳代」で「加入していなくても、不便を感じない

から」、「30 歳代」と「40 歳代」で「仕事が忙しく、活動に参加できないから」、「50 歳代」で「住

んでいる集合住宅が加入していないから」、「75 歳以上」で「当番などの役割分担が重荷になるか

ら」の割合が高くなっています。 

女性では、他の年代に比べて、「50 歳代」で「当番などの役割分担が重荷になるから」の割合

が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

隣
近
所
と
の
つ
き
あ
い
が
難
し
い
か
ら 

会
費
な
ど
金
銭
的
な
負
担
と
な
る
か
ら 

当
番
な
ど
の
役
割
分
担
が
重
荷
に
な
る

か
ら 

仕
事
が
忙
し
く
、
活
動
に
参
加
で
き
な

い
か
ら 

介
護
や
育
児
が
忙
し
く
、
活
動
に
参
加

で
き
な
い
か
ら 

自
治
会
へ
の
加
入
や
行
事
参
加
の
誘
い

を
受
け
た
こ
と
が
な
い
か
ら 

自
治
会
が
、
ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
る

か
が
わ
か
ら
な
い
か
ら 

住
ん
で
い
る
集
合
住
宅
（
ア
パ
ー
ト
、
マ

ン
シ
ョ
ン
）
が
加
入
し
て
い
な
い
か
ら 

自
治
会
へ
の
加
入
方
法
や
連
絡
先
が
わ

か
ら
な
い
か
ら 

加
入
し
て
い
な
く
て
も
、
不
便
を
感
じ

な
い
か
ら 

そ
の
他 

無
回
答 

全体 360 21.1 13.9 31.1 28.9 8.6 22.2 16.7 26.4 12.5 42.5 6.1 5.0 

男性 18～29 歳 23 13.0 17.4 26.1 26.1 - 21.7 8.7 8.7 13.0 60.9 8.7 4.3 

    30 歳代 34 20.6 17.6 23.5 47.1 14.7 17.6 11.8 17.6 11.8 41.2 5.9 5.9 

    40 歳代 26 19.2 15.4 42.3 46.2 7.7 19.2 19.2 26.9 15.4 26.9 3.8 － 

    50 歳代 25 28.0 8.0 20.0 28.0 － 24.0 8.0 48.0 20.0 24.0 4.0 8.0 

    60～64 歳 16 31.3 － 6.3 43.8 18.8 12.5 6.3 25.0 － 43.8 － 6.3 

    65～69 歳 20 15.0 5.0 35.0 20.0 5.0 25.0 20.0 20.0 5.0 35.0 10.0 15.0 

    70～74 歳 14 28.6 35.7 35.7 21.4 － 14.3 21.4 7.1 － 35.7 7.1 7.1 

    75 歳以上 10 20.0 20.0 60.0 20.0 10.0 10.0 10.0 10.0 － 40.0 － － 

女性 18～29 歳 28 7.1 17.9 14.3 14.3 3.6 28.6 35.7 17.9 14.3 39.3 7.1 7.1 

    30 歳代 38 26.3 23.7 31.6 26.3 23.7 28.9 26.3 31.6 28.9 57.9 2.6 － 

    40 歳代 39 15.4 12.8 33.3 28.2 12.8 25.6 15.4 38.5 12.8 35.9 10.3 5.1 

    50 歳代 23 17.4 17.4 52.2 34.8 4.3 8.7 13.0 30.4 21.7 43.5 4.3 4.3 

    60～64 歳 20 30.0 10.0 40.0 45.0 15.0 30.0 5.0 30.0 － 45.0 5.0 － 

    65～69 歳 19 31.6 － 36.8 15.8 － 31.6 15.8 26.3 5.3 42.1 5.3 5.3 

    70～74 歳 11 27.3 9.1 27.3 9.1 － 18.2 － 36.4 － 63.6 18.2 9.1 

    75 歳以上 12 25.0 － 33.3 8.3 － 25.0 41.7 16.7 16.7 58.3 8.3 8.3 
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【ブロック別】 

他に比べ、「南西部」で「隣近所とのつきあいが難しいから」の割合が、「西部 B （三潴）」で

「会費など金銭的な負担となるから」「当番などの役割分担が重荷になるから」「自治会が、どん

な活動をしているかがわからないから」「自治会への加入方法や連絡先がわからないから」の割

合が高くなっています。また、他に比べ、「北部 B （北野）」で「仕事が忙しく、活動に参加でき

ないから」「介護や育児が忙しく、活動に参加できないから」「加入していなくても、不便を感じ

ないから」の割合が、「中央東部」で「自治会への加入や行事参加の誘いを受けたことがないか

ら」の割合が、「北部 A」で「住んでいる集合住宅（アパート、マンション）が加入していないか

ら」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

隣
近
所
と
の
つ
き
あ
い
が
難
し
い
か
ら 

会
費
な
ど
金
銭
的
な
負
担
と
な
る
か
ら 

当
番
な
ど
の
役
割
分
担
が
重
荷
に
な
る

か
ら 

仕
事
が
忙
し
く
、
活
動
に
参
加
で
き
な

い
か
ら 

介
護
や
育
児
が
忙
し
く
、
活
動
に
参
加

で
き
な
い
か
ら 

自
治
会
へ
の
加
入
や
行
事
参
加
の
誘
い

を
受
け
た
こ
と
が
な
い
か
ら 

自
治
会
が
、
ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
る

か
が
わ
か
ら
な
い
か
ら 

住
ん
で
い
る
集
合
住
宅
（
ア
パ
ー
ト
、
マ

ン
シ
ョ
ン
）
が
加
入
し
て
い
な
い
か
ら 

自
治
会
へ
の
加
入
方
法
や
連
絡
先
が
わ

か
ら
な
い
か
ら 

加
入
し
て
い
な
く
て
も
、
不
便
を
感
じ

な
い
か
ら 

そ
の
他 

無
回
答 

全体 360 21.1 13.9 31.1 28.9 8.6 22.2 16.7 26.4 12.5 42.5 6.1 5.0 

東部 A  16 6.3 18.8 18.8 37.5 12.5 6.3 6.3 31.3 12.5 31.3 12.5 12.5 

東部 B （田主丸） 17 11.8 5.9 29.4 41.2 5.9 35.3 17.6 5.9 － 52.9 11.8 5.9 

北部 A  30 16.7 10.0 23.3 33.3 13.3 16.7 23.3 36.7 20.0 40.0 6.7 3.3 

北部 B （北野） 14 14.3 21.4 35.7 42.9 14.3 14.3 21.4 14.3 7.1 71.4 － 7.1 

中央東部 55 16.4 9.1 29.1 20.0 7.3 36.4 23.6 23.6 12.7 36.4 7.3 3.6 

南東部 23 21.7 26.1 43.5 34.8 13.0 13.0 17.4 13.0 8.7 47.8 13.0 8.7 

中央部 65 23.1 15.4 33.8 23.1 9.2 16.9 12.3 26.2 10.8 41.5 1.5 7.7 

中央南部 73 27.4 13.7 35.6 30.1 5.5 30.1 16.4 35.6 17.8 42.5 5.5 2.7 

南西部 21 33.3 19.0 42.9 33.3 9.5 14.3 9.5 9.5 9.5 38.1 4.8 4.8 

西部 A （城島） 6 － 16.7 － 33.3 － － － 33.3 － 50.0 － 16.7 

西部 B （三潴） 11 18.2 27.3 54.5 36.4 9.1 27.3 36.4 18.2 36.4 36.4 27.3 － 
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【家族構成別】 

他に比べ、「夫婦のみ」で「隣近所とのつきあいが難しいから」「当番などの役割分担が重荷に

なるから」「仕事が忙しく、活動に参加できないから」「住んでいる集合住宅（アパート、マンシ

ョン）が加入していないから」の割合が、「親・子（２世代）」で「会費など金銭的な負担となる

から」「当番などの役割分担が重荷になるから」「仕事が忙しく、活動に参加できないから」「介護

や育児が忙しく、活動に参加できないから」「加入していなくても、不便を感じないから」の割合

が高くなっています。また、他に比べ、「単身」で「自治会への加入や行事参加の誘いを受けたこ

とがないから」の割合が、「親・子・孫（３世代）」で「自治会への加入や行事参加の誘いを受け

たことがないから」「自治会が、どんな活動をしているかがわからないから」の割合が高くなって

います。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

隣
近
所
と
の
つ
き
あ
い
が
難
し
い
か
ら 

会
費
な
ど
金
銭
的
な
負
担
と
な
る
か
ら 

当
番
な
ど
の
役
割
分
担
が
重
荷
に
な
る

か
ら 

仕
事
が
忙
し
く
、
活
動
に
参
加
で
き
な

い
か
ら 

介
護
や
育
児
が
忙
し
く
、
活
動
に
参
加

で
き
な
い
か
ら 

自
治
会
へ
の
加
入
や
行
事
参
加
の
誘
い

を
受
け
た
こ
と
が
な
い
か
ら 

自
治
会
が
、
ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
る

か
が
わ
か
ら
な
い
か
ら 

住
ん
で
い
る
集
合
住
宅
（
ア
パ
ー
ト
、
マ

ン
シ
ョ
ン
）
が
加
入
し
て
い
な
い
か
ら 

自
治
会
へ
の
加
入
方
法
や
連
絡
先
が
わ

か
ら
な
い
か
ら 

加
入
し
て
い
な
く
て
も
、
不
便
を
感
じ

な
い
か
ら 

そ
の
他 

無
回
答 

全体 360 21.1 13.9 31.1 28.9 8.6 22.2 16.7 26.4 12.5 42.5 6.1 5.0 

単身 77 23.4 13.0 27.3 29.9 1.3 26.0 18.2 27.3 9.1 39.0 9.1 3.9 

夫婦のみ 79 29.1 13.9 32.9 30.4 5.1 25.3 19.0 35.4 10.1 43.0 3.8 5.1 

親・子（２世代） 158 18.4 16.5 32.9 30.4 14.6 18.4 12.7 20.9 13.9 46.8 3.2 5.7 

親・子・孫（３世代） 19 5.3 10.5 21.1 10.5 5.3 26.3 21.1 10.5 15.8 31.6 26.3 5.3 

その他 23 17.4 4.3 34.8 30.4 8.7 21.7 26.1 34.8 17.4 30.4 8.7 － 
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【同居家族別】 

他に比べ、「世帯の中に障害者手帳を持っている人がいる（本人を含みます）」で「隣近所との

つきあいが難しいから」「住んでいる集合住宅（アパート、マンション）が加入していないから」

の割合が、「世帯の中に中学生がいる」で「会費など金銭的な負担となるから」「当番などの役割

分担が重荷になるから」「仕事が忙しく、活動に参加できないから」の割合が高くなっています。

また、他に比べ、「世帯の中に就学前の子どもがいる」で「介護や育児が忙しく、活動に参加でき

ないから」「自治会への加入方法や連絡先がわからないから」「加入していなくても、不便を感じ

ないから」の割合が、「世帯の中に上記以外の１８歳未満の子どもがいる」で「自治会への加入や

行事参加の誘いを受けたことがないから」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

隣
近
所
と
の
つ
き
あ
い
が
難
し
い
か
ら 

会
費
な
ど
金
銭
的
な
負
担
と
な
る
か
ら 

当
番
な
ど
の
役
割
分
担
が
重
荷
に
な
る

か
ら 

仕
事
が
忙
し
く
、
活
動
に
参
加
で
き
な

い
か
ら 

介
護
や
育
児
が
忙
し
く
、
活
動
に
参
加

で
き
な
い
か
ら 

自
治
会
へ
の
加
入
や
行
事
参
加
の
誘
い

を
受
け
た
こ
と
が
な
い
か
ら 

自
治
会
が
、
ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
る

か
が
わ
か
ら
な
い
か
ら 

住
ん
で
い
る
集
合
住
宅
（
ア
パ
ー
ト
、
マ

ン
シ
ョ
ン
）
が
加
入
し
て
い
な
い
か
ら 

自
治
会
へ
の
加
入
方
法
や
連
絡
先
が
わ

か
ら
な
い
か
ら 

加
入
し
て
い
な
く
て
も
、
不
便
を
感
じ

な
い
か
ら 

そ
の
他 

無
回
答 

全体 360 21.1 13.9 31.1 28.9 8.6 22.2 16.7 26.4 12.5 42.5 6.1 5.0 

世帯の中に就学前
の子どもがいる 

55 20.0 18.2 32.7 30.9 29.1 14.5 14.5 23.6 23.6 56.4 5.5 － 

世帯の中に小学生
がいる 

31 16.1 12.9 32.3 29.0 22.6 19.4 12.9 32.3 12.9 41.9 3.2 3.2 

世帯の中に中学生
がいる 

15 20.0 20.0 46.7 40.0 20.0 13.3 6.7 26.7 13.3 46.7 － － 

世帯の中に上記以
外の 18 歳未満の
子どもがいる 

18 11.1 5.6 22.2 22.2 － 38.9 16.7 27.8 22.2 44.4 － 5.6 

世帯の中に 65 歳
以上の人がいる 

89 20.2 15.7 37.1 31.5 7.9 21.3 16.9 14.6 9.0 39.3 10.1 7.9 

世帯の中に障害者
手帳を持っている
人がいる（本人を
含みます） 

34 26.5 11.8 29.4 20.6 2.9 29.4 17.6 35.3 17.6 50.0 8.8 － 

世帯に上記にあて
はまる人はいない 

158 21.5 9.5 25.3 26.6 1.3 24.1 19.0 31.0 10.8 40.5 6.3 5.1 
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問 26 地域では、さまざまな活動が行われています。あなたは、これらの活動を（Ａ）

知っていますか。また、（Ｂ）参加してみたいと思いますか。 

（（Ａ）、（Ｂ）それぞれについて、次の中からあてはまるものをいくつでも） 

（Ａ）知っている【活動の認知度】 

「校区まつりや運動会などの親睦活動」の割合が 60.5％と最も高く、次いで「子どもの見守り

など、青少年の健全育成のための活動」の割合が 58.7％、「廃品回収やリサイクルを進める環境

保護活動」の割合が 53.4％となっています。 

 

【経年比較】 

「校区まつりや運動会などの親睦活動」「地域や団体などの広報の編集や発行」「交通安全に関

するイベントや活動」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

令和３年度調査
（回答者数 = 2,194）

平成28年度調査
（回答者数 = 1,764）

％

校区まつりや運動会などの親睦活
動

子どもの見守りなど、青少年の健全
育成のための活動

廃品回収やリサイクルを進める環境
保護活動

防犯パトロールなどの防犯活動

道路や河川の美化や花づくりなどの
景観づくり活動

ウォーキングや料理教室などの生涯
学習活動

高齢者の見守りなど、高齢者支援の
ための活動

地域でのサロンなどの憩いの場

交通安全に関するイベントや活動

防災訓練や防災研修などの活動

地域や団体などの広報の編集や発
行

地域の伝統行事や歴史に関する活
動

どれも知らない

無回答

60.5

58.7

53.4

51.1

44.5

33.9

33.0

31.9

27.0

25.3

25.3

23.2

9.0

11.5

72.4

58.8

59.4

56.2

45.0

39.1

28.8

27.9

33.4

27.3

32.3

27.3

8.9
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【性別】 

「男性」に比べ、「女性」で「地域でのサロンなどの憩いの場」「子どもの見守りなど、青少年

の健全育成のための活動」「ウォーキングや料理教室などの生涯学習活動」「防犯パトロールなど

の防犯活動」「地域の伝統行事や歴史に関する活動」「校区まつりや運動会などの親睦活動」「地域

や団体などの広報の編集や発行」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

地
域
で
の
サ
ロ
ン
な
ど
の
憩
い

の
場 

道
路
や
河
川
の
美
化
や
花
づ
く

り
な
ど
の
景
観
づ
く
り
活
動 

子
ど
も
の
見
守
り
な
ど
、
青
少

年
の
健
全
育
成
の
た
め
の
活
動 

高
齢
者
の
見
守
り
な
ど
、
高
齢

者
支
援
の
た
め
の
活
動 

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
料
理
教
室
な

ど
の
生
涯
学
習
活
動 

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
の
防
犯

活
動 

交
通
安
全
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト

や
活
動 

防
災
訓
練
や
防
災
研
修
な
ど
の

活
動 

地
域
の
伝
統
行
事
や
歴
史
に
関

す
る
活
動 

校
区
ま
つ
り
や
運
動
会
な
ど
の

親
睦
活
動 

地
域
や
団
体
な
ど
の
広
報
の
編

集
や
発
行 

廃
品
回
収
や
リ
サ
イ
ク
ル
を
進

め
る
環
境
保
護
活
動 

ど
れ
も
知
ら
な
い 

無
回
答 

全体 2,194 31.9 44.5 58.7 33.0 33.9 51.1 27.0 25.3 23.2 60.5 25.3 53.4 9.0 11.5 

男性 939 27.1 42.0 55.0 30.4 27.3 48.7 26.7 23.7 20.8 57.6 22.9 51.9 10.3 13.4 

女性 1,239 35.6 46.5 61.6 34.9 38.8 53.1 27.4 26.6 25.1 62.9 27.3 54.9 8.1 9.8 
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【性別・年齢別】 

他に比べ、「男女ともに 75 歳以上」で「地域でのサロンなどの憩いの場」の割合が、「女性の 70

～74 歳」で「道路や河川の美化や花づくりなどの景観づくり活動」「高齢者の見守りなど、高齢

者支援のための活動」「ウォーキングや料理教室などの生涯学習活動」の割合が高くなっていま

す。また、他に比べ、「女性の 60～64 歳」で「子どもの見守りなど、青少年の健全育成のための

活動」の割合が、「女性の 65～69 歳」で「校区まつりや運動会などの親睦活動」の割合が、「女性

の 50 歳代」で「地域や団体などの広報の編集や発行」の割合が、「男性の 70～74 歳」で「廃品回

収やリサイクルを進める環境保護活動」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

地
域
で
の
サ
ロ
ン
な
ど
の
憩
い

の
場 

道
路
や
河
川
の
美
化
や
花
づ
く

り
な
ど
の
景
観
づ
く
り
活
動 

子
ど
も
の
見
守
り
な
ど
、
青
少

年
の
健
全
育
成
の
た
め
の
活
動 

高
齢
者
の
見
守
り
な
ど
、
高
齢

者
支
援
の
た
め
の
活
動 

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
料
理
教
室
な

ど
の
生
涯
学
習
活
動 

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
の
防
犯

活
動 

交
通
安
全
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト

や
活
動 

防
災
訓
練
や
防
災
研
修
な
ど
の

活
動 

地
域
の
伝
統
行
事
や
歴
史
に 

関
す
る
活
動 

校
区
ま
つ
り
や
運
動
会
な
ど
の

親
睦
活
動 

地
域
や
団
体
な
ど
の
広
報
の 

編
集
や
発
行 

廃
品
回
収
や
リ
サ
イ
ク
ル
を 

進
め
る
環
境
保
護
活
動 

ど
れ
も
知
ら
な
い 

無
回
答 

全体 2,194 31.9 44.5 58.7 33.0 33.9 51.1 27.0 25.3 23.2 60.5 25.3 53.4 9.0 11.5 

男性 18～29 歳 71 15.5 31.0 56.3 23.9 18.3 46.5 33.8 28.2 15.5 50.7 19.7 39.4 9.9 18.3 

    30 歳代 105 28.6 34.3 49.5 21.9 20.0 41.9 26.7 20.0 17.1 41.9 21.9 41.0 15.2 17.1 

    40 歳代 153 24.8 35.3 52.3 25.5 24.8 43.8 25.5 25.5 19.6 52.9 20.9 45.8 10.5 17.0 

    50 歳代 161 27.3 38.5 53.4 23.6 26.7 49.1 20.5 16.8 14.9 55.9 21.7 47.2 14.3 14.3 

    60～64 歳 95 27.4 44.2 54.7 32.6 33.7 45.3 30.5 24.2 20.0 60.0 27.4 58.9 9.5 6.3 

    65～69 歳 132 23.5 44.7 56.1 30.3 25.0 54.5 25.8 22.7 22.7 67.4 22.7 54.5 10.6 11.4 

    70～74 歳 130 27.7 54.6 60.8 44.6 34.6 56.2 30.0 25.4 27.7 66.2 25.4 67.7 3.8 11.5 

    75 歳以上 91 41.8 52.7 58.2 42.9 34.1 50.5 27.5 33.0 29.7 63.7 24.2 59.3 6.6 11.0 

女性 18～29 歳 99 22.2 29.3 52.5 17.2 23.2 56.6 29.3 20.2 18.2 48.5 21.2 41.4 10.1 16.2 

    30 歳代 148 39.2 33.8 49.3 22.3 31.1 38.5 18.9 21.6 20.3 41.2 20.9 40.5 12.8 17.6 

    40 歳代 214 39.3 42.5 58.4 29.9 40.2 56.1 25.7 28.0 26.2 58.9 28.0 52.8 9.3 9.8 

    50 歳代 221 39.8 46.6 66.5 33.0 45.2 54.8 28.5 30.8 28.5 68.8 33.0 57.5 10.0 6.3 

    60～64 歳 140 26.4 47.9 67.1 37.9 39.3 57.9 30.7 27.1 26.4 67.9 27.9 59.3 5.7 5.0 

    65～69 歳 151 30.5 54.3 64.9 43.7 38.4 58.9 26.5 20.5 23.2 75.5 28.5 60.3 8.6 7.3 

    70～74 歳 161 36.0 63.4 66.5 49.7 47.8 55.3 34.8 32.3 28.6 72.0 29.2 63.4 3.1 11.2 

    75 歳以上 105 45.7 49.5 63.8 44.8 34.3 42.9 23.8 27.6 24.8 63.8 22.9 60.0 2.9 7.6 
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【ブロック別】 

他に比べ、「東部 A」で「地域でのサロンなどの憩いの場」｢道路や河川の美化や花づくりなど

の景観づくり活動｣｢子どもの見守りなど、青少年の健全育成のための活動｣｢高齢者の見守りなど、

高齢者支援のための活動｣｢防犯パトロールなどの防犯活動｣｢交通安全に関するイベントや活動｣

｢防災訓練や防災研修などの活動｣｢地域の伝統行事や歴史に関する活動｣｢校区まつりや運動会な

どの親睦活動｣｢地域や団体などの広報の編集や発行｣「廃品回収やリサイクルを進める環境保護

活動」の割合が、「西部 A （城島）」で「ウォーキングや料理教室などの生涯学習活動」の割合が

高くなっています。また、他に比べ、「東部 B （田主丸）」で「交通安全に関するイベントや活動」

の割合が、「西部 B （三潴）」で｢地域や団体などの広報の編集や発行｣の割合が、「中央南部」で

「どれも知らない」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

地
域
で
の
サ
ロ
ン
な
ど
の
憩
い

の
場 

道
路
や
河
川
の
美
化
や
花
づ
く

り
な
ど
の
景
観
づ
く
り
活
動 

子
ど
も
の
見
守
り
な
ど
、
青
少

年
の
健
全
育
成
の
た
め
の
活
動 

高
齢
者
の
見
守
り
な
ど
、
高
齢

者
支
援
の
た
め
の
活
動 

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
料
理
教
室
な

ど
の
生
涯
学
習
活
動 

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
の
防
犯

活
動 

交
通
安
全
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト

や
活
動 

防
災
訓
練
や
防
災
研
修
な
ど
の

活
動 

地
域
の
伝
統
行
事
や
歴
史
に
関

す
る
活
動 

校
区
ま
つ
り
や
運
動
会
な
ど
の

親
睦
活
動 

地
域
や
団
体
な
ど
の
広
報
の
編

集
や
発
行 

廃
品
回
収
や
リ
サ
イ
ク
ル
を
進

め
る
環
境
保
護
活
動 

ど
れ
も
知
ら
な
い 

無
回
答 

全体 2,194 31.9 44.5 58.7 33.0 33.9 51.1 27.0 25.3 23.2 60.5 25.3 53.4 9.0 11.5 

東部 A  144 40.3 66.0 73.6 45.1 36.1 67.4 32.6 38.2 32.6 75.0 30.6 72.2 3.5 4.9 

東部 B （田主丸） 131 25.2 60.3 69.5 35.9 39.7 55.0 32.8 23.7 31.3 46.6 25.2 61.1 2.3 10.7 

北部 A  165 28.5 38.2 65.5 34.5 29.1 57.6 29.7 33.3 24.2 66.7 27.9 58.8 7.9 10.3 

北部 B （北野） 145 35.2 57.9 64.1 31.0 37.2 50.3 26.2 26.2 29.7 64.8 26.9 66.2 6.2 9.7 

中央東部 253 32.0 38.3 54.5 30.8 32.0 47.8 25.3 25.7 20.2 56.9 26.1 43.1 8.3 13.8 

南東部 202 33.7 47.0 52.5 28.2 34.2 51.0 20.8 18.8 19.8 60.4 25.2 57.9 6.9 13.4 

中央部 266 31.2 39.1 50.4 27.1 28.9 46.6 26.7 23.3 20.7 56.8 22.9 37.2 12.4 12.0 

中央南部 345 30.7 35.7 56.5 29.9 33.0 46.7 27.8 22.0 19.7 58.3 23.5 49.9 13.3 10.4 

南西部 207 31.9 40.1 60.9 35.3 33.8 51.7 27.1 20.8 19.8 67.6 23.7 54.1 8.2 14.0 

西部 A （城島） 62 33.9 40.3 59.7 37.1 45.2 53.2 29.0 30.6 27.4 62.9 25.8 64.5 11.3 9.7 

西部 B （三潴） 148 33.1 53.4 56.8 38.5 43.2 48.0 29.7 33.1 28.4 59.5 30.4 58.1 10.1 10.8 
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【家族構成別】 

他に比べ、「親・子（２世代）」で「地域でのサロンなどの憩いの場」の割合が、「親・子・孫（３

世代）」で「道路や河川の美化や花づくりなどの景観づくり活動」「子どもの見守りなど、青少年

の健全育成のための活動」「高齢者の見守りなど、高齢者支援のための活動」「ウォーキングや料

理教室などの生涯学習活動」「防犯パトロールなどの防犯活動」「交通安全に関するイベントや活

動」「防災訓練や防災研修などの活動」「地域の伝統行事や歴史に関する活動」「校区まつりや運動

会などの親睦活動」「廃品回収やリサイクルを進める環境保護活動」の割合が高くなっています。

また、他に比べ、「夫婦のみ」で「高齢者の見守りなど、高齢者支援のための活動」「地域や団体

などの広報の編集や発行」の割合が、「単身」で「どれも知らない」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

地
域
で
の
サ
ロ
ン
な
ど
の
憩
い
の
場 

道
路
や
河
川
の
美
化
や
花
づ
く
り
な
ど
の
景
観
づ
く
り
活
動 

子
ど
も
の
見
守
り
な
ど
、
青
少
年
の
健
全
育
成
の
た
め
の
活

動 高
齢
者
の
見
守
り
な
ど
、
高
齢
者
支
援
の
た
め
の
活
動 

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
料
理
教
室
な
ど
の
生
涯
学
習
活
動 

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
の
防
犯
活
動 

交
通
安
全
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
や
活
動 

防
災
訓
練
や
防
災
研
修
な
ど
の
活
動 

地
域
の
伝
統
行
事
や
歴
史
に
関
す
る
活
動 

校
区
ま
つ
り
や
運
動
会
な
ど
の
親
睦
活
動 

地
域
や
団
体
な
ど
の
広
報
の
編
集
や
発
行 

廃
品
回
収
や
リ
サ
イ
ク
ル
を
進
め
る
環
境
保
護
活
動 

ど
れ
も
知
ら
な
い 

無
回
答 

全体 2,194 31.9 44.5 58.7 33.0 33.9 51.1 27.0 25.3 23.2 60.5 25.3 53.4 9.0 11.5 

単身 224 23.7 35.7 44.6 26.8 26.8 36.2 21.4 17.0 16.5 46.0 20.1 43.8 14.7 17.4 

夫婦のみ 565 30.6 49.0 58.8 36.1 34.9 51.7 28.5 25.7 25.1 62.8 28.1 55.8 10.3 8.7 

親・子（２世代） 1,054 34.4 41.9 60.3 31.1 34.4 52.1 26.8 26.1 23.3 61.4 25.3 52.6 7.8 12.0 

親・子・孫（３世代） 233 32.6 51.5 67.0 36.9 36.1 59.2 30.0 28.8 26.6 67.4 25.3 61.8 4.3 10.7 

その他 90 28.9 51.1 54.4 41.1 34.4 53.3 28.9 27.8 18.9 56.7 22.2 57.8 12.2 6.7 
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【同居家族別】 

他に比べ、「世帯の中に中学生がいる」で「地域でのサロンなどの憩いの場」「防犯パトロール

などの防犯活動」「交通安全に関するイベントや活動」「防災訓練や防災研修などの活動」「地域の

伝統行事や歴史に関する活動」「校区まつりや運動会などの親睦活動」「地域や団体などの広報の

編集や発行」の割合が、「世帯の中に６５歳以上の人がいる」で「道路や河川の美化や花づくりな

どの景観づくり活動」「高齢者の見守りなど、高齢者支援のための活動」「廃品回収やリサイクル

を進める環境保護活動」の割合が高くなっています。また、他に比べ、「世帯の中に小学生がい

る」で「子どもの見守りなど、青少年の健全育成のための活動」「交通安全に関するイベントや活

動」「廃品回収やリサイクルを進める環境保護活動」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

地
域
で
の
サ
ロ
ン
な
ど
の
憩
い

の
場 

道
路
や
河
川
の
美
化
や
花
づ
く

り
な
ど
の
景
観
づ
く
り
活
動 

子
ど
も
の
見
守
り
な
ど
、
青
少

年
の
健
全
育
成
の
た
め
の
活
動 

高
齢
者
の
見
守
り
な
ど
、
高
齢

者
支
援
の
た
め
の
活
動 

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
料
理
教
室
な

ど
の
生
涯
学
習
活
動 

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
の
防
犯

活
動 

交
通
安
全
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト

や
活
動 

防
災
訓
練
や
防
災
研
修
な
ど
の

活
動 

地
域
の
伝
統
行
事
や
歴
史
に
関

す
る
活
動 

校
区
ま
つ
り
や
運
動
会
な
ど
の

親
睦
活
動 

地
域
や
団
体
な
ど
の
広
報
の
編

集
や
発
行 

廃
品
回
収
や
リ
サ
イ
ク
ル
を
進

め
る
環
境
保
護
活
動 

ど
れ
も
知
ら
な
い 

無
回
答 

全体 2,194 31.9 44.5 58.7 33.0 33.9 51.1 27.0 25.3 23.2 60.5 25.3 53.4 9.0 11.5 

世帯の中に就
学前の子ども
がいる 

263 39.9 39.9 57.0 30.8 31.6 49.4 28.5 28.1 23.2 51.0 23.6 48.7 8.4 15.6 

世帯の中に小
学生がいる 

261 42.1 45.2 67.4 34.5 38.7 60.9 35.2 32.2 27.6 64.0 28.7 60.5 4.6 10.7 

世帯の中に中
学生がいる 

165 43.6 48.5 66.7 34.5 39.4 63.6 35.2 35.2 32.7 73.9 33.9 57.0 6.1 9.7 

世帯の中に上
記以外の 18 歳
未満の子ども
がいる 

173 39.3 41.0 64.7 33.5 43.4 59.5 30.1 29.5 27.2 68.8 33.5 55.5 4.0 12.7 

世帯の中に 65
歳以上の人が
いる 

881 33.7 53.7 63.6 38.9 36.2 56.5 29.2 27.2 26.8 67.3 28.0 60.8 6.6 9.0 

世帯の中に障
害者手帳を持
っている人が
いる（本人を含
みます） 

239 26.4 40.2 57.7 33.9 26.8 49.4 26.4 23.0 18.8 56.1 22.2 53.6 10.9 13.4 

世帯に上記に
あてはまる人
はいない 

686 25.5 37.8 52.3 28.3 30.2 43.4 24.3 21.3 19.2 55.1 21.7 48.1 12.5 12.0 
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（Ｂ）参加してみたいと思うもの【参加意向】 

「どれも参加したくない」の割合が 19.8％と最も高く、次いで「ウォーキングや料理教室など

の生涯学習活動」の割合が 17.8％、「校区まつりや運動会などの親睦活動」の割合が 14.0％とな

っています。 

 

【経年比較】 

「ウォーキングや料理教室などの生涯学習活動」「校区まつりや運動会などの親睦活動」の割

合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

令和３年度調査
（回答者数 = 2,194）

平成28年度調査
（回答者数 = 1,764）

％

ウォーキングや料理教室などの生
涯学習活動

校区まつりや運動会などの親睦活
動

道路や河川の美化や花づくりなど
の景観づくり活動

子どもの見守りなど、青少年の健
全育成のための活動

廃品回収やリサイクルを進める環
境保護活動

防災訓練や防災研修などの活動

地域でのサロンなどの憩いの場

地域の伝統行事や歴史に関する
活動

高齢者の見守りなど、高齢者支援
のための活動

防犯パトロールなどの防犯活動

交通安全に関するイベントや活動

地域や団体などの広報の編集や
発行

どれも参加したくない

無回答
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【性別】 

「男性」に比べ、「女性」で「地域でのサロンなどの憩いの場」「ウォーキングや料理教室など

の生涯学習活動」の割合が高くなっています。一方、「女性」に比べ、「男性」で「防犯パトロー

ルなどの防犯活動」「防災訓練や防災研修などの活動」「地域の伝統行事や歴史に関する活動」「校

区まつりや運動会などの親睦活動」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

地
域
で
の
サ
ロ
ン
な
ど
の
憩
い

の
場 

道
路
や
河
川
の
美
化
や
花
づ
く

り
な
ど
の
景
観
づ
く
り
活
動 

子
ど
も
の
見
守
り
な
ど
、
青
少

年
の
健
全
育
成
の
た
め
の
活
動 

高
齢
者
の
見
守
り
な
ど
、
高
齢

者
支
援
の
た
め
の
活
動 

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
料
理
教
室
な

ど
の
生
涯
学
習
活
動 

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
の
防
犯

活
動 

交
通
安
全
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト

や
活
動 

防
災
訓
練
や
防
災
研
修
な
ど
の

活
動 

地
域
の
伝
統
行
事
や
歴
史
に
関

す
る
活
動 

校
区
ま
つ
り
や
運
動
会
な
ど
の

親
睦
活
動 

地
域
や
団
体
な
ど
の
広
報
の
編

集
や
発
行 

廃
品
回
収
や
リ
サ
イ
ク
ル
を
進

め
る
環
境
保
護
活
動 

ど
れ
も
参
加
し
た
く
な
い 

無
回
答 

全体 2,194 10.1 12.4 11.7 7.9 17.8 5.7 4.5 10.3 9.0 14.0 3.1 10.8 19.8 35.6 

男性 939 8.5 13.4 13.4 7.7 12.2 9.2 6.4 12.6 12.0 17.3 4.2 12.4 19.4 36.5 

女性 1,239 11.2 11.7 10.4 8.0 22.1 3.1 3.0 8.7 6.8 11.8 2.4 9.7 20.0 34.7 
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【性別・年齢別】 

他に比べ、「男女ともに 65～69 歳」で「道路や河川の美化や花づくりなどの景観づくり活動」

の割合が、「男性の 60～64 歳」で「子どもの見守りなど、青少年の健全育成のための活動」の割

合が高くなっています。また、他に比べ、「女性の 50 歳代」で「ウォーキングや料理教室などの

生涯学習活動」「どれも参加したくない」の割合が、「女性の 60～64 歳」で「ウォーキングや料理

教室などの生涯学習活動」の割合が、「男性の 40 歳代」で「防災訓練や防災研修などの活動」の

割合が、「男性の 65～69 歳」で「地域の伝統行事や歴史に関する活動」の割合が、「男性の 75 歳

以上」で「廃品回収やリサイクルを進める環境保護活動」の割合が、高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

地
域
で
の
サ
ロ
ン
な
ど
の
憩
い

の
場 

道
路
や
河
川
の
美
化
や
花
づ
く

り
な
ど
の
景
観
づ
く
り
活
動 

子
ど
も
の
見
守
り
な
ど
、
青
少

年
の
健
全
育
成
の
た
め
の
活
動 

高
齢
者
の
見
守
り
な
ど
、
高
齢

者
支
援
の
た
め
の
活
動 

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
料
理
教
室
な

ど
の
生
涯
学
習
活
動 

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
の
防
犯

活
動 

交
通
安
全
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト

や
活
動 

防
災
訓
練
や
防
災
研
修
な
ど
の

活
動 

地
域
の
伝
統
行
事
や
歴
史
に
関

す
る
活
動 

校
区
ま
つ
り
や
運
動
会
な
ど
の

親
睦
活
動 

地
域
や
団
体
な
ど
の
広
報
の
編

集
や
発
行 

廃
品
回
収
や
リ
サ
イ
ク
ル
を
進

め
る
環
境
保
護
活
動 

ど
れ
も
参
加
し
た
く
な
い 

無
回
答 

全体 2,194 10.1 12.4 11.7 7.9 17.8 5.7 4.5 10.3 9.0 14.0 3.1 10.8 19.8 35.6 

男性 18～29 歳 71 9.9 14.1 14.1 2.8 7.0 5.6 1.4 7.0 9.9 23.9 - 8.5 19.7 33.8 

    30 歳代 105 6.7 4.8 7.6 2.9 6.7 1.9 3.8 6.7 7.6 15.2 4.8 6.7 20.0 50.5 

    40 歳代 153 7.2 9.2 15.7 5.9 12.4 15.0 8.5 17.6 15.0 24.2 7.8 9.8 21.6 29.4 

    50 歳代 161 3.7 13.7 9.9 5.0 11.2 6.2 3.1 12.4 9.3 14.3 1.9 11.8 17.4 39.1 

    60～64 歳 95 8.4 18.9 18.9 11.6 12.6 13.7 8.4 16.8 13.7 12.6 7.4 15.8 21.1 35.8 

    65～69 歳 132 11.4 20.5 17.4 10.6 20.5 12.1 11.4 12.9 18.9 19.7 4.5 15.2 16.7 28.0 

    70～74 歳 130 12.3 10.8 11.5 8.5 11.5 8.5 3.8 13.8 8.5 16.2 2.3 14.6 20.0 39.2 

    75 歳以上 91 11.0 17.6 13.2 15.4 13.2 7.7 9.9 8.8 12.1 11.0 3.3 16.5 19.8 38.5 

女性 18～29 歳 99 10.1 6.1 2.0 4.0 17.2 - 1.0 3.0 5.1 14.1 4.0 5.1 23.2 37.4 

    30 歳代 148 16.2 8.8 11.5 4.1 20.3 3.4 6.1 8.1 8.1 15.5 4.7 8.1 16.2 38.5 

    40 歳代 214 10.3 10.3 14.5 4.7 20.1 5.6 4.7 7.5 5.6 13.1 2.3 10.7 22.0 34.1 

    50 歳代 221 6.8 7.7 10.9 8.6 27.6 2.7 1.8 8.1 5.4 12.7 2.3 9.0 25.8 29.0 

    60～64 歳 140 12.1 12.1 7.9 8.6 27.9 0.7 2.1 10.0 7.1 8.6 2.1 10.7 17.9 30.0 

    65～69 歳 151 11.3 21.2 10.6 10.6 23.8 4.0 3.3 11.3 6.0 9.3 0.7 10.6 18.5 31.8 

    70～74 歳 161 13.0 13.0 11.2 11.2 23.0 2.5 2.5 9.3 8.1 10.6 1.2 12.4 18.6 35.4 

    75 歳以上 105 12.4 16.2 9.5 13.3 10.5 3.8 1.0 12.4 10.5 9.5 2.9 8.6 13.3 49.5 
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【ブロック別】 

他に比べ、「西部 A （城島）」で「地域でのサロンなどの憩いの場」「道路や河川の美化や花づ

くりなどの景観づくり活動」「子どもの見守りなど、青少年の健全育成のための活動」「高齢者の

見守りなど、高齢者支援のための活動」「ウォーキングや料理教室などの生涯学習活動」「防犯パ

トロールなどの防犯活動」「交通安全に関するイベントや活動」「防災訓練や防災研修などの活動」

「校区まつりや運動会などの親睦活動」「地域や団体などの広報の編集や発行」の割合が、「東部

A」で「道路や河川の美化や花づくりなどの景観づくり活動」の割合が高くなっています。また、

他に比べ、「北部 B （北野）」で「子どもの見守りなど、青少年の健全育成のための活動」「交通

安全に関するイベントや活動」「地域の伝統行事や歴史に関する活動」の割合が、「東部 B （田主

丸）」で｢高齢者の見守りなど、高齢者支援のための活動」「廃品回収やリサイクルを進める環境保

護活動」の割合が、「中央南部」で「どれも参加したくない」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

地
域
で
の
サ
ロ
ン
な
ど
の
憩
い

の
場 

道
路
や
河
川
の
美
化
や
花
づ
く

り
な
ど
の
景
観
づ
く
り
活
動 

子
ど
も
の
見
守
り
な
ど
、
青
少

年
の
健
全
育
成
の
た
め
の
活
動 

高
齢
者
の
見
守
り
な
ど
、
高
齢

者
支
援
の
た
め
の
活
動 

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
料
理
教
室
な

ど
の
生
涯
学
習
活
動 

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
の
防
犯

活
動 

交
通
安
全
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト

や
活
動 

防
災
訓
練
や
防
災
研
修
な
ど
の

活
動 

地
域
の
伝
統
行
事
や
歴
史
に
関

す
る
活
動 

校
区
ま
つ
り
や
運
動
会
な
ど
の

親
睦
活
動 

地
域
や
団
体
な
ど
の
広
報
の
編

集
や
発
行 

廃
品
回
収
や
リ
サ
イ
ク
ル
を
進

め
る
環
境
保
護
活
動 

ど
れ
も
参
加
し
た
く
な
い 

無
回
答 

全体 2,194 10.1 12.4 11.7 7.9 17.8 5.7 4.5 10.3 9.0 14.0 3.1 10.8 19.8 35.6 

東部 A  144 9.0 17.4 12.5 6.3 15.3 5.6 3.5 8.3 7.6 10.4 5.6 9.7 14.6 34.0 

東部 B （田主丸） 131 8.4 16.8 13.0 12.2 17.6 6.1 3.8 8.4 6.9 10.7 1.5 17.6 16.0 42.0 

北部 A  165 9.7 9.1 10.3 6.1 18.2 6.7 3.0 13.9 6.7 17.6 1.8 10.9 23.0 28.5 

北部 B （北野） 145 11.7 13.8 14.5 10.3 19.3 9.0 8.3 15.9 13.1 14.5 2.8 15.2 13.8 38.6 

中央東部 253 11.5 10.3 11.1 7.5 18.6 5.1 4.7 9.9 8.7 15.8 3.6 9.1 23.7 30.0 

南東部 202 8.4 12.9 8.9 7.4 17.3 4.5 3.5 7.4 8.4 12.9 2.5 6.4 19.3 38.1 

中央部 266 7.9 10.5 11.7 6.0 14.7 5.6 3.4 11.3 10.9 13.2 3.8 6.8 21.8 39.8 

中央南部 345 10.4 10.7 11.0 7.2 19.1 4.1 4.6 8.7 8.7 14.2 2.9 9.3 24.3 33.3 

南西部 207 9.2 15.5 11.1 6.3 15.0 4.3 5.8 9.7 8.2 17.9 1.9 14.5 16.4 37.2 

西部 A （城島） 62 14.5 17.7 14.5 12.9 25.8 12.9 8.1 19.4 11.3 24.2 8.1 16.1 17.7 22.6 

西部 B （三潴） 148 11.5 11.5 12.2 10.1 20.9 6.1 2.0 8.1 9.5 8.1 2.7 14.9 14.9 39.9 
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【家族構成別】 

他に比べ、「夫婦のみ」で「道路や河川の美化や花づくりなどの景観づくり活動」「高齢者の見

守りなど、高齢者支援のための活動」「ウォーキングや料理教室などの生涯学習活動」の割合が、

「親・子・孫（３世代）」で「道路や河川の美化や花づくりなどの景観づくり活動」「子どもの見

守りなど、青少年の健全育成のための活動」「地域の伝統行事や歴史に関する活動」「校区まつり

や運動会などの親睦活動」「廃品回収やリサイクルを進める環境保護活動」の割合が高くなって

います。また、他に比べ、「単身」で「どれも参加したくない」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

地
域
で
の
サ
ロ
ン
な
ど
の
憩
い
の
場 

道
路
や
河
川
の
美
化
や
花
づ
く
り
な
ど
の
景
観
づ
く
り
活
動 

子
ど
も
の
見
守
り
な
ど
、
青
少
年
の
健
全
育
成
の
た
め
の
活
動 

高
齢
者
の
見
守
り
な
ど
、
高
齢
者
支
援
の
た
め
の
活
動 

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
料
理
教
室
な
ど
の
生
涯
学
習
活
動 

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
の
防
犯
活
動 

交
通
安
全
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
や
活
動 

防
災
訓
練
や
防
災
研
修
な
ど
の
活
動 

地
域
の
伝
統
行
事
や
歴
史
に
関
す
る
活
動 

校
区
ま
つ
り
や
運
動
会
な
ど
の
親
睦
活
動 

地
域
や
団
体
な
ど
の
広
報
の
編
集
や
発
行 

廃
品
回
収
や
リ
サ
イ
ク
ル
を
進
め
る
環
境
保
護
活
動 

ど
れ
も
参
加
し
た
く
な
い 

無
回
答 

全体 2,194 10.1 12.4 11.7 7.9 17.8 5.7 4.5 10.3 9.0 14.0 3.1 10.8 19.8 35.6 

単身 224 11.6 9.8 8.0 6.3 12.9 4.5 1.8 10.3 6.7 9.4 2.7 8.0 27.2 37.5 

夫婦のみ 565 10.3 15.9 10.4 11.0 19.8 5.8 4.8 11.0 9.4 12.0 2.8 10.1 21.8 32.7 

親・子（２世代） 1,054 9.8 10.4 12.0 5.8 17.7 6.1 4.6 9.7 8.9 15.4 3.3 10.4 18.8 36.4 

親・子・孫（３世代） 233 9.4 15.0 15.5 8.2 18.9 4.3 5.6 11.6 12.0 18.0 3.9 15.0 12.4 36.1 

その他 90 11.1 13.3 14.4 14.4 14.4 7.8 5.6 12.2 7.8 13.3 3.3 16.7 18.9 36.7 
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【同居家族別】 

他に比べ、「世帯の中に就学前の子どもがいる」で「地域でのサロンなどの憩いの場」の割合が、

「世帯の中に小学生がいる」で「地域でのサロンなどの憩いの場」「子どもの見守りなど、青少年

の健全育成のための活動」「ウォーキングや料理教室などの生涯学習活動」「校区まつりや運動会

などの親睦活動」の割合が高くなっています。また、他に比べ、「世帯の中に６５歳以上の人がい

る」で「道路や河川の美化や花づくりなどの景観づくり活動」「高齢者の見守りなど、高齢者支援

のための活動」「地域の伝統行事や歴史に関する活動」「廃品回収やリサイクルを進める環境保護

活動」の割合が、「世帯の中に上記以外の１８歳未満の子どもがいる」で「防災訓練や防災研修な

どの活動」の割合が、「世帯の中に障害者手帳を持っている人がいる（本人を含みます）」で「ど

れも参加したくない」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

地
域
で
の
サ
ロ
ン
な
ど
の
憩
い

の
場 

道
路
や
河
川
の
美
化
や
花
づ
く

り
な
ど
の
景
観
づ
く
り
活
動 

子
ど
も
の
見
守
り
な
ど
、
青
少

年
の
健
全
育
成
の
た
め
の
活
動 

高
齢
者
の
見
守
り
な
ど
、
高
齢

者
支
援
の
た
め
の
活
動 

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
料
理
教
室
な

ど
の
生
涯
学
習
活
動 

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
の
防
犯

活
動 

交
通
安
全
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト

や
活
動 

防
災
訓
練
や
防
災
研
修
な
ど
の

活
動 

地
域
の
伝
統
行
事
や
歴
史
に
関

す
る
活
動 

校
区
ま
つ
り
や
運
動
会
な
ど
の

親
睦
活
動 

地
域
や
団
体
な
ど
の
広
報
の
編

集
や
発
行 

廃
品
回
収
や
リ
サ
イ
ク
ル
を
進

め
る
環
境
保
護
活
動 

ど
れ
も
参
加
し
た
く
な
い 

無
回
答 

全体 2,194 10.1 12.4 11.7 7.9 17.8 5.7 4.5 10.3 9.0 14.0 3.1 10.8 19.8 35.6 

世帯の中に就学前
の子どもがいる 

263 12.5 9.5 16.0 5.7 16.7 4.9 6.5 9.9 9.9 22.4 4.6 9.1 12.2 40.7 

世帯の中に小学生
がいる 

261 12.6 11.9 22.6 6.9 21.1 8.8 6.5 11.1 10.0 24.5 5.7 13.8 11.9 32.6 

世帯の中に中学生
がいる 

165 6.7 10.9 16.4 6.7 15.8 4.8 4.8 9.7 6.1 20.0 2.4 10.3 11.5 40.0 

世帯の中に上記以
外の 18 歳未満の
子どもがいる 

173 7.5 11.6 15.0 4.0 18.5 4.6 7.5 12.7 8.1 16.8 5.2 11.0 13.9 37.6 

世帯の中 65 歳以
上の人がいる 

881 10.4 15.2 12.0 10.4 19.5 5.6 4.4 11.0 11.0 14.1 3.1 14.2 17.5 35.0 

世帯の中に障害者
手帳を持っている
人がいる（本人を
含みます） 

239 10.0 10.0 9.6 8.8 16.7 4.6 3.3 7.5 6.7 11.7 3.3 12.6 22.2 37.7 

世帯に上記にあて
はまる人はいない 

686 9.8 11.2 9.2 6.9 16.8 5.5 3.6 9.9 7.6 10.9 2.3 8.0 25.1 33.5 
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問 27 地域コミュニティに期待すること（今後、地域でどのようなことに取り組んだら

よいか）はありますか。（あてはまる番号いくつでも） 

「だれでも参加でき、地域の人との親交を深められるような行事を行う」の割合が 39.9％と最

も高く、次いで「高齢者世帯や単身世帯など、その人の状況に応じた役割分担にするなど活動に

参加しやすくなるような工夫を行う」の割合が 33.3％、「防犯・防災など、住民が協力し合って

地域の問題を解決する」の割合が 33.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 2,194 ％

だれでも参加でき、地域の人との親交を
深められるような行事を行う

高齢者世帯や単身世帯など、その人の状況
に応じた役割分担にするなど活動に参加し
やすくなるような工夫を行う

防犯・防災など、住民が協力し合って地域の
問題を解決する

年齢や性別などにこだわらず、
みんなが活動できる組織づくりをする

会費の使い道をわかりやすくし、
会報や回覧板などで住民に知らせる

住民の意見を集約し、
行政に対して意見や陳情をする

総会や役員会で話し合った内容などを、
会報や回覧板などで住民に知らせる

社会情勢の変化や住民のライフスタイルの多
様化などに対応できる新たなルールについて
話し合う

地域で行われるイベントや活動について
SNS を活用して情報発信を行う

その他

無回答

39.9

33.3

33.0

26.7

24.6

20.9

20.3

19.6

16.5

3.3

7.3

0 20 40
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【性別】 

「女性」に比べ、「男性」で「住民の意見を集約し、行政に対して意見や陳情をする」の割合が

高くなっています。一方、「男性」に比べ、「女性」で「高齢者世帯や単身世帯など、その人の状

況に応じた役割分担にするなど活動に参加しやすくなるような工夫を行う」の割合が高くなって

います。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

だ
れ
で
も
参
加
で
き
、
地
域
の
人
と
の
親
交
を
深
め
ら
れ
る
よ
う
な

行
事
を
行
う 

防
犯
・
防
災
な
ど
、
住
民
が
協
力
し
合
っ
て
地
域
の
問
題
を
解
決
す

る 総
会
や
役
員
会
で
話
し
合
っ
た
内
容
な
ど
を
、
会
報
や
回
覧
板
な
ど

で
住
民
に
知
ら
せ
る 

会
費
の
使
い
道
を
わ
か
り
や
す
く
し
、
会
報
や
回
覧
板
な
ど
で
住
民

に
知
ら
せ
る 

年
齢
や
性
別
な
ど
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
み
ん
な
が
活
動
で
き
る
組
織
づ

く
り
を
す
る 

社
会
情
勢
の
変
化
や
住
民
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多
様
化
な
ど
に
対

応
で
き
る
新
た
な
ル
ー
ル
に
つ
い
て
話
し
合
う 

住
民
の
意
見
を
集
約
し
、
行
政
に
対
し
て
意
見
や
陳
情
を
す
る 

高
齢
者
世
帯
や
単
身
世
帯
な
ど
、
そ
の
人
の
状
況
に
応
じ
た
役
割
分

担
に
す
る
な
ど
活
動
に
参
加
し
や
す
く
な
る
よ
う
な
工
夫
を
行
う 

地
域
で
行
わ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
や
活
動
に
つ
い
てS

N
S
 

を
活
用
し
て
情

報
発
信
を
行
う 

そ
の
他 

無
回
答 

全体 2,194 39.9 33.0 20.3 24.6 26.7 19.6 20.9 33.3 16.5 3.3 7.3 

男性 939 40.9 34.7 21.9 26.9 28.2 18.8 27.3 29.8 15.9 4.3 6.3 

女性 1,239 39.2 31.6 19.0 23.0 25.3 20.1 16.0 35.9 17.2 2.7 7.8 
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【性別・年齢別】 

「高齢者世帯や単身世帯など、その人の状況に応じた役割分担にするなど活動に参加しやすく

なるような工夫を行う」の割合は、年齢が高くなるほど高くなる傾向があります。 

また、「地域で行われるイベントや活動について SNS を活用して情報発信を行う」の割合は、

年齢が低くなるほど高くなる傾向にあります。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

だ
れ
で
も
参
加
で
き
、
地
域
の
人
と
の
親
交
を

深
め
ら
れ
る
よ
う
な
行
事
を
行
う 

防
犯
・
防
災
な
ど
、
住
民
が
協
力
し
合
っ
て 

地
域
の
問
題
を
解
決
す
る 

総
会
や
役
員
会
で
話
し
合
っ
た
内
容
な
ど
を
、

会
報
や
回
覧
板
な
ど
で
住
民
に
知
ら
せ
る 

会
費
の
使
い
道
を
わ
か
り
や
す
く
し
、
会
報
や

回
覧
板
な
ど
で
住
民
に
知
ら
せ
る 

年
齢
や
性
別
な
ど
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
み
ん
な
が

活
動
で
き
る
組
織
づ
く
り
を
す
る 

社
会
情
勢
の
変
化
や
住
民
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
の
多
様
化
な
ど
に
対
応
で
き
る
新
た
な 

ル
ー
ル
に
つ
い
て
話
し
合
う 

住
民
の
意
見
を
集
約
し
、
行
政
に
対
し
て
意
見

や
陳
情
を
す
る 

高
齢
者
世
帯
や
単
身
世
帯
な
ど
、
そ
の
人
の
状

況
に
応
じ
た
役
割
分
担
に
す
る
な
ど
活
動
に

参
加
し
や
す
く
な
る
よ
う
な
工
夫
を
行
う 

地
域
で
行
わ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
や
活
動
に
つ
い

てS
N
S
 

を
活
用
し
て
情
報
発
信
を
行
う 

そ
の
他 

無
回
答 

全体 2,194 39.9 33.0 20.3 24.6 26.7 19.6 20.9 33.3 16.5 3.3 7.3 

男性 18～29 歳 71 43.7 25.4 15.5 33.8 31.0 22.5 19.7 21.1 25.4 5.6 5.6 

    30 歳代 105 34.3 31.4 12.4 22.9 19.0 15.2 16.2 15.2 24.8 3.8 6.7 

    40 歳代 153 44.4 32.0 17.0 25.5 28.1 22.9 22.9 28.1 22.2 7.8 4.6 

    50 歳代 161 32.9 33.5 16.1 23.0 25.5 21.7 25.5 22.4 18.0 6.2 6.8 

    60～64 歳 95 36.8 44.2 26.3 26.3 33.7 20.0 40.0 33.7 15.8 2.1 4.2 

    65～69 歳 132 47.7 39.4 24.2 26.5 35.6 21.2 31.8 36.4 9.8 0.8 5.3 

    70～74 歳 130 41.5 32.3 32.3 30.8 28.5 14.6 34.6 41.5 8.5 5.4 6.9 

    75 歳以上 91 48.4 39.6 34.1 30.8 25.3 9.9 26.4 39.6 3.3 － 11.0 

女性 18～29 歳 99 35.4 25.3 9.1 14.1 31.3 6.1 16.2 18.2 43.4 2.0 1.0 

    30 歳代 148 39.2 23.0 12.2 29.7 28.4 21.6 13.5 27.0 33.8 1.4 3.4 

    40 歳代 214 36.9 29.9 16.4 27.1 20.1 23.8 13.1 30.8 21.0 4.2 6.1 

    50 歳代 221 37.1 33.0 15.8 21.7 23.5 23.5 14.0 36.7 17.2 2.3 7.7 

    60～64 歳 140 39.3 33.6 17.1 20.7 28.6 22.9 15.0 47.1 9.3 2.1 8.6 

    65～69 歳 151 39.1 33.1 22.5 21.2 25.2 21.2 17.9 46.4 8.6 2.6 13.2 

    70～74 歳 161 42.2 37.9 29.8 23.6 26.7 18.0 20.5 39.8 5.0 1.9 8.1 

    75 歳以上 105 47.6 36.2 31.4 21.0 23.8 14.3 21.0 38.1 2.9 4.8 15.2 
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【ブロック別】 

他に比べ、「西部 A（城島）」で「だれでも参加でき、地域の人との親交を深められるような行

事を行う」「総会や役員会で話し合った内容などを、会報や回覧板などで住民に知らせる」「年齢

や性別などにこだわらず、みんなが活動できる組織づくりをする」「住民の意見を集約し、行政に

対して意見や陳情をする」の割合が、「東部 B（田主丸）」で「防犯・防災など、住民が協力し合

って地域の問題を解決する」の割合が高くなっています。また、他に比べ、「北部 A」で「会費の

使い道をわかりやすくし、会報や回覧板などで住民に知らせる」「社会情勢の変化や住民のライ

フスタイルの多様化などに対応できる新たなルールについて話し合う」の割合が、「北部 B （北

野）」で「高齢者世帯や単身世帯など、その人の状況に応じた役割分担にするなど活動に参加しや

すくなるような工夫を行う」の割合が、「南西部」で「地域で行われるイベントや活動について

SNS を活用して情報発信を行う」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

だ
れ
で
も
参
加
で
き
、
地
域
の
人
と
の
親
交

を
深
め
ら
れ
る
よ
う
な
行
事
を
行
う 

防
犯
・
防
災
な
ど
、
住
民
が
協
力
し
合
っ
て
地

域
の
問
題
を
解
決
す
る 

総
会
や
役
員
会
で
話
し
合
っ
た
内
容
な
ど

を
、
会
報
や
回
覧
板
な
ど
で
住
民
に
知
ら
せ

る 会
費
の
使
い
道
を
わ
か
り
や
す
く
し
、
会
報

や
回
覧
板
な
ど
で
住
民
に
知
ら
せ
る 

年
齢
や
性
別
な
ど
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
み
ん
な

が
活
動
で
き
る
組
織
づ
く
り
を
す
る 

社
会
情
勢
の
変
化
や
住
民
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
の
多
様
化
な
ど
に
対
応
で
き
る
新
た
な
ル

ー
ル
に
つ
い
て
話
し
合
う 

住
民
の
意
見
を
集
約
し
、
行
政
に
対
し
て
意

見
や
陳
情
を
す
る 

高
齢
者
世
帯
や
単
身
世
帯
な
ど
、
そ
の
人
の

状
況
に
応
じ
た
役
割
分
担
に
す
る
な
ど
活
動

に
参
加
し
や
す
く
な
る
よ
う
な
工
夫
を
行
う 

地
域
で
行
わ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
や
活
動
に
つ
い

てS
N
S
 

を
活
用
し
て
情
報
発
信
を
行
う 

そ
の
他 

無
回
答 

全体 2,194 39.9 33.0 20.3 24.6 26.7 19.6 20.9 33.3 16.5 3.3 7.3 

東部 A  144 37.5 38.2 28.5 23.6 21.5 21.5 21.5 38.2 9.7 2.1 6.9 

東部 B 
（田主丸） 

131 41.2 39.7 28.2 27.5 26.7 22.1 22.9 37.4 14.5 0.8 9.9 

北部 A  165 42.4 38.8 16.4 33.9 27.3 23.6 18.8 33.3 20.0 3.6 2.4 

北部 B 
（北野） 

145 40.7 33.1 24.1 24.8 28.3 20.7 21.4 41.4 13.1 2.8 8.3 

中央東部 253 40.3 28.9 17.8 23.7 24.5 16.2 21.3 30.8 20.2 4.0 9.5 

南東部 202 41.1 36.1 23.8 26.7 27.7 20.3 20.8 39.1 13.9 3.0 6.9 

中央部 266 39.8 28.9 14.3 24.1 24.1 19.5 19.9 25.2 16.5 2.6 6.8 

中央南部 345 37.4 30.7 17.4 22.9 26.4 20.3 18.0 33.6 20.0 4.3 2.9 

南西部 207 40.1 29.5 17.9 23.2 28.0 22.7 23.7 32.9 21.7 4.8 10.1 

西部 A 
（城島） 

62 58.1 38.7 30.6 27.4 29.0 17.7 35.5 32.3 16.1 － 6.5 

西部 B 
（三潴） 

148 37.8 35.8 20.3 20.9 27.7 16.2 20.9 31.8 10.1 3.4 8.1 
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【家族構成別】 

他に比べ、「親・子・孫（３世代）」で「だれでも参加でき、地域の人との親交を深められるよ

うな行事を行う」「防犯・防災など、住民が協力し合って地域の問題を解決する」「会費の使い道

をわかりやすくし、会報や回覧板などで住民に知らせる」「年齢や性別などにこだわらず、みんな

が活動できる組織づくりをする」「高齢者世帯や単身世帯など、その人の状況に応じた役割分担

にするなど活動に参加しやすくなるような工夫を行う」の割合が、「夫婦のみ」で「総会や役員会

で話し合った内容などを、会報や回覧板などで住民に知らせる」「会費の使い道をわかりやすく

し、会報や回覧板などで住民に知らせる」「住民の意見を集約し、行政に対して意見や陳情をす

る」の割合が高くなっています。また、他に比べ、「親・子（２世代）」で「社会情勢の変化や住

民のライフスタイルの多様化などに対応できる新たなルールについて話し合う」「地域で行われ

るイベントや活動について SNS を活用して情報発信を行う」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

だ
れ
で
も
参
加
で
き
、
地
域
の
人
と
の
親
交
を

深
め
ら
れ
る
よ
う
な
行
事
を
行
う 

防
犯
・
防
災
な
ど
、
住
民
が
協
力
し
合
っ
て
地

域
の
問
題
を
解
決
す
る 

総
会
や
役
員
会
で
話
し
合
っ
た
内
容
な
ど
を
、

会
報
や
回
覧
板
な
ど
で
住
民
に
知
ら
せ
る 

会
費
の
使
い
道
を
わ
か
り
や
す
く
し
、
会
報
や

回
覧
板
な
ど
で
住
民
に
知
ら
せ
る 

年
齢
や
性
別
な
ど
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
み
ん
な
が

活
動
で
き
る
組
織
づ
く
り
を
す
る 

社
会
情
勢
の
変
化
や
住
民
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
の
多
様
化
な
ど
に
対
応
で
き
る
新
た
な
ル

ー
ル
に
つ
い
て
話
し
合
う 

住
民
の
意
見
を
集
約
し
、
行
政
に
対
し
て
意
見

や
陳
情
を
す
る 

高
齢
者
世
帯
や
単
身
世
帯
な
ど
、
そ
の
人
の
状

況
に
応
じ
た
役
割
分
担
に
す
る
な
ど
活
動
に

参
加
し
や
す
く
な
る
よ
う
な
工
夫
を
行
う 

地
域
で
行
わ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
や
活
動
に
つ
い

てS
N
S
 

を
活
用
し
て
情
報
発
信
を
行
う 

そ
の
他 

無
回
答 

全体 2,194 39.9 33.0 20.3 24.6 26.7 19.6 20.9 33.3 16.5 3.3 7.3 

単身 224 27.2 26.3 18.3 16.5 17.4 15.2 21.0 30.8 16.1 6.7 11.6 

夫婦のみ 565 43.0 34.2 24.4 27.6 26.2 17.5 23.2 37.0 9.9 2.8 7.4 

親・子 
（２世代） 

1,054 39.6 32.4 17.8 24.5 27.2 21.8 19.5 30.4 20.3 2.9 5.6 

親・子・孫 
（３世代） 

233 45.5 39.5 21.5 27.0 31.8 20.2 18.9 39.1 15.5 3.0 6.9 

その他 90 40.0 32.2 22.2 21.1 32.2 14.4 26.7 32.2 20.0 4.4 14.4 
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【同居家族別】 

他に比べ、「世帯の中に就学前の子どもがいる」で「だれでも参加でき、地域の人との親交を深

められるような行事を行う」「会費の使い道をわかりやすくし、会報や回覧板などで住民に知ら

せる」「地域で行われるイベントや活動について SNS を活用して情報発信を行う」の割合が、「世

帯の中に小学生がいる」で「防犯・防災など、住民が協力し合って地域の問題を解決する」の割

合が高くなっています。また、他に比べ、「世帯の中に６５歳以上の人がいる」で「防犯・防災な

ど、住民が協力し合って地域の問題を解決する」「総会や役員会で話し合った内容などを、会報や

回覧板などで住民に知らせる」「会費の使い道をわかりやすくし、会報や回覧板などで住民に知

らせる」「年齢や性別などにこだわらず、みんなが活動できる組織づくりをする」「高齢者世帯や

単身世帯など、その人の状況に応じた役割分担にするなど活動に参加しやすくなるような工夫を

行う」の割合が、「世帯の中に上記以外の１８歳未満の子どもがいる」で「年齢や性別などにこだ

わらず、みんなが活動できる組織づくりをする」「住民の意見を集約し、行政に対して意見や陳情

をする」の割合が、「世帯の中に中学生がいる」で「社会情勢の変化や住民のライフスタイルの多

様化などに対応できる新たなルールについて話し合う」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

だ
れ
で
も
参
加
で
き
、
地
域
の
人
と
の
親
交
を

深
め
ら
れ
る
よ
う
な
行
事
を
行
う 

防
犯
・
防
災
な
ど
、
住
民
が
協
力
し
合
っ
て
地
域

の
問
題
を
解
決
す
る 

総
会
や
役
員
会
で
話
し
合
っ
た
内
容
な
ど
を
、

会
報
や
回
覧
板
な
ど
で
住
民
に
知
ら
せ
る 

会
費
の
使
い
道
を
わ
か
り
や
す
く
し
、
会
報
や

回
覧
板
な
ど
で
住
民
に
知
ら
せ
る 

年
齢
や
性
別
な
ど
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
み
ん
な
が

活
動
で
き
る
組
織
づ
く
り
を
す
る 

社
会
情
勢
の
変
化
や
住
民
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

の
多
様
化
な
ど
に
対
応
で
き
る
新
た
な
ル
ー
ル

に
つ
い
て
話
し
合
う 

住
民
の
意
見
を
集
約
し
、
行
政
に
対
し
て
意
見

や
陳
情
を
す
る 

高
齢
者
世
帯
や
単
身
世
帯
な
ど
、
そ
の
人
の
状

況
に
応
じ
た
役
割
分
担
に
す
る
な
ど
活
動
に
参

加
し
や
す
く
な
る
よ
う
な
工
夫
を
行
う 

地
域
で
行
わ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
や
活
動
に
つ
い
て

S
N
S
 

を
活
用
し
て
情
報
発
信
を
行
う 

そ
の
他 

無
回
答 

全体 2,194 39.9 33.0 20.3 24.6 26.7 19.6 20.9 33.3 16.5 3.3 7.3 

世帯の中に就学前の子ど
もがいる 

263 47.1 30.0 14.1 27.8 28.5 17.9 14.4 27.4 29.7 3.0 6.5 

世帯の中に小学生がいる 261 46.4 36.0 18.8 26.4 26.8 18.8 17.6 28.7 25.7 2.3 6.1 

世帯の中に中学生がいる 165 44.2 35.2 21.8 20.6 27.9 23.6 17.6 26.1 21.2 2.4 5.5 

世帯の中に上記以外の 18
歳未満の子どもがいる 

173 42.8 30.6 18.5 26.6 30.1 19.7 26.0 30.1 24.9 2.9 4.6 

世帯の中に 65歳以上の人
がいる 

881 43.0 36.9 27.2 27.8 30.8 21.0 23.6 39.7 12.0 2.8 7.9 

世帯の中に障害者手帳を
持っている人がいる（本
人を含みます） 

239 41.8 35.1 21.8 25.1 29.7 16.7 18.4 33.5 10.5 2.9 10.5 

世帯に上記にあてはまる
人はいない 

686 36.0 30.5 15.5 21.1 24.1 17.5 21.3 30.6 16.2 4.5 6.4 
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（７）安全安心のまちづくり「セーフコミュニティ」について 

問 28 あなたは、久留米市が、セーフコミュニティ国際認証を取得して「安全安心のま

ちづくり」に取り組んでいることを知っていますか。 

（あてはまる番号１つだけ） 

「知らない」の割合が 74.3％と最も高く、次いで「聞いたことがある」の割合が 17.8％となっ

ています。 

 

【経年比較】 

大きな差異はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

大きな差異はみられません。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

取
り
組
ん
で
い
る 

こ
と
を
知
っ
て
い
る 

聞
い
た
こ
と
が
あ
る 

知
ら
な
い 

無
回
答 

全体 2,194 5.6 17.8 74.3 2.2 

男性 939 6.6 17.9 73.8 1.7 

女性 1,239 4.9 17.8 74.8 2.4 

 

  

取り組んでいることを知っている 聞いたことがある 知らない 無回答

回答者数 =

令和３年度調査 2,194

平成29年度調査 1,765

5.6

6.3

17.8

20.3

74.3

72.5

2.2

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【年齢別】 

年齢が高くなるにつれて「聞いたことがある」の割合が高くなる傾向がみられます。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

取
り
組
ん
で
い
る 

こ
と
を
知
っ
て
い
る 

聞
い
た
こ
と
が
あ
る 

知
ら
な
い 

無
回
答 

全体 2,194 5.6 17.8 74.3 2.2 

18～29 歳 171 4.7 10.5 83.6 1.2 

30 歳代 253 7.1 11.1 81.4 0.4 

40 歳代 368 4.3 12.2 81.3 2.2 

50 歳代 382 3.7 14.7 80.4 1.3 

60～64 歳 235 6.0 22.6 69.8 1.7 

65～69 歳 284 5.6 22.2 70.4 1.8 

70～74 歳 293 7.5 25.9 62.1 4.4 

75 歳以上 197 7.6 25.4 61.9 5.1 
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【ブロック別】 

他に比べ、「西部 A （城島）」で「聞いたことがある」の割合が、「東部 B （田主丸）」「北部 A」

で「知らない」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

取
り
組
ん
で
い
る 

こ
と
を
知
っ
て
い
る 

聞
い
た
こ
と
が
あ
る 

知
ら
な
い 

無
回
答 

全体 2,194 5.6 17.8 74.3 2.2 

東部 A  144 4.2 18.1 75.7 2.1 

東部 B （田主丸） 131 6.1 13.7 79.4 0.8 

北部 A  165 5.5 14.5 79.4 0.6 

北部 B （北野） 145 4.1 24.1 67.6 4.1 

中央東部 253 5.9 17.8 73.1 3.2 

南東部 202 4.0 19.8 73.8 2.5 

中央部 266 6.0 19.2 73.7 1.1 

中央南部 345 7.2 15.9 75.9 0.9 

南西部 207 6.3 15.0 75.4 3.4 

西部 A （城島） 62 8.1 27.4 62.9 1.6 

西部 B （三潴） 148 5.4 17.6 75.0 2.0 
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【自治会加入状況別】 

「加入している」で「聞いたことがある」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

取
り
組
ん
で
い
る 

こ
と
を
知
っ
て
い
る 

聞
い
た
こ
と
が
あ
る 

知
ら
な
い 

無
回
答 

全体 2,194 5.6 17.8 74.3 2.2 

加入している 1,629 6.6 19.8 71.9 1.8 

加入していない 360 3.6 12.5 81.4 2.5 

わからない 192 1.0 12.5 84.4 2.1 

 

 

問 29－１ あなたは、お住まいの地域で、けがや事故、犯罪、災害にあうかもしれない

不安を感じていますか。（あてはまる番号それぞれ１つずつ） 

すべての項目で「不安を感じる」と「やや不安を感じる」を合わせた『不安を感じる』の割合

が高くなっています。また、３項目で比べると、《（イ） 犯罪》で「あまり不安を感じない」と

「不安を感じない」を合わせた『不安を感じない』の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 2,194

（ア）　けがや事故 61.8 35.8

（イ）　犯罪 57.9 38.4

（ウ）　災害 65.4 31.3

『不安を
感じる』

『不安を
感じない』

20.7

14.6

29.9

41.1

43.3

35.5

29.7

33.1

25.0

6.1

5.3

6.3

2.4

3.6

3.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

不安を感じる やや不安を感じる あまり不安を感じない 不安を感じない 無回答
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（ア） けがや事故 

 

【経年比較】 

大きな差異はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

大きな差異はみられません。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

不
安
を
感
じ
る 

や
や
不
安
を
感
じ
る 

あ
ま
り
不
安
を
感
じ

な
い 

不
安
を
感
じ
な
い 

無
回
答 

『
不
安
を
感
じ
る
』 

『
不
安
を
感
じ
な
い
』 

全体 2,194 20.7 41.1 29.7 6.1 2.4 61.8 35.8 

男性 939 20.7 39.4 30.1 7.9 1.9 60.1 38.0 

女性 1,239 21.0 42.5 29.3 4.8 2.5 63.5 34.1 

 

 

  

不安を感じる やや不安を感じる あまり不安を感じない 不安を感じない 無回答

回答者数 =
『不安を
感じる』

『不安を
感じない』

令和３年度調査 2,194 61.8 35.8

平成29年度調査 1,765 65.1 32.8

平成26年度調査 1,711 59.6 37.2

20.7

21.9

19.4

41.1

43.2

40.2

29.7

27.6

29.5

6.1

5.2

7.7

2.4

2.1

3.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【ブロック別】 

他に比べ、「北部 A」で『不安を感じる』の割合が、「南東部」で『不安を感じない』の割合が

高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

不
安
を
感
じ
る 

や
や
不
安
を
感
じ
る 

あ
ま
り
不
安
を
感
じ

な
い 

不
安
を
感
じ
な
い 

無
回
答 

『
不
安
を
感
じ
る
』 

『
不
安
を
感
じ
な
い
』 

全体 2,194 20.7 41.1 29.7 6.1 2.4 61.8 35.8 

東部 A  144 24.3 39.6 27.1 6.9 2.1 63.9 34.0 

東部 B （田主丸） 131 19.8 35.9 29.8 7.6 6.9 55.7 37.4 

北部 A  165 23.6 41.8 24.8 8.5 1.2 65.4 33.3 

北部 B （北野） 145 16.6 37.9 32.4 6.9 6.2 54.5 39.3 

中央東部 253 22.1 41.9 28.5 4.7 2.8 64.0 33.2 

南東部 202 16.8 40.6 34.2 7.9 0.5 57.4 42.1 

中央部 266 18.8 44.4 31.2 4.9 0.8 63.2 36.1 

中央南部 345 24.1 38.6 31.0 5.2 1.2 62.7 36.2 

南西部 207 22.2 41.1 28.0 5.8 2.9 63.3 33.8 

西部 A （城島） 62 27.4 37.1 32.3 3.2 － 64.5 35.5 

西部 B （三潴） 148 19.6 45.3 29.1 4.7 1.4 64.9 33.8 
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【同居家族別】 

他に比べ、「世帯の中に小学生がいる」で『不安を感じる』の割合が、「世帯に上記にあてはま

る人はいない」で『不安を感じない』の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

不
安
を
感
じ
る 

や
や
不
安
を
感
じ
る 

あ
ま
り
不
安
を
感
じ

な
い 

『
不
安
を
感
じ
な
い
』 

無
回
答 

『
不
安
を
感
じ
る
』 

『
不
安
を
感
じ
な
い
』 

全体 2,194 20.7 41.1 29.7 6.1 2.4 61.8 35.8 

世帯の中に就学前の子どもがいる 263 30.0 41.1 21.7 5.3 1.9 71.1 27.0 

世帯の中に小学生がいる 261 27.6 44.4 23.4 3.4 1.1 72.0 26.8 

世帯の中に中学生がいる 165 26.7 40.0 27.3 6.1 － 66.7 33.4 

世帯の中に上記以外の１８歳未満の子どもがいる 173 24.9 41.0 26.6 6.4 1.2 65.9 33.0 

世帯の中に６５歳以上の人がいる 881 18.8 42.6 30.0 5.8 2.8 61.4 35.8 

世帯の中に障害者手帳を持っている人がいる（本
人を含みます） 

239 24.3 40.6 26.4 5.0 3.8 64.9 31.4 

世帯に上記にあてはまる人はいない 686 17.9 38.6 33.8 7.3 2.3 56.5 41.1 

 

 

（イ） 犯罪 

 

【経年比較】 

大きな差異はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

不安を感じる やや不安を感じる あまり不安を感じない 不安を感じない 無回答

回答者数 =
『不安を
感じる』

『不安を
感じない』

令和３年度調査 2,194 57.9 38.4

平成29年度調査 1,765 59.3 38.4

平成26年度調査 1,711 60.4 35.4

14.6

18.0

19.1

43.3

41.3

41.3

33.1

33.6

29.7

5.3

4.8

5.7

3.6

2.4

4.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【性別】 

男性に比べ、女性で『不安を感じる』の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

不
安
を
感
じ
る 

や
や
不
安
を
感
じ
る 

あ
ま
り
不
安
を
感
じ

な
い 

不
安
を
感
じ
な
い 

無
回
答 

『
不
安
を
感
じ
る
』 

『
不
安
を
感
じ
な
い
』 

全体 2,194 14.6 43.3 33.1 5.3 3.6 57.9 38.4 

男性 939 13.3 42.2 33.5 7.5 3.5 55.5 41.0 

女性 1,239 15.7 44.6 32.8 3.6 3.2 60.3 36.4 

 

 

【ブロック別】 

他に比べ、「中央東部」「中央南部」「西部 B （三潴）」で『不安を感じる』の割合が、「北部 B 

（北野）」で『不安を感じない』の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

不
安
を
感
じ
る 

や
や
不
安
を
感
じ
る 

あ
ま
り
不
安
を
感
じ

な
い 

不
安
を
感
じ
な
い 

無
回
答 

『
不
安
を
感
じ
る
』 

『
不
安
を
感
じ
な
い
』 

全体 2,194 14.6 43.3 33.1 5.3 3.6 57.9 38.4 

東部 A  144 18.1 35.4 39.6 4.2 2.8 53.5 43.8 

東部 B （田主丸） 131 11.5 35.9 38.2 6.1 8.4 47.4 44.3 

北部 A  165 15.8 44.8 29.7 8.5 1.2 60.6 38.2 

北部 B （北野） 145 9.0 38.6 38.6 8.3 5.5 47.6 46.9 

中央東部 253 14.6 47.8 28.5 4.7 4.3 62.4 33.2 

南東部 202 12.9 46.0 34.2 4.0 3.0 58.9 38.2 

中央部 266 16.9 42.1 34.2 4.9 1.9 59.0 39.1 

中央南部 345 18.6 44.3 29.6 6.1 1.4 62.9 35.7 

南西部 207 11.1 46.9 32.9 4.3 4.8 58.0 37.2 

西部 A （城島） 62 9.7 43.5 43.5 － 3.2 53.2 43.5 

西部 B （三潴） 148 15.5 46.6 32.4 3.4 2.0 62.1 35.8 

 

  



111 

【同居家族別】 

他に比べ、「世帯の中に小学生がいる」で『不安を感じる』の割合が、「世帯に上記にあてはま

る人はいない」で『不安を感じない』の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

不
安
を
感
じ
る 

や
や
不
安
を
感
じ
る 

あ
ま
り
不
安
を
感
じ

な
い 

不
安
を
感
じ
な
い 

無
回
答 

『
不
安
を
感
じ
る
』 

『
不
安
を
感
じ
な
い
』 

全体 2,194 14.6 43.3 33.1 5.3 3.6 57.9 38.4 

世帯の中に就学前の子どもがいる 263 20.2 41.4 31.9 4.6 1.9 61.6 36.5 

世帯の中に小学生がいる 261 16.1 51.3 28.7 3.1 0.8 67.4 31.8 

世帯の中に中学生がいる 165 19.4 40.6 31.5 7.3 1.2 60.0 38.8 

世帯の中に上記以外の１８歳未満の子どもがいる 173 16.8 41.6 30.6 7.5 3.5 58.4 38.1 

世帯の中に６５歳以上の人がいる 881 13.7 43.5 33.9 4.5 4.3 57.2 38.4 

世帯の中に障害者手帳を持っている人がいる 
（本人を含みます） 

239 15.9 45.6 31.0 3.8 3.8 61.5 34.8 

世帯に上記にあてはまる人はいない 686 14.0 42.1 34.8 6.3 2.8 56.1 41.1 

 

 

（ウ） 災害 

 

【経年比較】 

『不安を感じる』の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =
『不安を
感じる』

『不安を
感じない』

令和３年度調査 2,194 65.4 31.3

平成29年度調査 1,765 52.4 44.7

平成26年度調査 1,711 47.4 48.3

29.9

16.2

14.2

35.5

36.2

33.2

25.0

37.5

38.7

6.3

7.2

9.6

3.2

2.9

4.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

不安を感じる やや不安を感じる あまり不安を感じない 不安を感じない 無回答
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【性別】 

「男性」に比べ、「女性」で『不安を感じる』の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

不
安
を
感
じ
る 

や
や
不
安
を
感
じ
る 

あ
ま
り
不
安
を
感
じ

な
い 

不
安
を
感
じ
な
い 

無
回
答 

『
不
安
を
感
じ
る
』 

『
不
安
を
感
じ
な
い
』 

全体 2,194 29.9 35.5 25.0 6.3 3.2 65.4 31.3 

男性 939 28.9 33.0 27.3 7.7 3.2 61.9 35.0 

女性 1,239 31.0 37.6 23.2 5.4 2.7 68.6 28.6 

 

 

【ブロック別】 

他に比べ、「東部 A」「北部 A」で『不安を感じる』の割合が、「中央南部」で『不安を感じない』

の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

不
安
を
感
じ
る 

や
や
不
安
を
感
じ
る 

あ
ま
り
不
安
を
感
じ

な
い 

不
安
を
感
じ
な
い 

無
回
答 

『
不
安
を
感
じ
る
』 

『
不
安
を
感
じ
な
い
』 

全体 2,194 29.9 35.5 25.0 6.3 3.2 65.4 31.3 

東部 A  144 43.1 36.8 14.6 3.5 2.1 79.9 18.1 

東部 B （田主丸） 131 35.9 41.2 14.5 3.8 4.6 77.1 18.3 

北部 A  165 43.6 37.6 12.1 4.8 1.8 81.2 16.9 

北部 B （北野） 145 43.4 35.9 14.5 1.4 4.8 79.3 15.9 

中央東部 253 21.7 35.2 29.2 9.5 4.3 56.9 38.7 

南東部 202 19.3 39.6 32.7 5.9 2.5 58.9 38.6 

中央部 266 33.5 32.0 27.1 5.6 1.9 65.5 32.7 

中央南部 345 25.8 30.7 31.0 10.4 2.0 56.5 41.4 

南西部 207 26.1 36.2 27.1 6.3 4.3 62.3 33.4 

西部 A （城島） 62 40.3 35.5 19.4 1.6 3.2 75.8 21.0 

西部 B （三潴） 148 24.3 40.5 29.1 4.7 1.4 64.8 33.8 
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【同居家族別】 

他に比べ、「世帯の中に就学前の子どもがいる」で『不安を感じる』の割合が、「世帯の中に６

５歳以上の人がいる」「世帯に上記にあてはまる人はいない」で『不安を感じない』の割合が高く

なっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

不
安
を
感
じ
る 

や
や
不
安
を
感
じ
る 

あ
ま
り
不
安
を
感
じ

な
い 

不
安
を
感
じ
な
い 

無
回
答 

『
不
安
を
感
じ
る
』 

『
不
安
を
感
じ
な
い
』 

全体 2,194 29.9 35.5 25.0 6.3 3.2 65.4 31.3 

世帯の中に就学前の子どもがいる 263 42.2 35.7 16.7 3.8 1.5 77.9 20.5 

世帯の中に小学生がいる 261 33.0 42.5 19.9 3.8 0.8 75.5 23.7 

世帯の中に中学生がいる 165 35.8 38.8 19.4 4.8 1.2 74.6 24.2 

世帯の中に上記以外の１８歳未満の子どもがいる 173 31.8 39.3 17.3 9.2 2.3 71.1 26.5 

世帯の中に６５歳以上の人がいる 881 27.5 35.6 27.1 5.8 4.0 63.1 32.9 

世帯の中に障害者手帳を持っている人がいる 
（本人を含みます） 

239 31.0 34.7 25.5 5.0 3.8 65.7 30.5 

世帯に上記にあてはまる人はいない 686 29.0 35.6 25.9 7.1 2.3 64.6 33.0 

 

 

問 29－２ この３年くらいの間で不安感は変化しましたか。 

（あてはまる番号それぞれ１つずつ） 

すべての項目で「変わらない」の割合が高く、特に《（ア） けがや事故》《（イ） 犯罪》の割

合は７割半ばを超えています。また、３つの項目で比べると、《（ウ） 災害》で「やや不安感が

高まった」と「不安感が高まった」を合わせた『不安感が高まった』の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

安心感が高まった やや安心感が高まった 変わらない

やや不安感が高まった 不安感が高まった 無回答

8.0 9.6

8.4 10.5

10.1 31.2

『安心感が
高まった』

『不安感が
高まった』回答者数 = 2,194

（ア）　けがや事故

（イ）　犯罪

（ウ）　災害

2.0

1.8

3.1

6.0

6.6

7.0

79.4

77.2

55.6

6.7

7.8

17.5

2.9

2.7

13.7

3.0

3.9

3.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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（ア） けがや事故 

 

【経年比較】 

大きな差異はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

大きな差異はみられません。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

安
心
感
が
高
ま
っ
た 

や
や
安
心
感
が
高
ま
っ
た 

変
わ
ら
な
い 

や
や
不
安
感
が
高
ま
っ
た 

不
安
感
が
高
ま
っ
た 

無
回
答 

『
安
心
感
が
高
ま
っ
た
』 

『
不
安
感
が
高
ま
っ
た
』 

全体 2,194 2.0 6.0 79.4 6.7 2.9 3.0 8.0 9.6 

男性 939 2.3 5.6 80.0 6.8 3.0 2.2 7.9 9.8 

女性 1,239 1.7 6.4 79.1 6.8 2.9 3.1 8.1 9.7 

 

  

回答者数 =
『安心感が
高まった』

『不安感が
高まった』

令和３年度調査 2,194 8.0 9.6

平成29年度調査 1,765 8.7 11.1

平成26年度調査 1,711 8.4 10.1

2.0

2.4

1.7

6.0

6.3

6.7

79.4

77.8

77.2

6.7

7.1

6.7

2.9

4.0

3.4

3.0

2.4

4.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

安心感が高まった やや安心感が高まった 変わらない

やや不安感が高まった 不安感が高まった 無回答



115 

 

【ブロック別】 

他に比べ、「南東部」で『安心感が高まった』の割合が、「西部 A （城島）」で「変わらない」

の割合が高くなっています。また、他に比べ、「北部 A」で『不安感が高まった』の割合が高くな

っています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

安
心
感
が
高
ま
っ
た 

や
や
安
心
感
が
高
ま
っ
た 

変
わ
ら
な
い 

や
や
不
安
感
が
高
ま
っ
た 

不
安
感
が
高
ま
っ
た 

無
回
答 

『
安
心
感
が
高
ま
っ
た
』 

『
不
安
感
が
高
ま
っ
た
』 

全体 2,194 2.0 6.0 79.4 6.7 2.9 3.0 8.0 9.6 

東部 A  144 1.4 3.5 77.8 11.8 2.8 2.8 4.9 14.6 

東部 B （田主丸） 131 2.3 3.8 78.6 6.9 2.3 6.1 6.1 9.2 

北部 A  165 1.2 2.4 78.8 10.9 5.5 1.2 3.6 16.4 

北部 B （北野） 145 2.1 4.1 81.4 4.8 1.4 6.2 6.2 6.2 

中央東部 253 2.0 5.1 80.2 6.7 1.6 4.3 7.1 8.3 

南東部 202 2.5 11.9 79.2 4.0 2.0 0.5 14.4 6.0 

中央部 266 3.0 4.5 82.3 6.4 3.0 0.8 7.5 9.4 

中央南部 345 2.0 7.2 79.1 5.8 4.6 1.2 9.2 10.4 

南西部 207 2.4 6.3 77.3 6.8 3.4 3.9 8.7 10.2 

西部 A （城島） 62 － 6.5 85.5 3.2 1.6 3.2 6.5 4.8 

西部 B （三潴） 148 2.0 7.4 79.7 6.8 2.0 2.0 9.4 8.8 
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【同居家族別】 

他に比べ、「世帯の中に障害者手帳を持っている人がいる（本人を含みます）」で『安心感が高

まった』の割合が、「世帯の中に中学生がいる」で「変わらない」の割合が高くなっています。ま

た、他に比べ、「世帯の中に就学前の子どもがいる」で『不安感が高まった』の割合が高くなって

います。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

安
心
感
が
高
ま
っ
た 

や
や
安
心
感
が
高
ま
っ
た 

変
わ
ら
な
い 

や
や
不
安
感
が
高
ま
っ
た 

不
安
感
が
高
ま
っ
た 

無
回
答 

『
安
心
感
が
高
ま
っ
た
』 

『
不
安
感
が
高
ま
っ
た
』 

全体 2,194 2.0 6.0 79.4 6.7 2.9 3.0 8.0 9.6 

世帯の中に就学前の子どもがいる 263 1.5 5.7 77.9 8.0 4.6 2.3 7.2 12.6 

世帯の中に小学生がいる 261 1.9 6.1 78.9 7.7 3.8 1.5 8.0 11.5 

世帯の中に中学生がいる 165 2.4 6.1 83.6 5.5 1.8 0.6 8.5 7.3 

世帯の中に上記以外の１８歳未満の子ども
がいる 

173 1.2 8.7 80.3 5.2 2.9 1.7 9.9 8.1 

世帯の中に６５歳以上の人がいる 881 1.5 7.3 77.5 7.7 2.3 3.7 8.8 10.0 

世帯の中に障害者手帳を持っている人がい
る（本人を含みます） 

239 3.3 7.9 76.2 5.0 4.2 3.3 11.2 9.2 

世帯に上記にあてはまる人はいない 686 2.6 4.4 80.9 6.3 3.2 2.6 7.0 9.5 

 

 

（イ） 犯罪 

 

【経年比較】 

大きな差異はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =
『安心感が
高まった』

『不安感が
高まった』

令和３年度調査 2,194 8.4 10.5

平成29年度調査 1,765 8.3 14.9

平成26年度調査 1,711 8.0 14.5

1.8

2.2

1.6

6.6

6.1

6.4

77.2

74.3

72.4

7.8

10.8

9.5

2.7

4.1

5.0

3.9

2.4

5.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

安心感が高まった やや安心感が高まった 変わらない

やや不安感が高まった 不安感が高まった 無回答
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【性別】 

大きな差異はみられません。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

安
心
感
が
高
ま
っ
た 

や
や
安
心
感
が
高
ま
っ
た 

変
わ
ら
な
い 

や
や
不
安
感
が
高
ま
っ
た 

不
安
感
が
高
ま
っ
た 

無
回
答 

『
安
心
感
が
高
ま
っ
た
』 

『
不
安
感
が
高
ま
っ
た
』 

全体 2,194 1.8 6.6 77.2 7.8 2.7 3.9 8.4 10.5 

男性 939 1.8 6.7 78.1 7.7 2.2 3.5 8.5 9.9 

女性 1,239 1.7 6.5 77.0 8.1 3.1 3.6 8.2 11.2 

 

 

【ブロック別】 

他に比べ、「南東部」「中央南部」で『安心感が高まった』の割合が、「中央部」で「変わらない」

の割合が高くなっています。また、他に比べ、「北部 A」で『不安感が高まった』の割合が高くな

っています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

安
心
感
が
高
ま
っ
た 

や
や
安
心
感
が
高
ま
っ
た 

変
わ
ら
な
い 

や
や
不
安
感
が
高
ま
っ
た 

不
安
感
が
高
ま
っ
た 

無
回
答 

『
安
心
感
が
高
ま
っ
た
』 

『
不
安
感
が
高
ま
っ
た
』 

全体 2,194 1.8 6.6 77.2 7.8 2.7 3.9 8.4 10.5 

東部 A  144 1.4 4.2 77.8 9.7 2.8 4.2 5.6 12.5 

東部 B （田主丸） 131 1.5 6.9 77.1 4.6 1.5 8.4 8.4 6.1 

北部 A  165 0.6 4.8 79.4 7.3 6.7 1.2 5.4 14.0 

北部 B （北野） 145 2.1 6.9 77.2 7.6 0.7 5.5 9.0 8.3 

中央東部 253 2.0 4.3 77.1 9.5 1.6 5.5 6.3 11.1 

南東部 202 1.0 10.4 78.7 5.9 1.5 2.5 11.4 7.4 

中央部 266 2.6 4.9 80.8 7.1 2.6 1.9 7.5 9.7 

中央南部 345 2.0 9.3 75.1 9.3 3.5 0.9 11.3 12.8 

南西部 207 2.4 5.8 75.8 6.3 3.4 6.3 8.2 9.7 

西部 A （城島） 62 － 6.5 79.0 8.1 1.6 4.8 6.5 9.7 

西部 B （三潴） 148 1.4 6.8 78.4 7.4 4.1 2.0 8.2 11.5 
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【同居家族別】 

他に比べ、「世帯の中に障害者手帳を持っている人がいる（本人を含みます）」で『安心感が高

まった』の割合が、「世帯の中に就学前の子どもがいる」「世帯に上記にあてはまる人はいない」

で「変わらない」の割合が高くなっています。また、他に比べ、「世帯の中に中学生がいる」で『不

安感が高まった』の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

安
心
感
が
高
ま
っ
た 

や
や
安
心
感
が
高
ま
っ
た 

変
わ
ら
な
い 

や
や
不
安
感
が
高
ま
っ
た 

不
安
感
が
高
ま
っ
た 

無
回
答 

『
安
心
感
が
高
ま
っ
た
』 

『
不
安
感
が
高
ま
っ
た
』 

全体 2,194 1.8 6.6 77.2 7.8 2.7 3.9 8.4 10.5 

世帯の中に就学前の子どもがいる 263 1.5 4.6 79.8 7.2 4.9 1.9 6.1 12.1 

世帯の中に小学生がいる 261 1.1 8.4 77.4 9.6 2.3 1.1 9.5 11.9 

世帯の中に中学生がいる 165 2.4 3.0 78.8 9.1 4.8 1.8 5.4 13.9 

世帯の中に上記以外の１８歳未満の子ども
がいる 

173 1.2 6.9 76.3 8.1 3.5 4.0 8.1 11.6 

世帯の中に６５歳以上の人がいる 881 1.6 7.8 76.2 7.9 1.9 4.5 9.4 9.8 

世帯の中に障害者手帳を持っている人がい
る（本人を含みます） 

239 2.5 8.8 73.2 8.4 3.3 3.8 11.3 11.7 

世帯に上記にあてはまる人はいない 686 2.3 5.4 79.2 7.0 3.1 3.1 7.7 10.1 

 

 

（ウ） 災害 

 

【経年比較】 

『不安感が高まった』の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =
『安心感が
高まった』

『不安感が
高まった』

令和３年度調査 2,194 10.1 31.2

平成29年度調査 1,765 9.9 17.3

平成26年度調査 1,711 9.5 13.0

3.1

2.7

2.0

7.0

7.2

7.5

55.6

69.8

72.7

17.5

11.6

8.7

13.7

5.7

4.3

3.1

3.1

4.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

安心感が高まった やや安心感が高まった 変わらない

やや不安感が高まった 不安感が高まった 無回答
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【性別】 

「女性」に比べ、「男性」で「変わらない」の割合が高くなっています。一方、「男性」に比べ、

「女性」で『不安感が高まった』の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

安
心
感
が
高
ま
っ
た 

や
や
安
心
感
が
高
ま
っ
た 

変
わ
ら
な
い 

や
や
不
安
感
が
高
ま
っ
た 

不
安
感
が
高
ま
っ
た 

無
回
答 

『
安
心
感
が
高
ま
っ
た
』 

『
不
安
感
が
高
ま
っ
た
』 

全体 2,194 3.1 7.0 55.6 17.5 13.7 3.1 10.1 31.2 

男性 939 3.5 6.9 59.0 14.9 12.7 3.0 10.4 27.6 

女性 1,239 2.7 7.1 53.2 19.5 14.7 2.7 9.8 34.2 

 

 

【ブロック別】 

他に比べ、「南東部」で『安心感が高まった』の割合が、「西部 B （三潴）」で「変わらない」

の割合が高くなっています。また、他に比べ、「北部 B （北野）」で『不安感が高まった』の割合

が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

安
心
感
が
高
ま
っ
た 

や
や
安
心
感
が
高
ま
っ
た 

変
わ
ら
な
い 

や
や
不
安
感
が
高
ま
っ
た 

不
安
感
が
高
ま
っ
た 

無
回
答 

『
安
心
感
が
高
ま
っ
た
』 

『
不
安
感
が
高
ま
っ
た
』 

全体 2,194 3.1 7.0 55.6 17.5 13.7 3.1 10.1 31.2 

東部 A  144 3.5 5.6 45.8 20.1 22.2 2.8 9.1 42.3 

東部 B （田主丸） 131 2.3 6.1 52.7 16.8 18.3 3.8 8.4 35.1 

北部 A  165 2.4 5.5 44.8 24.2 21.8 1.2 7.9 46.0 

北部 B （北野） 145 6.2 3.4 36.6 29.7 20.0 4.1 9.6 49.7 

中央東部 253 1.6 5.1 60.1 18.2 10.3 4.7 6.7 28.5 

南東部 202 2.5 10.4 60.9 15.8 7.9 2.5 12.9 23.7 

中央部 266 3.4 6.8 57.5 16.5 13.9 1.9 10.2 30.4 

中央南部 345 3.8 8.7 62.6 13.0 10.7 1.2 12.5 23.7 

南西部 207 2.9 6.3 57.0 18.8 9.7 5.3 9.2 28.5 

西部 A （城島） 62 4.8 4.8 45.2 21.0 22.6 1.6 9.6 43.6 

西部 B （三潴） 148 2.0 8.8 64.2 11.5 12.2 1.4 10.8 23.7 
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【同居家族別】 

他に比べ、「世帯の中に障害者手帳を持っている人がいる（本人を含みます）」で『安心感が高

まった』の割合が、「世帯に上記にあてはまる人はいない」で「変わらない」の割合が高くなって

います。また、他に比べ、「世帯の中に中学生がいる」で『不安感が高まった』の割合が高くなっ

ています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

安
心
感
が
高
ま
っ
た 

や
や
安
心
感
が
高
ま
っ
た 

変
わ
ら
な
い 

や
や
不
安
感
が
高
ま
っ
た 

不
安
感
が
高
ま
っ
た 

無
回
答 

『
安
心
感
が
高
ま
っ
た
』 

『
不
安
感
が
高
ま
っ
た
』 

全体 2,194 3.1 7.0 55.6 17.5 13.7 3.1 10.1 31.2 

世帯の中に就学前の子どもがいる 263 3.4 5.7 50.6 20.2 18.3 1.9 9.1 38.5 

世帯の中に小学生がいる 261 1.5 7.3 53.6 21.5 14.6 1.5 8.8 36.1 

世帯の中に中学生がいる 165 3.0 6.1 48.5 21.8 18.8 1.8 9.1 40.6 

世帯の中に上記以外の１８歳未満の子ども
がいる 

173 1.2 8.7 56.6 15.0 15.0 3.5 9.9 30.0 

世帯の中に６５歳以上の人がいる 881 2.4 7.8 54.8 18.0 13.3 3.6 10.2 31.3 

世帯の中に障害者手帳を持っている人がい
る（本人を含みます） 

239 4.6 7.5 54.8 13.8 15.5 3.8 12.1 29.3 

世帯に上記にあてはまる人はいない 686 3.6 5.8 58.7 16.3 13.3 2.2 9.4 29.6 
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問 30－１ あなたやあなたのご家族がふだん生活する中で、不安に感じることは何です

か。（あてはまる番号いくつでも） 

「地震や大雨などの災害」の割合が 71.0％と最も高く、次いで「自動車による交通事故」の割

合が 68.9％、「空き巣や自転車の盗難、ひったくりなどの窃盗犯罪」の割合が 38.9％となってい

ます。 

【経年比較】 

「地震や大雨などの災害」の割合が増加傾向となっています。一方、「空き巣や自転車の盗難、

ひったくりなどの窃盗犯罪」の割合が減少傾向となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※平成 29 年度調査、平成 26 年度調査では「給付金詐欺等の電話を使った特殊詐欺」の選択肢はありませんでした。 

※平成 23 年度調査では「地震や大雨などの災害」「自動車による交通事故」「自転車による交通事故」「給付金詐欺等の電

話を使った特殊詐欺」の選択肢はありませんでした。  

％

地震や大雨などの災害

自動車による交通事故

空き巣や自転車の盗難、ひったくりな
どの窃盗犯罪

自転車による交通事故

学校や登下校時のけがや事故

暴力行為や傷害、強盗などの凶悪犯
罪

給付金詐欺等の電話を使った特殊詐
欺

痴漢や強制わいせつ、のぞき・盗撮な
どの性的犯罪

家庭内でのけがや事故（乳幼児や高
齢者の転倒など）

職場でのけがや事故（労働災害）

心の病や自殺

余暇活動や運動中のけがや事故

家庭内での暴力や虐待

特にない

無回答

71.0

68.9

38.9

35.7

21.7

19.5

18.2

17.2

16.1

14.9

10.6

7.8

1.8

4.6

1.0

63.4

73.6

44.0

38.6

23.2

14.8

－

19.5

13.7

14.7

15.3

6.9

3.7

3.4

1.0

54.2

70.3

48.9

39.5

21.6

22.2

－

23.1

14.3

13.0

13.0

7.2

3.0

5.6

2.5

－

－

62.1

－

24.3

41.1

－

29.1

28.4

19.1

27.2

10.9

12.2

3.9

0.7

0 20 40 60 80 100

令和３年度調査
（回答者数 = 2,194）

平成29年度調査
（回答者数 = 1,765）

平成26年度調査
（回答者数 = 1,711）

平成23年度調査
（回答者数 = 1,777）
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【性別】 

「男性」に比べ、「女性」で「自動車による交通事故」「痴漢や強制わいせつ、のぞき・盗撮な

どの性的犯罪」「家庭内でのけがや事故（乳幼児や高齢者の転倒など）」「地震や大雨などの災害」

の割合が高くなっています。一方、「女性」に比べ、「男性」で「暴力行為や傷害、強盗などの凶

悪犯罪」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

自
転
車
に
よ
る
交
通
事
故 

自
動
車
に
よ
る
交
通
事
故 

暴
力
行
為
や
傷
害
、
強
盗
な
ど

の
凶
悪
犯
罪 

空
き
巣
や
自
転
車
の
盗
難
、
ひ

っ
た
く
り
な
ど
の
窃
盗
犯
罪 

給
付
金
詐
欺
等
の
電
話
を
使
っ

た
特
殊
詐
欺 

痴
漢
や
強
制
わ
い
せ
つ
、
の
ぞ

き
・
盗
撮
な
ど
の
性
的
犯
罪 

職
場
で
の
け
が
や
事
故
（
労
働

災
害
） 

余
暇
活
動
や
運
動
中
の
け
が
や

事
故 

学
校
や
登
下
校
時
の
け
が
や
事

故 家
庭
内
で
の
け
が
や
事
故
（
乳

幼
児
や
高
齢
者
の
転
倒
な
ど
） 

家
庭
内
で
の
暴
力
や
虐
待 

心
の
病
や
自
殺 

地
震
や
大
雨
な
ど
の
災
害 

特
に
な
い 

無
回
答 

全体 2,194 35.7 68.9 19.5 38.9 18.2 17.2 14.9 7.8 21.7 16.1 1.8 10.6 71.0 4.6 1.0 

男性 939 34.9 66.5 22.2 38.1 19.0 13.2 15.8 7.6 20.8 13.3 2.1 12.6 67.7 5.4 1.0 

女性 1,239 36.4 71.0 17.6 39.7 17.7 20.4 14.2 8.1 22.4 18.4 1.5 9.1 73.9 4.0 0.7 
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【年齢別】 

他に比べ、「40 歳代」で「自転車による交通事故」「痴漢や強制わいせつ、のぞき・盗撮などの

性的犯罪」「学校や登下校時のけがや事故」「地震や大雨などの災害」の割合が、「30 歳代」で「自

動車による交通事故」「余暇活動や運動中のけがや事故」の割合が高くなっています。また、「18

～29 歳」で「職場でのけがや事故（労働災害）」「地震や大雨などの災害」の割合が、「50 歳代」

で「自動車による交通事故」「空き巣や自転車の盗難、ひったくりなどの窃盗犯罪」「地震や大雨

などの災害」の割合が、「65～69 歳」で「給付金詐欺等の電話を使った特殊詐欺」の割合が、「75

歳以上」で「家庭内でのけがや事故（乳幼児や高齢者の転倒など）」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

自
転
車
に
よ
る
交
通
事
故 

自
動
車
に
よ
る
交
通
事
故 

暴
力
行
為
や
傷
害
、
強
盗
な
ど

の
凶
悪
犯
罪 

空
き
巣
や
自
転
車
の
盗
難
、
ひ

っ
た
く
り
な
ど
の
窃
盗
犯
罪 

給
付
金
詐
欺
等
の
電
話
を
使

っ
た
特
殊
詐
欺 

痴
漢
や
強
制
わ
い
せ
つ
、
の
ぞ

き
・
盗
撮
な
ど
の
性
的
犯
罪 

職
場
で
の
け
が
や
事
故
（
労
働

災
害
） 

余
暇
活
動
や
運
動
中
の
け
が

や
事
故 

学
校
や
登
下
校
時
の
け
が
や

事
故 

家
庭
内
で
の
け
が
や
事
故
（
乳

幼
児
や
高
齢
者
の
転
倒
な
ど
） 

家
庭
内
で
の
暴
力
や
虐
待 

心
の
病
や
自
殺 

地
震
や
大
雨
な
ど
の
災
害 

特
に
な
い 

無
回
答 

全体 2,194 35.7 68.9 19.5 38.9 18.2 17.2 14.9 7.8 21.7 16.1 1.8 10.6 71.0 4.6 1.0 

18～29 歳 171 30.4 67.3 22.2 32.7 11.7 23.4 20.5 8.2 18.1 9.4 2.9 13.5 76.6 6.4 0.6 

30 歳代 253 40.7 71.9 23.7 37.9 14.2 23.3 19.8 12.3 38.3 15.0 2.8 14.2 71.9 3.6 0.4 

40 歳代 368 51.4 67.9 22.8 41.3 13.6 25.5 15.2 8.7 42.7 11.7 2.7 14.7 76.6 3.0 0.8 

50 歳代 382 35.1 72.8 21.2 44.2 19.4 23.0 17.8 6.8 19.1 10.5 1.3 14.9 76.2 3.1 0.5 

60～64 歳 235 28.9 68.5 18.7 40.9 17.4 17.0 16.2 6.4 11.9 17.4 1.7 8.9 70.2 4.3 0.9 

65～69 歳 284 28.2 68.3 16.5 40.5 24.3 7.7 13.0 5.6 11.3 19.0 1.8 6.3 66.9 4.9 0.4 

70～74 歳 293 30.7 64.5 13.3 38.9 20.8 7.2 9.6 9.2 12.3 21.8 1.0 4.8 64.5 6.8 2.0 

75 歳以上 197 33.5 69.5 17.3 26.9 23.9 7.1 6.6 5.1 10.2 28.9 － 4.1 62.9 6.6 2.0 
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【同居家族別】 

他に比べ、「世帯の中に中学生がいる」で「自転車による交通事故」「痴漢や強制わいせつ、の

ぞき・盗撮などの性的犯罪」「余暇活動や運動中のけがや事故」「地震や大雨などの災害」の割合

が、「世帯の中に就学前の子どもがいる」で「自動車による交通事故」「暴力行為や傷害、強盗な

どの凶悪犯罪」「空き巣や自転車の盗難、ひったくりなどの窃盗犯罪」「地震や大雨などの災害」

の割合が高くなっています。また、「世帯の中に上記以外の１８歳未満の子どもがいる」で「空き

巣や自転車の盗難、ひったくりなどの窃盗犯罪」の割合が、「世帯の中に６５歳以上の人がいる」

で「給付金詐欺等の電話を使った特殊詐欺」の割合が、「世帯の中に小学生がいる」で「学校や登

下校時のけがや事故」の割合が、「世帯の中に障害者手帳を持っている人がいる（本人を含みま

す）」で「家庭内でのけがや事故（乳幼児や高齢者の転倒など）」「心の病や自殺」の割合が高くな

っています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

自
転
車
に
よ
る
交
通
事
故 

自
動
車
に
よ
る
交
通
事
故 

暴
力
行
為
や
傷
害
、
強
盗
な
ど
の
凶
悪
犯
罪 

空
き
巣
や
自
転
車
の
盗
難
、
ひ
っ
た
く
り
な
ど
の
窃
盗
犯
罪 

給
付
金
詐
欺
等
の
電
話
を
使
っ
た
特
殊
詐
欺 

痴
漢
や
強
制
わ
い
せ
つ
、
の
ぞ
き
・
盗
撮
な
ど
の
性
的
犯
罪 

職
場
で
の
け
が
や
事
故
（
労
働
災
害
） 

余
暇
活
動
や
運
動
中
の
け
が
や
事
故 

学
校
や
登
下
校
時
の
け
が
や
事
故 

家
庭
内
で
の
け
が
や
事
故
（
乳
幼
児
や
高
齢
者
の
転
倒
な
ど
） 

家
庭
内
で
の
暴
力
や
虐
待 

心
の
病
や
自
殺 

地
震
や
大
雨
な
ど
の
災
害 

特
に
な
い 

無
回
答 

全体 2,194 35.7 68.9 19.5 38.9 18.2 17.2 14.9 7.8 21.7 16.1 1.8 10.6 71.0 4.6 1.0 

世帯の中に就学前
の子どもがいる 

263 42.6 75.7 24.7 41.1 12.9 23.6 18.6 11.8 54.0 20.5 2.7 10.3 74.5 3.4 0.8 

世帯の中に小学生
がいる 

261 64.4 73.9 21.5 38.3 8.4 31.0 16.5 12.3 77.0 8.8 1.9 12.3 72.0 3.1 0.4 

世帯の中に中学生
がいる 

165 70.3 70.3 18.2 40.6 9.7 34.5 18.2 16.4 70.3 9.1 2.4 13.3 74.5 1.8 － 

世帯の中に上記以
外の 18 歳未満の
子どもがいる 

173 60.7 71.1 20.8 41.0 13.3 29.5 17.3 10.4 46.8 9.2 2.9 13.9 70.5 3.5 0.6 

世帯の中に 65 歳
以上の人がいる 

881 31.7 71.7 18.0 39.4 27.4 12.7 14.2 9.0 14.1 23.2 2.2 8.7 70.0 4.9 1.0 

世帯の中に障害者
手帳を持っている
人がいる（本人を
含みます） 

239 32.2 64.4 20.1 37.2 22.2 15.9 14.6 10.9 16.7 25.9 2.5 16.3 69.0 6.7 1.3 

世帯に上記にあて
はまる人はいない 

686 28.3 65.5 20.4 37.9 13.3 16.8 17.1 5.7 8.5 10.1 1.6 11.2 73.9 5.0 0.3 
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問 30－２ あなたは、けがや事故、犯罪などを防いだり、災害への備えとして、個人や

地域で特にどのような取り組みや対策を行うことが必要だと思いますか。 

（あてはまる番号いくつでも） 

「一人ひとりが注意して事故や犯罪にあわないように気をつける」の割合が 63.7％と最も高

く、次いで「地域内の危険箇所や不安箇所の点検を行い、安全・安心マップを作成する」の割合

が 55.5％、「近隣住民とのあいさつなど、近所づきあいを良くする」の割合が 47.1％となってい

ます。 

 

【経年比較】 

「地域内の危険個所や不安箇所の点検を行い、安全・安心マップを作製する」「地震や火災、水

害などの災害が起きた時のために防災訓練を行う」の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※平成 29 年度以前の調査には「詐欺や自殺などの予防について、市の出前講座を利用して理解を深める」の選択肢はあ

りませんでした。 

  

％

一人ひとりが注意して事故や
犯罪にあわないように気をつ
ける

地域内の危険箇所や不安箇
所の点検を行い、安全・安心
マップを作成する

近隣住民とのあいさつなど、
近所づきあいを良くする

登下校時の児童や、一人暮
らしなどの高齢者の見守り活
動を行う

地震や火災、水害など災害
が起きた時のために防災訓
練を行う

日頃から地域の防犯パトロー
ルや防犯活動に積極的に参
加する

交通安全や転倒予防、防犯
などに関する学習会を開く

詐欺や自殺などの予防につ
いて、市の出前講座を利用し
て理解を深める

その他

無回答

63.7

55.5

47.1

44.1

33.5

13.6

9.3

8.8

1.9

2.1

61.4

36.8

52.6

47.3

22.2

12.1

6.7

－

1.6

1.4

60.4

43.5

51.8

51.7

20.0

12.1

7.2

－

1.1

3.4

64.1

42.4

50.3

50.4

19.4

21.6

7.9

－

2.0

2.1

0 20 40 60 80 100

令和３年度調査
（回答者数 = 2,194）

平成29年度調査
（回答者数 = 1,765）

平成26年度調査
（回答者数 = 1,711）

平成23年度調査
（回答者数 = 1,777）
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【性別】 

「男性」に比べ、「女性」で「登下校時の児童や、一人暮らしなどの高齢者の見守り活動を行う」

「近隣住民とのあいさつなど、近所づきあいを良くする」「一人ひとりが注意して事故や犯罪に

あわないように気をつける」の割合が高くなっています。一方、「女性」に比べ、「男性」で「日

頃から地域の防犯パトロールや防犯活動に積極的に参加する」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

地
域
内
の
危
険
箇
所
や
不
安
箇
所
の
点
検

を
行
い
、
安
全
・
安
心
マ
ッ
プ
を
作
成
す
る 

登
下
校
時
の
児
童
や
、
一
人
暮
ら
し
な
ど

の
高
齢
者
の
見
守
り
活
動
を
行
う 

近
隣
住
民
と
の
あ
い
さ
つ
な
ど
、
近
所
づ

き
あ
い
を
良
く
す
る 

日
頃
か
ら
地
域
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
や
防

犯
活
動
に
積
極
的
に
参
加
す
る 

交
通
安
全
や
転
倒
予
防
、
防
犯
な
ど
に
関

す
る
学
習
会
を
開
く 

詐
欺
や
自
殺
な
ど
の
予
防
に
つ
い
て
、
市

の
出
前
講
座
を
利
用
し
て
理
解
を
深
め
る 

地
震
や
火
災
、
水
害
な
ど
災
害
が
起
き
た

時
の
た
め
に
防
災
訓
練
を
行
う 

一
人
ひ
と
り
が
注
意
し
て
事
故
や
犯
罪
に

あ
わ
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
る 

そ
の
他 

無
回
答 

全体 2,194 55.5 44.1 47.1 13.6 9.3 8.8 33.5 63.7 1.9 2.1 

男性 939 55.6 40.1 43.9 16.1 10.8 9.5 34.8 57.3 2.4 2.2 

女性 1,239 55.3 47.0 49.6 11.8 8.4 8.3 32.7 68.6 1.5 1.9 
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【性別・年齢別】 

他に比べ、「女性の 30 歳代」で「登下校時の児童や、一人暮らしなどの高齢者の見守り活動を

行う」「地震や火災、水害など災害が起きた時のために防災訓練を行う」の割合が高くなっていま

す。また、「女性の 75 歳以上」で「近隣住民とのあいさつなど、近所づきあいを良くする」の割

合が、「男性の 60～64 歳」で「日頃から地域の防犯パトロールや防犯活動に積極的に参加する」

の割合が、「女性の 18～29 歳」で「一人ひとりが注意して事故や犯罪にあわないように気をつけ

る」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

地
域
内
の
危
険
箇
所
や
不
安
箇
所
の
点
検

を
行
い
、
安
全
・
安
心
マ
ッ
プ
を
作
成
す
る 

登
下
校
時
の
児
童
や
、
一
人
暮
ら
し
な
ど

の
高
齢
者
の
見
守
り
活
動
を
行
う 

近
隣
住
民
と
の
あ
い
さ
つ
な
ど
、
近
所
づ

き
あ
い
を
良
く
す
る 

日
頃
か
ら
地
域
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
や
防

犯
活
動
に
積
極
的
に
参
加
す
る 

交
通
安
全
や
転
倒
予
防
、
防
犯
な
ど
に
関

す
る
学
習
会
を
開
く 

詐
欺
や
自
殺
な
ど
の
予
防
に
つ
い
て
、
市

の
出
前
講
座
を
利
用
し
て
理
解
を
深
め
る 

地
震
や
火
災
、
水
害
な
ど
災
害
が
起
き
た

時
の
た
め
に
防
災
訓
練
を
行
う 

一
人
ひ
と
り
が
注
意
し
て
事
故
や
犯
罪
に

あ
わ
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
る 

そ
の
他 

無
回
答 

全体 2,194 55.5 44.1 47.1 13.6 9.3 8.8 33.5 63.7 1.9 2.1 

男性 18～29歳 71 53.5 31.0 23.9 15.5 9.9 9.9 32.4 54.9 2.8 1.4 

   30 歳代 105 44.8 32.4 37.1 16.2 11.4 9.5 35.2 50.5 1.0 1.9 

   40 歳代 153 56.2 52.9 47.7 20.9 15.0 9.8 39.9 54.2 5.2 3.3 

   50 歳代 161 55.9 37.3 34.2 13.0 10.6 11.8 37.9 59.6 1.9 1.9 

   60～64歳 95 57.9 38.9 38.9 28.4 11.6 11.6 28.4 55.8 3.2 2.1 

   65～69歳 132 56.8 34.8 51.5 12.9 10.6 9.8 34.8 58.3 3.0 0.8 

   70～74歳 130 58.5 42.3 53.1 12.3 6.9 3.8 31.5 63.1 1.5 3.1 

   75歳以上 91 60.4 46.2 59.3 11.0 8.8 9.9 34.1 60.4 － 2.2 

女性 18～29歳 99 48.5 35.4 41.4 16.2 11.1 10.1 42.4 74.7 - 2.0 

   30 歳代 148 48.6 58.8 48.6 16.2 8.8 8.8 47.3 62.8 1.4 － 

   40 歳代 214 53.7 54.2 45.8 16.4 8.4 9.8 35.0 67.8 3.3 1.4 

   50 歳代 221 54.8 45.7 44.8 11.8 10.4 8.6 30.8 61.1 1.8 1.4 

   60～64歳 140 62.1 45.0 47.9 9.3 5.0 7.9 30.0 72.9 1.4 0.7 

   65～69歳 151 59.6 42.4 53.0 6.0 9.3 7.9 23.2 70.2 0.7 2.6 

   70～74歳 161 59.0 49.1 55.9 7.5 6.2 5.6 30.4 74.5 － 3.7 

   75歳以上 105 54.3 35.2 64.8 10.5 7.6 7.6 22.9 71.4 1.9 3.8 
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【ブロック別】 

他に比べ、「東部 A」で「地域内の危険箇所や不安箇所の点検を行い、安全・安心マップを作成

する」の割合が、「中央東部」で「登下校時の児童や、一人暮らしなどの高齢者の見守り活動を行

う」の割合が高くなっています。また、「西部 A （城島）」で「近隣住民とのあいさつなど、近所

づきあいを良くする」「交通安全や転倒予防、防犯などに関する学習会を開く」の割合が、「東部

B （田主丸）」で「日頃から地域の防犯パトロールや防犯活動に積極的に参加する」「交通安全や

転倒予防、防犯などに関する学習会を開く」「詐欺や自殺などの予防について、市の出前講座を利

用して理解を深める」の割合が、「中央南部」で「交通安全や転倒予防、防犯などに関する学習会

を開く」の割合が、「北部 B （北野）」で「地震や火災、水害など災害が起きた時のために防災訓

練を行う」の割合が、「中央部」で「一人ひとりが注意して事故や犯罪にあわないように気をつけ

る」の割合が、「南西部」で「一人ひとりが注意して事故や犯罪にあわないように気をつける」の

割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

地
域
内
の
危
険
箇
所
や
不
安
箇
所
の
点
検

を
行
い
、
安
全
・
安
心
マ
ッ
プ
を
作
成
す
る 

登
下
校
時
の
児
童
や
、
一
人
暮
ら
し
な
ど

の
高
齢
者
の
見
守
り
活
動
を
行
う 

近
隣
住
民
と
の
あ
い
さ
つ
な
ど
、
近
所
づ

き
あ
い
を
良
く
す
る 

日
頃
か
ら
地
域
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
や
防

犯
活
動
に
積
極
的
に
参
加
す
る 

交
通
安
全
や
転
倒
予
防
、
防
犯
な
ど
に
関

す
る
学
習
会
を
開
く 

詐
欺
や
自
殺
な
ど
の
予
防
に
つ
い
て
、
市

の
出
前
講
座
を
利
用
し
て
理
解
を
深
め
る 

地
震
や
火
災
、
水
害
な
ど
災
害
が
起
き
た

時
の
た
め
に
防
災
訓
練
を
行
う 

一
人
ひ
と
り
が
注
意
し
て
事
故
や
犯
罪
に

あ
わ
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
る 

そ
の
他 

無
回
答 

全体 2,194 55.5 44.1 47.1 13.6 9.3 8.8 33.5 63.7 1.9 2.1 

東部 A  144 62.5 47.2 52.1 12.5 10.4 6.9 41.7 66.0 2.8 － 

東部 B （田主丸） 131 53.4 48.1 48.9 18.3 11.5 13.7 41.2 60.3 － 1.5 

北部 A  165 51.5 46.7 44.2 13.3 9.1 7.9 40.0 64.8 3.6 0.6 

北部 B （北野） 145 55.2 40.7 46.2 13.8 7.6 9.0 46.2 54.5 2.1 3.4 

中央東部 253 55.3 49.0 46.2 14.2 9.5 7.9 30.0 58.5 4.7 2.4 

南東部 202 55.9 41.6 49.0 13.9 10.4 9.4 30.2 60.4 0.5 2.5 

中央部 266 54.1 45.5 44.7 13.5 10.9 10.5 37.6 67.7 1.5 0.8 

中央南部 345 59.4 45.2 47.0 11.9 11.0 9.9 30.1 66.7 0.9 2.9 

南西部 207 50.7 38.2 44.4 13.5 6.3 7.7 26.6 67.6 1.9 2.4 

西部 A （城島） 62 50.0 41.9 53.2 16.1 11.3 12.9 41.9 62.9 － － 

西部 B （三潴） 148 60.8 47.3 48.0 13.5 5.4 4.7 25.7 59.5 2.0 1.4 
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問 31 地震や風水害などの災害時に電気・水道・ガスなどがストップした場合に備え

て、あなたのご家庭では水や食料をどの程度備蓄していますか。 

（あてはまる番号それぞれ１つずつ） 

《（ア） 水( １日あたり１人３リットルが目安) 》で「１日分」「何もしていない」の割合が

高くなっています。また、《（イ） 食料》で「３日分以上」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ア） 水(１日あたり１人３リットルが目安) 

「何もしていない」の割合が 36.6％と最も高く、次いで「２日分」の割合が 22.6％、「１日分」

の割合が 21.5％となっています。 

【経年比較】 

「何もしていない」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

大きな差異はみられません。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

１
日
分 

２
日
分 

３
日
分
以
上 

何
も
し
て
い
な
い 

無
回
答 

全体 2,194 21.5 22.6 18.3 36.6 1.0 

男性 939 19.7 21.8 19.3 38.1 1.1 

女性 1,239 23.1 22.9 17.6 35.8 0.6 

  

１日分 ２日分 ３日分以上 何もしていない 無回答

回答者数 = 2,194

（ア）　水( １日あたり１人３リットル
が目安)

（イ）　食料

21.5

16.9

22.6

25.7

18.3

23.9

36.6

32.0

1.0

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

令和３年度調査 2,194

平成29年度調査 1,765

平成26年度調査 1,711

平成23年度調査 1,777

21.5

17.6

15.4

14.4

22.6

15.0

14.6

13.9

18.3

12.1

11.3

11.7

36.6

54.4

55.9

59.5

1.0

1.0

2.7

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１日分 ２日分 ３日分以上 何もしていない 無回答
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【年齢別】 

他に比べ、「30 歳代」「40 歳代」「60～64 歳」で「１日分」の割合が高くなっています。また、

「75 歳以上」で「２日分」の割合が、「65～69 歳」で「３日分以上」の割合が高くなっています。

また、年齢が低くなるほど「何もしていない」の割合が高くなる傾向がみられます。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

１
日
分 

２
日
分 

３
日
分
以
上 

何
も
し
て
い
な
い 

無
回
答 

全体 2,194 21.5 22.6 18.3 36.6 1.0 

18～29 歳 171 17.5 21.6 16.4 44.4 - 

30 歳代 253 24.5 21.3 10.3 43.5 0.4 

40 歳代 368 24.5 20.4 15.8 38.6 0.8 

50 歳代 382 22.3 20.9 19.1 36.9 0.8 

60～64 歳 235 24.3 24.7 16.6 33.6 0.9 

65～69 歳 284 20.1 22.9 25.0 31.7 0.4 

70～74 歳 293 16.4 23.9 24.9 33.1 1.7 

75 歳以上 197 21.3 25.9 16.8 33.5 2.5 
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【ブロック別】 

他に比べ、「中央部」で「１日分」の割合が、「西部 A （城島）」で「２日分」の割合が高くな

っています。また、「北部 B （北野）」で「３日分以上」の割合が、「南東部」で「何もしていな

い」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

１
日
分 

２
日
分 

３
日
分
以
上 

何
も
し
て
い
な
い 

無
回
答 

全体 2,194 21.5 22.6 18.3 36.6 1.0 

東部 A  144 18.8 18.8 21.5 41.0 － 

東部 B （田主丸） 131 18.3 20.6 19.1 40.5 1.5 

北部 A  165 23.0 23.6 20.6 32.7 － 

北部 B （北野） 145 16.6 23.4 23.4 34.5 2.1 

中央東部 253 24.1 24.5 19.4 30.8 1.2 

南東部 202 18.3 21.8 16.8 42.1 1.0 

中央部 266 25.6 22.9 15.0 36.5 － 

中央南部 345 23.5 24.6 16.2 34.8 0.9 

南西部 207 21.7 16.9 22.7 36.7 1.9 

西部 A （城島） 62 21.0 25.8 12.9 40.3 － 

西部 B （三潴） 148 19.6 22.3 16.9 41.2 － 

 

  



132 

（イ） 食料 

「何もしていない」の割合が 32.0％と最も高く、次いで「２日分」の割合が 25.7％、「３日分」

の割合が 23.9％となっています。 

 

【経年比較】 

「何もしていない」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

「男性」に比べ、「女性」で「２日分」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

１
日
分 

２
日
分 

３
日
分
以
上 

何
も
し
て
い
な
い 

無
回
答 

全体 2,194 16.9 25.7 23.9 32.0 1.5 

男性 939 17.3 23.2 24.8 32.9 1.8 

女性 1,239 16.8 27.5 23.2 31.5 1.0 

 

  

回答者数 =

令和３年度調査 2,194

平成29年度調査 1,765

平成26年度調査 1,711

平成23年度調査 1,777

16.9

16.0

14.6

12.8

25.7

17.7

18.1

16.4

23.9

14.3

15.7

19.7

32.0

50.4

48.1

50.4

1.5

1.6

3.6

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１日分 ２日分 ３日分以上 何もしていない 無回答
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【年齢別】 

他に比べ、「30 歳代」で「１日分」の割合が、「60～64 歳」で「２日分」の割合が高くなってい

ます。また、「70～74 歳」で「２日分」「３日分以上」の割合が高くなっています。また、年齢が

低くなるほど「何もしていない」の割合が高くなる傾向がみられます。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

１
日
分 

２
日
分 

３
日
分
以
上 

何
も
し
て
い
な
い 

無
回
答 

全体 2,194 16.9 25.7 23.9 32.0 1.5 

18～29 歳 171 16.4 20.5 19.3 43.3 0.6 

30 歳代 253 21.7 23.3 14.2 39.9 0.8 

40 歳代 368 19.8 26.6 21.5 30.7 1.4 

50 歳代 382 18.3 24.9 23.3 32.5 1.0 

60～64 歳 235 17.4 27.7 23.4 30.2 1.3 

65～69 歳 284 16.2 26.8 29.6 27.1 0.4 

70～74 歳 293 11.3 27.3 32.1 27.0 2.4 

75 歳以上 197 12.2 26.4 26.4 29.9 5.1 
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【ブロック別】 

他に比べ、「北部 A」で「１日分」の割合が、「東部 A」「中央東部」「中央部」で「２日分」の割

合が、「東部 A」「東部 B （田主丸）」で「３日分以上」の割合が、「西部 A （城島）」で「何もし

ていない」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

１
日
分 

２
日
分 

３
日
分
以
上 

何
も
し
て
い
な
い 

無
回
答 

全体 2,194 16.9 25.7 23.9 32.0 1.5 

東部 A  144 18.8 28.5 27.1 25.0 0.7 

東部 B （田主丸） 131 16.0 22.9 27.5 31.3 2.3 

北部 A  165 20.6 24.2 21.2 33.3 0.6 

北部 B （北野） 145 15.2 26.9 25.5 29.0 3.4 

中央東部 253 17.0 28.1 23.3 30.4 1.2 

南東部 202 15.8 24.8 23.8 34.7 1.0 

中央部 266 18.8 28.6 20.3 32.0 0.4 

中央南部 345 16.2 25.2 25.2 32.2 1.2 

南西部 207 16.4 22.2 25.6 32.4 3.4 

西部 A （城島） 62 12.9 25.8 19.4 41.9 － 

西部 B （三潴） 148 14.9 25.0 22.3 37.2 0.7 
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問 32 あなたのご家庭では、地震や水害などの災害に備え、次にあげるような対策をと

っていますか。（あてはまる番号いくつでも） 

「地震・水害などに対応した保険の加入」の割合が 47.0％と最も高く、次いで「家族との連絡

方法の確認」の割合が 33.4％、「非常持ち出し袋の用意」の割合が 26.5％となっています。 

 

【経年比較】 

「地震・水害などに対応した保険の加入」「家族との連絡方法の確認」「非常持ち出し袋の用意」

の割合が増加しています。一方、「特にしていない」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※平成 23 年度調査には「災害に関する情報入手方法の確保」「その他」の選択肢はありませんでした。 

  

令和３年度調査
（回答者数 = 2,194）

平成29年度調査
（回答者数 = 1,765）

平成26年度調査
（回答者数 = 1,711）

平成23年度調査
（回答者数 = 1,777）

％

地震・水害などに対応した
保険の加入

家族との連絡方法の確認

非常持ち出し袋の用意

災害に関する情報入手方
法の確保

家具や冷蔵庫などの転倒防
止

建物の耐震化

その他

特にしていない

無回答

47.0

33.4

26.5

21.1

14.6

13.1

0.7

24.4

1.1

30.4

26.3

19.5

14.4

12.8

10.1

0.8

37.9

1.1

27.5

20.9

13.2

11.5

11.0

9.3

0.5

44.0

2.4

29.6

20.0

13.3

－

12.2

9.1

－

46.2

0.7

0 20 40 60 80 100
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【性別】 

大きな差異はみられません。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

非
常
持
ち
出
し
袋
の

用
意 

家
族
と
の
連
絡
方
法

の
確
認 

地
震
・
水
害
な
ど
に
対

応
し
た
保
険
の
加
入 

建
物
の
耐
震
化 

家
具
や
冷
蔵
庫
な
ど

の
転
倒
防
止 

災
害
に
関
す
る
情
報

入
手
方
法
の
確
保 

そ
の
他 

特
に
し
て
い
な
い 

無
回
答 

全体 2,194 26.5 33.4 47.0 13.1 14.6 21.1 0.7 24.4 1.1 

男性 939 24.9 32.9 47.1 12.9 15.9 21.0 0.6 25.9 1.2 

女性 1,239 27.8 33.6 47.0 13.5 13.6 21.2 0.7 23.2 1.0 
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【性別・年齢別】 

他に比べ、「女性の 75 歳以上」で「非常持ち出し袋の用意」の割合が、「男性の 75 歳以上」で

「家族との連絡方法の確認」の割合が高くなっています。また、「女性の 60～64 歳、70～74 歳」

で「地震・水害などに対応した保険の加入」の割合が、「男性の 40 歳代」で「建物の耐震化」の

割合が、「女性の 65～69 歳」で「家具や冷蔵庫などの転倒防止」の割合が、「男女ともに 18～29

歳」で「災害に関する情報入手方法の確保」の割合が、「男性の 30 歳代」で「特にしていない」

の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

非
常
持
ち
出
し
袋
の

用
意 

家
族
と
の
連
絡
方
法

の
確
認 

地
震
・
水
害
な
ど
に
対

応
し
た
保
険
の
加
入 

建
物
の
耐
震
化 

家
具
や
冷
蔵
庫
な
ど

の
転
倒
防
止 

災
害
に
関
す
る
情
報

入
手
方
法
の
確
保 

そ
の
他 

特
に
し
て
い
な
い 

無
回
答 

全体 2,194 26.5 33.4 47.0 13.1 14.6 21.1 0.7 24.4 1.1 

男性 18～29 歳 71 23.9 36.6 32.4 15.5 16.9 29.6 - 22.5 - 

   30 歳代 105 28.6 27.6 37.1 14.3 18.1 25.7 － 36.2 1.0 

   40 歳代 153 22.2 32.7 46.4 18.3 17.0 20.3 － 30.1 0.7 

   50 歳代 161 24.8 36.6 49.7 9.9 17.4 19.3 1.9 23.6 1.2 

   60～64 歳 95 22.1 23.2 42.1 10.5 11.6 17.9 1.1 29.5 2.1 

   65～69 歳 132 24.2 28.0 54.5 12.9 14.4 17.4 0.8 26.5 0.8 

   70～74 歳 130 23.1 36.9 51.5 10.8 16.2 22.3 0.8 20.0 2.3 

   75 歳以上 91 33.0 41.8 54.9 11.0 14.3 19.8 － 16.5 1.1 

女性 18～29 歳 99 23.2 33.3 38.4 16.2 16.2 29.3 1.0 28.3 - 

   30 歳代 148 26.4 31.1 34.5 17.6 13.5 27.7 － 32.4 － 

   40 歳代 214 28.0 26.6 44.4 15.9 13.1 17.3 1.4 27.6 0.9 

   50 歳代 221 24.9 36.2 47.1 14.9 13.1 24.4 0.5 19.9 0.9 

   60～64 歳 140 25.0 30.0 57.9 8.6 8.6 14.3 0.7 19.3 1.4 

   65～69 歳 151 25.8 38.4 47.0 11.3 19.2 23.2 0.7 23.8 0.7 

   70～74 歳 161 33.5 37.3 57.8 14.3 13.0 18.6 1.2 15.5 1.2 

   75 歳以上 105 37.1 38.1 46.7 5.7 13.3 16.2 － 20.0 2.9 
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【ブロック別】 

他に比べ、「東部 A」で「非常持ち出し袋の用意」「建物の耐震化」の割合が、「西部 B （三潴）」

で「家族との連絡方法の確認」の割合が高くなっています。また、「北部 B （北野）」で「地震・

水害などに対応した保険の加入」「災害に関する情報入手方法の確保」の割合が、「中央南部」で

「家具や冷蔵庫などの転倒防止」の割合が、「南東部」「中央部」で「特にしていない」の割合が

高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

非
常
持
ち
出
し
袋
の

用
意 

家
族
と
の
連
絡
方
法

の
確
認 

地
震
・
水
害
な
ど
に
対

応
し
た
保
険
の
加
入 

建
物
の
耐
震
化 

家
具
や
冷
蔵
庫
な
ど

の
転
倒
防
止 

災
害
に
関
す
る
情
報

入
手
方
法
の
確
保 

そ
の
他 

特
に
し
て
い
な
い 

無
回
答 

全体 2,194 26.5 33.4 47.0 13.1 14.6 21.1 0.7 24.4 1.1 

東部 A  144 34.0 35.4 55.6 19.4 15.3 20.1 0.7 20.1 0.7 

東部 B （田主丸） 131 26.7 22.1 50.4 9.9 10.7 18.3 0.8 24.4 1.5 

北部 A  165 26.7 35.8 37.0 12.7 15.8 25.5 2.4 24.8 － 

北部 B （北野） 145 25.5 33.1 61.4 11.7 14.5 29.7 1.4 12.4 2.1 

中央東部 253 29.6 35.2 45.5 13.0 12.6 18.2 1.2 24.1 1.6 

南東部 202 26.2 34.7 41.1 9.9 12.9 22.3 0.5 28.7 0.5 

中央部 266 25.9 35.3 47.0 14.3 14.7 18.8 － 28.9 0.8 

中央南部 345 27.8 32.8 44.1 14.5 18.3 21.2 0.6 25.8 0.9 

南西部 207 21.7 28.5 45.9 10.1 11.6 21.7 0.5 27.1 2.4 

西部 A （城島） 62 24.2 32.3 59.7 11.3 11.3 17.7 － 16.1 － 

西部 B （三潴） 148 18.9 38.5 52.0 15.5 16.2 19.6 － 20.9 0.7 
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問 33－１ 久留米市では、災害が起こった時のために、校区内の公立小中学校やコミュ

ニティセンター、市役所関連施設などを避難所に指定しています。次の

（ア）（イ）について、あてはまるものを選んでください。 

（あてはまる番号それぞれ１つずつ） 

《（ア） 自宅の近くにある避難所の場所を知っていますか。》で「場所を知っており、避難経

路も決めている」「場所は知っているが、避難経路は特に決めていない」の割合が高くなっていま

す。また、《（イ） 通勤・通学をされている方に あなたの仕事場や学校の近くにある避難所の

場所を知っていますか。》で「場所も知らず、避難経路も決めていない」割合が高くなっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ア） 自宅の近くにある避難所の場所を知っていますか。 

「場所は知っているが、避難経路は特に決めていない」の割合が 59.1％と最も高く、次いで「場

所を知っており、避難経路も決めている」の割合が 29.1％、「場所も知らず、避難経路も決めて

いない」の割合が 10.2％となっています。 

【経年比較】 

「場所を知っており、避難経路もきめている」の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※平成 23 年度調査の「場所は知っているが、避難経路は特に決めていない」は、「場所は知っているが、避難経路は特

に決めていない」と「場所がどこかは知っているが、行ったことはない」の合計です。  

回答者数 = 2,194

（ア）　自宅の近くにある避難所の場
所を知っていますか。

（イ）　  通勤・通学をされている方に
あなたの仕事場や学校の近くにある
避難所の場所を知っていますか。

29.1

17.1

59.1

30.0

10.2

40.5

1.6

12.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

場所を知っており、避難経路も決めている

場所は知っているが、避難経路は特に決めていない

場所も知らず、避難経路も決めていない

無回答

場所を知っており、避難経路も決めている

場所は知っているが、避難経路は特に決めていない

場所も知らず、避難経路も決めていない

無回答

回答者数 =

令和３年度調査 2,194

平成29年度調査 1,765

平成26年度調査 1,711

平成23年度調査 1,777

29.1

23.7

25.1

19.1

59.1

58.5

49.9

54.8

10.2

16.8

22.9

25.6

1.6

0.9

2.2

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【性別】 

「女性」に比べ、「男性」で「場所も知らず、避難経路も決めていない」の割合が高くなってい

ます。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

場
所
を
知
っ
て
お
り
、

避
難
経
路
も
決
め
て

い
る 

場
所
は
知
っ
て
い
る

が
、
避
難
経
路
は
特
に

決
め
て
い
な
い 

場
所
も
知
ら
ず
、
避
難

経
路
も
決
め
て
い
な

い 無
回
答 

全体 2,194 29.1 59.1 10.2 1.6 

男性 939 31.0 53.6 14.1 1.4 

女性 1,239 27.7 63.5 7.3 1.5 

 

 

【年齢別】 

年齢が高くなるにつれて「場所を知っており、避難経路も決めている」の割合が高くなる傾向

がみられます。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

場
所
を
知
っ
て
お
り
、

避
難
経
路
も
決
め
て

い
る 

場
所
は
知
っ
て
い
る

が
、
避
難
経
路
は
特
に

決
め
て
い
な
い 

場
所
も
知
ら
ず
、
避
難

経
路
も
決
め
て
い
な

い 無
回
答 

全体 2,194 29.1 59.1 10.2 1.6 

18～29 歳 171 25.7 60.2 14.0 - 

30 歳代 253 20.2 63.6 15.4 0.8 

40 歳代 368 23.1 63.3 12.5 1.1 

50 歳代 382 27.5 61.5 10.2 0.8 

60～64 歳 235 31.1 56.2 9.8 3.0 

65～69 歳 284 31.0 59.9 8.8 0.4 

70～74 歳 293 37.9 52.2 6.5 3.4 

75 歳以上 197 39.1 52.8 4.6 3.6 
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【ブロック別】 

他に比べ、「東部 B （田主丸）」で「場所を知っており、避難経路も決めている」の割合が、「北

部 A」で「場所は知っているが、避難経路は特に決めていない」の割合が高くなっています。ま

た、「中央南部」で「場所も知らず、避難経路も決めていない」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

場
所
を
知
っ
て
お
り
、

避
難
経
路
も
決
め
て

い
る 

場
所
は
知
っ
て
い
る

が
、
避
難
経
路
は
特
に

決
め
て
い
な
い 

場
所
も
知
ら
ず
、
避
難

経
路
も
決
め
て
い
な

い 無
回
答 

全体 2,194 29.1 59.1 10.2 1.6 

東部 A  144 29.9 64.6 4.2 1.4 

東部 B （田主丸） 131 36.6 58.0 4.6 0.8 

北部 A  165 26.1 67.3 5.5 1.2 

北部 B （北野） 145 35.9 53.1 7.6 3.4 

中央東部 253 29.6 60.1 8.3 2.0 

南東部 202 26.7 58.9 13.4 1.0 

中央部 266 29.3 59.0 10.9 0.8 

中央南部 345 26.1 54.8 18.3 0.9 

南西部 207 29.5 59.9 8.2 2.4 

西部 A （城島） 62 33.9 54.8 11.3 － 

西部 B （三潴） 148 26.4 63.5 8.8 1.4 
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【同居家族別】 

他に比べ、「世帯の中に６５歳以上の人がいる」で「場所を知っており、避難経路も決めている」

の割合が、「世帯の中に小学生がいる」で「場所は知っているが、避難経路は特に決めていない」

の割合が高くなっています。また、「世帯に上記にあてはまる人はいない」で「場所も知らず、避

難経路も決めていない」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

場
所
を
知
っ
て
お
り
、

避
難
経
路
も
決
め
て

い
る 

場
所
は
知
っ
て
い
る

が
、
避
難
経
路
は
特
に

決
め
て
い
な
い 

場
所
も
知
ら
ず
、
避
難

経
路
も
決
め
て
い
な

い 無
回
答 

全体 2,194 29.1 59.1 10.2 1.6 

世帯の中に就学前の子どもがいる 263 24.7 62.0 12.2 1.1 

世帯の中に小学生がいる 261 26.1 67.8 6.1 － 

世帯の中に中学生がいる 165 27.3 66.1 6.1 0.6 

世帯の中に上記以外の１８歳未満の子どもがいる 173 27.7 61.8 9.2 1.2 

世帯の中に６５歳以上の人がいる 881 33.1 58.5 6.6 1.8 

世帯の中に障害者手帳を持っている人がいる 
（本人を含みます） 

239 25.9 61.9 9.2 2.9 

世帯に上記にあてはまる人はいない 686 27.4 57.1 14.7 0.7 

 

 

【自治会加入状況別】 

「加入していない」に比べ、「加入している」で「場所を知っており、避難経路も決めている」

の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

場
所
を
知
っ
て
お
り
、

避
難
経
路
も
決
め
て

い
る 

場
所
は
知
っ
て
い
る

が
、
避
難
経
路
は
特
に

決
め
て
い
な
い 

場
所
も
知
ら
ず
、
避
難

経
路
も
決
め
て
い
な

い 無
回
答 

全体 2,194 29.1 59.1 10.2 1.6 

加入している 1,629 32.2 59.2 7.1 1.5 

加入していない 360 21.7 58.1 19.4 0.8 

わからない 192 16.7 62.5 19.8 1.0 
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（イ） 通勤・通学をされている方に あなたの仕事場や学校の近くにある避難所の場所を知って

いますか。 

「場所も知らず、避難経路も決めていない」の割合が 40.5％と最も高く、次いで「場所は知っ

ているが、避難経路は特に決めていない」の割合が 30.0％、「場所を知っており、避難経路も決

めている」の割合が 17.1％となっています。 

 

【経年比較】 

「場所を知っており、避難経路も決めている」「場所は知っているが、避難経路は特に決めてい

ない」の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※平成 23 年度調査の「場所は知っているが、避難経路は特にきめていない」は、「場所は知っているが、避難経路は特

に決めていない」「場所がどこかは知っているが、行ったことはない」を合わせています。 

  

場所を知っており、避難経路も決めている

場所は知っているが、避難経路は特に決めていない

場所も知らず、避難経路も決めていない

無回答

回答者数 =

令和３年度調査 1,497

平成29年度調査 1,765

平成26年度調査 1,711

平成23年度調査 1,777

17.1

14.9

13.4

9.8

30.0

26.0

22.3

22.3

40.5

45.1

45.9

49.4

12.4

14.0

18.4

18.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【性別】 

「男性」に比べ、「女性」で「場所も知らず、避難経路も決めていない」の割合が高くなってい

ます。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

場
所
を
知
っ
て
お
り
、
避

難
経
路
も
決
め
て
い
る 

場
所
は
知
っ
て
い
る
が
、

避
難
経
路
は
特
に
決
め

て
い
な
い 

場
所
も
知
ら
ず
、
避
難
経

路
も
決
め
て
い
な
い 

無
回
答 

全体 1,497 17.1 30.0 40.5 12.4 

男性 716 19.4 29.5 36.0 15.1 

女性 780 14.9 30.5 44.6 10.0 

 

 

【年齢別】 

他に比べ、「50 歳代」で「場所を知っており、避難経路も決めている」の割合が、「30 歳代」で

「場所は知っているが、避難経路は特に決めていない」の割合が高くなっています。また、年齢

が低くなるほど「場所も知らず、避難経路も決めていない」の割合が高くなる傾向がみられます。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

場
所
を
知
っ
て
お
り
、
避

難
経
路
も
決
め
て
い
る 

場
所
は
知
っ
て
い
る
が
、

避
難
経
路
は
特
に
決
め

て
い
な
い 

場
所
も
知
ら
ず
、
避
難
経

路
も
決
め
て
い
な
い 

無
回
答 

全体 1,497 17.1 30.0 40.5 12.4 

18～29 歳 157 14.6 31.2 51.6 2.5 

30 歳代 214 16.4 38.8 42.1 2.8 

40 歳代 334 16.8 34.7 44.3 4.2 

50 歳代 323 21.1 31.0 43.3 4.6 

60～64 歳 165 17.6 23.0 44.2 15.2 

65～69 歳 141 12.8 24.1 33.3 29.8 

70～74 歳 115 16.5 17.4 18.3 47.8 

75 歳以上 48 16.7 18.8 12.5 52.1 
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【ブロック別】 

他に比べ、「北部 B （北野）」で「場所を知っており、避難経路も決めている」の割合が、「北

部 A」で「場所は知っているが、避難経路は特に決めていない」の割合が高くなっています。ま

た、「南東部」で「場所も知らず、避難経路も決めていない」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

場
所
を
知
っ
て
お
り
、
避

難
経
路
も
決
め
て
い
る 

場
所
は
知
っ
て
い
る
が
、

避
難
経
路
は
特
に
決
め

て
い
な
い 

場
所
も
知
ら
ず
、
避
難
経

路
も
決
め
て
い
な
い 

無
回
答 

全体 1,497 17.1 30.0 40.5 12.4 

東部 A  95 13.7 34.7 35.8 15.8 

東部 B （田主丸） 97 15.5 32.0 34.0 18.6 

北部 A  125 17.6 35.2 40.8 6.4 

北部 B （北野） 98 22.4 25.5 33.7 18.4 

中央東部 160 20.6 33.1 36.9 9.4 

南東部 140 12.1 30.0 50.7 7.1 

中央部 194 19.1 32.5 36.1 12.4 

中央南部 234 17.1 28.2 47.0 7.7 

南西部 142 19.0 21.8 42.3 16.9 

西部 A （城島） 44 6.8 31.8 45.5 15.9 

西部 B （三潴） 97 13.4 34.0 42.3 10.3 
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【同居家族別】 

他に比べ、「世帯の中に上記以外の１８歳未満の子どもがいる」で「場所を知っており、避難経

路も決めている」の割合が、「世帯の中に小学生がいる」「世帯の中に中学生がいる」で「場所は

知っているが、避難経路は特に決めていない」の割合が高くなっています。また、「世帯に上記に

あてはまる人はいない」で「場所も知らず、避難経路も決めていない」の割合が高くなっていま

す。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

場
所
を
知
っ
て
お
り
、
避

難
経
路
も
決
め
て
い
る 

場
所
は
知
っ
て
い
る
が
、

避
難
経
路
は
特
に
決
め

て
い
な
い 

場
所
も
知
ら
ず
、
避
難
経

路
も
決
め
て
い
な
い 

無
回
答 

全体 1,497 17.1 30.0 40.5 12.4 

世帯の中に就学前の子どもがいる 211 14.7 37.4 42.7 5.2 

世帯の中に小学生がいる 223 17.9 39.5 36.8 5.8 

世帯の中に中学生がいる 148 18.2 39.9 37.8 4.1 

世帯の中に上記以外の１８歳未満の子どもがいる 145 21.4 33.8 42.1 2.8 

世帯の中に６５歳以上の人がいる 517 17.0 25.0 36.2 21.9 

世帯の中に障害者手帳を持っている人がいる 
（本人を含みます） 

131 12.2 32.8 42.7 12.2 

世帯に上記にあてはまる人はいない 498 16.9 27.7 44.4 11.0 

 

 

【自治会加入状況別】 

他に比べ、「加入している」で「場所を知っており、避難経路も決めている」の割合が高くなっ

ています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

場
所
を
知
っ
て
お
り
、
避

難
経
路
も
決
め
て
い
る 

場
所
は
知
っ
て
い
る
が
、

避
難
経
路
は
特
に
決
め

て
い
な
い 

場
所
も
知
ら
ず
、
避
難
経

路
も
決
め
て
い
な
い 

無
回
答 

全体 1,497 17.1 30.0 40.5 12.4 

加入している 1,087 18.3 30.3 36.4 15.0 

加入していない 254 15.0 27.2 51.2 6.7 

わからない 152 12.5 32.9 51.3 3.3 
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問 33－２ あなたのお住まいの地域では、校区コミュニティ組織などを母体とした自主

防災組織の活動が行われていますか。（あてはまる番号１つだけ） 

「行われているかどうか知らない」の割合が 69.5％と最も高く、次いで「ときどき行われてい

る」の割合が 15.2％となっています。 

 

【経年比較】 

「行われているかどうか知らない」の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

「女性」に比べ、「男性」で「ほとんど行われていない」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

よ
く
行
わ
れ
て
い
る 

と
き
ど
き
行
わ
れ
て

い
る 

ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て

い
な
い 

行
わ
れ
て
い
る
か
ど

う
か
知
ら
な
い 

無
回
答 

全体 2,194 3.9 15.2 8.3 69.5 3.1 

男性 939 4.2 14.4 11.3 66.7 3.5 

女性 1,239 3.7 15.8 6.1 71.8 2.6 

  

回答者数 =

令和３年度調査 2,194

平成29年度調査 1,765

平成26年度調査 1,711

3.9

8.3

8.2

15.2

22.2

20.7

8.3

9.8

9.1

69.5

58.7

58.6

3.1

1.0

3.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よく行われている ときどき行われている

ほとんど行われていない 行われているかどうか知らない

無回答
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【年齢別】 

年齢が高くなるにつれて「よく行われている」「ときどき行われている」の割合が高くなる傾向

がみられます。また、他に比べ、「65～69 歳」で「ほとんど行われていない」の割合が高くなっ

ています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

よ
く
行
わ
れ
て
い
る 

と
き
ど
き
行
わ
れ
て

い
る 

ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て

い
な
い 

行
わ
れ
て
い
る
か
ど

う
か
知
ら
な
い 

無
回
答 

全体 2,194 3.9 15.2 8.3 69.5 3.1 

18～29 歳 171 2.9 7.0 5.3 84.2 0.6 

30 歳代 253 2.8 11.5 4.3 80.2 1.2 

40 歳代 368 1.6 16.0 7.3 73.9 1.1 

50 歳代 382 3.4 14.4 7.9 72.5 1.8 

60～64 歳 235 4.7 15.3 10.2 66.4 3.4 

65～69 歳 284 1.4 14.8 11.6 66.5 5.6 

70～74 歳 293 6.8 19.8 9.6 58.0 5.8 

75 歳以上 197 9.6 20.3 9.6 54.3 6.1 
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【ブロック別】 

他に比べ、「西部 B （三潴）」で「ときどき行われている」の割合が、「東部 B （田主丸）」で

「ほとんど行われていない」の割合が高くなっています。また、「中央南部」で「行われているか

どうか知らない」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

よ
く
行
わ
れ
て
い
る 

と
き
ど
き
行
わ
れ
て

い
る 

ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て

い
な
い 

行
わ
れ
て
い
る
か
ど

う
か
知
ら
な
い 

無
回
答 

全体 2,194 3.9 15.2 8.3 69.5 3.1 

東部 A  144 5.6 14.6 6.3 66.7 6.9 

東部 B （田主丸） 131 5.3 19.1 17.6 55.0 3.1 

北部 A  165 5.5 19.4 8.5 64.8 1.8 

北部 B （北野） 145 5.5 22.8 10.3 57.2 4.1 

中央東部 253 3.6 16.2 6.7 70.0 3.6 

南東部 202 3.0 13.9 7.4 75.2 0.5 

中央部 266 2.6 9.8 9.4 75.2 3.0 

中央南部 345 2.9 12.2 7.2 76.5 1.2 

南西部 207 3.4 9.2 8.7 74.9 3.9 

西部 A （城島） 62 4.8 22.6 3.2 67.7 1.6 

西部 B （三潴） 148 4.1 23.6 6.8 62.8 2.7 
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【同居家族別】 

他に比べ、「世帯の中に小学生がいる」で「ときどき行われている」の割合が、「世帯の中に６

５歳以上の人がいる」で「ほとんど行われていない」の割合が高くなっています。また、「世帯に

上記にあてはまる人はいない」で「行われているかどうか知らない」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

よ
く
行
わ
れ
て
い
る 

と
き
ど
き
行
わ
れ
て

い
る 

ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て

い
な
い 

行
わ
れ
て
い
る
か
ど

う
か
知
ら
な
い 

無
回
答 

全体 2,194 3.9 15.2 8.3 69.5 3.1 

世帯の中に就学前の子どもがいる 263 3.4 16.0 5.3 72.6 2.7 

世帯の中に小学生がいる 261 5.0 21.1 7.3 65.5 1.1 

世帯の中に中学生がいる 165 1.8 20.6 8.5 68.5 0.6 

世帯の中に上記以外の１８歳未満の子どもがいる 173 4.0 19.7 5.2 68.8 2.3 

世帯の中に６５歳以上の人がいる 881 4.4 17.1 10.3 64.4 3.7 

世帯の中に障害者手帳を持っている人がいる（本
人を含みます） 

239 5.0 11.3 9.2 69.0 5.4 

世帯に上記にあてはまる人はいない 686 2.9 11.4 7.9 75.4 2.5 

 

 

 

【自治会加入状況別】 

他に比べ、「加入している」で「ときどき行われている」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

よ
く
行
わ
れ
て
い
る 

と
き
ど
き
行
わ
れ
て

い
る 

ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て

い
な
い 

行
わ
れ
て
い
る
か
ど

う
か
知
ら
な
い 

無
回
答 

全体 2,194 3.9 15.2 8.3 69.5 3.1 

加入している 1,629 4.8 18.1 9.3 64.5 3.2 

加入していない 360 0.8 7.5 5.8 83.6 2.2 

わからない 192 2.1 5.7 4.2 86.5 1.6 
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問 34 あなたは、ここ１か月くらいの間に、心の不安や悩み、ストレスを抱えたことが

ありますか。（あてはまる番号１つだけ） 

「大いにある」と「多少ある」を合わせた『ある』の割合が 56.1％、「あまりない」と「まっ

たくない」を合わせた『ない』の割合が 42.2％となっています。 

 

【経年比較】 

『ある』の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

「男性」に比べ、「女性」で『ある』の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

大
い
に
あ
る 

多
少
あ
る 

あ
ま
り
な
い 

ま
っ
た
く
な
い 

無
回
答 

『
あ
る
』 

『
な
い
』 

全体 2,194 16.8 39.3 31.9 10.3 1.7 56.1 42.2 

男性 939 15.1 36.5 34.3 12.7 1.4 51.6 47.0 

女性 1,239 18.1 41.6 29.9 8.7 1.8 59.7 38.6 

  

大いにある 多少ある あまりない まったくない 無回答

回答者数 = 『ある』 『ない』

令和３年度調査 2,194 56.1 42.2

平成29年度調査 1,765 62.2 36.6

16.8

19.9

39.3

42.3

31.9

29.6

10.3

7.0

1.7

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【性別・年齢別】 

男女ともに年齢が低くなるほど『ある』の割合が高くなる傾向がみられます。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

大
い
に
あ
る 

多
少
あ
る 

あ
ま
り
な
い 

ま
っ
た
く
な
い 

無
回
答 

『
あ
る
』 

『
な
い
』 

全体 2,194 16.8 39.3 31.9 10.3 1.7 56.1 42.2 

男性 18～29 歳 71 28.2 23.9 29.6 18.3 - 52.1 47.9 

 30 歳代 105 23.8 41.0 22.9 10.5 1.9 64.8 33.4 

 40 歳代 153 25.5 38.6 24.2 11.8 － 64.1 36.0 

 50 歳代 161 19.3 41.0 26.7 11.8 1.2 60.3 38.5 

 60～64 歳 95 7.4 41.1 36.8 10.5 4.2 48.5 47.3 

 65～69 歳 132 8.3 31.1 42.4 15.9 2.3 39.4 58.3 

 70～74 歳 130 3.1 31.5 52.3 11.5 1.5 34.6 63.8 

 75 歳以上 91 5.5 40.7 40.7 13.2 － 46.2 53.9 

女性 18～29 歳 99 26.3 36.4 25.3 11.1 1.0 62.7 36.4 

 30 歳代 148 23.6 45.9 22.3 8.1 － 69.5 30.4 

 40 歳代 214 24.8 44.4 22.4 7.0 1.4 69.2 29.4 

 50 歳代 221 24.0 38.9 29.0 6.8 1.4 62.9 35.8 

 60～64 歳 140 14.3 44.3 32.1 7.1 2.1 58.6 39.2 

 65～69 歳 151 9.9 41.7 35.1 11.3 2.0 51.6 46.4 

 70～74 歳 161 8.1 37.3 41.0 11.8 1.9 45.4 52.8 

 75 歳以上 105 8.6 42.9 34.3 8.6 5.7 51.5 42.9 
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【ブロック別】 

他に比べ、「北部 A」で『ある』の割合が高くなっています。また、他に比べ、「北部 B （北野）」

で『ない』の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

大
い
に
あ
る 

多
少
あ
る 

あ
ま
り
な
い 

ま
っ
た
く
な
い 

無
回
答 

『
あ
る
』 

『
な
い
』 

全体 2,194 16.8 39.3 31.9 10.3 1.7 56.1 42.2 

東部 A  144 18.1 40.3 29.9 10.4 1.4 58.4 40.3 

東部 B （田主丸） 131 18.3 38.9 30.5 10.7 1.5 57.2 41.2 

北部 A  165 23.0 37.6 25.5 12.1 1.8 60.6 37.6 

北部 B （北野） 145 13.1 34.5 42.8 6.2 3.4 47.6 49.0 

中央東部 253 18.2 34.8 33.6 11.5 2.0 53.0 45.1 

南東部 202 16.3 42.6 34.7 5.4 1.0 58.9 40.1 

中央部 266 15.8 38.3 30.5 13.9 1.5 54.1 44.4 

中央南部 345 13.9 45.8 29.3 10.4 0.6 59.7 39.7 

南西部 207 17.9 41.5 29.5 9.2 1.9 59.4 38.7 

西部 A （城島） 62 14.5 43.5 35.5 4.8 1.6 58.0 40.3 

西部 B （三潴） 148 18.9 37.8 30.4 10.8 2.0 56.7 41.2 
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【職業別】 

他に比べ、「パート・アルバイト（学生は除く）」で『ある』の割合が高くなっています。また、、

「学生」で『ない』の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

大
い
に
あ
る 

多
少
あ
る 

あ
ま
り
な
い 

ま
っ
た
く
な
い 

無
回
答 

『
あ
る
』 

『
な
い
』 

全体 2,194 16.8 39.3 31.9 10.3 1.7 56.1 42.2 

農林漁業 46 17.4 32.6 39.1 10.9 － 50.0 50.0 

自営業 190 12.6 34.2 35.8 15.3 2.1 46.8 51.1 

給与所得者（常勤） 764 20.3 40.3 27.7 10.5 1.2 60.6 38.2 

パート・アルバイト（学生は除く） 391 19.2 42.5 30.2 7.7 0.5 61.7 37.9 

学生 53 20.8 24.5 34.0 20.8 － 45.3 54.8 

家事に専念 282 11.7 44.0 35.5 7.1 1.8 55.7 42.6 

無職 394 11.7 36.0 36.8 11.7 3.8 47.7 48.5 

その他 53 22.6 49.1 15.1 9.4 3.8 71.7 24.5 

 

 

【家族形態別】 

他に比べ、「単身」で『ある』の割合が高くなっています。また、「夫婦のみ」で『ない』の割

合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

大
い
に
あ
る 

多
少
あ
る 

あ
ま
り
な
い 

ま
っ
た
く
な
い 

無
回
答 

『
あ
る
』 

『
な
い
』 

全体 2,194 16.8 39.3 31.9 10.3 1.7 56.1 42.2 

単身 224 18.3 42.0 25.0 12.9 1.8 60.3 37.9 

夫婦のみ 565 13.3 35.9 38.8 10.3 1.8 49.2 49.1 

親・子（２世代） 1,054 18.2 41.2 29.2 10.0 1.4 59.4 39.2 

親・子・孫（３世代） 233 18.5 38.6 32.2 9.4 1.3 57.1 41.6 

その他 90 14.4 40.0 28.9 12.2 4.4 54.4 41.1 
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【同居家族別】 

他に比べ、「世帯の中に中学生がいる」で『ある』の割合が高くなっています。また、「世帯の

中に６５歳以上の人がいる」で『ない』の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

大
い
に
あ
る 

多
少
あ
る 

あ
ま
り
な
い 

ま
っ
た
く
な
い 

無
回
答 

『
あ
る
』 

『
な
い
』 

全体 2,194 16.8 39.3 31.9 10.3 1.7 56.1 42.2 

世帯の中に就学前の子どもがいる 263 20.9 39.2 27.4 10.6 1.9 60.1 38.0 

世帯の中に小学生がいる 261 18.0 44.4 28.7 8.0 0.8 62.4 36.7 

世帯の中に中学生がいる 165 21.8 47.9 25.5 4.2 0.6 69.7 29.7 

世帯の中に上記以外の１８歳未満の子どもがいる 173 24.3 41.0 26.6 7.5 0.6 65.3 34.1 

世帯の中に６５歳以上の人がいる 881 14.3 36.3 36.5 10.9 1.9 50.6 47.4 

世帯の中に障害者手帳を持っている人がいる 
（本人を含みます） 

239 21.3 41.0 26.8 7.9 2.9 62.3 34.7 

世帯に上記にあてはまる人はいない 686 18.2 37.6 31.5 11.5 1.2 55.8 43.0 
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付問１ 問 34 で「１．大いにある」または「２．多少ある」と回答した人に 

それはどのようなことが原因ですか。（あてはまる番号いくつでも） 

「健康に関すること（身体・こころの病気など）」の割合が 52.5％と最も高く、次いで「家庭

に関すること（家族関係、子育て、家族の介護など）」の割合が 44.3％、「仕事に関すること（仕

事の悩み、職場の人間関係など）」の割合が 43.3％となっています。 

 

【経年比較】 

「健康に関すること（身体・こころの病気など）」の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

「男性」に比べ、「女性」で「家庭に関すること（家族関係、子育て、家族の介護など）」「健康

に関すること（身体・こころの病気など）」の割合が高くなっています。一方、「女性」に比べ、

「男性」で「経済的な問題に関すること（金銭関係など）」「仕事に関すること（仕事の悩み、職

場の人間関係など）」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

家
庭
に
関
す
る
こ
と
（
家
族
関
係
、

子
育
て
、
家
族
の
介
護
な
ど
） 

健
康
に
関
す
る
こ
と
（
身
体
・
こ
こ

ろ
の
病
気
な
ど
） 

経
済
的
な
問
題
に
関
す
る
こ
と

（
金
銭
関
係
な
ど
） 

仕
事
に
関
す
る
こ
と
（
仕
事
の
悩

み
、
職
場
の
人
間
関
係
な
ど
） 

恋
愛
、
結
婚
に
関
す
る
こ
と 

学
校
に
関
す
る
こ
と
（
学
校
で
の

人
間
関
係
、
進
路
な
ど
） 

そ
の
他 

無
回
答 

全体 1,230 44.3 52.5 34.6 43.3 5.3 4.9 5.9 2.0 

男性 485 34.6 49.9 39.6 52.4 5.2 4.7 5.2 2.5 

女性 739 50.6 54.4 31.5 37.8 5.4 5.0 6.5 1.6 

  

％

健康に関すること（身体・こ
ころの病気など）

家庭に関すること（家族関
係、子育て、家族の介護な
ど）
仕事に関すること（仕事の
悩み、職場の人間関係な
ど）

経済的な問題に関すること
（金銭関係など）

恋愛、結婚に関すること

学校に関すること（学校で
の人間関係、進路など）

その他

無回答

52.5

44.3

43.3

34.6

5.3

4.9

5.9

2.0

40.6

43.6

47.4

35.7

6.3

4.7

3.2

0.2

0 20 40 60

令和３年度調査
（回答者数 = 1,230）

平成29年度調査
（回答者数 = 1,098）
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【性別・年齢別】 

他に比べ、「女性の 70～74 歳」で「家庭に関すること（家族関係、子育て、家族の介護など）」

の割合が、「男性の 60～64 歳」で「経済的な問題に関すること（金銭関係など）」の割合が高くな

っています。また、男女ともに年齢が高くなるにつれて「健康に関すること（身体・こころの病

気など）」の割合が高くなる傾向がみられます。一方、男女ともに年齢が低くなるほど「仕事に関

すること（仕事の悩み、職場の人間関係など）」「恋愛、結婚に関すること」「学校に関すること

（学校での人間関係、進路など）」の割合が高くなる傾向がみられます。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

家
庭
に
関
す
る
こ
と
（
家

族
関
係
、
子
育
て
、
家
族
の

介
護
な
ど
） 

健
康
に
関
す
る
こ
と
（
身

体
・
こ
こ
ろ
の
病
気
な
ど
） 

経
済
的
な
問
題
に
関
す
る

こ
と
（
金
銭
関
係
な
ど
） 

仕
事
に
関
す
る
こ
と
（
仕

事
の
悩
み
、
職
場
の
人
間

関
係
な
ど
） 

恋
愛
、
結
婚
に
関
す
る
こ

と 学
校
に
関
す
る
こ
と
（
学

校
で
の
人
間
関
係
、
進
路

な
ど
） 

そ
の
他 

無
回
答 

全体 1,230 44.3 52.5 34.6 43.3 5.3 4.9 5.9 2.0 

男性 18～29 歳 37 27.0 29.7 43.2 59.5 13.5 29.7 5.4 - 

   30 歳代 68 27.9 29.4 35.3 75.0 8.8 － 2.9 1.5 

   40 歳代 98 42.9 40.8 35.7 67.3 7.1 6.1 4.1 3.1 

   50 歳代 97 36.1 50.5 47.4 71.1 5.2 4.1 7.2 1.0 

   60～64 歳 46 32.6 63.0 56.5 34.8 2.2 2.2 8.7 － 

   65～69 歳 52 30.8 69.2 32.7 32.7 1.9 － 3.8 5.8 

   70～74 歳 45 37.8 62.2 37.8 17.8 － 2.2 6.7 4.4 

   75 歳以上 42 33.3 69.0 26.2 11.9 － － 2.4 4.8 

女性 18～29 歳 62 35.5 43.5 27.4 56.5 22.6 14.5 9.7 - 

   30 歳代 103 58.3 45.6 34.0 52.4 10.7 5.8 2.9 1.0 

   40 歳代 148 59.5 43.2 28.4 55.4 4.1 10.1 8.1 1.4 

   50 歳代 139 51.8 46.8 35.3 56.1 2.9 3.6 3.6 2.9 

   60～64 歳 82 53.7 68.3 34.1 20.7 3.7 1.2 8.5 2.4 

   65～69 歳 78 39.7 74.4 35.9 7.7 1.3 1.3 9.0 － 

   70～74 歳 73 61.6 61.6 32.9 5.5 1.4 － 1.4 1.4 

   75 歳以上 54 22.2 74.1 18.5 5.6 － － 13.0 3.7 
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【ブロック別】 

他に比べ、「北部 A」で「家庭に関すること（家族関係、子育て、家族の介護など）」「仕事に関

すること（仕事の悩み、職場の人間関係など）」の割合が、「西部 A （城島）」で「健康に関する

こと（身体・こころの病気など）」「経済的な問題に関すること（金銭関係など）」の割合が高くな

っています。また、「南東部」で「経済的な問題に関すること（金銭関係など）」の割合が高くな

っています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

家
庭
に
関
す
る
こ
と
（
家

族
関
係
、
子
育
て
、
家
族
の

介
護
な
ど
） 

健
康
に
関
す
る
こ
と
（
身

体
・
こ
こ
ろ
の
病
気
な
ど
） 

経
済
的
な
問
題
に
関
す
る

こ
と
（
金
銭
関
係
な
ど
） 

仕
事
に
関
す
る
こ
と
（
仕

事
の
悩
み
、
職
場
の
人
間

関
係
な
ど
） 

恋
愛
、
結
婚
に
関
す
る
こ

と 学
校
に
関
す
る
こ
と
（
学

校
で
の
人
間
関
係
、
進
路

な
ど
） 

そ
の
他 

無
回
答 

全体 1,230 44.3 52.5 34.6 43.3 5.3 4.9 5.9 2.0 

東部 A  84 40.5 47.6 38.1 46.4 1.2 3.6 9.5 2.4 

東部 B （田主丸） 75 50.7 44.0 33.3 48.0 5.3 1.3 6.7 － 

北部 A  100 54.0 55.0 40.0 49.0 7.0 5.0 5.0 3.0 

北部 B （北野） 69 52.2 56.5 33.3 36.2 5.8 － 8.7 2.9 

中央東部 134 36.6 56.0 22.4 43.3 3.0 5.2 6.7 1.5 

南東部 119 38.7 54.6 44.5 37.8 3.4 5.0 6.7 2.5 

中央部 144 45.1 56.3 37.5 47.9 6.3 9.0 3.5 1.4 

中央南部 206 46.1 48.5 31.6 44.7 8.3 6.3 3.9 1.9 

南西部 123 47.2 51.2 39.0 40.7 6.5 5.7 4.9 1.6 

西部 A （城島） 36 36.1 58.3 44.4 41.7 2.8 － 8.3 5.6 

西部 B （三潴） 84 44.0 52.4 26.2 40.5 1.2 3.6 8.3 1.2 
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【職業別】 

他に比べ、「家事に専念」で「家庭に関すること（家族関係、子育て、家族の介護など）」の割

合が、「無職」で「健康に関すること（身体・こころの病気など）」の割合が高くなっています。

また、「自営業」で「経済的な問題に関すること（金銭関係など）」の割合が、「給与所得者（常勤）」

で「仕事に関すること（仕事の悩み、職場の人間関係など）」の割合が、「学生」で「恋愛、結婚

に関すること」「学校に関すること（学校での人間関係、進路など）」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

家
庭
に
関
す
る
こ
と
（
家

族
関
係
、
子
育
て
、
家
族
の

介
護
な
ど
） 

健
康
に
関
す
る
こ
と
（
身

体
・
こ
こ
ろ
の
病
気
な
ど
） 

経
済
的
な
問
題
に
関
す
る

こ
と
（
金
銭
関
係
な
ど
） 

仕
事
に
関
す
る
こ
と
（
仕

事
の
悩
み
、
職
場
の
人
間

関
係
な
ど
） 

恋
愛
、
結
婚
に
関
す
る
こ

と 学
校
に
関
す
る
こ
と
（
学

校
で
の
人
間
関
係
、
進
路

な
ど
） 

そ
の
他 

無
回
答 

全体 1,230 44.3 52.5 34.6 43.3 5.3 4.9 5.9 2.0 

農林漁業 23 43.5 60.9 34.8 26.1 － 4.3 4.3 4.3 

自営業 89 38.2 50.6 46.1 49.4 5.6 3.4 9.0 2.2 

給与所得者（常勤） 463 43.8 41.3 33.0 68.9 8.2 3.5 4.1 0.9 

パート・アルバイト
（学生は除く） 

241 51.5 54.4 36.1 46.9 2.5 6.2 4.1 3.3 

学生 24 25.0 45.8 25.0 20.8 16.7 75.0 8.3 － 

家事に専念 157 56.7 65.0 29.3 5.7 0.6 2.5 5.7 2.5 

無職 188 33.0 71.8 37.8 10.6 5.3 1.1 10.6 2.7 

その他 38 36.8 34.2 34.2 39.5 2.6 2.6 7.9 2.6 
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【同居家族別】 

他に比べ、「世帯の中に中学生がいる」で「家庭に関すること（家族関係、子育て、家族の介護

など）」の割合が、「世帯の中に６５歳以上の人がいる」で「健康に関すること（身体・こころの

病気など）」の割合が高くなっています。また、「世帯の中に障害者手帳を持っている人がいる（本

人を含みます）」で「健康に関すること（身体・こころの病気など）」「経済的な問題に関すること

（金銭関係など）」の割合が、「世帯の中に上記以外の１８歳未満の子どもがいる」で「仕事に関

すること（仕事の悩み、職場の人間関係など）」の割合が、「世帯の中に小学生がいる」で「学校

に関すること（学校での人間関係、進路など）」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

家
庭
に
関
す
る
こ
と
（
家
族
関
係
、

子
育
て
、
家
族
の
介
護
な
ど
） 

健
康
に
関
す
る
こ
と
（
身
体
・
こ
こ

ろ
の
病
気
な
ど
） 

経
済
的
な
問
題
に
関
す
る
こ
と

（
金
銭
関
係
な
ど
） 

仕
事
に
関
す
る
こ
と
（
仕
事
の
悩

み
、
職
場
の
人
間
関
係
な
ど
） 

恋
愛
、
結
婚
に
関
す
る
こ
と 

学
校
に
関
す
る
こ
と
（
学
校
で
の

人
間
関
係
、
進
路
な
ど
） 

そ
の
他 

無
回
答 

全体 1,230 44.3 52.5 34.6 43.3 5.3 4.9 5.9 2.0 

世帯の中に就学前の子どもがい
る 

158 58.2 39.9 34.2 52.5 2.5 6.3 5.7 1.3 

世帯の中に小学生がいる 163 57.7 44.8 38.7 49.1 1.8 17.8 5.5 － 

世帯の中に中学生がいる 115 59.1 37.4 27.8 53.9 3.5 15.7 7.0 1.7 

世帯の中に上記以外の 18 未満の
子どもがいる 

113 54.9 36.3 33.6 59.3 3.5 15.0 2.7 2.7 

世帯の中に 65 歳以上の人がいる 446 48.7 61.0 31.4 30.7 6.3 2.0 5.6 2.9 

世帯の中に障害者手帳を持って
いる人がいる（本人を含みます） 

149 53.0 61.1 42.3 32.2 6.0 1.3 7.4 2.0 

世帯に上記にあてはまる人はい
ない 

383 32.4 54.8 37.6 50.1 8.4 4.4 6.8 1.0 
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問 35 あなたが、心の不安や悩み、ストレスを抱えた場合、誰に相談しますか。 

（あてはまる番号いくつでも） 

「同居の家族や親族」の割合が 63.4％と最も高く、次いで「友人・知人」の割合が 43.5％、

「別居の家族や親族」の割合が 30.4％となっています。 

 

【経年比較】 

「同居の家族や親族」の割合が増加しています。一方、「友人・知人」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※平成 29 年度調査では、「職場の健康管理センター」の選択肢は「職場の健康管理センター・産業医」、「地域包括支援セ

ンター・基幹相談支援センター」の選択肢は「地域包括支援センター」となっていました。 

※平成 29 年度調査では、「SNS 相談」の選択肢はありませんでした。  

令和３年度調査
（回答者数 = 2,194）

平成29年度調査
（回答者数 = 1,765）

％

同居の家族や親族

友人・知人

別居の家族や親族

医療機関

職場の上司・同僚

市役所・保健所などの公的機
関

地域包括支援センター・基幹
相談支援センター

民生委員・児童委員

学校の先生

薬局

学校のカウンセラー

職場の健康管理センター

ＳＮＳ相談

民間ボランティアの電話相談

相談する相手はいない

相談しない

その他

無回答

63.4

43.5

30.4

13.7

11.5

3.1

1.3

1.0

0.8

0.8

0.5

0.5

0.5

0.4

2.8

8.2

0.6

0.9

56.0

49.9

25.9

9.1

14.4

2.9

1.8

1.2

1.3

0.6

0.6

0.3

－

1.0

2.1

9.3

0.7

1.0

0 20 40 60 80
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【性別】 

「男性」に比べ、「女性」で「別居の家族や親族」「友人・知人」「職場の上司・同僚」の割合が

高くなっています。一方、「女性」に比べ、「男性」で「医療機関」「相談しない」の割合が高くな

っています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

同
居
の
家
族
や
親
族 

別
居
の
家
族
や
親
族 

友
人
・
知
人 

学
校
の
先
生 

学
校
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー 

職
場
の
上
司
・
同
僚 

職
場
の
健
康
管
理
セ
ン

タ
ー 

医
療
機
関 

薬
局 

全体 2,194 63.4 30.4 43.5 0.8 0.5 11.5 0.5 13.7 0.8 

男性 939 63.8 19.6 29.8 0.7 0.4 9.9 1.1 16.1 1.2 

女性 1,239 63.4 38.7 53.8 0.8 0.4 12.7 0.1 12.0 0.6 

 

区分 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
・
基
幹
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー 

民
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

電
話
相
談 

Ｓ
Ｎ
Ｓ
相
談 

民
生
委
員
・
児
童
委
員 

市
役
所
・
保
健
所
な
ど

の
公
的
機
関 

相
談
す
る
相
手
は
い
な

い 相
談
し
な
い 

そ
の
他 

無
回
答 

全体 1.3 0.4 0.5 1.0 3.1 2.8 8.2 0.6 0.9 

男性 1.4 0.2 0.6 1.7 3.9 3.9 12.7 0.5 0.9 

女性 1.2 0.5 0.5 0.5 2.4 1.9 4.8 0.7 0.8 
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【性別・年齢別】 

他に比べ、「女性の 30 歳代」で「別居の家族や親族」の割合が高くなっています。また、「女性

の 18～29 歳」で「友人・知人」の割合が、「女性の 50 歳代」で「職場の上司・同僚」の割合が、

「男性の 75 歳以上」で「医療機関」の割合が、「男性の 70～74 歳」で「市役所・保健所などの公

的機関」の割合が、「男性の 50 歳代」で「相談しない」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

同
居
の
家
族
や
親
族 

別
居
の
家
族
や
親
族 

友
人
・
知
人 

学
校
の
先
生 

学
校
の
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー 職
場
の
上
司
・
同
僚 

職
場
の
健
康
管
理
セ

ン
タ
ー 

医
療
機
関 

薬
局 

全体 2,194 63.4 30.4 43.5 0.8 0.5 11.5 0.5 13.7 0.8 

男性 18～29 歳 71 67.6 15.5 57.7 5.6 1.4 18.3 - 4.2 - 

   30 歳代 105 62.9 20.0 38.1 1.0 1.0 19.0 － 7.6 － 

   40 歳代 153 58.2 17.0 31.4 － 0.7 13.1 2.0 7.2 － 

   50 歳代 161 57.8 16.1 24.2 1.2 0.6 13.7 3.1 16.1 1.2 

   60～64 歳 95 63.2 15.8 30.5 － － 10.5 1.1 23.2 1.1 

   65～69 歳 132 73.5 15.9 25.8 － － 3.0 － 21.2 1.5 

   70～74 歳 130 70.0 28.5 25.4 － － 2.3 0.8 20.8 3.1 

   75 歳以上 91 60.4 28.6 17.6 － － 1.1 － 28.6 2.2 

女性 18～29 歳 99 65.7 23.2 72.7 2.0 1.0 15.2 - 4.0 - 

   30 歳代 148 73.6 49.3 64.2 1.4 － 19.6 － 12.2 0.7 

   40 歳代 214 63.1 43.0 54.2 1.9 1.4 21.0 － 10.3 － 

   50 歳代 221 63.3 37.1 53.8 0.5 0.5 22.2 0.5 10.4 － 

   60～64 歳 140 62.1 36.4 54.3 － － 7.1 － 12.9 2.1 

   65～69 歳 151 62.9 35.1 51.7 － － 4.6 － 12.6 0.7 

   70～74 歳 161 57.8 38.5 45.3 0.6 － 0.6 － 18.0 1.2 

   75 歳以上 105 58.1 41.9 36.2 － － 1.0 － 15.2 － 
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単位：％ 

区分 

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
・
基
幹
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー 

民
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
電
話
相
談 

Ｓ
Ｎ
Ｓ
相
談 

民
生
委
員
・
児
童
委
員 

市
役
所
・
保
健
所
な
ど

の
公
的
機
関 

相
談
す
る
相
手
は
い

な
い 

相
談
し
な
い 

そ
の
他 

無
回
答 

全体 1.3 0.4 0.5 1.0 3.1 2.8 8.2 0.6 0.9 

男性 18～29 歳 1.4 - 1.4 - 1.4 2.8 8.5 - - 

   30 歳代 － － 1.9 － 1.0 2.9 12.4 1.0 1.0 

   40 歳代 0.7 － 0.7 0.7 2.6 6.5 15.7 0.7 － 

   50 歳代 1.2 0.6 0.6 0.6 1.2 5.0 18.6 0.6 1.2 

   60～64 歳 2.1 － 1.1 － 5.3 3.2 10.5 － 1.1 

   65～69 歳 － － － 0.8 5.3 0.8 9.1 0.8 0.8 

   70～74 歳 3.8 0.8 － 5.4 10.0 3.8 10.0 0.8 1.5 

   75 歳以上 2.2 － － 6.6 4.4 5.5 12.1 － 1.1 

女性 18～29 歳 - - 3.0 - - 2.0 3.0 - - 

   30 歳代 － 1.4 0.7 － 4.7 3.4 2.7 － － 

   40 歳代 － － － － 1.4 1.4 5.1 0.5 0.9 

   50 歳代 0.9 0.5 0.5 0.9 1.8 3.6 5.4 0.9 0.5 

   60～64 歳 1.4 － 0.7 － 2.1 0.7 3.6 0.7 1.4 

   65～69 歳 1.3 0.7 － － 2.0 0.7 5.3 2.0 0.7 

   70～74 歳 1.9 － － 0.6 4.3 1.9 6.8 1.2 1.2 

   75 歳以上 5.7 1.9 － 2.9 2.9 1.0 4.8 － 1.9 
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【ブロック別】 

他に比べ、「西部 A （城島）」で「同居の家族や親族」「医療機関」の割合が、「東部 B （田主

丸）」で「別居の家族や親族」「相談しない」の割合が、「北部 A」で「友人・知人」の割合が、「西

部 B （三潴）」で「職場の上司・同僚」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

同
居
の
家
族
や
親
族 

別
居
の
家
族
や
親
族 

友
人
・
知
人 

学
校
の
先
生 

学
校
の
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー 職
場
の
上
司
・
同
僚 

職
場
の
健
康
管
理
セ

ン
タ
ー 

医
療
機
関 

薬
局 

全体 2,194 63.4 30.4 43.5 0.8 0.5 11.5 0.5 13.7 0.8 

東部 A  144 64.6 31.9 45.1 0.7 0.7 10.4 1.4 9.7 2.8 

東部 B （田主丸） 131 61.8 34.4 41.2 － 0.8 11.5 － 13.7 － 

北部 A  165 60.0 30.9 46.7 1.8 1.2 13.9 0.6 13.9 － 

北部 B （北野） 145 68.3 32.4 42.8 0.7 － 12.4 1.4 17.2 2.1 

中央東部 253 67.2 30.8 42.3 0.4 － 10.7 － 10.7 1.2 

南東部 202 58.4 29.2 40.6 1.0 0.5 10.4 0.5 14.9 0.5 

中央部 266 63.5 25.6 43.6 0.8 － 11.7 － 12.4 0.4 

中央南部 345 58.6 32.5 46.4 1.7 0.6 11.0 0.9 17.7 － 

南西部 207 67.6 30.9 40.6 0.5 1.0 13.0 0.5 12.1 1.9 

西部 A （城島） 62 72.6 21.0 40.3 － － 11.3 － 21.0 － 

西部 B （三潴） 148 67.6 31.1 43.9 － － 14.2 － 10.8 0.7 

 

区分 

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
・
基
幹
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー 

民
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
電
話
相
談 

Ｓ
Ｎ
Ｓ
相
談 

民
生
委
員
・
児
童
委
員 

市
役
所
・
保
健
所
な
ど

の
公
的
機
関 

相
談
す
る
相
手
は
い

な
い 

相
談
し
な
い 

そ
の
他 

無
回
答 

全体 1.3 0.4 0.5 1.0 3.1 2.8 8.2 0.6 0.9 

東部 A  1.4 0.7 － － 3.5 2.1 5.6 1.4 － 

東部 B （田主丸） 2.3 － 2.3 2.3 4.6 2.3 11.5 － 0.8 

北部 A  0.6 － 0.6 1.8 2.4 4.2 7.3 － － 

北部 B （北野） 0.7 0.7 0.7 0.7 5.5 1.4 4.8 － 2.8 

中央東部 0.4 0.4 0.4 － 3.2 3.2 7.1 0.4 1.2 

南東部 1.5 1.0 0.5 0.5 3.5 3.5 9.9 1.0 0.5 

中央部 0.4 － － 1.5 3.0 1.9 9.8 0.4 0.8 

中央南部 0.6 0.3 0.6 0.9 2.0 3.5 9.0 1.2 0.6 

南西部 4.8 0.5 0.5 1.9 2.4 2.9 8.2 0.5 1.4 

西部 A （城島） 1.6 － － － 3.2 3.2 8.1 － － 

西部 B （三潴） 1.4 － 1.4 2.0 4.1 4.1 4.7 2.0 1.4 
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【職業別】 

他に比べ、「農林漁業」で「同居の家族や親族」の割合が、「家事に専念」で「別居の家族や親

族」の割合が高くなっています。また、「学生」で「友人・知人」の割合が、「給与所得者（常勤）」

で「職場の上司・同僚」の割合が、「無職」で「医療機関」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

同
居
の
家
族
や
親
族 

別
居
の
家
族
や
親
族 

友
人
・
知
人 

学
校
の
先
生 

学
校
の
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー 職
場
の
上
司
・
同
僚 

職
場
の
健
康
管
理
セ

ン
タ
ー 

医
療
機
関 

薬
局 

全体 2,194 63.4 30.4 43.5 0.8 0.5 11.5 0.5 13.7 0.8 

農林漁業 46 76.1 34.8 47.8 － － 6.5 － 19.6 4.3 

自営業 190 64.7 26.8 40.0 － － 3.7 － 11.1 0.5 

給与所得者（常勤） 764 60.3 25.4 42.3 0.5 0.7 20.0 1.4 10.1 0.8 

パート・アルバイ
ト（学生は除く） 

391 65.2 37.1 51.4 1.3 0.3 18.4 － 11.0 0.5 

学生 53 71.7 18.9 75.5 9.4 3.8 3.8 － 7.5 － 

家事に専念 282 69.1 43.6 50.0 1.1 0.4 － － 16.0 0.7 

無職 394 58.9 26.9 29.4 － － 0.8 － 24.6 1.0 

その他 53 75.5 30.2 47.2 － － 18.9 － 7.5 1.9 

 

区分 

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
・
基
幹
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー 

民
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
電
話
相
談 

Ｓ
Ｎ
Ｓ
相
談 

民
生
委
員
・
児
童
委
員 

市
役
所
・
保
健
所
な
ど

の
公
的
機
関 

相
談
す
る
相
手
は
い

な
い 

相
談
し
な
い 

そ
の
他 

無
回
答 

全体 1.3 0.4 0.5 1.0 3.1 2.8 8.2 0.6 0.9 

農林漁業 － － － － 2.2 4.3 2.2 － － 

自営業 1.6 － 1.1 0.5 1.1 2.1 8.4 0.5 1.1 

給与所得者（常勤） 0.5 0.3 0.5 0.5 2.5 3.8 11.1 0.4 0.8 

パート・アルバイ
ト（学生は除く） 

1.0 0.5 0.5 0.3 2.8 2.3 6.4 － － 

学生 － － 1.9 － － － 3.8 － － 

家事に専念 2.5 0.4 0.4 1.1 3.9 1.8 3.5 0.4 － 

無職 2.5 0.3 0.5 3.3 5.1 2.8 9.4 2.0 2.5 

その他 － 1.9 － － 3.8 1.9 3.8 1.9 1.9 
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【同居家族別】 

他に比べ、「世帯の中に就学前の子どもがいる」で「同居の家族や親族」「友人・知人」「職場の

上司・同僚」の割合が、「世帯の中に小学生がいる」で「別居の家族や親族」「職場の上司・同僚」

の割合が高くなっています。また、「世帯の中に障害者手帳を持っている人がいる（本人を含みま

す）」で「医療機関」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

同
居
の
家
族
や
親
族 

別
居
の
家
族
や
親
族 

友
人
・
知
人 

学
校
の
先
生 

学
校
の
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー 職
場
の
上
司
・
同
僚 

職
場
の
健
康
管
理
セ

ン
タ
ー 

医
療
機
関 

薬
局 

全体 2,194 63.4 30.4 43.5 0.8 0.5 11.5 0.5 13.7 0.8 

世帯の中に就学前
の子どもがいる 

263 73.8 35.7 49.4 1.1 0.8 19.4 0.4 8.0 1.1 

世帯の中に小学生
がいる 

261 67.8 36.8 48.3 1.9 1.5 19.5 0.4 9.2 1.1 

世帯の中に中学生
がいる 

165 65.5 34.5 45.5 3.0 3.0 18.2 1.8 7.9 1.2 

世帯の中に上記以
外の 18 歳未満の子
どもがいる 

173 63.6 26.6 48.0 2.3 1.7 14.5 1.2 11.0 1.7 

世帯の中に 65歳以
上の人がいる 

881 69.9 27.0 39.6 0.3 0.2 7.5 0.8 17.4 1.6 

世帯の中に障害者
手帳を持っている
人がいる（本人を
含みます） 

239 65.7 28.0 42.7 0.4 0.4 8.4 1.7 27.2 2.1 

世帯に上記にあて
はまる人はいない 

686 55.5 31.0 44.8 0.6 0.3 12.2 0.3 10.5 0.1 

 

区分 

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
・
基
幹
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー 

民
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
電
話
相
談 

Ｓ
Ｎ
Ｓ
相
談 

民
生
委
員
・
児
童
委
員 

市
役
所
・
保
健
所
な
ど

の
公
的
機
関 

相
談
す
る
相
手
は
い

な
い 

相
談
し
な
い 

そ
の
他 

無
回
答 

全体 1.3 0.4 0.5 1.0 3.1 2.8 8.2 0.6 0.9 

世帯の中に就学前
の子どもがいる 

0.4 0.8 0.8 0.8 4.2 1.5 7.2 0.4 1.1 

世帯の中に小学生
がいる 

0.4 0.4 0.4 0.4 2.3 3.4 5.7 0.8 0.4 

世帯の中に中学生
がいる 

0.6 0.6 1.2 0.6 2.4 1.2 9.7 1.2 － 

世帯の中に上記以
外の 18歳未満の子
どもがいる 

0.6 0.6 1.2 0.6 1.7 4.0 8.7 0.6 0.6 

世帯の中に 65歳以
上の人がいる 

1.6 0.6 0.7 1.1 4.0 2.3 7.5 0.6 1.1 

世帯の中に障害者
手帳を持っている
人がいる（本人を
含みます） 

2.5 0.8 0.4 2.1 7.5 1.3 6.3 1.7 1.7 

世帯に上記にあて
はまる人はいない 

1.3 0.1 0.7 1.0 1.6 4.1 9.2 0.7 0.3 
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問 36 あなたが、心の不安や悩み、ストレスを抱えた場合、誰かに相談したり助けを求

めたりすることに、ためらいを感じますか。（あてはまる番号１つだけ） 

「感じる」と「どちらかといえば感じる」を合わせた『感じる』の割合が 51.5％、「どちらか

といえば感じない」と「感じない」を合わせた『感じない』の割合が 41.8％となっています。 

 

【経年比較】 

大きな差異はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

「女性」に比べ、「男性」で『感じる』の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

感
じ
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

感
じ
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

感
じ
な
い 

感
じ
な
い 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

『
感
じ
る
』 

『
感
じ
な
い
』 

全体 2,194 15.7 35.8 21.5 20.3 5.7 1.0 51.5 41.8 

男性 939 18.4 36.3 19.4 17.6 7.3 1.0 54.7 37.0 

女性 1,239 13.6 35.4 23.2 22.5 4.3 0.9 49.0 45.7 

 

  

感じる どちらかといえば感じる どちらかといえば感じない

感じない わからない 無回答

回答者数 = 『感じる』 『感じない』

令和３年度調査 2,194 51.5 41.8

平成29年度調査 1,765 49.9 40.1

15.7

16.0

35.8

33.9

21.5

20.5

20.3

19.6

5.7

7.6

1.0

2.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%



169 

【性別・年齢別】 

他に比べ、「男性の 50 歳代」で『感じる』の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

感
じ
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

感
じ
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

感
じ
な
い 

感
じ
な
い 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

『
感
じ
る
』 

『
感
じ
な
い
』 

全体 2,194 15.7 35.8 21.5 20.3 5.7 1.0 51.5 41.8 

男性 18～29 歳 71 22.5 21.1 26.8 26.8 2.8 - 43.6 53.6 

    30 歳代 105 21.0 33.3 19.0 20.0 5.7 1.0 54.3 39.0 

    40 歳代 153 22.9 32.7 24.8 15.7 3.3 0.7 55.6 40.5 

    50 歳代 161 23.0 42.2 15.5 13.7 4.3 1.2 65.2 29.2 

    60～64 歳 95 9.5 35.8 24.2 15.8 13.7 1.1 45.3 40.0 

    65～69 歳 132 10.6 42.4 17.4 22.0 6.8 0.8 53.0 39.4 

    70～74 歳 130 14.6 40.0 15.4 15.4 13.1 1.5 54.6 30.8 

    75 歳以上 91 23.1 34.1 14.3 16.5 11.0 1.1 57.2 30.8 

女性 18～29 歳 99 15.2 24.2 26.3 31.3 3.0 - 39.4 57.6 

    30 歳代 148 14.2 25.0 31.1 28.4 1.4 － 39.2 59.5 

    40 歳代 214 15.9 32.7 27.6 20.6 2.3 0.9 48.6 48.2 

    50 歳代 221 17.2 36.7 20.4 22.6 2.7 0.5 53.9 43.0 

    60～64 歳 140 9.3 46.4 22.9 15.7 4.3 1.4 55.7 38.6 

    65～69 歳 151 10.6 37.7 21.9 22.5 6.6 0.7 48.3 44.4 

    70～74 歳 161 13.7 41.6 19.9 16.8 6.8 1.2 55.3 36.7 

    75 歳以上 105 9.5 36.2 14.3 27.6 9.5 2.9 45.7 41.9 
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【ブロック別】 

他に比べ、「東部 B （田主丸）」「西部 A （城島）」で『感じる』の割合が、「西部 B （三潴）」

で『感じない』の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

感
じ
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

感
じ
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

感
じ
な
い 

感
じ
な
い 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

『
感
じ
る
』 

『
感
じ
な
い
』 

全体 2,194 15.7 35.8 21.5 20.3 5.7 1.0 51.5 41.8 

東部 A  144 19.4 30.6 22.2 22.2 5.6 － 50.0 44.4 

東部 B （田主丸） 131 15.3 44.3 17.6 16.8 5.3 0.8 59.6 34.4 

北部 A  165 20.6 29.7 18.8 27.3 3.6 － 50.3 46.1 

北部 B （北野） 145 19.3 35.2 16.6 19.3 6.2 3.4 54.5 35.9 

中央東部 253 12.6 30.4 20.6 26.9 7.9 1.6 43.0 47.5 

南東部 202 14.9 38.6 19.8 19.8 6.4 0.5 53.5 39.6 

中央部 266 17.3 34.6 20.3 22.2 4.9 0.8 51.9 42.5 

中央南部 345 14.2 41.4 23.2 18.0 2.6 0.6 55.6 41.2 

南西部 207 12.6 40.1 21.7 16.9 7.7 1.0 52.7 38.6 

西部 A （城島） 62 16.1 43.5 21.0 9.7 9.7 － 59.6 30.7 

西部 B （三潴） 148 12.2 33.1 30.4 17.6 6.1 0.7 45.3 48.0 
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【職業別】 

他に比べ、「農林漁業」で『感じる』の割合が、「学生」で『感じない』の割合が高くなってい

ます。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

感
じ
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

感
じ
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

感
じ
な
い 

感
じ
な
い 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

『
感
じ
る
』 

『
感
じ
な
い
』 

全体 2,194 15.7 35.8 21.5 20.3 5.7 1.0 51.5 41.8 

農林漁業 46 26.1 37.0 15.2 17.4 4.3 － 63.1 32.6 

自営業 190 17.4 32.6 22.1 19.5 7.4 1.1 50.0 41.6 

給与所得者（常勤） 764 17.3 35.3 24.0 19.0 3.5 0.9 52.6 43.0 

パート・アルバイト 
（学生は除く） 

391 13.8 39.1 20.2 23.3 3.6 － 52.9 43.5 

学生 53 18.9 26.4 18.9 32.1 3.8 － 45.3 51.0 

家事に専念 282 11.7 37.9 24.5 20.2 5.0 0.7 49.6 44.7 

無職 394 14.5 35.5 16.5 19.5 11.7 2.3 50.0 36.0 

その他 53 18.9 24.5 26.4 20.8 7.5 1.9 43.4 47.2 

 

 

【同居家族別】 

他に比べ、「世帯の中に上記以外の１８歳未満の子どもがいる」「世帯の中に障害者手帳を持っ

ている人がいる（本人を含みます）」で『感じる』の割合が、「世帯の中に就学前の子どもがいる」

で『感じない』の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

感
じ
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

感
じ
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

感
じ
な
い 

感
じ
な
い 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

『
感
じ
る
』 

『
感
じ
な
い
』 

全体 2,194 15.7 35.8 21.5 20.3 5.7 1.0 51.5 41.8 

世帯の中に就学前の子どもがいる 263 14.1 27.4 25.1 28.1 4.2 1.1 41.5 53.2 

世帯の中に小学生がいる 261 14.6 36.0 24.5 19.2 5.4 0.4 50.6 43.7 

世帯の中に中学生がいる 165 20.6 35.8 24.8 17.0 1.8 － 56.4 41.8 

世帯の中に上記以外の１８歳未満の子ど
もがいる 

173 20.8 38.7 17.9 17.9 4.0 0.6 59.5 35.8 

世帯の中に６５歳以上の人がいる 881 14.3 38.0 21.5 17.8 7.2 1.2 52.3 39.3 

世帯の中に障害者手帳を持っている人が
いる（本人を含みます） 

239 22.6 36.4 14.2 19.7 5.0 2.1 59.0 33.9 

世帯に上記にあてはまる人はいない 686 17.8 34.4 20.3 22.3 5.1 0.1 52.2 42.6 
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（８）在宅医療・介護に関する意識について 

問 37 あなたはＡＣＰ（アドバンス・ケア・プランニング）について知っていますか。 

（あてはまる番号１つだけ） 

「言葉も内容も知らない」の割合が 77.3％と最も高く、次いで「言葉は知っているが、内容は

よく知らない」の割合が 16.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

大きな差異はみられません。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

言
葉
も
内
容
も
知
っ

て
い
る 

言
葉
は
知
っ
て
い
る

が
、
内
容
は
よ
く
知
ら

な
い 

言
葉
も
内
容
も
知
ら

な
い 

無
回
答 

全体 2,194 4.5 16.8 77.3 1.5 

男性 939 3.7 14.9 79.8 1.6 

女性 1,239 5.1 18.2 75.5 1.2 

 

  

（ｎ = 2,194）

言葉も内容も知っている

4.5%

言葉は知っているが、

内容はよく知らない

16.8%

言葉も内容も知らない

77.3%

無回答

1.5%
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【性別・年齢別】 

男女ともに年齢が高くなるにつれて「言葉は知っているが、内容はよく知らない」の割合が高

くなる傾向がみられます。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

言
葉
も
内
容
も
知
っ

て
い
る 

言
葉
は
知
っ
て
い
る

が
、
内
容
は
よ
く
知
ら

な
い 

言
葉
も
内
容
も
知
ら

な
い 

無
回
答 

全体 2,194 4.5 16.8 77.3 1.5 

男性 18～29 歳 71 7.0 8.5 84.5 - 

    30 歳代 105 3.8 14.3 81.0 1.0 

    40 歳代 153 1.3 11.8 85.6 1.3 

    50 歳代 161 2.5 11.8 84.5 1.2 

    60～64 歳 95 2.1 16.8 77.9 3.2 

    65～69 歳 132 5.3 10.6 81.1 3.0 

    70～74 歳 130 3.8 23.8 70.8 1.5 

    75 歳以上 91 6.6 22.0 70.3 1.1 

女性 18～29 歳 99 6.1 9.1 84.8 - 

    30 歳代 148 6.1 8.8 84.5 0.7 

    40 歳代 214 3.3 16.4 79.9 0.5 

    50 歳代 221 5.9 15.4 78.3 0.5 

    60～64 歳 140 4.3 20.0 74.3 1.4 

    65～69 歳 151 4.0 23.8 70.9 1.3 

    70～74 歳 161 8.7 27.3 60.9 3.1 

    75 歳以上 105 1.9 25.7 69.5 2.9 
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【ブロック別】 

他に比べ、「北部 B （北野）」で「言葉は知っているが、内容はよく知らない」の割合が、「北

部 A」「西部 B （三潴）」で「言葉も内容も知らない」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

言
葉
も
内
容
も
知
っ

て
い
る 

言
葉
は
知
っ
て
い
る

が
、
内
容
は
よ
く
知
ら

な
い 

言
葉
も
内
容
も
知
ら

な
い 

無
回
答 

全体 2,194 4.5 16.8 77.3 1.5 

東部 A  144 3.5 15.3 80.6 0.7 

東部 B （田主丸） 131 5.3 17.6 76.3 0.8 

北部 A  165 4.8 12.1 82.4 0.6 

北部 B （北野） 145 2.1 22.8 73.1 2.1 

中央東部 253 4.7 19.0 73.9 2.4 

南東部 202 4.5 14.4 78.7 2.5 

中央部 266 5.6 14.7 78.6 1.1 

中央南部 345 5.5 15.9 77.4 1.2 

南西部 207 3.4 20.3 74.9 1.4 

西部 A （城島） 62 4.8 14.5 80.6 － 

西部 B （三潴） 148 2.7 14.2 82.4 0.7 

 

 

【家族形態別】 

他に比べ、「親・子（２世代）」で「言葉も内容も知らない」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

言
葉
も
内
容
も
知
っ

て
い
る 

言
葉
は
知
っ
て
い
る

が
、
内
容
は
よ
く
知
ら

な
い 

言
葉
も
内
容
も
知
ら

な
い 

無
回
答 

全体 2,194 4.5 16.8 77.3 1.5 

単身 224 6.3 17.9 73.2 2.7 

夫婦のみ 565 4.8 17.5 76.1 1.6 

親・子（２世代） 1,054 3.7 15.3 80.4 0.7 

親・子・孫（３世代） 233 6.4 17.6 74.2 1.7 

その他 90 3.3 22.2 70.0 4.4 
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付問１ 問 37 で「１．言葉も内容も知っている」と回答した人に 

あなたがＡＣＰについて知ったきっかけを教えてください。 

（あてはまる番号いくつでも） 

「医療・介護従事者等向けの研修」の割合が 31.6％と最も高く、次いで「医療・介護従事者か

ら受けた説明や相談の機会」の割合が29.6％、「テレビ、書籍等のメディアの情報」の割合が18.4％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 98 ％

医療・介護従事者等向けの
研修

医療・介護従事者から受け
た説明や相談の機会

テレビ、書籍等のメディアの
情報

市の作成した冊子
「私の生き方ノート」

市民公開講座、出前講座

その他

無回答

31.6

29.6

18.4

7.1

6.1

15.3

4.1

0 20 40
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問 38 あなたが、病気などで治る見込みがない状態になった場合、どこで療養生活を送

り最期を迎えたいですか。（あてはまる番号１つだけ） 

「居宅（自宅、子供や親族の家等）」の割合が 45.9％と最も高く、次いで「医療機関（病院等）」

の割合が 39.7％、「介護施設（老人ホーム等）」の割合が 12.9％となっています。 

 

【経年比較】 

「医療機関（病院等）」の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

「女性」に比べ、「男性」で「居宅（自宅、子供や親族の家等）」の割合が高くなっています。

一方、「男性」に比べ、「女性」で「医療機関（病院等）」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

居
宅
（
自
宅
、
子
供
や

親
族
の
家
等
） 

医
療
機
関
（
病
院
等
） 

介
護
施
設 

（
老
人
ホ
ー
ム
等
） 

無
回
答 

全体 2,194 45.9 39.7 12.9 1.4 

男性 939 53.0 33.7 12.0 1.3 

女性 1,239 40.8 44.1 13.7 1.3 

 

  

回答者数 =

令和３年度調査 2,194

平成28年度調査 1,764

45.9

46.5

39.7

31.6

12.9

19.4

1.4

2.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

居宅（自宅、子供や親族の家等） 医療機関（病院等）

介護施設（老人ホーム等） 無回答
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【性別・年齢別】 

男女ともに年齢が低くなるほど「居宅（自宅、子供や親族の家等）」の割合が高くなる傾向がみ

られます。一方、男女ともに年齢が高くなるにつれて「介護施設（老人ホーム等）」の割合が高く

なる傾向がみられます。また、女性は年齢が高くなるにつれて「医療機関（病院等）」の割合が高

くなる傾向がみられます。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

居
宅
（
自
宅
、
子
供
や

親
族
の
家
等
） 

医
療
機
関
（
病
院
等
） 

介
護
施
設 

（
老
人
ホ
ー
ム
等
） 

無
回
答 

全体 2,194 45.9 39.7 12.9 1.4 

男性 18～29 歳 71 69.0 25.4 5.6 - 

    30 歳代 105 56.2 33.3 9.5 1.0 

    40 歳代 153 58.8 32.7 8.5 － 

    50 歳代 161 54.0 32.3 11.2 2.5 

    60～64 歳 95 44.2 37.9 16.8 1.1 

    65～69 歳 132 49.2 37.1 12.9 0.8 

    70～74 歳 130 48.5 33.1 16.9 1.5 

    75 歳以上 91 47.3 35.2 14.3 3.3 

女性 18～29 歳 99 68.7 26.3 5.1 - 

    30 歳代 148 57.4 38.5 3.4 0.7 

    40 歳代 214 47.7 40.7 11.2 0.5 

    50 歳代 221 38.0 44.8 15.8 1.4 

    60～64 歳 140 30.0 50.0 17.9 2.1 

    65～69 歳 151 33.8 49.7 15.2 1.3 

    70～74 歳 161 32.9 44.7 20.5 1.9 

    75 歳以上 105 20.0 58.1 19.0 2.9 

 

  



178 

【ブロック別】 

他に比べ、「西部 A （城島）」で「居宅（自宅、子供や親族の家等）」「医療機関（病院等）」の

割合が、「南東部」「中央部」「西部 B （三潴）」で「介護施設（老人ホーム等）」の割合が高くな

っています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

居
宅
（
自
宅
、
子
供
や

親
族
の
家
等
） 

医
療
機
関
（
病
院
等
） 

介
護
施
設 

（
老
人
ホ
ー
ム
等
） 

無
回
答 

全体 2,194 45.9 39.7 12.9 1.4 

東部 A  144 46.5 38.9 12.5 2.1 

東部 B （田主丸） 131 48.1 37.4 13.7 0.8 

北部 A  165 47.3 41.8 10.9 － 

北部 B （北野） 145 46.2 37.9 13.1 2.8 

中央東部 253 45.5 40.7 12.3 1.6 

南東部 202 46.5 38.1 14.4 1.0 

中央部 266 43.6 40.2 14.7 1.5 

中央南部 345 44.6 40.6 13.9 0.9 

南西部 207 46.9 39.6 12.6 1.0 

西部 A （城島） 62 50.0 43.5 6.5 － 

西部 B （三潴） 148 44.6 39.9 14.2 1.4 

 

【家族形態別】 

他に比べ、「親・子（２世代）」で「居宅（自宅、子供や親族の家等）」の割合が、「夫婦のみ」

で「医療機関（病院等）」の割合が高くなっています。また、他に比べ、「単身」で「介護施設（老

人ホーム等）」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

居
宅
（
自
宅
、
子
供
や

親
族
の
家
等
） 

医
療
機
関
（
病
院
等
） 

介
護
施
設 

（
老
人
ホ
ー
ム
等
） 

無
回
答 

全体 2,194 45.9 39.7 12.9 1.4 

単身 224 37.5 39.7 19.6 3.1 

夫婦のみ 565 40.9 41.8 15.4 1.9 

親・子（２世代） 1,054 50.1 38.6 10.8 0.5 

親・子・孫（３世代） 233 48.5 39.5 11.2 0.9 

その他 90 46.7 38.9 11.1 3.3 
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問 39 あなた自身や同居の人が人生の最終段階を迎えた場合に、安心して居宅で療養

し、最期を迎えることができると思いますか。（あてはまる番号１つだけ） 

「わからない」の割合が 42.1％と最も高く、次いで「できないと思う」の割合が 37.1％、「で

きると思う」の割合が 18.6％となっています。 

 

【経年比較】 

「できると思う」の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

「女性」に比べ、「男性」で「できると思う」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

で
き
る
と
思
う 

で
き
な
い
と
思
う 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

全体 2,194 18.6 37.1 42.1 2.2 

男性 939 23.0 35.8 40.0 1.2 

女性 1,239 15.3 38.5 43.7 2.6 

  

回答者数 =

令和３年度調査 2,194

平成28年度調査 1,764

18.6

12.8

37.1

36.5

42.1

48.5

2.2

2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

できると思う できないと思う わからない 無回答
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【性別・年齢別】 

他に比べ、「男性の 75 歳以上」「女性の 18～29 歳」で「できると思う」の割合が、「女性の 65

～69 歳」で「できないと思う」の割合が高くなっています。また、「女性の 30 歳代」で「わから

ない」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

で
き
る
と
思
う 

で
き
な
い
と
思
う 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

全体 2,194 18.6 37.1 42.1 2.2 

男性 18～29 歳 71 28.2 22.5 49.3 - 

 30 歳代 105 20.0 29.5 49.5 1.0 

 40 歳代 153 16.3 41.2 41.8 0.7 

 50 歳代 161 23.0 42.9 32.9 1.2 

 60～64 歳 95 17.9 32.6 48.4 1.1 

 65～69 歳 132 23.5 39.4 36.4 0.8 

 70～74 歳 130 23.8 37.7 37.7 0.8 

 75 歳以上 91 36.3 27.5 31.9 4.4 

女性 18～29 歳 99 35.4 16.2 48.5 - 

 30 歳代 148 16.2 32.4 51.4 － 

 40 歳代 214 12.6 40.7 45.8 0.9 

 50 歳代 221 12.7 36.2 49.3 1.8 

 60～64 歳 140 10.7 45.7 42.1 1.4 

 65～69 歳 151 14.6 47.0 36.4 2.0 

 70～74 歳 161 15.5 39.1 38.5 6.8 

 75 歳以上 105 12.4 45.7 32.4 9.5 
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【ブロック別】 

他に比べ、「東部 B （田主丸）」で「できると思う」の割合が、「北部 A」で「できないと思う」

の割合が高くなっています。また、「中央東部」で「わからない」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

で
き
る
と
思
う 

で
き
な
い
と
思
う 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

全体 2,194 18.6 37.1 42.1 2.2 

東部 A  144 18.8 36.8 41.7 2.8 

東部 B （田主丸） 131 24.4 32.1 39.7 3.8 

北部 A  165 13.3 41.2 44.8 0.6 

北部 B （北野） 145 21.4 37.9 37.2 3.4 

中央東部 253 19.0 33.2 45.8 2.0 

南東部 202 20.8 34.2 42.6 2.5 

中央部 266 19.2 38.0 42.1 0.8 

中央南部 345 14.8 39.4 44.3 1.4 

南西部 207 17.4 39.1 40.1 3.4 

西部 A （城島） 62 19.4 37.1 43.5 － 

西部 B （三潴） 148 15.5 38.5 44.6 1.4 

 

【家族形態別】 

他に比べ、「親・子・孫（３世代）」で「できると思う」の割合が、「単身」で「できないと思う」

の割合が高くなっています。また、「親・子（２世代）」で「わからない」の割合が高くなってい

ます。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

で
き
る
と
思
う 

で
き
な
い
と
思
う 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

全体 2,194 18.6 37.1 42.1 2.2 

単身 224 12.9 46.0 35.7 5.4 

夫婦のみ 565 19.6 38.2 39.6 2.5 

親・子（２世代） 1,054 17.7 35.1 46.3 0.9 

親・子・孫（３世代） 233 21.0 37.8 39.1 2.1 

その他 90 24.4 34.4 36.7 4.4 
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付問１ 問 39 で「２．できないと思う」または「３．わからない」と回答した人に 

安心して居宅で療養し、最期を迎えることができないと思う・わからない理由

は何ですか。（あてはまる番号いくつでも） 

「介護する家族に負担がかかる」の割合が 62.7％と最も高く、次いで「症状が急に悪くなった

ときの対応に不安がある」の割合が 39.2％、「経済的な負担が大きい」の割合が 34.6％となって

います。 

 

【経年比較】 

「経済的な負担が大きい」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※平成 28 年度調査には「自分の意向がどれだけ尊重されるかが分からない」「人生の最終段階について考える年齢では

ない」の選択肢はありませんでした。 

  

％

介護する家族に負担がか
かる

症状が急に悪くなったとき
の対応に不安がある

経済的な負担が大きい

症状が急に悪くなったとき
に、すぐに病院に入院でき
るか不安である

往診してくれるかかりつけ
の医師がいない

介護できる家族がいない

自分の意向がどれだけ尊重
されるかが分からない

居住環境が整っていない

人生の最終段階について考
える年齢ではない

訪問看護（看護師の訪問）
体制が整っていない

24時間相談にのってくれる
ところがない

訪問介護（ホームヘルパー
の訪問）体制が整っていな
い

その他

無回答

62.7

39.2

34.6

28.5

27.5

25.0

17.5

16.7

16.5

12.5

10.9

8.9

2.1

2.6

66.2

39.1

45.3

26.8

22.9

23.2

－

16.9

－

11.5

11.2

8.0

2.1

1.7

0 20 40 60 80 100

令和３年度調査
（回答者数 = 1,739）

平成28年度調査
（回答者数 = 1,499）
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【性別】 

「男性」に比べ、「女性」で「介護する家族に負担がかかる」「症状が急に悪くなったときの対

応に不安がある」「症状が急に悪くなったときに、すぐに病院に入院できるか不安である」の割合

が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

往
診
し
て
く
れ
る
か

か
り
つ
け
の
医
師
が

い
な
い 

訪
問
看
護
（
看
護
師
の

訪
問
）
体
制
が
整
っ
て

い
な
い 

訪
問
介
護
（
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
の
訪
問
）
体
制

が
整
っ
て
い
な
い 

24
時
間
相
談
に
の
っ

て
く
れ
る
と
こ
ろ
が

な
い 

介
護
で
き
る
家
族
が

い
な
い 

介
護
す
る
家
族
に
負

担
が
か
か
る 

症
状
が
急
に
悪
く
な

っ
た
と
き
の
対
応
に

不
安
が
あ
る 

全体 1,739 27.5 12.5 8.9 10.9 25.0 62.7 39.2 

男性 712 28.2 14.0 10.3 11.7 24.6 59.6 34.6 

女性 1,018 26.9 11.4 8.0 10.3 25.4 64.8 42.4 

 

区分 

症
状
が
急
に
悪
く
な

っ
た
と
き
に
、
す
ぐ
に

病
院
に
入
院
で
き
る

か
不
安
で
あ
る 

居
住
環
境
が
整
っ
て

い
な
い 

経
済
的
な
負
担
が
大

き
い 

自
分
の
意
向
が
ど
れ

だ
け
尊
重
さ
れ
る
か

が
分
か
ら
な
い 

人
生
の
最
終
段
階
に

つ
い
て
考
え
る
年
齢

で
は
な
い 

そ
の
他 

無
回
答 

全体 28.5 16.7 34.6 17.5 16.5 2.1 2.6 

男性 24.3 14.7 34.8 18.0 17.8 2.4 3.1 

女性 31.5 18.3 34.1 17.3 15.7 2.0 2.3 
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【性別・年齢別】 

他に比べ、「男性の 75 歳以上」で「往診してくれるかかりつけの医師がいない」「24 時間相談

にのってくれるところがない」の割合が、「女性の 60～64 歳」で「往診してくれるかかりつけの

医師がいない」の割合が高くなっています。また、「男性の 30 歳代」で「訪問看護（看護師の訪

問）体制が整っていない」「訪問介護（ホームヘルパーの訪問）体制が整っていない」の割合が、

「女性の 40 歳代」で「介護できる家族がいない」の割合が、「女性の 75 歳以上」で「介護できる

家族がいない」「症状が急に悪くなったときに、すぐに病院に入院できるか不安である」の割合

が、「男性の 65～69 歳代」で「介護する家族に負担がかかる」の割合が、「女性の 50 歳代」で「介

護する家族に負担がかかる」「症状が急に悪くなったときの対応に不安がある」の割合が、「女性

の 30 歳代」で「居住環境が整っていない」の割合が、「男性の 50 歳代」で「経済的な負担が大き

い」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

往
診
し
て
く
れ
る
か

か
り
つ
け
の
医
師
が

い
な
い 

訪
問
看
護
（
看
護
師
の

訪
問
）
体
制
が
整
っ
て

い
な
い 

訪
問
介
護
（
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
の
訪
問
）
体
制

が
整
っ
て
い
な
い 

24
時
間
相
談
に
の
っ

て
く
れ
る
と
こ
ろ
が

な
い 

介
護
で
き
る
家
族
が

い
な
い 

介
護
す
る
家
族
に
負

担
が
か
か
る 

症
状
が
急
に
悪
く
な

っ
た
と
き
の
対
応
に

不
安
が
あ
る 

全体 1,739 27.5 12.5 8.9 10.9 25.0 62.7 39.2 

男性 18～29 歳 51 13.7 5.9 2.0 5.9 11.8 23.5 39.2 

   30 歳代 83 33.7 19.3 16.9 15.7 15.7 49.4 32.5 

   40 歳代 127 27.6 11.8 4.7 8.7 31.5 67.7 31.5 

   50 歳代 122 29.5 18.9 15.6 10.7 25.4 69.7 29.5 

   60～64 歳 77 20.8 7.8 5.2 10.4 31.2 49.4 23.4 

   65～69 歳 100 31.0 16.0 14.0 15.0 24.0 72.0 45.0 

   70～74 歳 98 29.6 11.2 8.2 7.1 23.5 66.3 37.8 

   75 歳以上 54 35.2 18.5 13.0 24.1 25.9 46.3 42.6 

女性 18～29 歳 64 18.8 6.3 4.7 6.3 14.1 28.1 29.7 

   30 歳代 124 25.8 12.9 8.1 8.9 20.2 65.3 37.1 

   40 歳代 185 17.8 9.2 4.9 7.6 34.1 62.7 42.2 

   50 歳代 189 29.6 10.1 6.9 7.9 20.1 72.5 49.2 

   60～64 歳 123 35.0 16.3 10.6 14.6 28.5 68.3 39.0 

   65～69 歳 126 30.2 12.7 11.9 10.3 19.0 69.0 46.0 

   70～74 歳 125 28.8 10.4 6.4 12.8 29.6 67.2 43.2 

   75 歳以上 82 29.3 13.4 12.2 17.1 34.1 64.6 43.9 
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単位：％ 

区分 

症
状
が
急
に
悪
く
な

っ
た
と
き
に
、
す
ぐ
に

病
院
に
入
院
で
き
る

か
不
安
で
あ
る 

居
住
環
境
が
整
っ
て

い
な
い 

経
済
的
な
負
担
が
大

き
い 

自
分
の
意
向
が
ど
れ

だ
け
尊
重
さ
れ
る
か

が
分
か
ら
な
い 

人
生
の
最
終
段
階
に

つ
い
て
考
え
る
年
齢

で
は
な
い 

そ
の
他 

無
回
答 

全体 28.5 16.7 34.6 17.5 16.5 2.1 2.6 

男性 18～29 歳 11.8 13.7 25.5 23.5 56.9 2.0 3.9 

   30 歳代 19.3 16.9 38.6 15.7 41.0 3.6 1.2 

   40 歳代 20.5 16.5 37.8 17.3 28.3 － 1.6 

   50 歳代 21.3 18.9 51.6 17.2 4.9 1.6 0.8 

   60～64 歳 18.2 10.4 33.8 18.2 14.3 3.9 5.2 

   65～69 歳 34.0 15.0 23.0 18.0 3.0 2.0 3.0 

   70～74 歳 34.7 13.3 27.6 18.4 5.1 3.1 5.1 

   75 歳以上 31.5 7.4 29.6 18.5 5.6 5.6 7.4 

女性 18～29 歳 17.2 7.8 28.1 15.6 59.4 1.6 3.1 

   30 歳代 21.8 23.4 37.1 16.9 40.3 － 0.8 

   40 歳代 25.9 21.1 43.8 13.0 21.6 2.2 0.5 

   50 歳代 29.6 19.6 39.7 18.5 9.0 3.2 2.6 

   60～64 歳 29.3 21.1 30.9 19.5 6.5 2.4 2.4 

   65～69 歳 43.7 13.5 27.0 15.9 2.4 4.0 4.0 

   70～74 歳 38.4 19.2 29.6 21.6 2.4 － 3.2 

   75 歳以上 48.8 11.0 22.0 18.3 1.2 1.2 2.4 
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【ブロック別】 

他に比べ、「北部 A」で「往診してくれるかかりつけの医師がいない」「症状が急に悪くなった

ときの対応に不安がある」の割合が、「中央南部」で「往診してくれるかかりつけの医師がいな

い」「症状が急に悪くなったときに、すぐに病院に入院できるか不安である」「自分の意向がどれ

だけ尊重されるかが分からない」の割合が高くなっています。また、「東部 A」で「訪問看護（看

護師の訪問）体制が整っていない」「24 時間相談にのってくれるところがない」「経済的な負担が

大きい」の割合が、「東部 B （田主丸）」で「訪問看護（看護師の訪問）体制が整っていない」「訪

問介護（ホームヘルパーの訪問）体制が整っていない」の割合が、「中央部」で「介護できる家族

がいない」の割合が、「中央東部」で「症状が急に悪くなったときに、すぐに病院に入院できるか

不安である」「自分の意向がどれだけ尊重されるかが分からない」の割合が、「北部 B （北野）」

で「居住環境が整っていない」「経済的な負担が大きい」「症状が急に悪くなったときの対応に不

安がある」の割合が、「西部 A （城島）」で「人生の最終段階について考える年齢ではない」の割

合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

往
診
し
て
く
れ
る
か

か
り
つ
け
の
医
師
が

い
な
い 

訪
問
看
護
（
看
護
師
の

訪
問
）
体
制
が
整
っ
て

い
な
い 

訪
問
介
護
（
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
の
訪
問
）
体
制

が
整
っ
て
い
な
い 

24
時
間
相
談
に
の
っ

て
く
れ
る
と
こ
ろ
が

な
い 

介
護
で
き
る
家
族
が

い
な
い 

介
護
す
る
家
族
に
負

担
が
か
か
る 

症
状
が
急
に
悪
く
な

っ
た
と
き
の
対
応
に

不
安
が
あ
る 

全体 1,739 27.5 12.5 8.9 10.9 25.0 62.7 39.2 

東部 A  113 29.2 17.7 10.6 15.0 23.0 68.1 45.1 

東部 B （田主丸） 94 26.6 17.0 12.8 10.6 26.6 70.2 35.1 

北部 A  142 30.3 12.0 8.5 9.2 28.9 64.8 47.9 

北部 B （北野） 109 18.3 7.3 3.7 8.3 25.7 67.9 46.8 

中央東部 200 28.5 13.0 10.0 12.0 22.0 64.5 43.0 

南東部 155 23.9 12.9 9.0 9.7 19.4 63.2 32.9 

中央部 213 29.6 13.1 11.7 9.9 29.1 56.8 36.6 

中央南部 289 30.4 12.1 8.3 11.4 24.9 57.4 37.7 

南西部 164 24.4 11.6 8.5 11.6 26.8 67.7 41.5 

西部 A （城島） 50 28.0 10.0 8.0 10.0 28.0 60.0 34.0 

西部 B （三潴） 123 25.2 8.9 4.9 9.8 20.3 61.0 31.7 
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単位：％ 

区分 

症
状
が
急
に
悪
く
な

っ
た
と
き
に
、
す
ぐ
に

病
院
に
入
院
で
き
る

か
不
安
で
あ
る 

居
住
環
境
が
整
っ
て

い
な
い 

経
済
的
な
負
担
が
大

き
い 

自
分
の
意
向
が
ど
れ

だ
け
尊
重
さ
れ
る
か

が
分
か
ら
な
い 

人
生
の
最
終
段
階
に

つ
い
て
考
え
る
年
齢

で
は
な
い 

そ
の
他 

無
回
答 

全体 28.5 16.7 34.6 17.5 16.5 2.1 2.6 

東部 A  29.2 15.0 40.7 20.4 20.4 1.8 2.7 

東部 B （田主丸） 28.7 17.0 36.2 14.9 9.6 2.1 4.3 

北部 A  27.5 19.0 34.5 16.2 22.5 1.4 － 

北部 B （北野） 29.4 22.0 40.4 13.8 11.0 3.7 － 

中央東部 30.5 15.5 34.0 21.0 15.0 2.5 2.0 

南東部 27.7 15.5 30.3 14.2 12.9 3.9 4.5 

中央部 28.2 19.7 33.8 16.9 18.3 1.4 1.9 

中央南部 30.4 14.9 33.6 21.5 18.7 1.0 1.0 

南西部 24.4 15.2 34.1 17.7 15.2 1.2 2.4 

西部 A （城島） 28.0 18.0 38.0 10.0 26.0 4.0 6.0 

西部 B （三潴） 27.6 13.0 30.9 13.0 15.4 4.9 4.9 
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【家族形態別】 

他に比べ、「単身」で「往診してくれるかかりつけの医師がいない」「訪問看護（看護師の訪問）

体制が整っていない」「訪問介護（ホームヘルパーの訪問）体制が整っていない」「24 時間相談に

のってくれるところがない」「介護できる家族がいない」の割合が、「親・子・孫（３世代）」で「介

護する家族に負担がかかる」「症状が急に悪くなったときに、すぐに病院に入院できるか不安で

ある」「経済的な負担が大きい」「自分の意向がどれだけ尊重されるかが分からない」の割合が高

くなっています。また、「夫婦のみ」で「症状が急に悪くなったときの対応に不安がある」「症状

が急に悪くなったときに、すぐに病院に入院できるか不安である」「自分の意向がどれだけ尊重

されるかが分からない」の割合が、「親・子（２世代）」で「症状が急に悪くなったときの対応に

不安がある」「居住環境が整っていない」「経済的な負担が大きい」「人生の最終段階について考え

る年齢ではない」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

往
診
し
て
く
れ
る
か

か
り
つ
け
の
医
師
が

い
な
い 

訪
問
看
護
（
看
護
師
の

訪
問
）
体
制
が
整
っ
て

い
な
い 

訪
問
介
護
（
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
の
訪
問
）
体
制

が
整
っ
て
い
な
い 

24
時
間
相
談
に
の
っ

て
く
れ
る
と
こ
ろ
が

な
い 

介
護
で
き
る
家
族
が

い
な
い 

介
護
す
る
家
族
に
負

担
が
か
か
る 

症
状
が
急
に
悪
く
な

っ
た
と
き
の
対
応
に

不
安
が
あ
る 

全体 1,739 27.5 12.5 8.9 10.9 25.0 62.7 39.2 

単身 183 31.7 14.2 13.1 14.2 47.5 39.3 33.3 

夫婦のみ 440 29.5 11.1 7.3 11.1 26.8 61.6 39.8 

親・子（２世代） 858 27.0 12.9 9.1 11.0 21.1 66.4 39.4 

親・子・孫（３世代） 179 22.9 11.7 7.8 8.4 17.3 73.2 35.8 

その他 64 21.9 14.1 9.4 7.8 23.4 59.4 56.3 

 

区分 

症
状
が
急
に
悪
く
な

っ
た
と
き
に
、
す
ぐ
に

病
院
に
入
院
で
き
る

か
不
安
で
あ
る 

居
住
環
境
が
整
っ
て

い
な
い 

経
済
的
な
負
担
が
大

き
い 

自
分
の
意
向
が
ど
れ

だ
け
尊
重
さ
れ
る
か

が
分
か
ら
な
い 

人
生
の
最
終
段
階
に

つ
い
て
考
え
る
年
齢

で
は
な
い 

そ
の
他 

無
回
答 

全体 28.5 16.7 34.6 17.5 16.5 2.1 2.6 

単身 28.4 13.1 32.8 17.5 16.9 4.4 1.1 

夫婦のみ 30.5 13.0 25.7 19.5 8.0 3.2 3.9 

親・子（２世代） 26.3 19.0 38.3 16.2 22.8 1.4 2.4 

親・子・孫（３世代） 30.2 17.9 38.0 19.6 10.6 1.7 1.1 

その他 39.1 20.3 37.5 15.6 9.4 － 4.7 
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問 40 あなたは、今までに家族等の身近な人を居宅で看取った経験がありますか。 

（あてはまる番号１つだけ） 

「ある」の割合が 17.3％、「ない」の割合が 81.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

大きな差異はみられません。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

あ
る 

な
い 

無
回
答 

全体 2,194 17.3 81.3 1.4 

男性 939 17.4 81.6 1.1 

女性 1,239 17.2 81.5 1.3 

 

 

  

（ｎ = 2,194）

ある

17.3%

ない

81.3%

無回答

1.4%
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【性別・年齢別】 

男女ともに年齢が高くなるにつれて「ある」の割合が高くなる傾向がみられます。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

あ
る 

な
い 

無
回
答 

全体 2,194 17.3 81.3 1.4 

男性 18～29 歳 71 8.5 91.5 - 

30 歳代 105 6.7 92.4 1.0 

40 歳代 153 13.1 86.3 0.7 

50 歳代 161 18.6 80.1 1.2 

60～64 歳 95 14.7 82.1 3.2 

65～69 歳 132 18.2 81.1 0.8 

70～74 歳 130 25.4 73.1 1.5 

75 歳以上 91 31.9 68.1 － 

女性 18～29 歳 99 12.1 87.9 - 

30 歳代 148 9.5 90.5 － 

40 歳代 214 9.8 88.8 1.4 

50 歳代 221 12.2 86.9 0.9 

60～64 歳 140 18.6 78.6 2.9 

65～69 歳 151 24.5 74.8 0.7 

70～74 歳 161 27.3 71.4 1.2 

75 歳以上 105 30.5 65.7 3.8 
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【ブロック別】 

他に比べ、「東部 B （田主丸）」で「ある」の割合が、「西部 B （三潴）」で「ない」の割合が高

くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

あ
る 

な
い 

無
回
答 

全体 2,194 17.3 81.3 1.4 

東部 A  144 19.4 79.9 0.7 

東部 B （田主丸） 131 22.1 76.3 1.5 

北部 A  165 14.5 84.8 0.6 

北部 B （北野） 145 18.6 78.6 2.8 

中央東部 253 17.0 82.2 0.8 

南東部 202 15.3 83.2 1.5 

中央部 266 18.4 80.8 0.8 

中央南部 345 14.8 84.3 0.9 

南西部 207 19.8 78.7 1.4 

西部 A （城島） 62 14.5 83.9 1.6 

西部 B （三潴） 148 13.5 85.1 1.4 

 

【家族形態別】 

他に比べ、「単身」「親・子・孫（３世代）」で「ある」の割合が、「親・子（２世代）」で「ない」

の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

あ
る 

な
い 

無
回
答 

全体 2,194 17.3 81.3 1.4 

単身 224 21.4 77.2 1.3 

夫婦のみ 565 16.8 81.6 1.6 

親・子（２世代） 1,054 15.0 84.3 0.8 

親・子・孫（３世代） 233 21.9 76.4 1.7 

その他 90 24.4 72.2 3.3 
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付問１ 問 40 で「１．ある」と回答した人に 

身近な人を看取ったご経験の中で、どのようなことが大変でしたか。 

（あてはまる番号いくつでも） 

「本人の意思・意向の確認が取りづらくなったり、分からなくなったりした」の割合が 34.5％

と最も高く、次いで「特になかった」の割合が 32.9％、「経済的な負担が大きかった」の割合が

18.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

「女性」に比べ、「男性」で「本人家族の望んだ医療・介護サービスの提供が不十分だった」の

割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

本
人
の
意
思
・
意
向
の
確
認
が
取
り

づ
ら
く
な
っ
た
り
、
分
か
ら
な
く
な

っ
た
り
し
た 

医
師
や
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
等
、
医

療
・
介
護
従
事
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
が
取
り
づ
ら
か
っ
た 

家
族
・
親
族
内
で
意
思
が
ば
ら
ば
ら

だ
っ
た 

本
人
家
族
の
望
ん
だ
医
療
・
介
護
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
が
不
十
分
だ
っ
た 

経
済
的
な
負
担
が
大
き
か
っ
た 

特
に
な
か
っ
た 

そ
の
他 

無
回
答 

全体 380 34.5 11.3 11.1 14.5 18.7 32.9 8.7 3.7 

男性 163 33.7 9.8 10.4 17.2 18.4 33.1 3.7 5.5 

女性 213 34.7 11.7 11.7 12.2 18.8 33.3 12.7 1.9 

  

回答者数 = 380 ％

本人の意思・意向の確認が取りづらく
なったり、分からなくなったりした

特になかった

経済的な負担が大きかった

本人家族の望んだ医療・
介護サービスの提供が不十分だった

医師やケアマネジャー等、
医療・介護従事者との
コミュニケーションが取りづらかった

家族・親族内で意思がばらばらだった

その他

無回答

34.5

32.9

18.7

14.5

11.3

11.1

8.7

3.7

0 20 40
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【性別・年齢別】 

他に比べ、「女性の 30 歳代」で「本人の意思・意向の確認が取りづらくなったり、分からなく

なったりした」「家族・親族内で意思がばらばらだった」「経済的な負担が大きかった」の割合が、

「女性の 60～64 歳」で「医師やケアマネジャー等、医療・介護従事者とのコミュニケーションが

取りづらかった」の割合が高くなっています。また、「女性の 40 歳代」で「本人家族の望んだ医

療・介護サービスの提供が不十分だった」の割合が、「女性の 18～29 歳」で「特になかった」の

割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

本
人
の
意
思
・
意
向
の
確
認
が
取

り
づ
ら
く
な
っ
た
り
、
分
か
ら
な

く
な
っ
た
り
し
た 

医
師
や
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
等
、
医

療
・
介
護
従
事
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
り
づ
ら
か
っ
た 

家
族
・
親
族
内
で
意
思
が
ば
ら
ば

ら
だ
っ
た 

本
人
家
族
の
望
ん
だ
医
療
・
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
不
十
分
だ
っ

た 経
済
的
な
負
担
が
大
き
か
っ
た 

特
に
な
か
っ
た 

そ
の
他 

無
回
答 

全体 380 34.5 11.3 11.1 14.5 18.7 32.9 8.7 3.7 

男性 18～29 歳 6 33.3 - 16.7 - - 50.0 - - 

   30 歳代 7 14.3 － 14.3 14.3 28.6 57.1 － － 

   40 歳代 20 30.0 15.0 25.0 15.0 15.0 30.0 15.0 5.0 

   50 歳代 30 40.0 13.3 3.3 20.0 13.3 33.3 3.3 3.3 

   60～64 歳 14 28.6 7.1 7.1 7.1 14.3 50.0 7.1 － 

   65～69 歳 24 37.5 8.3 20.8 20.8 25.0 33.3 － 4.2 

   70～74 歳 33 24.2 － 3.0 21.2 21.2 30.3 3.0 9.1 

   75 歳以上 29 44.8 20.7 6.9 17.2 20.7 20.7 － 10.3 

女性 18～29 歳 12 8.3 - - 8.3 16.7 58.3 8.3 - 

   30 歳代 14 50.0 14.3 35.7 21.4 35.7 21.4 － － 

   40 歳代 21 47.6 14.3 9.5 23.8 14.3 23.8 9.5 － 

   50 歳代 27 48.1 7.4 11.1 18.5 14.8 22.2 29.6 3.7 

   60～64 歳 26 34.6 26.9 15.4 19.2 7.7 34.6 23.1 3.8 

   65～69 歳 37 43.2 8.1 10.8 8.1 27.0 29.7 2.7 2.7 

   70～74 歳 44 29.5 9.1 13.6 6.8 22.7 31.8 9.1 2.3 

   75 歳以上 32 15.6 12.5 3.1 3.1 12.5 50.0 15.6 － 
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【ブロック別】 

他に比べ、「東部 B （田主丸）」で「本人の意思・意向の確認が取りづらくなったり、分からな

くなったりした」の割合が、「中央東部」で「医師やケアマネジャー等、医療・介護従事者とのコ

ミュニケーションが取りづらかった」の割合が高くなっています。また、「中央南部」で「家族・

親族内で意思がばらばらだった」の割合が、「西部 A （城島）」で「本人家族の望んだ医療・介護

サービスの提供が不十分だった」の割合が、「中央部」で「経済的な負担が大きかった」の割合が、

「北部 B （北野）」で「特になかった」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

本
人
の
意
思
・
意
向
の
確
認
が
取

り
づ
ら
く
な
っ
た
り
、
分
か
ら
な

く
な
っ
た
り
し
た 

医
師
や
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
等
、
医

療
・
介
護
従
事
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
り
づ
ら
か
っ
た 

家
族
・
親
族
内
で
意
思
が
ば
ら
ば

ら
だ
っ
た 

本
人
家
族
の
望
ん
だ
医
療
・
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
不
十
分
だ
っ

た 経
済
的
な
負
担
が
大
き
か
っ
た 

特
に
な
か
っ
た 

そ
の
他 

無
回
答 

全体 380 34.5 11.3 11.1 14.5 18.7 32.9 8.7 3.7 

東部 A  28 28.6 10.7 7.1 3.6 17.9 39.3 3.6 7.1 

東部 B （田主丸） 29 51.7 10.3 3.4 17.2 17.2 24.1 － 6.9 

北部 A  24 29.2 8.3 12.5 25.0 12.5 33.3 12.5 － 

北部 B （北野） 27 14.8 3.7 － 11.1 14.8 48.1 11.1 － 

中央東部 43 34.9 18.6 4.7 18.6 14.0 32.6 9.3 2.3 

南東部 31 32.3 9.7 16.1 22.6 22.6 35.5 6.5 － 

中央部 49 44.9 14.3 10.2 6.1 28.6 26.5 6.1 4.1 

中央南部 51 35.3 9.8 23.5 15.7 25.5 27.5 15.7 2.0 

南西部 41 31.7 9.8 17.1 14.6 17.1 34.1 7.3 7.3 

西部 A （城島） 9 44.4 11.1 22.2 33.3 11.1 33.3 － 11.1 

西部 B （三潴） 20 30.0 15.0 5.0 5.0 15.0 35.0 10.0 5.0 
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【家族形態別】 

他に比べ、「親・子（２世代）」で「本人の意思・意向の確認が取りづらくなったり、分からな

くなったりした」「本人家族の望んだ医療・介護サービスの提供が不十分だった」「経済的な負担

が大きかった」の割合が、「単身」で「医師やケアマネジャー等、医療・介護従事者とのコミュニ

ケーションが取りづらかった」の割合が高くなっています。また、「夫婦のみ」で「家族・親族内

で意思がばらばらだった」の割合が、「親・子・孫（３世代）」で「特になかった」の割合が高く

なっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

本
人
の
意
思
・
意
向
の
確
認
が
取

り
づ
ら
く
な
っ
た
り
、
分
か
ら
な

く
な
っ
た
り
し
た 

医
師
や
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
等
、
医

療
・
介
護
従
事
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
り
づ
ら
か
っ
た 

家
族
・
親
族
内
で
意
思
が
ば
ら
ば

ら
だ
っ
た 

本
人
家
族
の
望
ん
だ
医
療
・
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
不
十
分
だ
っ

た 経
済
的
な
負
担
が
大
き
か
っ
た 

特
に
な
か
っ
た 

そ
の
他 

無
回
答 

全体 380 34.5 11.3 11.1 14.5 18.7 32.9 8.7 3.7 

単身 48 29.2 14.6 6.3 12.5 16.7 31.3 10.4 4.2 

夫婦のみ 95 27.4 9.5 13.7 10.5 16.8 33.7 7.4 6.3 

親・子（２世代） 158 41.1 13.9 12.0 19.0 20.9 31.6 6.3 1.3 

親・子・孫（３世代） 51 33.3 3.9 11.8 11.8 15.7 37.3 17.6 3.9 

その他 22 31.8 4.5 4.5 9.1 18.2 36.4 9.1 4.5 
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（９）新型コロナウイルス感染症の影響について 

問 41 新型コロナウイルス感染症の影響が長期化している中、あなたの日常生活にどの

ような変化がありましたか。（あてはまる番号いくつでも） 

「健康へより注意するようになった」の割合が 54.0％と最も高く、次いで「感染への懸念や不

安、生活の変化によるストレスが増した」の割合が 49.4％、「友人や知人などと一緒に過ごす時

間が減った」の割合が 46.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 2,194 ％

健康へより注意するように
なった

感染への懸念や不安、生活の
変化によるストレスが増した

友人や知人などと一緒に
過ごす時間が減った

家族と一緒に過ごす時間が
増えた

キャッシュレス決済（クレジット
カード、スマートフォンによる
支払等）の利用が増えた

宅配サービスや通信販売の
利用が増えた

収入が減った

インターネットでの発信や交流
を利用する機会が増えた

テレワークや時差出勤など、
働き方が変わった

仕事量が増えた

家族と一緒に過ごす時間が
減った

副業や転職など、就業状況が
変わった

解雇等により仕事量が減った

友人や知人などと一緒に
過ごす時間が増えた

収入が増えた

その他

無回答

54.0

49.4

46.2

30.1

21.2

19.9

18.8

11.7

9.0

8.7

4.1

3.9

2.0

1.5

1.0

3.0

2.1

0 20 40 60 80
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【性別】 

「男性」に比べ、「女性」で「友人や知人などと一緒に過ごす時間が減った」「感染への懸念や

不安、生活の変化によるストレスが増した」「宅配サービスや通信販売の利用が増えた」の割合が

高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

テ
レ
ワ
ー
ク
や
時
差
出
勤
な
ど
、
働

き
方
が
変
わ
っ
た 

副
業
や
転
職
な
ど
、
就
業
状
況
が
変

わ
っ
た 

仕
事
量
が
増
え
た 

解
雇
等
に
よ
り
仕
事
量
が
減
っ
た 

収
入
が
増
え
た 

収
入
が
減
っ
た 

家
族
と
一
緒
に
過
ご
す
時
間
が
増
え

た 家
族
と
一
緒
に
過
ご
す
時
間
が
減
っ

た 

全体 2,194 9.0 3.9 8.7 2.0 1.0 18.8 30.1 4.1 

男性 939 11.7 4.4 7.9 2.0 1.2 20.6 29.3 3.6 

女性 1,239 6.9 3.6 9.4 2.0 0.9 17.6 30.7 4.6 

 

区分 

友
人
や
知
人
な
ど
と
一
緒
に
過
ご
す

時
間
が
増
え
た 

友
人
や
知
人
な
ど
と
一
緒
に
過
ご
す

時
間
が
減
っ
た 

健
康
へ
よ
り
注
意
す
る
よ
う
に
な
っ

た 感
染
へ
の
懸
念
や
不
安
、
生
活
の
変

化
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
が
増
し
た 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
発
信
や
交
流

を
利
用
す
る
機
会
が
増
え
た 

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
（
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
よ

る
支
払
等
）
の
利
用
が
増
え
た 

宅
配
サ
ー
ビ
ス
や
通
信
販
売
の
利
用

が
増
え
た 

そ
の
他 

無
回
答 

全体 1.5 46.2 54.0 49.4 11.7 21.2 19.9 3.0 2.1 

男性 1.8 36.7 51.7 43.3 12.0 19.3 15.9 3.8 2.0 

女性 1.2 53.7 55.6 54.2 11.5 22.8 23.2 2.4 1.9 
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【年齢別】 

他に比べ、「30 歳代」で「感染への懸念や不安、生活の変化によるストレスが増した」「宅配サ

ービスや通信販売の利用が増えた」の割合が、「60～64 歳」や「75 歳以上で「健康へより注意す

るようになった」の割合が高くなっています。 

また、年齢が上がるにつれて、「インターネットでの発信や交流を利用する機会が増えた」や

「キャッシュレス決済（クレジットカード、スマートフォンによる支払等）の利用が増えた」の

割合が低くなる傾向にあります。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

テ
レ
ワ
ー
ク
や
時
差
出
勤
な
ど
、

働
き
方
が
変
わ
っ
た 

副
業
や
転
職
な
ど
、
就
業
状
況
が

変
わ
っ
た 

仕
事
量
が
増
え
た 

解
雇
等
に
よ
り
仕
事
量
が
減
っ

た 収
入
が
増
え
た 

収
入
が
減
っ
た 

家
族
と
一
緒
に
過
ご
す
時
間
が

増
え
た 

家
族
と
一
緒
に
過
ご
す
時
間
が

減
っ
た 

全体 2,194 9.0 3.9 8.7 2.0 1.0 18.8 30.1 4.1 

18～29 歳 171 18.7 8.2 11.1 1.2 2.3 17.0 31.0 5.8 

30 歳代 253 13.4 7.1 15.0 2.8 0.8 22.1 37.5 4.7 

40 歳代 368 14.1 5.2 12.0 2.2 1.6 20.9 33.2 4.1 

50 歳代 382 11.5 3.4 14.7 3.4 1.8 20.9 26.4 5.0 

60～64 歳 235 4.3 1.7 7.2 1.7 0.4 22.6 24.3 3.4 

65～69 歳 284 4.6 3.5 3.5 0.7 0.4 18.7 30.3 2.1 

70～74 歳 293 3.4 1.4 1.7 2.0 － 14.3 31.7 3.8 

75 歳以上 197 1.0 1.5 1.0 1.0 0.5 10.7 24.9 5.1 

 

区分 

友
人
や
知
人
な
ど
と
一
緒
に
過
ご
す

時
間
が
増
え
た 

友
人
や
知
人
な
ど
と
一
緒
に
過
ご
す

時
間
が
減
っ
た 

健
康
へ
よ
り
注
意
す
る
よ
う
に
な
っ

た 感
染
へ
の
懸
念
や
不
安
、
生
活
の
変

化
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
が
増
し
た 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
発
信
や
交
流

を
利
用
す
る
機
会
が
増
え
た 

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
（
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
よ

る
支
払
等
）
の
利
用
が
増
え
た 

宅
配
サ
ー
ビ
ス
や
通
信
販
売
の
利
用

が
増
え
た 

そ
の
他 

無
回
答 

全体 1.5 46.2 54.0 49.4 11.7 21.2 19.9 3.0 2.1 

18～29 歳 4.1 53.2 53.2 54.4 26.9 32.2 28.1 2.9 0.6 

30 歳代 0.8 49.4 45.5 57.3 15.8 34.0 33.2 3.6 1.2 

40 歳代 2.2 45.7 42.9 52.4 14.7 32.1 27.7 3.0 1.1 

50 歳代 1.0 43.2 49.7 53.1 11.3 27.2 19.4 3.1 1.8 

60～64 歳 0.9 44.3 62.6 50.6 10.2 22.6 16.2 3.4 1.7 

65～69 歳 2.1 46.5 58.8 47.5 8.1 9.5 12.0 2.1 2.5 

70～74 歳 1.0 48.5 61.8 42.3 6.8 5.1 13.0 3.1 2.0 

75 歳以上 － 42.6 65.0 35.0 3.6 3.6 9.6 3.0 5.6 
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【ブロック別】 

他に比べ、「東部 B （田主丸）」で「友人や知人などと一緒に過ごす時間が減った」の割合が、

「西部 B （三潴）」で「健康へより注意するようになった」の割合が、「西部 A （城島）」で「収

入が減った」の割合が、高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

テ
レ
ワ
ー
ク
や
時
差
出
勤
な
ど
、
働

き
方
が
変
わ
っ
た 

副
業
や
転
職
な
ど
、
就
業
状
況
が
変

わ
っ
た 

仕
事
量
が
増
え
た 

解
雇
等
に
よ
り
仕
事
量
が
減
っ
た 

収
入
が
増
え
た 

収
入
が
減
っ
た 

家
族
と
一
緒
に
過
ご
す
時
間
が
増
え

た 家
族
と
一
緒
に
過
ご
す
時
間
が
減
っ

た 

全体 2,194 9.0 3.9 8.7 2.0 1.0 18.8 30.1 4.1 

東部 A  144 6.9 6.9 6.3 1.4 － 19.4 29.2 2.8 

東部 B （田主丸） 131 7.6 2.3 9.2 1.5 0.8 16.0 22.9 4.6 

北部 A  165 7.9 2.4 16.4 1.2 3.0 20.6 33.9 6.1 

北部 B （北野） 145 7.6 2.8 6.9 3.4 1.4 14.5 30.3 2.1 

中央東部 253 11.1 4.0 7.5 3.6 2.0 17.8 32.8 6.3 

南東部 202 6.9 3.0 6.4 1.0 － 14.4 31.7 2.0 

中央部 266 12.8 2.6 9.4 1.5 1.5 21.4 30.5 3.4 

中央南部 345 10.1 3.2 8.4 2.0 0.9 20.3 29.6 4.6 

南西部 207 8.7 5.8 12.1 1.4 0.5 18.8 30.4 3.9 

西部 A （城島） 62 6.5 8.1 6.5 3.2 － 29.0 32.3 1.6 

西部 B （三潴） 148 4.7 2.7 7.4 2.0 0.7 15.5 29.7 4.7 
 

区分 

友
人
や
知
人
な
ど
と
一
緒
に
過
ご
す

時
間
が
増
え
た 

友
人
や
知
人
な
ど
と
一
緒
に
過
ご
す

時
間
が
減
っ
た 

健
康
へ
よ
り
注
意
す
る
よ
う
に
な
っ

た 感
染
へ
の
懸
念
や
不
安
、
生
活
の
変

化
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
が
増
し
た 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
発
信
や
交
流

を
利
用
す
る
機
会
が
増
え
た 

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
（
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
よ

る
支
払
等
）
の
利
用
が
増
え
た 

宅
配
サ
ー
ビ
ス
や
通
信
販
売
の
利
用

が
増
え
た 

そ
の
他 

無
回
答 

全体 1.5 46.2 54.0 49.4 11.7 21.2 19.9 3.0 2.1 

東部 A  2.8 48.6 52.8 47.9 11.8 20.1 17.4 2.1 － 

東部 B （田主丸） 0.8 54.2 54.2 45.8 11.5 19.1 15.3 1.5 0.8 

北部 A  0.6 47.3 59.4 57.6 13.9 27.9 21.2 4.2 2.4 

北部 B （北野） － 48.3 55.9 44.8 12.4 20.0 24.8 3.4 2.1 

中央東部 0.4 47.4 48.2 51.4 14.2 23.3 22.1 3.2 4.0 

南東部 2.5 43.6 53.0 45.5 7.9 18.8 12.4 3.5 1.5 

中央部 1.1 41.0 47.4 50.0 9.0 22.9 20.7 2.3 1.9 

中央南部 2.3 47.2 55.9 51.3 12.8 23.8 23.5 2.6 1.7 

南西部 1.9 49.3 51.7 54.1 13.5 21.3 22.2 2.9 1.9 

西部 A （城島） 1.6 33.9 51.6 46.8 6.5 14.5 12.9 － 1.6 

西部 B （三潴） 2.0 45.9 62.2 47.3 12.8 17.6 20.3 6.1 2.0 
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【職業別】 

他に比べ、「農林漁業」で「友人や知人などと一緒に過ごす時間が減った」の割合が、「自営業」で

「収入が減った」の割合が、「学生」で「テレワークや時差出勤など、働き方が変わった」「友人や知

人などと一緒に過ごす時間が増えた」「インターネットでの発信や交流を利用する機会が増えた」の

割合が、「家事に専念」で「健康へより注意するようになった」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

テ
レ
ワ
ー
ク
や
時
差
出
勤
な
ど
、
働

き
方
が
変
わ
っ
た 

副
業
や
転
職
な
ど
、
就
業
状
況
が
変

わ
っ
た 

仕
事
量
が
増
え
た 

解
雇
等
に
よ
り
仕
事
量
が
減
っ
た 

収
入
が
増
え
た 

収
入
が
減
っ
た 

家
族
と
一
緒
に
過
ご
す
時
間
が
増
え

た 家
族
と
一
緒
に
過
ご
す
時
間
が
減
っ

た 

全体 2,194 9.0 3.9 8.7 2.0 1.0 18.8 30.1 4.1 

農林漁業 46 2.2 2.2 － 4.3 － 19.6 26.1 4.3 

自営業 190 9.5 5.3 5.8 3.7 1.1 48.9 34.7 1.6 

給与所得者 
（常勤） 

764 15.6 4.1 17.0 0.8 1.4 16.9 27.5 5.0 

パート・アルバイト
（学生は除く） 

391 7.4 6.4 9.0 3.1 1.5 20.7 27.6 4.3 

学生 53 37.7 1.9 1.9 － 1.9 18.9 45.3 7.5 

家事に専念 282 0.7 0.4 1.8 3.2 0.4 12.4 37.2 2.8 

無職 394 1.0 3.3 0.5 1.3 0.3 9.9 27.7 4.6 

その他 53 5.7 5.7 11.3 3.8 － 28.3 34.0 1.9 

 

区分 

友
人
や
知
人
な
ど
と
一
緒
に
過
ご
す

時
間
が
増
え
た 

友
人
や
知
人
な
ど
と
一
緒
に
過
ご
す

時
間
が
減
っ
た 

健
康
へ
よ
り
注
意
す
る
よ
う
に
な
っ

た 感
染
へ
の
懸
念
や
不
安
、
生
活
の
変

化
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
が
増
し
た 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
発
信
や
交
流

を
利
用
す
る
機
会
が
増
え
た 

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
（
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
よ

る
支
払
等
）
の
利
用
が
増
え
た 

宅
配
サ
ー
ビ
ス
や
通
信
販
売
の
利
用

が
増
え
た 

そ
の
他 

無
回
答 

全体 1.5 46.2 54.0 49.4 11.7 21.2 19.9 3.0 2.1 

農林漁業 － 60.9 58.7 30.4 10.9 6.5 17.4 － － 

自営業 2.1 37.4 51.1 43.2 12.1 17.9 20.5 1.6 2.1 

給与所得者 
（常勤） 

1.0 45.0 49.6 49.7 13.7 29.8 23.7 2.9 1.2 

パート・アルバイト
（学生は除く） 

1.5 48.6 53.7 54.7 12.0 24.6 19.9 3.1 0.8 

学生 7.5 58.5 49.1 54.7 32.1 26.4 26.4 3.8 － 

家事に専念 0.4 55.0 65.6 54.3 8.2 14.9 18.4 2.1 3.5 

無職 1.8 41.4 56.6 44.7 7.4 8.6 13.2 4.6 4.1 

その他 1.9 45.3 43.4 54.7 13.2 24.5 22.6 5.7 － 
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問 42 新型コロナウイルス感染症の影響が長期化している中、あなたは困ったり不安を

感じたりすることはありますか。（あてはまる番号１つだけ） 

「ある」の割合が 84.4％、「ない」の割合が 14.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

「男性」に比べ、「女性」で「ある」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

あ
る 

な
い 

無
回
答 

全体 2,194 84.4 14.0 1.5 

男性 939 80.9 17.7 1.4 

女性 1,239 87.4 11.1 1.5 

  

（ｎ = 2,194）

ある

84.4%

ない

14.0%

無回答

1.5%
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【年齢別】 

他に比べ、「30 歳代」で「ある」の割合が、「75 歳以上」で「ない」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

あ
る 

な
い 

無
回
答 

全体 2,194 84.4 14.0 1.5 

18～29 歳 171 83.6 15.8 0.6 

30 歳代 253 89.3 9.1 1.6 

40 歳代 368 86.4 13.0 0.5 

50 歳代 382 87.2 11.8 1.0 

60～64 歳 235 82.6 14.9 2.6 

65～69 歳 284 82.7 15.5 1.8 

70～74 歳 293 84.3 14.3 1.4 

75 歳以上 197 76.1 20.3 3.6 
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【ブロック別】 

他に比べ、「北部 A」「西部 A （城島）」で「ある」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

あ
る 

な
い 

無
回
答 

全体 2,194 84.4 14.0 1.5 

東部 A  144 85.4 14.6 － 

東部 B （田主丸） 131 87.0 11.5 1.5 

北部 A  165 89.7 9.1 1.2 

北部 B （北野） 145 85.5 11.7 2.8 

中央東部 253 84.6 13.4 2.0 

南東部 202 83.7 13.9 2.5 

中央部 266 83.5 15.4 1.1 

中央南部 345 83.2 15.9 0.9 

南西部 207 83.1 15.9 1.0 

西部 A （城島） 62 90.3 6.5 3.2 

西部 B （三潴） 148 86.5 12.2 1.4 
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【職業別】 

他に比べ、「無職」で「ある」の割合が低くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

あ
る 

な
い 

無
回
答 

全体 2,194 84.4 14.0 1.5 

農林漁業 46 87.0 13.0 － 

自営業 190 84.2 13.7 2.1 

給与所得者（常勤） 764 84.6 14.4 1.0 

パート・アルバイト（学生は除く） 391 88.5 11.3 0.3 

学生 53 88.7 11.3 － 

家事に専念 282 85.1 12.8 2.1 

無職 394 79.9 17.3 2.8 

その他 53 83.0 13.2 3.8 
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付問１ 問 42 で「１．ある」と回答した人に 

その困りごとで、当てはまるものを選択して下さい。 

（あてはまる番号３つまで） 

「外出時の感染リスク」の割合が 78.9％と最も高く、次いで「医療体制のひっ迫」の割合が

25.9％、「副反応などワクチン接種への不安」の割合が 18.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 1,852 ％

外出時の感染リスク

医療体制のひっ迫

副反応などワクチン接種へ
の不安

ウイルスに関する正確かつ
迅速な情報

健康の悪化（身体）

健康の悪化（精神）

運動・スポーツの機会の
減少

収入の減少、失業

文化・芸術にふれる機会の
減少

交流機会の減少による孤独

地域活動の停滞

働き方の変化による負担

学習機会・学力の低下

育児・介護等の負担

差別やDVなど人権侵害の
増加

インターネットでの発信や
交流への対応

その他

無回答

78.9

25.9

18.5

16.4

15.4

12.4

11.8

11.7

9.4

8.9

6.6

4.7

3.1

3.0

0.8

0.5

1.7

6.3

0 20 40 60 80 100
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【性別】 

「男性」に比べ、「女性」で「医療体制のひっ迫」「副反応などワクチン接種への不安」の割合

が高くなっています。また、「女性」に比べ、「男性」で「健康の悪化（身体）」が若干高くなっ

ています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

外
出
時
の
感
染
リ
ス
ク 

健
康
の
悪
化
（
身
体
） 

健
康
の
悪
化
（
精
神
） 

医
療
体
制
の
ひ
っ
迫 

ウ
イ
ル
ス
に
関
す
る
正
確
か
つ
迅
速
な
情
報 

交
流
機
会
の
減
少
に
よ
る
孤
独 

文
化
・
芸
術
に
ふ
れ
る
機
会
の
減
少 

運
動
・
ス
ポ
ー
ツ
の
機
会
の
減
少 

学
習
機
会
・
学
力
の
低
下 

働
き
方
の
変
化
に
よ
る
負
担 

収
入
の
減
少
、
失
業 

育
児
・
介
護
等
の
負
担 

地
域
活
動
の
停
滞 

差
別
や
D

V
な
ど
人
権
侵
害
の
増
加 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
発
信
や
交
流
へ
の
対
応 

副
反
応
な
ど
ワ
ク
チ
ン
接
種
へ
の
不
安 

そ
の
他 

無
回
答 

全体 1,852 78.9 15.4 12.4 25.9 16.4 8.9 9.4 11.8 3.1 4.7 11.7 3.0 6.6 0.8 0.5 18.5 1.7 6.3 

男性 760 77.6 18.3 12.5 22.6 16.2 9.3 7.6 14.1 3.3 3.6 13.7 2.2 7.6 0.9 0.7 14.3 1.4 6.3 

女性 1,083 79.6 13.4 12.3 28.0 16.3 8.6 10.7 10.2 3.0 5.5 10.2 3.5 5.9 0.6 0.4 21.4 1.9 6.4 
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【年齢別】 

他に比べ、「18～29 歳」で「学習機会・学力の低下」「交流機会の減少による孤独」や「副反

応などワクチン接種への不安」の割合が、「30 歳代」で「育児・介護等の負担」の割合が高くな

っています。また、「65～69 歳」で「外出時の感染リスク」や「運動・スポーツの機会の減少」

の割合が、「70～74 歳」で「地域活動の停滞」の割合が高くなっています。 

 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

外
出
時
の
感
染
リ
ス
ク 

健
康
の
悪
化
（
身
体
） 

健
康
の
悪
化
（
精
神
） 

医
療
体
制
の
ひ
っ
迫 

ウ
イ
ル
ス
に
関
す
る
正
確
か
つ
迅
速
な
情
報 

交
流
機
会
の
減
少
に
よ
る
孤
独 

文
化
・
芸
術
に
ふ
れ
る
機
会
の
減
少 

運
動
・
ス
ポ
ー
ツ
の
機
会
の
減
少 

学
習
機
会
・
学
力
の
低
下 

働
き
方
の
変
化
に
よ
る
負
担 

収
入
の
減
少
、
失
業 

育
児
・
介
護
等
の
負
担 

地
域
活
動
の
停
滞 

差
別
や
D

V
な
ど
人
権
侵
害
の
増
加 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
発
信
や
交
流
へ
の
対
応 

副
反
応
な
ど
ワ
ク
チ
ン
接
種
へ
の
不
安 

そ
の
他 

無
回
答 

全体 1,852 78.9 15.4 12.4 25.9 16.4 8.9 9.4 11.8 3.1 4.7 11.7 3.0 6.6 0.8 0.5 18.5 1.7 6.3 

18～29 歳 143 76.9 11.9 11.9 16.8 9.1 15.4 7.0 11.2 9.1 6.3 11.9 2.1 0.7 - - 28.7 2.8 6.3 

30 歳代 226 71.7 16.4 14.2 20.8 6.6 14.2 8.0 11.5 2.7 5.8 14.6 10.2 2.2 1.3 － 19.9 1.3 12.8 

40 歳代 318 71.7 11.9 12.6 27.4 11.6 6.3 8.2 14.2 7.9 5.7 14.2 4.1 5.0 0.9 0.6 23.6 2.5 10.1 

50 歳代 333 78.1 15.3 12.3 30.3 18.0 6.3 6.9 9.9 1.8 8.4 11.1 1.2 5.1 0.9 0.3 27.3 1.2 6.9 

60～64 歳 194 84.5 15.5 13.9 31.4 21.6 6.2 9.3 9.3 1.0 3.6 15.5 3.1 5.7 1.0 － 18.0 3.1 2.1 

65～69 歳 235 86.0 18.3 11.5 24.7 21.3 8.5 12.3 17.9 0.4 2.1 10.2 1.3 7.7 0.4 0.9 8.9 0.9 2.1 

70～74 歳 247 83.0 17.4 10.5 27.1 19.0 8.5 10.9 11.3 2.0 2.4 8.9 1.2 15.0 0.4 1.6 8.5 1.6 3.2 

75 歳以上 150 82.7 16.7 12.7 21.3 23.3 10.7 15.3 6.7 － 0.7 4.7 － 11.3 0.7 － 8.0 0.7 4.7 
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【ブロック別】 

他に比べ、「東部 B（田主丸）」「南西部」で「外出時の感染リスク」の割合が、「北部 A」で「副

反応などワクチン接種への不安」の割合が高くなっています。「西部 A （城島）」で「ウイルス

に関する正確かつ迅速な情報」や「収入の減少、失業」の割合が、「西部 B （三渚）」で「地域

活動の停滞」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

外
出
時
の
感
染
リ
ス
ク 

健
康
の
悪
化
（
身
体
） 

健
康
の
悪
化
（
精
神
） 

医
療
体
制
の
ひ
っ
迫 

ウ
イ
ル
ス
に
関
す
る
正
確
か
つ
迅
速
な
情
報 

交
流
機
会
の
減
少
に
よ
る
孤
独 

文
化
・
芸
術
に
ふ
れ
る
機
会
の
減
少 

運
動
・
ス
ポ
ー
ツ
の
機
会
の
減
少 

学
習
機
会
・
学
力
の
低
下 

働
き
方
の
変
化
に
よ
る
負
担 

収
入
の
減
少
、
失
業 

育
児
・
介
護
等
の
負
担 

地
域
活
動
の
停
滞 

差
別
や
D

V
な
ど
人
権
侵
害
の
増
加 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
発
信
や
交
流
へ
の
対
応 

副
反
応
な
ど
ワ
ク
チ
ン
接
種
へ
の
不
安 

そ
の
他 

無
回
答 

全  体 1,852 78.9 15.4 12.4 25.9 16.4 8.9 9.4 11.8 3.1 4.7 11.7 3.0 6.6 0.8 0.5 18.5 1.7 6.3 

東部 A  123 81.3 13.0 9.8 25.2 16.3 8.9 8.1 10.6 1.6 4.1 9.8 1.6 2.4 1.6 0.8 17.1 － 7.3 

東部 B （田主丸） 114 86.0 13.2 11.4 27.2 15.8 9.6 9.6 6.1 4.4 7.9 13.2 4.4 6.1 1.8 － 14.0 0.9 3.5 

北部 A  148 77.0 18.2 14.2 31.1 10.8 12.8 7.4 15.5 5.4 4.7 8.8 3.4 4.7 0.7 0.7 23.0 3.4 4.7 

北部 B （北野） 124 79.0 12.9 10.5 31.5 14.5 9.7 9.7 12.1 2.4 2.4 11.3 1.6 8.9 － － 13.7 2.4 6.5 

中央東部 214 79.9 13.6 13.6 27.1 14.5 10.3 7.5 15.4 4.7 4.7 9.3 3.7 6.5 0.5 1.9 19.6 1.9 6.1 

南東部 169 78.1 20.7 14.2 27.2 17.8 6.5 8.9 8.3 3.0 3.6 12.4 0.6 5.9 1.2 － 19.5 1.2 5.3 

中央部 222 71.6 16.7 10.8 18.9 19.4 11.3 10.8 13.1 4.1 4.5 15.8 3.6 5.0 0.9 － 16.7 3.6 8.1 

中央南部 287 77.4 16.7 11.5 23.7 16.0 9.1 12.9 14.3 1.0 5.2 10.1 5.2 3.8 1.0 0.3 19.2 1.7 8.0 

南西部 172 86.0 12.8 14.5 27.9 18.0 5.2 7.6 12.2 2.9 7.0 11.6 2.9 10.5 － 0.6 18.6 1.7 3.5 

西部 A （城島） 56 76.8 17.9 14.3 28.6 21.4 3.6 1.8 7.1 3.6 7.1 17.9 1.8 10.7 － － 21.4 － 3.6 

西部 B （三潴） 128 79.7 14.1 13.3 24.2 14.1 8.6 10.2 5.5 2.3 3.1 5.5 0.8 12.5 － 0.8 18.0 0.8 10.2 
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【職業別】 

他に比べ、「農林漁業」で「外出時の感染リスク」「地域活動の停滞」の割合が高くなっていま

す。また、「自営業」で「収入の減少、失業」の割合が高くなっています。また、「学生」で「外出

時の感染リスク」や「医療のひっ迫」が低く、「交流機会の減少による孤独」や「学習機会・学力の低下」

の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

外
出
時
の
感
染
リ
ス
ク 

健
康
の
悪
化
（
身
体
） 

健
康
の
悪
化
（
精
神
） 

医
療
体
制
の
ひ
っ
迫 

ウ
イ
ル
ス
に
関
す
る
正
確
か
つ
迅
速
な
情
報 

交
流
機
会
の
減
少
に
よ
る
孤
独 

文
化
・
芸
術
に
ふ
れ
る
機
会
の
減
少 

運
動
・
ス
ポ
ー
ツ
の
機
会
の
減
少 

学
習
機
会
・
学
力
の
低
下 

働
き
方
の
変
化
に
よ
る
負
担 

収
入
の
減
少
、
失
業 

育
児
・
介
護
等
の
負
担 

地
域
活
動
の
停
滞 

差
別
や
D

V
な
ど
人
権
侵
害
の
増
加 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
発
信
や
交
流
へ
の
対
応 

副
反
応
な
ど
ワ
ク
チ
ン
接
種
へ
の
不
安 

そ
の
他 

無
回
答 

全  体 1,852 78.9 15.4 12.4 25.9 16.4 8.9 9.4 11.8 3.1 4.7 11.7 3.0 6.6 0.8 0.5 18.5 1.7 6.3 

農林漁業 40 92.5 7.5 5.0 25.0 17.5 10.0 7.5 12.5 2.5 － 17.5 2.5 25.0 － － 15.0 － － 

自営業 160 73.1 11.9 10.0 23.8 18.8 7.5 4.4 11.9 2.5 3.8 37.5 1.3 10.0 － － 11.3 1.9 5.6 

給与所得者（常勤） 646 76.8 13.6 11.5 26.5 12.5 10.8 9.3 12.4 3.1 7.9 9.3 3.7 5.3 1.1 0.8 20.1 2.0 8.8 

パート・アルバイト
（学生は除く） 

346 80.9 13.9 15.6 29.2 16.8 3.5 7.5 8.4 2.6 5.8 12.1 2.6 4.0 0.3 － 26.0 0.6 6.4 

学生 47 63.8 12.8 8.5 6.4 14.9 19.1 14.9 14.9 25.5 － 12.8 － 2.1 － － 14.9 2.1 12.8 

家事に専念 240 80.4 17.5 15.0 25.4 22.1 8.8 13.3 13.8 2.5 2.1 7.5 6.7 6.3 0.4 0.4 20.8 3.3 3.8 

無職 315 86.3 21.3 11.1 24.8 17.8 11.4 11.4 13.0 0.6 0.3 5.1 0.6 8.3 0.6 1.0 10.2 1.0 2.9 

その他 44 61.4 18.2 18.2 31.8 11.4 － 6.8 9.1 6.8 6.8 13.6 2.3 9.1 6.8 － 15.9 2.3 11.4 
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Ⅲ 使用した調査票と全体集計結果 

  



211 

令和３年度 

久留米市民意識調査 
 

お願い 

◆この調査票は、封筒のあて名の方が調査の対象者です。その方が必ず最後まで通して 
回答してください。 

 
◆この調査は、８月 16 日（月）［郵送の場合：当日消印有効］までに回答してください。 
 
◆回答は、「郵送」または「インターネット」で行うことができます。 
【郵送で回答する場合】 
●郵送による回答をされる方は、同封の回答用紙（若草色の紙）に該当項目の番号を 
記入し、回答用紙のみを返信用の封筒で送付してください。 

 
●回答の記入は、鉛筆または黒・青のボールペンなどでお願いいたします。 

 
●各問で、「その他（具体的に：   ）」の番号を選択した方は、その内容を具体的に 

記入してください。 
 
【インターネットで回答する場合】 
●右に記載の QR コードまたは、下記 URL にアクセスし、 
回答をお願いいたします。 
iuuqt;00gpsn t/hmf0OidwVKdT5[Ri34o69!
!

◇この調査は、株式会社名
めい

豊
ほう

に委託して実施しております。 

 
◇ご不明な点がありましたら、下記までお問い合わせください。 

≪問い合わせ先≫ 

   〒830-8520 久留米市城南町 15-3 

   久留米市 協働推進部 広聴・相談課 （℡ 0942-30-9015） 

                     （FAX 0942-30-9711）   

≪調査実施機関≫ 

   〒460-0017 愛知県名古屋市中区松原 2-2-33 

   株式会社名
めい

豊
ほう

            （℡ 052-322-0071） 

 

令和３年７月 

久留米市  
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※なお、調査により、回答した個人が特定されることはありません。 

記入漏れがあると、回答すべてが無効になる場合があります。 

 

Ｆ１ あなたの性別は。（回答者数 2,194 件） 

１．男性（42.8%）  ２．女性（56.5%） ３．（      ）（0.0%） 

（無回答 0.7%） 

Ｆ２ あなたの満年齢は。（回答者数 2,194 件） 

１．18・19 歳（1.1%） ２．20 歳代（6.7%） ３．30 歳代（11.5%） 

４．40 歳代（16.8%） ５．50 歳代（17.4%） ６．60～64 歳（10.7%） 

７．65～69 歳（12.9%） ８．70～74 歳（13.4%） ９．75 歳以上（9.0%） 

（無回答 0.5%） 

Ｆ３ あなたのお住まいの校区をお教えください。（回答者数 2,194 件） 

１．西国分（5.8%） ２．荘島（1.5%）３．日吉（2.3%）４．篠山（2.3%）５．京町（1.3%） 

６．南薫（3.0%） ７．鳥飼（2.6%）８．長門石（1.7%）９．小森野（1.7%） 10．金丸（4.2%） 

11．東国分（2.6%） 12．御井（3.1%）13．南（4.9%） 14．合川（2.9%）15．山川（2.4%） 

16．上津（4.9%） 17．高良内（3.6%） 18．宮ノ陣（2.9%） 19．山本（1.1%）20．草野（0.6%） 

21．安武（2.2%） 22．荒木（4.5%）23．大善寺（2.7%）24．善導寺（1.8%） 25．大橋（0.6%） 

26．青峰（0.7%） 27．津福（4.0%）28．船越（0.5%）29．水縄（0.4%）30．田主丸（2.9%） 

31．水分（0.5%） 32．竹野（0.6%）33．川会（0.4%）34．柴刈（0.6%）35．弓削（0.7%） 

36．北野（4.2%） 37．大城（1.0%）38．金島（0.6%）39．城島（1.6%）40．下田（0.4%） 

41．江上（0.3%） 42．青木（0.3%）43．浮島（0.2%）44．西牟田（1.2%） 45．犬塚（1.2%） 

46．三潴（4.3%） 47．わからない（2.0%） 

     （お住まいの町名をご記入ください      町・丁目） 

（無回答 3.7%） 

Ｆ４ あなたの職業は。（回答者数 2,194 件） 

１．農林漁業（2.1%）  ２．自営業（8.7%） 

３．給与所得者（常勤）（34.8%） ４．パート・アルバイト（学生は除く）（17.8%） 

５．学生（2.4%）   ６．家事に専念（12.9%） 

７．無職（18.0%）   ８．その他（具体的に：   ）（2.4%） 

（無回答 1.0%） 
  

以下の質問は、調査結果を統計的に整理するために必要なものです。 

ご記入への協力をお願い致します。 
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Ｆ５ あなたの家（現在同居している方のみ）の家族構成は。（回答者数 2,194 件） 

１．単身（10.2%）   ２．夫婦のみ（25.8%） ３．親・子（２世代）（48.0%） 

４．親・子・孫（３世代）（10.6%） ５．その他（具体的に：   ）（4.1%） 

（無回答 1.3%） 

Ｆ６ あなたが現在同居している家族について、次のうちあてはまるものすべて記入して 

ください。（回答者数 2,194 件） 

１．世帯の中に就学前の子どもがいる（12.0%） 

２．世帯の中に小学生がいる（11.9%） 

３．世帯の中に中学生がいる（7.5%） 

４．世帯の中に１～３以外の１８歳未満の子どもがいる（7.9%） 

５．世帯の中に６５歳以上の人がいる（40.2%） 

６．世帯の中に障害者手帳を持っている人がいる（本人を含みます）（10.9%） 

７．世帯に上記１～６にあてはまる人はいない（31.3%） 

（無回答 3.0%） 

Ｆ７ あなたのお住まいの形態は。（回答者数 2,194 件） 

１．持ち家（一戸建て）（64.5%） 

２．持ち家（集合住宅・分譲マンション）（9.5%） 

３．賃貸住宅（一戸建て）（3.5%） 

４．賃貸住宅（アパート・マンション）（17.9%） 

５．勤務先給与住宅（公務員住宅・社宅・寮など）（1.4%） 

６．間借り、その他（具体的に：                    ）（2.0%） 

（無回答 1.3%） 

Ｆ８ あなたが久留米市にお住まいになって、何年くらいになりますか。合併前を含め、 

現在の久留米市にこれまで住んでいた合計期間をお答えください。（回答者数 2,194 件） 

１．５年未満（6.4%）  ２．５～10 年未満（5.7%） 

３．10～20 年未満（12.9%）  ４．20～30 年未満（16.0%） 

５．30～40 年未満（14.2%）  ６．40 年以上（44.0%） 

（無回答 0.7%） 

Ｆ９ 日常生活でよく利用する移動手段は何ですか。（あてはまる番号いくつでも） 

   （回答者数 2,194 件） 

１．徒歩（29.3%）  ２．自転車（21.6%） 

３．バイク（原動機付自転車を含む）（3.6%） ４．自動車（83.0%） 

５．バス（12.4%）  ６．鉄道（11.0%） 

７．その他（具体的に：                      ）（1.3%） 

（無回答 0.8%） 
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問１ あなたは、久留米市は住みやすいと思いますか。（あてはまる番号１つだけ）（回答者数 2,194 件） 

１．住みやすい（45.4%）  ２．どちらかといえば住みやすい（42.9%） 

３．どちらかといえば住みにくい（4.1%） ４．住みにくい（1.1%） 

（無回答 6.5%） 

問２ あなたは、久留米市のまちの環境にどの程度満足していますか。 

（あてはまる番号それぞれ１つずつ）（回答者数 2,194 件） 

 
１
.
満
足 

２
.
や
や
満
足 

３
.
や
や
不
満 

４
.
不
満 

５
.
わ
か
ら
な
い 

 

（ア） 自然環境の豊かさ 
１ 

（41.0%） 

２ 
（47.2%） 

３ 
（6.8%） 

４ 
（1.5%） 

５ 
（2.8%） 

無回答 

（0.6%） 

（イ） 通勤・通学の便利さ 
１ 

（27.8%） 
２ 

（41.3%） 
３ 

（16.4%） 
４ 

（8.2%） 
５ 

（5.1%） 
無回答 

（1.2%） 

（ウ） 公園など外で活動する場の多さ 
１ 

（18.2%） 
２ 

（43.7%） 
３ 

（20.8%） 
４ 

（7.0%） 
５ 

（9.4%） 
無回答 

（0.8%） 

（エ） 住んでいる人の親切さ 
１ 

（20.9%） 
２ 

（56.3%） 
３ 

（10.7%） 
４ 

（3.8%） 
５ 

（7.6%） 
無回答 

（0.7%） 

（オ） 治安のよさ 
１ 

（22.6%） 
２ 

（52.4%） 
３ 

（14.9%） 
４ 

（5.0%） 
５ 

（4.4%） 
無回答 

（0.7%） 

（カ） 文化・芸術に身近にふれる機会や場の多さ 
１ 

（13.1%） 
２ 

（44.3%） 
３ 

（19.7%） 
４ 

（6.8%） 
５ 

（15.3%） 
無回答 

（0.8%） 

（キ） 子育て環境のよさ 
１ 

（17.2%） 
２ 

（43.6%） 
３ 

（13.4%） 
４ 

（3.6%） 
５ 

（20.9%） 
無回答 

（1.4%） 

（ク） 教育環境のよさ 
１ 

（16.0%） 
２ 

（44.0%） 
３ 

（14.5%） 
４ 

（4.1%） 
５ 

（19.8%） 
無回答

（1.6%） 

（ケ） 医療や福祉の充実 
１ 

（41.2%） 
２ 

（43.4%） 
３ 

（8.0%） 
４ 

（2.6%） 
５ 

（3.7%） 
無回答 

（1.0%） 

（コ） 就業機会の多さ 
１ 

（6.2%） 
２ 

（33.9%） 
３ 

（25.3%） 
４ 

（8.1%） 
５ 

（24.8%） 
無回答 

（1.7%） 

（サ） 新鮮な農産物やおいしい食べ物の豊富さ 
１ 

（39.3%） 
２ 

（48.2%） 
３ 

（6.9%） 
４ 

（1.9%） 
５ 

（2.6%） 
無回答 

（1.1%） 

（シ） 地域の祭りやイベントの活発さ 
１ 

（14.9%） 
２ 

（46.0%） 
３ 

（16.3%） 
４ 

（4.6%） 
５ 

（16.7%） 
無回答 

（1.4%） 

（ス） 買い物や飲食など日常生活の便利さ 
１ 

（31.3%） 
２ 

（44.4%） 
３ 

（15.7%） 
４ 

（6.8%） 
５ 

（0.7%） 
無回答 

（1.0%） 

（セ） 住宅事情のよさ 
１ 

（19.6%） 
２ 

（46.2%） 
３ 

（15.2%） 
４ 

（5.2%） 
５ 

（12.2%） 
無回答 

（1.5%） 

 

問３ あなたは、久留米市に愛着がありますか。（あてはまる番号１つだけ）（回答者数 2,194 件） 

１．愛着がある（40.6%）  ２．どちらかといえば愛着がある（41.6%） 

３．どちらかといえば愛着がない（5.9%） ４．愛着がない（1.8%） 

（無回答 10.2%） 

  

久留米市の住みやすさや愛着度についておたずねします 
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問４ 久留米市の状況として、次の（ア）～（シ）の事柄について、あなたはどう思いますか。 

（あてはまる番号それぞれ１つずつ）（回答者数 2,194 件） 

 １
.
そ
う
思
う 

２
.
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

そ
う
思
う 

３
.
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

そ
う
思
わ
な
い 

４
.
そ
う
思
わ
な
い 

 

（ア） 季節感あふれるまち （例：花や緑が多い など） 
１ 

（35.1%） 
２ 

（51.2%） 
３ 

（10.3%） 
４ 

（2.6%） 
無回答

（0.6%） 

（イ） 都市環境が充実しているまち（例：公共交通機関

の充実、道路が整備されている など） 
１ 

（15.2%） 
２ 

（49.2%） 
３ 

（27.6%） 
４ 

（7.4%） 
無回答

（0.6%） 

（ウ） 外で活動しやすいまち（例：公園や広場が多い、 

歩道や自転車道が整備されている など） 
１ 

（12.2%） 
２ 

（45.5%） 
３ 

（34.0%） 
４ 

（7.5%） 
無回答

（0.9%） 

（エ） 人権が尊重されているまち（例：人権教育の機会

充実、女性が活躍しやすい環境 など） 
１ 

（9.4%） 
２ 

（56.7%） 

３ 

（26.7%） 

４ 

（5.8%） 

無回答

（1.4%） 

（オ） 安全で安心して暮らせるまち（例：防災対策が充

実している、治安がよい など） 

１ 

（16.3%） 

２ 

（59.9%） 

３ 

（18.4%） 

４ 

（4.5%） 

無回答

（0.9%） 

（カ） 心豊かに暮らせるまち（例：文化・芸術が盛ん、 

スポーツを楽しむ機会が多い など） 

１ 

（15.2%） 

２ 

（56.1%） 

３ 

（23.1%） 

４ 

（4.4%） 

無回答

（1.2%） 

（キ） 子育てしやすいまち 
１ 

（18.0%） 

２ 

（59.9%） 

３ 

（15.0%） 

４ 

（4.4%） 

無回答

（2.6%） 

（ク） 地域で支えあいや助け合いが充実しているまち 
１ 

（12.2%） 

２ 

（54.2%） 

３ 

（26.1%） 

４ 

（5.8%） 

無回答

（1.6%） 

（ケ） 働きやすいまち 

（例：就職の機会が豊富、働きやすい環境 など） 

１ 

（9.0%） 

２ 

（48.5%） 

３ 

（32.9%） 

４ 

（7.6%） 

無回答

（2.1%） 

（コ） 国際性豊かなまち（例：外国人と接する機会が多

い、海外との交流が活発 など） 

１ 

（3.6%） 

２ 

（27.1%） 

３ 

（46.8%） 

４ 

（20.7%） 

無回答

（1.9%） 

（サ） にぎわいのあるまち（例：中心市街地や観光地が

多くの人でにぎわっている など） 

１ 

（5.6%） 

２ 

（28.4%） 

３ 

（45.1%） 

４ 

（19.4%） 

無回答

（1.5%） 

（シ） 県南の中核都市である（例：地域の発展をリード 

している など） 

１ 

（19.3%） 

２ 

（43.5%） 

３ 

（23.9%） 

４ 

（11.6%） 

無回答

（1.7%） 

 

問５ あなたは、事情が許せば今後も久留米市に住み続けたいと思いますか。 

（あてはまる番号１つだけ）（回答者数 2,194 件） 

１．住み続けたい（51.6%）   ２．どちらかといえば住み続けたい（34.1%） 

３．どちらかといえば移りたい（6.8%） ４．移りたい（2.0%） 

５．わからない（5.2%） 

（無回答 0.2%） 
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問６ あなたは、ふだんの生活の中で、環境に配慮した取り組み※をしていますか。 

（あてはまる番号１つだけ）（回答者数 2,194 件） 

１．少し不便を感じることがあっても積極的に取り組んでいる（13.4%） 

２．生活に不便のない範囲で取り組んでいる（72.0%） 

３．必要性は感じるが、取り組んでいない（12.7%） 

４．取り組む必要性を感じていない（1.7%）   （無回答 0.1%） 
 

※「環境に配慮した取り組み」とは… 

環境への負荷を少なくする、環境を守るために行う行動のことで、次のようなものがあります。  

◎家庭や職場での節電や節水 

◎車の使用を控えた徒歩や自転車、公共交通機関の利用、エコドライブ  

◎省エネ家電などエネルギー消費の少ない商品の購入  

◎ごみの分別の徹底、マイバックの利用などによるごみの減量  

◎緑のカーテン、草花や木を植える緑化活動 

問７ あなたは、ふだんの生活の中で、生涯学習活動※を行っていますか。 

（あてはまる番号１つだけ）（回答者数 2,194 件） 

１．行っている（31.3%）  ２．行っていない（68.3%）（無回答 0.4%） 

※「生涯学習活動」とは… 

人々がいつでもどこでも、自由に行う学習活動のことで、次のようなものがあります。  

◎軽い運動やスポーツ、文化活動、ボランティア活動 

◎校区コミュニティセンターでの講座など社会教育における学習活動  

◎趣味として行う学習活動 

 

問８ あなたは、あなた自身の健康についてどう感じますか。（あてはまる番号１つだけ） 

（回答者数 2,194 件） 

１．健康である（18.7%）  ２．どちらかといえば健康である（59.3%） 

３．どちらかといえば健康でない（17.5%） ４．健康でない（4.3%） 

（無回答 0.2%） 

問９ あなたは、運動（軽く体を動かすものを含む）やスポーツ活動（自分自身で行う、あるいは

観戦・観賞)を行っていますか。（あてはまる番号１つだけ）（回答者数 2,194 件） 

１．行っている（52.0%）  ２．行っていない（47.7%） （無回答 0.3%） 

問 10 あなたは、どれくらいの頻度で、健康づくりのために体を動かしたり、運動をしたりしてい

ますか。（１日３０分以上）。（あてはまる番号１つだけ）（回答者数 2,194 件） 

１．週に２日以上（34.2%）  ２．週に１日程度（19.2%） 

３．月に１～３日程度（10.7%） ４．３か月に１～２日程度（4.5%） 

５．年に１～３日程度（4.1%） ６．まったく行っていない（27.1%） 

（無回答 0.1%） 

あなたのふだんの生活についておたずねします 
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問 11 あなたは、「安全安心のまちづくり」を、市と地域の皆さんがともに協力しあって進めてい

くことが必要だと思いますか。（あてはまる番号１つだけ）（回答者数 2,194 件） 

１．そう思う（51.7%）  ２．どちらかといえばそう思う（43.4%） 

３．どちらかといえばそう思わない（3.3%）４．そう思わない（1.3%） 

（無回答 0.3%） 

問 12 あなたは、地域をよりよくするために、校区コミュニティ活動や自治会活動、ボランティア活動

などの市民活動※に参加したいと思いますか。（あてはまる番号１つだけ）（回答者数 2,194 件） 

１．そう思う（11.5%）  ２．どちらかといえばそう思う（43.4%） 

３．どちらかといえばそう思わない（29.9%） ４．そう思わない（14.8%） （無回答 0.5%） 

※「市民活動」とは… 

◎校区コミュニティ活動 

（小学校区単位の校区コミュニティ組織による活動や防犯協会などの各種住民団体による活動） 

◎自治会活動（自治会、町内会、隣組、班などでの活動） 

◎ボランティア活動  

 

問 13 あなたは、オンライン開催※での参加も含めて、この１年間に、市民活動にどの程度参加し

ましたか。（あてはまる番号１つだけ）（回答者数 2,194 件） 

１．週に１回以上（0.6%） ２．月に２～３回程度（2.4%）３．月に１回程度（4.4%） 

４．年に数回程度（10.8%） ５．年に１回程度（5.4%） ６．まったく参加していない（75.7%） 

（無回答 0.7%） 

※「オンライン開催」とは… 

インターネットを通じ、Ｗｅｂ会議ツールを用いて開催されるもの。 

 

付問１  問 13 で１．から５．と回答した人に  （回答者数 517 件） 

あなたは、この１年間にオンライン開催による市民活動に参加しましたか。 

（あてはまる番号１つだけ） 

１．はい（11.6%）  ２．いいえ（82.8%）  （無回答5.6%） 

 

  



218 

問 14 近年、久留米市において差別事件や人権侵害事案が発生しています。 

あなたは、同和問題をはじめとする人権問題の解決に向けて、自分自身の人権に対する感覚

を高めたいと思いますか。（あてはまる番号１つだけ）（回答者数 2,194 件） 

１．そう思う（17.6%）  ２．どちらかといえばそう思う（40.6%） 

３．どちらかといえばそう思わない（30.0%） ４．そう思わない（8.5%） （無回答 3.2%） 
 

付問１  問 14 で１．または２．と回答した人に  

あなたは、人権に対する感覚を高めるために、どのようなことをしたいと思いますか。 

（あてはまる番号いくつでも）（回答者数 1,278 件） 

１．市などが主催する同和問題、人権問題の講演会、学習会に参加する（18.0%） 

２．地域で開催する講演会、学習会に参加する（16.0%） 

３．ＰＴＡや学校の講座、研修に参加する（9.2%） 

４．職場の講座や研修に参加する（15.7%） 

５．市の広報紙やホームページで人権に関する記事を読む（54.9%） 

６．書籍などで自主学習をする（20.0%） 

７．家族や友人など身近な人と人権問題について話をする（30.0%） 

８．その他（具体的に：    ）（3.0%） （無回答3.5%） 

問 15 久留米市では、市民のニーズを的確に把握し、政策へと反映させるまちづくりを進めています。

そこで、次の（ア）～（ク）の取り組みについておたずねします。 

あなたは、これらの取り組みにどの程度満足していますか。（あてはまる番号それぞれ１つずつ） 

（回答者数 2,194 件） 
１
.
満
足 

２
.
や
や
満
足 

３
.
や
や
不
満 

４
.
不
満 

５
.
わ
か
ら
な
い 

 

（ア） 公園や広場の整備・充実 
１ 

（14.1%） 
２ 

（47.1%） 
３ 

（23.2%） 
４ 

（7.2%） 
５ 

（7.7%） 
無回答 
（0.6%） 

（イ） 国道・県道・バイパスなど広域幹線道路の整
備 

１ 
（12.9%） 

２ 
（45.6%） 

３ 
（24.5%） 

４ 
（10.8%） 

５ 
（5.4%） 

無回答 
（0.7%） 

（ウ） 観光地の魅力づくりや大規模なイベント・
学会・会議・大会の誘致などの観光コンベン
ションの振興 

１ 
（5.8%） 

２ 
（33.5%） 

３ 
（26.9%） 

４ 
（7.3%） 

５ 
（25.6%） 

無回答
（0.8%） 

（エ） 家のまわりの生活道路や側溝の整備 
１ 

（8.8%） 
２ 

（36.1%） 
３ 

（30.2%） 
４ 

（20.7%） 
５ 

（3.4%） 
無回答
（0.7%） 

（オ） 下水道や浄化槽などの生活排水処理の整備・
充実 

１ 
（20.8%） 

２ 
（46.4%） 

３ 
（16.1%） 

４ 
（7.6%） 

５ 
（8.4%） 

無回答 
（0.7%） 

（カ） 水害やがけ崩れ・山崩れの防止などの防災
対策 
および総合防災訓練の充実 

１ 
（6.2%） 

２ 
（34.3%） 

３ 
（26.2%） 

４ 
（11.8%） 

５ 
（20.6%） 

無回答 
（1.0%） 

（キ） 自治会などの校区コミュニティ活動や、Ｎ
ＰＯ・ボランティア活動など市民自らが進
めるまちづくり活動の振興 

１ 
（7.1%） 

２ 
（41.9%） 

３ 
（17.0%） 

４ 
（3.7%） 

５ 
（29.4%） 

無回答
（1.0%） 

（ク） バス、鉄道、タクシーなどの公共交通機関の現状 
１ 

（15.0%） 
２ 

（40.9%） 
３ 

（24.1%） 
４ 

（12.9%） 
５ 

（6.2%） 
無回答 
（0.9%） 
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問 16 市政情報はどこから入手しますか。（あてはまる番号いくつでも）（回答者数 2,194 件） 

１．広報久留米（広報紙）（84.1%） ２．市公式ホームページ（26.3%） 

３．市公式 LINE（22.5%） ４．市公式 Facebook（1.0%） 

５．市公式 YouTube（1.2%） ６．ｄボタン広報誌（ＫＢＣテレビｄボタン）（4.7%） 

７．市が作成するポスター、チラシなど（16.0%） 

８．校区だよりや総合支所からのお知らせなどの地域情報（30.4%） 

９．新聞やテレビなど（31.6%） 10．ケーブルテレビ（くーみんテレビ）（3.9%） 

11．コミュニティＦＭ（ドリームス FM）（1.2%） 

12．その他（具体的に：                 ）（1.5%） （無回答 0.4%） 

問 17 特にどのような情報発信を期待しますか。（あてはまる番号３つまで）（回答者数 2,194 件） 

１．イベントなどの情報（45.9%） ２．スポーツに関する情報（10.6%） ３．文化・芸術に関する情報（18.2%） 

４．グルメに関する情報（21.9%）   ５．災害・防災に関する情報（49.0%） ６．子育て・教育に関する情報（16.4%） 

７．医療・健康に関する情報（53.0%）   ８．介護・福祉に関する情報（25.7%） 

９．ボランティアに関する情報（3.2%）   10．まちの安全についての情報（14.3%） 

11．その他（具体的に：  ）（0.9%）   （無回答 1.2%） 

問 18 あなたが久留米の魅力だと感じるものは何ですか。（あてはまる番号１つだけ）（回答者数 2,194 件） 

１．豊かな自然（13.2%） ２．野菜、フルーツなどの豊富な農産物（18.5%） 

３．ラーメン、焼き鳥など多彩なＢ級グルメ（25.0%） 

４．道路や交通の利便性（3.9%） 

５．美術館やシティプラザなど文化・芸術に触れられる施設（2.8%） 

６．健康づくりやスポーツに親しめる施設（0.8%） 

７．子育てがしやすい環境（2.2%） ８．充実した医療環境（22.2%） 

９．地域を代表する産業や企業（0.8%） 10．市ゆかりの歴史的人物、著名人（0.7%） 

11．久留米絣や籃胎漆器などの伝統工芸品があること（1.8%） 

12．寺社仏閣や古墳などの歴史的建造物（0.8%） 

13．その他（具体的に：                        ）（0.5%） 

14．特にない（5.3%）  （無回答 1.5%） 

 

 

問 19 あなたは、「広報久留米」を読んでいますか。（あてはまる番号１つだけ）（回答者数 2,194 件） 

１．毎号必ず読む（41.0%） ２．ときどき読む（35.3%） 

３．あまり読まない（11.3%） ４．まったく読まない（9.3%）   付問４へ 

 （無回答 3.1%） 

 

付問１～付問３へ 

  

市の情報発信についておたずねします 

広報久留米についておたずねします 
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付問１  問 19 で１．または２．と回答した人に        

広報久留米の見やすさについて感想をお聞きします。（あてはまる番号１つだけ） 

（回答者数 1,674 件） 

１．満足している（20.8%）     ２．どちらかというと満足している（67.6%） 

３．どちらかというと満足していない（8.8%）  ４．満足していない （1.3%）（無回答 1.5%） 

付問２  問 19 で１．または２．と回答した人に  

読みやすいと感じる部分を教えてください。（あてはまる番号いくつでも）（回答者数 1,674 件） 

１．文字の大きさ（37.8%） 

２．全体の構成（特集、撮っておきニュース、情報ほっとライン等）（53.9%） 

３．カラー印刷（31.8%） ４．内容が面白い（5.9%） 

５．レイアウトやデザイン（13.8%） ６．文章が簡潔で分かりやすい（21.7%） 

７．写真が分かりやすい（17.2%） ８．その他（具体的に：  ）（1.1%） （無回答 6.1%） 

付問３  問 19 で １．または２．と回答した人に 

広報久留米で必ず目を通す紙面は何ですか。（あてはまる番号いくつでも） 

（回答者数 1,674 件） 

１．表紙（44.6%） ２．撮っておきニュース（31.1%） 

３．市の施策や事業（市の予算や決算、環境や人権などの取り組み記事）（29.5%） 

４．連載シリーズ（久留米入城 400 年モノ語りや共に生きるなど）（16.1%） 

５．イベントカレンダー（48.6%） ６．日曜在宅医（39.2%） 

７．情報ほっとライン（38.7%） ８．裏表紙「これ知ってる！？」（15.1%）（無回答 5.6%） 

付問４  問 19 で ３．または４．と回答した人に  

読まない理由を教えてください。（あてはまる番号いくつでも）（回答者数 453 件） 

１．内容が面白くない（11.3%） 

２．広報紙以外で情報を得ることができる（24.5%） 

３．知りたい情報がない（24.1%） ４．読む時間がない（36.0%） 

５．その他（具体的に：         ）（18.3%） （無回答 6.2%） 

問 20 「広報久留米」は、どの頻度で発行したら良いと思いますか。（あてはまる番号１つだけ） 

（回答者数 2,194 件） 

１．月１回（68.7%） ２．月２回（14.2%）  ３．隔月（8.5%） 

４．４半期に１回（5.6%） ５．その他（具体的に：     ）（1.6%） 

 （無回答 1.4%） 

 

問 21 情報収集にはどの情報機器端末を使っていますか。（あてはまる番号いくつでも） 

（回答者数 2,194 件） 

１．スマートフォン（74.7%） ２．携帯電話（スマートフォン以外）（7.2%） 

３．パソコン（34.4%） ４．タブレット端末（13.4%） 

５．その他（具体的に：                       ）（1.3%） 

６．持っていない（12.3%）  （無回答 1.4%） 

インターネット利用についておたずねします 
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問 22 どのくらい久留米市の公式ホームページをご覧になりますか。（あてはまる番号１つだけ） 

（回答者数 2,194 件） 

１．よく見ている（週１回以上）（12.0%）２．ときどき見る（月１回以上）（21.9%） 

３．何回か見たことがある（33.8%） ４．見たことがない（30.1%） （無回答 2.1%） 

 

問 23 あなたはＳＮＳを使っていますか。（あてはまる番号１つだけ）（回答者数 2,194 件） 

１．使っている（58.7%） ２．使っていない（38.1%） （無回答 3.1%） 

 

 

 

 

付問１  問 23 で１．と回答した人に  

どのＳＮＳを使っていますか。（あてはまる番号いくつでも）（回答者数 1,288 件） 

１．LINE（ライン）（88.0%） ２．Facebook（フェイスブック）（35.0%） 

３．Instagram（インスタグラム）（39.6%） ４．Twitter（ツイッター）（29.9%） 

５．YouTube（ユーチューブ）（50.6%） 

６．その他（具体的に：               ）（1.0%） （無回答 0.3%） 

付問２  問 23 で１．と回答した人に  

久留米市の公式ＳＮＳを見たことがありますか。（あてはまる番号いくつでも）（回答者数 1,288 件） 

１．市公式 LINE（41.6%） ２．市公式Facebook（キラリ久留米）（5.7%） 

３．市公式 YouTube（久留米市公式チャンネル）（5.9%） ４．Instagram（くるっぱぐらむ）（3.1%） 

５．Twitter（くるっぱツイッター）（3.6%） ６．その他（具体的に：   ）（0.6%） 

７．見たことがない（43.1%）  （無回答 9.7%） 

付問３  問 23 で１．と回答した人に  

久留米市のＳＮＳで登録（フォロー）しているものを教えてください。（あてはまる番号いくつでも） 

（回答者数 1,288 件） 

１．市公式 LINE（35.6%） ２．市公式Facebook（キラリ久留米）（2.6%） 

３．市公式 YouTube（久留米市公式チャンネル）（1.9%） ４．Instagram（くるっぱぐらむ）（1.7%） 

５．Twitter（くるっぱツイッター）（1.4%） ６．その他（具体的に：     ）（0.1%） 

７．ない（46.0%）                            （無回答 15.8%） 

 

問 24 市公式 YouTube で充実してほしいと思う動画は何ですか。（あてはまる番号いくつでも） 

（回答者数 2,194 件） 

１．市の制度・施策、手続きの紹介（38.8%） ２．観光スポットの紹介（34.9%） 

３．市の施設紹介（29.4%）   ４．イベントの紹介（41.1%） 

５．グルメ情報（38.3%）   ６．歴史・文化財の紹介（17.0%） 

７．地域活動・ボランティアの紹介（12.0%） ８．その他（具体的に：    ）（5.2%） 

  （無回答 11.8%） 

※「SNS」とは･･･ 

ソーシャル・ネットワーキング・サービスの略で、人との交流や情報発信をインターネット上で行

うサービスのこと。 
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問 25 あなたは、居住している地域の自治会に加入していますか。（あてはまる番号１つだけ） 

（回答者数 2,194 件） 

１．加入している（74.2%） ２．加入していない（16.4%）    付問２へ  

３．わからない（8.8%）   （無回答 0.6%）  

付問１  問 25 で１．と回答した人に  

加入してよかったと思うことは何ですか。（あてはまる番号いくつでも）（回答者数 1,629 件） 

１．スポーツや文化、お祭りなどの行事を通し、地域の人と親交が深まる（38.5%） 

２．災害時や緊急時にも安心感がある（38.2%） 

３．市や地域の広報紙により、地域の情報が手に入る（46.2%） 

４．一斉清掃などの環境美化や、防犯灯の維持管理などの防犯対策など、住民が協力

し合って問題を解決することができる（41.5%） 

５．住民の意見を集約して、行政に対して意見や陳情ができる（13.6%） 

６．その他（具体的に：                        ）（2.3%） 

７．加入してよかったことはない（12.0%） （無回答 1.5%） 

付問２  問 25 で２．と回答した人に  

加入していない理由は何ですか。（あてはまる番号いくつでも）（回答者数 360 件） 

１．隣近所とのつきあいが難しいから（21.1%） 

２．会費など金銭的な負担となるから（13.9%） 

３．当番などの役割分担が重荷になるから（31.1%） 

４．仕事が忙しく、活動に参加できないから（28.9%） 

５．介護や育児が忙しく、活動に参加できないから（8.6%） 

６．自治会への加入や行事参加の誘いを受けたことがないから（22.2%） 

７．自治会が、どんな活動をしているかがわからないから（16.7%） 

８．住んでいる集合住宅（アパート、マンション）が加入していないから（26.4%） 

９．自治会への加入方法や連絡先がわからないから（12.5%） 

10．加入していなくても、不便を感じないから（42.5%） 

11．その他（具体的に：                        ）（6.1%） 

 （無回答 5.0%） 

 

  

地域コミュニティ活動についておたずねします 
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問 26 地域では、さまざまな活動が行われています。あなたは、これらの活動を（A）知っていま

すか。また、（B）参加してみたいと思いますか。 

（（A）、（B）それぞれについて、次の中からあてはまるものをいくつでも）（回答者数 2,194 件） 

 (
Ａ
)
知
っ
て
い
る 

も
の 

(
Ｂ
)
参
加
し
て 

み
た
い
と 

思
う
も
の 

１．地域でのサロンなどの憩いの場 １（31.9%） １（10.1%） 

２．道路や河川の美化や花づくりなどの景観づくり活動 ２（44.5%） ２（12.4%） 

３．子どもの見守りなど、青少年の健全育成のための活動 ３（58.7%） ３（11.7%） 

４．高齢者の見守りなど、高齢者支援のための活動 ４（33.0%） ４（7.9%） 

５．ウォーキングや料理教室などの生涯学習活動 ５（33.9%） ５（17.8%） 

６．防犯パトロールなどの防犯活動 ６（51.1%） ６（5.7%） 

７．交通安全に関するイベントや活動 ７（27.0%） ７（4.5%） 

８．防災訓練や防災研修などの活動 ８（25.3%） ８（10.3%） 

９．地域の伝統行事や歴史に関する活動 ９（23.2%） ９（9.0%） 

10．校区まつりや運動会などの親睦活動 10（60.5%） 10（14.0%） 

11．地域や団体などの広報の編集や発行 11（25.3%） 11（3.1%） 

12．廃品回収やリサイクルを進める環境保護活動 12（53.4%） 12（10.8%） 

13．どれも知らない 13（9.0%）  

14．どれも参加したくない  13（19.8%） 

 （無回答 11.5%） （無回答 35.6%） 
 

問 27 地域コミュニティに期待すること（今後、地域でどのようなことに取り組んだらよいか）は

ありますか。（あてはまる番号いくつでも）（回答者数 2,194 件） 

１．だれでも参加でき、地域の人との親交を深められるような行事を行う（39.9%） 

２．防犯・防災など、住民が協力し合って地域の問題を解決する（33.0%） 

３．総会や役員会で話し合った内容などを、会報や回覧板などで住民に知らせる（20.3%） 

４．会費の使い道をわかりやすくし、会報や回覧板などで住民に知らせる（24.6%） 

５．年齢や性別などにこだわらず、みんなが活動できる組織づくりをする（26.7%） 

６．社会情勢の変化や住民のライフスタイルの多様化などに対応できる新たなルールに 

ついて話し合う（19.6%） 

７．住民の意見を集約し、行政に対して意見や陳情をする（20.9%） 

８．高齢者世帯や単身世帯など、その人の状況に応じた役割分担にするなど活動に参加しや

すくなるような工夫を行う（33.3%） 

９．地域で行われるイベントや活動について SNS を活用して情報発信を行う（16.5%） 

10．その他（具体的に：                            ）（3.3%） 

   （無回答 7.3%） 
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問 28 あなたは、久留米市が、セーフコミュニティ国際認証を取得して「安全安心のまちづくり」

に取り組んでいることを知っていますか。（あてはまる番号１つだけ）（回答者数 2,194 件） 

１．取り組んでいることを知っている（5.6%）  ２．聞いたことがある（17.8%） 

３．知らない（74.3%）   （無回答 2.2%） 

※「セーフコミュニティ」とは… 

ＷＨＯ（世界保健機関）が推奨する国際認証制度で、「けがや事故の予防」 

に重点を置き、様々なデータを活用しながら、地域社会全体で進める 

安全・安心なまちづくりの取り組みです。 

久留米市は平成 25 年 12 月にセーフコミュニティ国際認証を取得し、 

平成 30 年 12 月に再認証を取得しました。 

 

問 29-１ あなたは、お住まいの地域で、けがや事故、犯罪、災害にあうかもしれない不安を 

感じますか。（あてはまる番号それぞれ１つずつ）（回答者数 2,194 件） 

  １
.
不
安
を
感
じ
る 

２
.
や
や
不
安
を 

感
じ
る 

３
.
あ
ま
り
不
安 

を
感
じ
な
い 

４
.
不
安
を 

感
じ
な
い 

無
回
答 

（ア） けがや事故 １（20.7%） ２（41.1%） ３（29.7%） ４（6.1%） （2.4%） 

（イ） 犯罪 １（14.6%） ２（43.3%） ３（33.1%） ４（5.3%） （3.6%） 

（ウ） 災害 １（29.9%） ２（35.5%） ３（25.0%） ４（6.3%） （3.2%） 

 

問 29-２ この３年くらいの間で不安感は変化しましたか。（あてはまる番号それぞれ１つずつ） 

（回答者数 2,194 件） 

 

 

１
.
安
心
感
が
高
ま
っ
た 

２
.
や
や
安
心
感
が 

高
ま
っ
た 

３
.
変
わ
ら
な
い 

４
.
や
や
不
安
感
が 

高
ま
っ
た 

５
.
不
安
感
が
高
ま
っ
た 

無
回
答 

（ア） けがや事故 １（2.0%） ２（6.0%） ３（79.4%） ４（6.7%） ５（2.9%） （3.0%） 

（イ） 犯罪 １（1.8%） ２（6.6%） ３（77.2%） ４（7.8%） ５（2.7%） （3.9%） 

（ウ） 災害 １（3.1%） ２（7.0%） ３（55.6%） ４（17.5%） ５（13.7%） （3.1%） 

  

安全安心のまちづくり「セーフコミュニティ」※についておたずねします 
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問 30-１ あなたやあなたのご家族がふだん生活する中で、不安に感じることは何ですか。 

（あてはまる番号いくつでも）（回答者数 2,194 件） 

１．自転車による交通事故（35.7%） 

２．自動車による交通事故（68.9%） 

３．暴力行為や傷害、強盗などの凶悪犯罪（19.5%） 

４．空き巣や自転車の盗難、ひったくりなどの窃盗犯罪（38.9%） 

５．給付金詐欺等の電話を使った特殊詐欺（18.2%） 

６．痴漢や強制わいせつ、のぞき・盗撮などの性的犯罪（17.2%） 

７．職場でのけがや事故（労働災害）（14.9%） 

８．余暇活動や運動中のけがや事故（7.8%） 

９．学校や登下校時のけがや事故（21.7%） 

10．家庭内でのけがや事故（乳幼児や高齢者の転倒など）（16.1%） 

11．家庭内での暴力や虐待（1.8%） 

12．心の病や自殺（10.6%） 

13．地震や大雨などの災害（71.0%） 

14．特にない（4.6%）   （無回答 1.0%） 

問 30-２ あなたは、けがや事故、犯罪などを防いだり、災害への備えとして、個人や地域で特に

どのような取り組みや対策を行うことが必要だと思いますか。（あてはまる番号いくつでも） 

（回答者数 2,194 件） 

１．地域内の危険箇所や不安箇所の点検を行い、安全・安心マップを作成する（55.5%） 

２．登下校時の児童や、一人暮らしなどの高齢者の見守り活動を行う（44.1%） 

３．近隣住民とのあいさつなど、近所づきあいを良くする（47.1%） 

４．日頃から地域の防犯パトロールや防犯活動に積極的に参加する（13.6%） 

５．交通安全や転倒予防、防犯などに関する学習会を開く（9.3%） 

６．詐欺や自殺などの予防について、市の出前講座を利用して理解を深める（8.8%） 

７．地震や火災、水害など災害が起きた時のために防災訓練を行う（33.5%） 

８．一人ひとりが注意して事故や犯罪にあわないように気をつける（63.7%） 

９．その他（具体的に：                     ）（1.9%）（無回答 2.1%） 

問 31 地震や風水害などの災害時に電気・水道・ガスなどがストップした場合に備えて、あなたの 

ご家庭では水や食料をどの程度備蓄していますか。（あてはまる番号にそれぞれ１つずつ） 

（回答者数 2,194 件） 

 
１
.
１
日
分 

２
.
２
日
分 

３
.
３
日
分
以
上 

 

４
.
何
も
し
て 

い
な
い 

無
回
答 

（ア） 水(１日あたり１人３リットルが目
安) 

１
（21.5%） 

２
（22.6%） 

３
（18.3%） 

４
（36.6%） 

（1.0%） 

（イ） 食料 
１ 

（16.9%） 
２ 

（25.7%） 
３ 

（23.9%） 
４ 

（32.0%） 
（1.5%） 
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問 32 あなたのご家庭では、地震や水害などの災害に備え、次にあげるような対策をとっていますか。 

（あてはまる番号いくつでも）（回答者数 2,194 件） 

１．非常持ち出し袋の用意（26.5%） ２．家族との連絡方法の確認（33.4%） 

３．地震・水害などに対応した保険の加入（47.0%） ４．建物の耐震化（13.1%） 

５．家具や冷蔵庫などの転倒防止（14.6%） ６．災害に関する情報入手方法の確保（21.1%） 

７．その他（具体的に：                         ）（0.7%） 

８．特にしていない（24.4%）   （無回答 1.1%） 

問33-１ 久留米市では、災害が起こった時のために、校区内の公立小中学校やコミュニティセンター、

市役所関連施設などを避難所に指定しています。次の（ア）（イ）について、あてはまるもの

を選んでください。（あてはまる番号それぞれ１つずつ） 

 １
.
場
所
を
知
っ
て
お
り
、

避
難
経
路
も
決
め
て

い
る 

２
.
場
所
は
知
っ
て
い
る

が
、
避
難
経
路
は
特
に

決
め
て
い
な
い 

３
.
場
所
も
知
ら
ず
、
避
難

経
路
も
決
め
て
い
な

い 

無
回
答 

（ア） 自宅の近くにある避難所の場所

を知っていますか。 

（回答者数 2,194 件） 

１（29.1%） ２（59.1%） ３（10.2%） （1.6%） 

（イ）  通勤・通学をされている方に  
あなたの仕事場や学校の近くにあ
る避難所の場所を知っていますか。 
（回答者数 1,497 件） 

１（17.1%） ２（30.0%） ３（40.5%） （12.4%） 

問 33-２ あなたのお住まいの地域では、校区コミュニティ組織などを母体とした自主防災組織の 

活動が行われていますか。（あてはまる番号１つだけ）（回答者数 2,194 件） 

１．よく行われている（3.9%） ２．ときどき行われている（15.2%） 

３．ほとんど行われていない（8.3%） ４．行われているかどうか知らない（69.5%）（無回答 3.1%） 

問 34 あなたは、ここ１か月くらいの間に、心の不安や悩み、ストレスを抱えたことがありますか。 

（あてはまる番号１つだけ）（回答者数 2,194 件） 

１．大いにある（16.8%） ２．多少ある（39.3%） 

３．あまりない（31.9%） ４．まったくない（10.3%） （無回答 1.7%） 

付問１  問 34 で１．または２．と回答した人に  

それはどのようなことが原因ですか。（あてはまる番号いくつでも）（回答者数 1,230 件） 

１．家庭に関すること（家族関係、子育て、家族の介護など）（44.3%） 

２．健康に関すること（身体・こころの病気など）（52.5%） 

３．経済的な問題に関すること（金銭関係など）（34.6%） 

４．仕事に関すること（仕事の悩み、職場の人間関係など）（43.3%） 

５．恋愛、結婚に関すること（5.3%） 

６．学校に関すること（学校での人間関係、進路など）（4.9%） 

７．その他（具体的に：                  ）（5.9%）（無回答 2.0%） 
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問 35 あなたが、心の不安や悩み、ストレスを抱えた場合、誰に相談しますか。 

（あてはまる番号いくつでも）（回答者数 2,194 件） 

１．同居の家族や親族（63.4%） ２．別居の家族や親族（30.4%） 

３．友人・知人（43.5%） ４．学校の先生（0.8%） 

５．学校のカウンセラー（0.5%） ６．職場の上司・同僚（11.5%） 

７．職場の健康管理センター（0.5%） ８．医療機関（13.7%） 

９．薬局（0.8%） 10．地域包括支援センター・基幹相談支援センター（1.3%） 

11．民間ボランティアの電話相談（0.4%） 12．ＳＮＳ相談（0.5%） 

13．民生委員・児童委員（1.0%） 14．市役所・保健所などの公的機関（3.1%） 

15．相談する相手はいない（2.8%） 16．相談しない（8.2%） 

17．その他（具体的に：                    ）（0.6%）（無回答 0.9%） 

問 36 あなたが、心の不安や悩み、ストレスを抱えた場合、誰かに相談したり助けを求めたりする

ことに、ためらいを感じますか。（あてはまる番号１つだけ）（回答者数 2,194 件） 

１．感じる（15.7%） ２．どちらかといえば感じる（35.8%） 

３．どちらかといえば感じない（21.5%） ４．感じない（20.3%） 

５．わからない（5.7%）   （無回答 1.0%） 

 

 

問 37 あなたはＡＣＰ（アドバンス・ケア・プランニング）※について知っていますか。 

（あてはまる番号１つだけ）（回答者数 2,194 件） 

１．言葉も内容も知っている（4.5%） ２．言葉は知っているが、内容はよく知らない（16.8%） 

３．言葉も内容も知らない（77.3%）  （無回答 1.5%） 

※アドバンス・ケア・プランニングとは… 

将来の変化に備えて、将来の医療及びケアについて、本人を中心として、そのご家族や近しい人、 

医療・ケアチームが繰り返し話し合い、本人が意思決定をすることを支援する過程です。 

 

付問１  問 37 で１．と回答した人に  

あなたがＡＣＰについて知ったきっかけを教えてください。（あてはまる番号いくつでも） 

（回答者数 98 件） 

１．市民公開講座、出前講座（6.1%） 

２．市の作成した冊子「私の生き方ノート」（7.1%） 

３．医療・介護従事者等向けの研修（31.6%） 

４．医療・介護従事者から受けた説明や相談の機会（29.6%） 

５．テレビ、書籍等のメディアの情報（18.4%） 

６．その他（具体的に:     ）（15.3%） 

  （無回答 4.1%） 

  

 

在宅医療・介護に関する意識についておたずねします 
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問 38 あなたが、病気などで治る見込みがない状態になった場合、どこで療養生活を送り最期を 

迎えたいですか。（あてはまる番号１つだけ）（回答者数 2,194 件） 

１．居宅（自宅、子供や親族の家等）（45.9%） ２．医療機関（病院等）（39.7%） 

３．介護施設（老人ホーム等）（12.9%）  （無回答 1.4%） 
 

問 39 あなた自身や同居の人が人生の最終段階を迎えた場合に、安心して居宅で療養し、最期を 

迎えることができると思いますか。（あてはまる番号１つだけ）（回答者数 2,194 件） 

１．できると思う（18.6%） 

２．できないと思う（37.1%） 

３．わからない（42.1%）  （無回答 2.2%） 

付問１  問 39 で２．または３．と回答した人に  

安心して居宅で療養し、最期を迎えることができないと思う・わからない理由は何ですか。 

（あてはまる番号いくつでも）（回答者数 1,739 件） 

１．往診してくれるかかりつけの医師がいない（27.5%） 

２．訪問看護（看護師の訪問）体制が整っていない（12.5%） 

３．訪問介護（ホームヘルパーの訪問）体制が整っていない（8.9%） 

４．24 時間相談にのってくれるところがない（10.9%） 

５．介護できる家族がいない（25.0%） 

６．介護する家族に負担がかかる（62.7%） 

７．症状が急に悪くなったときの対応に不安がある（39.2%） 

８．症状が急に悪くなったときに、すぐに病院に入院できるか不安である（28.5%） 

９．居住環境が整っていない（16.7%） 

10．経済的な負担が大きい（34.6%） 

11. 自分の意向がどれだけ尊重されるかが分からない（17.5%） 

12．人生の最終段階について考える年齢ではない（16.5%） 

13．その他（具体的に：              ）（2.1%） （無回答 2.6%） 
 

問 40 あなたは、今までに家族等の身近な人を居宅で看取った経験がありますか。 

（あてはまる番号１つだけ）（回答者数 2,194 件） 

１．ある（17.3%） ２．ない（81.3%） （無回答 1.4%） 

付問１  問 40 で１．と回答した人に  

身近な人を看取ったご経験の中で、どのようなことが大変でしたか。 

（あてはまる番号いくつでも）（回答者数 380 件） 

１．本人の意思・意向の確認が取りづらくなったり、分からなくなったりした（34.5%） 

２．医師やケアマネジャー等、医療・介護従事者とのコミュニケーションが取りづらかった（11.3%） 

３．家族・親族内で意思がばらばらだった（11.1%） 

４．本人家族の望んだ医療・介護サービスの提供が不十分だった（14.5%） 

５．経済的な負担が大きかった（18.7%） 

６．特になかった（32.9%） 

７．その他（具体的に:     ）（8.7%） （無回答 3.7%） 
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問 41 新型コロナウイルス感染症の影響が長期化している中、あなたの日常生活にどのような変

化がありましたか。（あてはまる番号いくつでも）（回答者数 2,194 件） 

１．テレワークや時差出勤など、働き方が変わった（9.0%） 

２．副業や転職など、就業状況が変わった（3.9%） 

３．仕事量が増えた（8.7%） 

４．解雇等により仕事量が減った（2.0%） 

５．収入が増えた（1.0%） 

６．収入が減った（18.8%） 

７．家族と一緒に過ごす時間が増えた（30.1%） 

８．家族と一緒に過ごす時間が減った（4.1%） 

９．友人や知人などと一緒に過ごす時間が増えた（1.5%） 

10．友人や知人などと一緒に過ごす時間が減った（46.2%） 

11．健康へより注意するようになった（54.0%） 

12．感染への懸念や不安、生活の変化によるストレスが増した（49.4%） 

13．インターネットでの発信や交流を利用する機会が増えた（11.7%） 

14．キャッシュレス決済（クレジットカード、スマートフォンによる支払等）の利用が増えた（21.2%） 

15．宅配サービスや通信販売の利用が増えた（19.9%） 

16．その他（                      ）（3.0%） （ 無 回 答

2.1%） 

 

問 42 新型コロナウイルス感染症の影響が長期化している中、あなたは困ったり不安を感じたり

することはありますか。（あてはまる番号１つだけ）（回答者数 2,194 件） 

１．ある（84.4%） ２．ない（14.0%） （無回答 1.5%） 

付問１  問 42 で１．と回答した人に  

その困りごとで、当てはまるものを選択して下さい。（あてはまる番号３つまで） 

（回答者数 1,852 件） 

１．外出時の感染リスク（78.9%）     ２．健康の悪化（身体）（15.4%） 

３．健康の悪化（精神）（12.4%）       ４．医療体制のひっ迫（25.9%） 

５．ウイルスに関する正確かつ迅速な情報（16.4%） 

６．交流機会の減少による孤独 （8.9%） 

７．文化・芸術にふれる機会の減少（9.4%） ８．運動・スポーツの機会の減少（11.8%） 

９．学習機会・学力の低下（3.1%）      10．働き方の変化による負担（4.7%） 

11．収入の減少、失業（11.7%）       12．育児・介護等の負担（3.0%） 

13．地域活動の停滞（6.6%）              14．差別や DV など人権侵害の増加（0.8%） 

15. インターネットでの発信や交流への対応（0.5%） 

16．副反応などワクチン接種への不安（18.5%） 

17. その他（                       ）（1.7%） （無回答 6.3%） 

新型コロナウイルス感染症の影響についておたずねします 
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※新型コロナウイルス感染症に関してご意見・ご提案がありましたら、ご自由に記入してください。 

 

 

 

 

 

 

※最後に、久留米市の今後のあり方についてご意見・ご提案がありましたら、具体的に記入してくださ

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご多忙のところ調査にご協力いただき、本当にありがとうございました。 

いま一度、回答用紙に記入もれや記入間違いがないか十分にお確かめのうえ、 

同封している「返信用封筒」に入れて、お送りください。 

 

最後に、久留米市全般のことについておたずねします 
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